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　そして、彼らは海へ出た。

　話にしか聞いた事の無い新しん大陸に向け──

　錬れん金きん術じゆつという帆ほを張り、それぞれの心の中に吹き荒れる風を受け。




　マイザー・アヴァーロは探求の風。

　セラード・クェーツは野や心しんの風。

　ヴィクター・タルボットは責せき務むの風。

　ベグ・ガロットは研究心しんの風。

　東とう郷ごう田でん九く郎ろうとザンク・ローワンは義ぎ俠きようの風。

　グレット・アヴァーロとシルヴィ・リュミエールは逃とう避ひの風。

　ナイルは恩おん義ぎの風。

　チェスワフ・メイエルは、他人の風に吹き流されて。

　他にも多くの錬金術師し達たちが、それぞれの風に背中を押され、大おお海うな原ばらへと旅だった。




　他者に決して『風』を見せない、二人の男と共に。




　ラブロ・フェルメート・ヴィラレスクは、どこまでも透とう明めいで透すき通り、それ故ゆえ、他人には見る事のできない邪じや悪あくな風。

　そして、ヒューイ・ラフォレットは──────
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２００３年　アメリカ東ひがし海かい岸がん某ぼう所しよ　海かい洋よう歴史博はく物ぶつ館かん




「そして、このアドウェナ・アウィス号はついに辿たどり着いたのです！　迫はく害がいを逃れた欧おう州しゆうの科学者達たちを運び、アメリカの大地に新たなる知ち恵えと知ち識しきの種を植え付けたこの船こそ、歴史を紡つむぎ出した偉い大だいなる英えい雄ゆうの一人と言っても良いでしょう！」

　興こう奮ふん気ぎ味みに語る案内役やくを前に、観客達は博物館の中にある古びた船を眺ながめて思い思いの表情を浮かべていた。

「役目を終えた船はそのまま海岸で眠りにつき──船に乗っていた科学者の意い向こうにより、こうして保ほ存ぞんされる事となりました。できるだけ当時の姿すがたを残そうという形で、フナクイムシや腐ふ食しよくによる傷いたみはそのまま残していますので、この状態での航こう海かいは不ふ可能でしょう。しかし、資し料りようとしての価か値ちは計り知れず、歴史という海を航海する為ための海かい図ずの役割を────」

　そんな解説を延えん々えんと続ける案内役の声を聞きながら、一人の若者が複雑な表情でその船を見上げていた。

　やがて、ガイドが解説を終え、『何か御ご質問は』といった所で──その若者が手を上げる。

「あの……すいません。この船に乗っていた錬れん金きん……科学者達の資し料りようというのは、残されていたりしませんか？」

「ああ、それでしたら、資料館かんの方に保ほ管かんされています」

「後で、それも見てみたいのですが……可能でしょうか？」

「……あー、申もうし訳わけありません。その資料は現在解かい析せき中ちゆうのものが多いので、閲えつ覧らん不ふ可かだったように思いますが、後で資料館の管理者を御ご紹介しますので、資料申しん請せい書しよにご記入頂いただいた上で、直接御ご相そう談だんいただければと……」

　青年はそれで納なつ得とくしたようで、それ以上はなにも言わず、資料館内最さい大だいの展てん示じ物ぶつである『アドウェナ・アウィス号』を見上げ続けていた。

　青年は、旅たび人びとだった。

　なにか特別な事を成なしたわけでもなく、成そうとしているわけでもない。

　ただ、彼はあるモノに導かれ、故こ郷きようであるイタリアから遠く離れたこの地へとやってきたのである。

　彼を導いたモノとは──己おのれの先せん祖ぞが残した、はるか昔の、とある所しよ行ぎよう。

　そして、数百年の時を経た現在でも残り続ける、奇き妙みような因いん果がだった。





⇔






「大変お待たせしました。本来は部ぶ外がい秘ひの資料ですので、出すのに手て間ま取どってしまいまして」

　そう言って、古びた羊よう皮ひ紙しの山を持ってきたのは、この資料館かんの館かん長ちようだった。

　最初は『調査中ちゆうなので見せる事ができない』と言って、責任者にあっさりと断られかけたのだが──受け取った特とく別べつ資料閲覧の為ための申請書の名前に目を向けた責任者が、ある事を尋たずねてきたのだ。

　──「失礼ですが、もしや、ジャンピエール・アッカルドゆかりの方ですか？」

　責任者の口から紡つむがれた名前は、青年にとって嫌いやというほど聞き覚えのあるものだった。

　彼の祖そ先せんであり、借しやつ金きんまでしての長なが旅たびを決意させたイタリアの詩し人じん。

　数百年前まえに生まれたその詩人、あるいは劇げき作さつ家かだった男は、とっくにこの世から去っている。

　だが、彼の残した大量の羊皮紙、そこに書かれていたとある『告こく白はくと懺ざん悔げ』が、子し孫そんである青年の運うん命めいを少しだけ変えた。

　責任者の問いに頷うなずくと、彼はすぐに館長に連れん絡らくを取り、現在の状況に到る。




「実は、我々も職しよく員いんをロットヴァレンティーノに派は遣けんした事があるのですが……あの船に関する大した成果は得られなかったのですよ」

　館かん長ちようはそう言いながら、運んできた資し料りようを広げ始める。

「資料を非ひ公開としているのには理由がありまして……下へ手たに世に広まれば、現在ロットヴァレンティーノの街に住んでいる人々が、世界中から偏へん見けんの目で見られ、蔑さげすまれる事になりかねないからです。それだけの過か激げきな事実が、一部の書しよ類るいには記しるされていました」

　海かい図ずや六ろく分ぶん儀ぎ、羅ら針しん盤ばんといった航こう海かい用具の他に出て来たものは、一冊の本だった。

　どうやら日につ誌しか何かのようで、開かれたページにはびっしりと字が埋められている。

　その本のあるページを開いた後、館長は青年に目を向けた。

「この本は、ある乗のり組くみ員いんが乗じよう船せん前まえから航海中ちゆうにかけて書き記したものらしいのですが……所ところ々どころ、妙みような事が書かれていまして、何を目的としたものなのか解わからないのですよ。最初は単なる旅たび日につ誌しかと思ったのですが、ボロ布ぬのから作った粗そ製せい品ひんの紙が常じよう識しきだった時代に、随ずい分ぶんと高級な紙で作られた本でして。序じよ盤ばんだけ見れば、誰だれかに向けて書かれた報告書しよのようにも思えます」

　一度そこで言葉を止め、大きく呼吸をした後、館長はゆっくりと言葉の続きを紡つむぎ出す。

「……ですが、途と中ちゆうから、不ふ死し者しやだの悪あく魔まだの妙みような単たん語ごが多用されていまして……。博はく物ぶつ館かんのガイドは科学者と説明していますが、正確には錬れん金きん術じゆつ師し達だったようです。まあ、錬金術師の中には近きん世せいまで降こう魔ま術じゆつに手を出していた方もいるようなので、単語が出てくる事自じ体たいは不ふ自然でもないのですが……」

「不死の薬が完成した、あるいは本当に不ふ死じ身みになったと書かれていたんじゃないですか？」

　話に割り込んできた青年の言葉に、館長は驚いた顔をして問い返した。

「やはり、何か御ご存ぞん知じなのですか!?　ご先せん祖ぞが残した資料か何かが存在を!?」

　やや興こう奮ふん気ぎ味みの館長の言葉に答える前に、青年は館長に更さらに尋たずねかける。

「……どうして、そう思うんです？」

「これは失礼。最初に説明するつもりだったのですが……ここを御ご覧らん下ください」

　本の上で館長が指さした部分──文章の中央辺あたりに目を向け、青年は静かに息を吞んだ。

【ジャンピエール・アッカルド】

　そこには、青年の祖そ先せんの名がしっかりと記されていた。

　文章の前後は解わからないが、本に名前が記されているという事は、この資料に自分の祖先が関係しているという事だろう。

「アドウェナ・アウィス号に本ほん人にんが乗っていたわけではないようですが、どうも、ジャンピエール氏の関係者が何人か乗っていたようです。どのような関係だったのかは解りませんが……この他にも、何人かの残した日誌で明らかになりました」

「？　何人か？」

　──なんで日誌が船に置きっぱなしに？

　青年の疑問を察したのか、館長は一度咳せき払ばらいをした後、真剣な表情で言葉を紡つむぐ。

「はい、この船がイタリアからアメリカに来るまでの航こう海かいは、決して順じゆん風ぷう満まん帆ぱんなものではなかったようで……船内で乗員の一人が仲間殺ごろしをしたらしいのです」

「仲間殺し……ですか」

「ええ、残された資し料りようだけでは謎なぞが深まるばかりでして……あなたように、関係者の子し孫そんから何か有ゆう益えきな情報が得られれば幸いと思い、先せん刻こくはつい取り乱してしまいました」

　館かん長ちようは謝しや罪ざいと共に日につ誌しを閉じ、改めて『アドウェナ・アウィス号』について語り始める。

「何しろ、この船は些いささか特とく殊しゆでしてね。船には通常の船員はおらず、錬れん金きん術じゆつ師し達だけで大たい西せい洋ようを渡ったようなのです」

「船ふな乗のり無しで？　そんな事が可能なんですか!?」

　驚く青年に、館長は冷静に頷うなずいてみせた。

「錬金術師でありながら航こう海かい術じゆつを持っていた人物もいたようですが……。何しろ例外づくしの船です。この船は、元々は町を取り仕切るボロニアル家けが所有していた帆はん船せんなのですが、ロットヴァレンティーノのとある錬金術師の学がく舎しやに寄き贈ぞうされたのだそうです」

「その錬金術師達は、どうして水すい夫ふも雇やとわずに……？」

「自分達の研究を部ぶ外がい者しやに漏もらさない為ため……という事も考えましたが、実際は、雇やとう暇ひますら無かったというのが実じつ情じようでしょうな」

「？」

「日誌によると、彼らは逃げ出すような形で出しゆつ航こうしたようです」

　淡たん々たんと紡つむがれる言葉に、青年は息を吞み、問う。

「逃げるって……何からですか？」

「ああ、それはまあ、話すと長くなりますし、我々も完全に当時の状況を摑つかんでいるわけではないのですが……」

　それに対する館長の答えは、やはり淡々としたもので──それだけに、青年は殊こと更さら不ぶ気き味みな風を背中に感じる結果となった。




「街そのものから、ですよ。ロットヴァレンティーノのね」
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　かつて、イタリアのとある街に、ニキという名の少女が存在した。




　ニキは誰だれからもニキと呼ばれており、家か名めいは存在していない。もしかしたらかつては存在していたのかもしれないが、彼女はそれを知らないし、今からそれを知る術すべも無い。

　彼女は、奴ど隷れい商人によって一つの『街』に対して売られた存在であり──街の人間達たちから命を使い捨てられかけた過去がある。

　最初から希望などなく、自分の前にどんな道があるのかも見えない、暗くら闇やみの中の人生。

　だが、そんな『死』に視し界かいを塞ふさがれた状態から、彼女は何度も救われた。

　一度目は、『仮か面めん職しよく人にん』と呼ばれる殺さつ人じん鬼きに『死の中の希望』を示された。

　二度目は、女好きの領りよう主しゆに人の『善ぜん意い』を示された。

　三度目は、若き錬れん金きん術じゆつ師し達に、決して『正せい義ぎ』とは言えない『生き方』を示された。

　特に、二度目以い降こうは奇き跡せきとも呼べる数日間だった。

　死ぬまで続くと思われていた、同じ苦しみの繰り返し。『仮か面めん職しよく人にん』に殺される事で苦しみから解放される事を望んでいた自分の価か値ち観かんが、いとも簡単に──実際は簡単ではなかったのだが、期間と劇げき的てきな変化だけを見れば、本当に『あっさりと』彼女の世界が覆くつがえったのである。

　果たしてその変化によって、少女の人生は明るく変わったのか？

　それとも、更さらなる地じ獄ごくへと突き進む結果となったのか？

　答えは、まだ彼女自じ身しんにも出ていない。

　現在は、とある錬れん金きん術じゆつ師し達の元で使用人にんとして働いている少女。

　奴ど隷れいの頃と比べ、遥かに恵まれた生活ではあったが──『充実した人生』が彼女の望みというわけではなかった。

　彼女が探し求めるのは、自じ分ぶん自身の『死に場所』だ。

　町に変へん革かくが起こる前、彼女の仲間だった奴隷の子供が、何人も何人も死んでいった。

　そして、自分は運うん良よく生き残ってしまった。

　どんな顔をして生き存ながらえようと言うのか。迷う少女に、ある少年が言う。

　──「死に場所を見つける為ために生き続けて、もしも見つけたら、笑いながら死ぬといいよ」

　──「そうすると、俺おれが嬉うれしいから」

　と、なんとも身み勝がつ手てな一ひと言ことを。

　だが、利り己こ的な言葉だからこそ、ニキはその言葉が本ほん気きの言葉だと理解した。

　自分を救った者の一人であるその少年の言う通り、『満足できる死』を探す為だけに、彼女は慎つつましく生き続ける。




　やがて時は流れ──そんな彼女の元に、一つの知らせが届いた。




　自分を闇やみの中から引きずり出し、生きる意味を与えた若き錬金術師達。

　そのうちの一人が死んだと聞かされた時も、彼女は絶ぜつ望ぼうしなかった。

　自分よりも遥かに生きる価値があると思っていた恩おん人じんの死に、ニキはますます『自分の死に場所』が解わからなくなった。

　逆に言うと、ただ、それだけの事だった。

　悲しいとは思ったものの、大おお声ごえで泣く事ができなかった自分自身を、少女は静かに恥はじた。

　誰もそれを責める事はないにも関わらず、少女はただ、己おのれの心を憎にくみ続けたのである。




　そして、時は静かに流れ続ける。

　死に場所を見つけられない少女を、遥か過去に置き去りにしたまま。





⇔






１７１１年　イタリア半はん島とう　ロットヴァレンティーノ




「こっから先らしいぜ。爺じい様さまよぉ」

　今にも雨がこぼれそうな、暗い雲に覆おおわれた平へい原げん。

　海うみ風かぜに靡なびく草の合間に作られた街道を、二頭の馬がゆっくりと進む。

「さてさて、鬼おにが出るか蛇じやが出るか。って奴やつだ」

　右側の馬を駆かる、30手前といった年ねん齢れいの男が、並へい走そうする馬上の老ろう人じんに笑いかけた。

　だが、老人はしかめっ面をしたまま、淡たん々たんと答える。

「何が出ようと問題ない。そういう風に話がついているのだろう？」

「さて、どうかな。何しろこれから行く街は色々と特別らしいからよ」

　どこか楽しそうに笑いながら、若い男が言葉を続ける。

「ロットヴァレンティーノって町は、名めい目もく上じようはナポリ総そう督とく下かにありながら、周辺諸しよ国こくのどの国からも隔かく絶ぜつされてるっつってもいい存在だ。教会の威い光こうが殆ほとんど届かない上に、戦争とも殆ど無む縁えんと来てる。ナポリにそこそこ近い上に、大型の帆はん船せんが何なん隻せきも止まれるっつー、交こう易えき地ちとして優ゆう秀しゆうなスペックを持っているにも関わらずだぞ？　凄すごくね？」

「……言われんでも解わかっとる。それとも、自分の記き憶おく力りよくが信用できんから確かく認にんして欲しいとでも言うつもりか？」

「そう言うなよ、色々と確認しときたいぐらい、今回の仕事に乗り気って事さ。楽しい旅を前にしたガキみたいにな」

　そこから僅わずかに声を潜ひそめ、青年はクツクツと笑いながら言葉を続ける。

「第一よ、そんな不ぶ気き味みな町に、『殺さつ人じん鬼き』だの『麻ま薬やく』だの『偽にせ金がね』だのが渦うず巻まいていると来た。ワクワクしてくるじゃねえか、なあ、セラードの爺様もそう思うだろ？」

　青年の言葉に、セラードという名の老人はやはりしかめっ面つらで首を振る。

「出発前にも言ったろう、我々はただ仕事をするだけだ。余よ計けいな好こう奇き心しんを持つな、ヴィクター」

「やれやれ、セラードの爺様は夢がないねぇ」

　ヴィクターと呼ばれた青年はセラードに対して肩を竦すくめようとしたが、馬を操あやつりながらでは相手に見せつける事ができなかった。

「夢などあやふやな物に踊らされるようでは、錬れん金きん術じゆつ師しとしては半はん人にん前まえだぞヴィクター。ましてや、ドルメンテル家けの使いとしては三流も良い所だ」

　ドルメンテル、という名前に、ヴィクターは相手に聞こえぬよう、小さく舌した打うちをする。

　彼らはスペインの有力貴き族ぞく、ドルメンテル家の資金援えん助じよを受けて研究を続けている錬金術師達だ。

　ヴィクターはどうやらその立場に思う所があるようだが、特に口には出さず、先せん刻こくと同じ笑顔を浮かべたまま馬を進める。

「セラードの爺じい様さまからすりゃ、そりゃ俺おれみたいな若わか造ぞうは三流だろうよ。だけどよ、これから行く見知らぬ街を甘く見てたら、思わぬ怪け我がをしちまうんじゃないのかい？　俺は油ゆ断だんなんかしねえぜ。『仮か面めん職しよく人にん』とかいうのがどんな組織だろうと、この街の裏うら側がわにあんのがどんな謎なぞでも、自分の目で見てきっちりクッキリ丸まる裸はだかにしてやりてえのさ」

　不ふ穏おんな空気の街に入るというのにも関わらず、希望に満ちた声を上げるヴィクター。そんな彼に対し、セラードは薄い嘲ちよう笑しようの笑えみを浮かべ、口を開いた。

「貴き様さまこそ、ドルメンテル家けを甘く見み過すぎではないのか？」

「あん？」

「見えてきたぞ」

　小さな丘を越えた所で、港みなと町まちが二人の目に飛び込んでくる。

　人じん口こう五万人の小都市、ロットヴァレンティーノ。

　斜面の多い土地に、石造りの建けん造ぞう物ぶつが海を望む形で鎮ちん座ざしている。海から山にかけての地形と見事に融ゆう和わしているという印いん象しようの街並みだ。

　地ち中ちゆう海かいに属するティレニア海は今日きようも鮮あざやかな青あお色いろを映し、一つ一つの風景を絵画のように彩いろどっていた────のだが────

「……あぁ？」

　その絵画を台だい無なしにする要素が街に点てん在ざいしているのを見つけ、ヴィクターは顔を歪ゆがませる。

　町の建物、特に重要そうな商店や工こう房ぼう、果ては貴き族ぞくの館やかたらしき豪ごう邸ていの前に、同じ紋もん様ようの看かん板ばんや旗はた印じるしが掲かかげられていたのだ。

　別べつ段だん、旗印のデザインが悪いわけではない。

　だが、金きん色いろの砂すな時計をモチーフとしたその紋もん章しようは、ヴィクターにとって実に見み慣なれたものであり──現在の街の状況について落らく胆たんするには充分な理由となった。

「だから忠ちゆう告こくしただろう？　余よ計けいな好こう奇き心しんを持つものではないとな」

　その紋章──ドルメンテル家の家か紋もんに支配された街を眺ながめながら、老ろう人じんが呟つぶやく。

「どんな物だろうと、全てはドルメンテル家の手の内に収まってしまうものだ」

　ロットヴァレンティーノの街は、既すでにドルメンテル家に支配されている。

　風景が語る事実を口にする代わりに、セラードは若い同どう業ぎよう者しやに対する皮ひ肉にくを口にした。




「そんな物に希望を抱けるなら、貴様はとんだ夢む想そう家かだ」





⇔






同どう時刻　ロットヴァレンティーノ市　『第三図と書しよ館かん』特別資し料りよう室しつ




「本当に、後こう悔かいはしないんだな、マイザー」

　ランタンの炎ほのおに照らされながら、老ろう齢れいの男がゆっくりと問いかける。

「アドウェナ・アウィス号は今月港に着く。マーズ家けにはかなりの貸しを作った事になるが、ドルメンテル家の手が及ぶ事は無い。少なくとも出しゆつ航こうの時まではな」

「ありがとうございます。それで十分です」

「逆に言うと、出航した後は……最低でも数年、下へ手たをすれば数十年はこの街に戻れない。それも理解した上で、後こう悔かいしないと言っているんだな、マイザー。貴き族ぞくとしての君の地ち位いは当然無かった事にされるだろうし、父親の死に立ち会う事もできまい」

　まだ昼だというのに、ランタンの明かりが無ければ相手の顔もろくに解わからぬほど薄うす暗ぐらい空間。　揺らめく光の中で老ろう人じんの言葉の重みを嚙かみしめた後、相あい対たいしていた男は力強く頷うなずいた。

「ええ、貴族の地位に未み練れんはありませんから。父にもしもの事があっても、弟や従い姉と妹こが上う手まくやってくれる事でしょう。元より、父とは和わ解かいする気もありませんし」

　眼鏡めがねをかけた青年の答えを聞き、老齢な男が皮ひ肉にくを返した。

「言葉数かずが多いな。家族に対して想いが残っている証しよう拠こだぞ」

「……私も人間ですからね、家族への感情を簡単に振り払う事などできませんよ」

　老人の皮肉を肯こう定ていしつつ、青年が寂せき寞ばくとした色の混じった笑顔を浮かべる。




　二人が会話を続けている部屋の入口には『特別資料室』と書かれた看かん板ばんが掲かかげられていた。

　その文字が示す通り、部屋の中には化か石せきや古こ代だいの石せつ器き、ある種の本の原げん著ちよなどの希き少しよう本ぼんの数々、この国には存在しない植物の種、その他、見ただけではなんなのかよく解らない物など──多た種しゆ多た様ように渉わたる物品が並び、室内を独どく特とくな空気に満たしていた。

　ただし、中央には来らい客きやく用ようの椅い子すがあり、奥には豪ごう奢しやな木製の机が鎮ちん座ざしている。その机に座る威い厳げんのある老人の姿すがたを見れば、資料室というよりも『館かん長ちよう室しつ』と呼ぶべき方がしっくりとくるかもしれない。

　確かに、椅い子すに座っている老人はこの図書館の責任者なのだが──ここは図書館の業ぎよう務むには直接関かん係けいの無い部屋であり、館長が別の顔を見せる空間であると言えた。

　錬れん金きん術じゆつ師し、ダルトン・ストラウス。

　全てを見み透すかす魔ま術じゆつ師しめいた空気を纏まとうその老人は、右腕に嵌はめられた木製の義ぎ手しゆをギチリと鳴らし、改めて青年の顔を見る。

「人間だから、か。お前が望みを叶かなえたとして、果たしてお前は、自分の事を人間と思い続ける事ができるのかな？」

「……」

　意味深しんな事を尋たずねるダルトンに、マイザーと呼ばれた青年は黙だまり込む。

「まだ、その答えは持ち合わせていないと見えるな」

　薄く笑って椅い子すから立ち上がり、棚に置かれていた貝の化か石せきを手にしながら言葉を続けた。

「だが、構わんさ。貝の気持ちになれと言われても答える事などできはしないし、化石となった今でも貝の意識があり続けたとしたら何を思うかなど、想そう像ぞうすらできない事だろう。つまるところ──人間から、この貝の化石になるぐらいの変化を感じるかもしれない。それは覚かく悟ごしているな、マイザー」

　弟で子しである男の目を見つめながら、念ねんを押す形で問うダルトン。

「それが……『不ふ死し者しや』になるという事だ」
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『不死者』




　浮うき世よ離ばなれしつつも、錬れん金きん術じゆつを学ぶ者からすると身み近ぢかにある言葉だ。

　錬金術師の中には『不ふ老ろう不死』や『生命の創そう造ぞう』を最さい終しゆう目的、あるいは通つう過か点てんとして考える者も数多く存在する。

　そして、マイザーは知っていた。

　ダルトンもまた『不ふ死し』を求めた一人であり──

　実際に、それを手にしているという事を。




「しかし、ダルトン先生を見ていると、言う程ほどに人間離ばなれをしているようには思えません」

「どうかな。人間の言葉を計算してそれらしく喋しやべっているだけの化ばけ物ものかもしれんぞ？」

「ご冗じよう談だんを」

「冗談ではないさ。実際、普通の人間ならば『不死』になる方法を他人に教えようとするものかね。まともな思し考こうを持つ者なら、１００年ほど生きた所で『不死は大して良いものでもない』と理解してその方法を封ふう印いんする事だろう。好こう機きの目に晒さらされる事を怖おそれ、自分が不死者しやであることを隠かくし通そうとするだろう」

　ダルトンは小さく溜ため息いきを吐き、化か石せきを持ったまま再び椅い子すに座る。

「だが、私は自分が不死者だと強く隠すつもりもないし、不死者になる方法も君に伝えてしまった」

「何な故ぜ、私に教えて下さったのですか？」

「興きよう味み本ほん位いだよ。人間としての倫りん理りより、研究者として、いや、不死者としての興味が上回ったというだけだ」

　隠す事などないというように、ダルトンは粛しゆく々しゆくと語り続けた。

「不死者になる事で、不幸になる可能性も高い。それは前から言っていたと思うが……『だから不死者になるのをやめろ』と言えぬ程に、私の心は壊こわれてしまっているというわけだ。貴き族ぞくにその知ち識しきを売って大たい金きんを儲もうけようという欲すら無くなってしまったからな。……ただ、一人の錬れん金きん術じゆつ師しとして、君のような才能ある者には長生きして欲しいという思いはある」

「買いかぶりですよ」

「それは、君の決める事ではない」

　マイザーの謙けん遜そんをあっさりと否定した後、ダルトンは物もの憂うげな目で化石を眺ながめる。

「私は、常に後こう悔かいをしているんだ」

「後悔、ですか？」

「ああ、そうだ。長く生きるという事は、それだけ過去の過あやまちを多く引き摺ずるという事だからな……。最近の後悔は、もっと早く『不死』を与えるべき者を見み過すごしていた事だ」

　以前、マイザーの目の前で喉のどを搔かき切り、再生までして見せた『不死者』の男は、虚こ空くうを見つめながら淡たん々たんと呟つぶやく。

「エルマーとヒューイ、そしてモニカの事は知っているな」

「ええ」

　不ふ意いに紡つむがれた、三人の名。

　それは、この図と書しよ館かんで、ダルトンの門もん下か生せいとして錬れん金きん術じゆつを学ぶ若者達たちの名だ。

　マイザーがよく話すのはエルマーという青年ぐらいで、残る二人についてはそこまで詳しいわけではなかったのだが、名前はしっかり覚えている。

　ヒューイ・ラフォレットについては、ダルトンがことあるごとに『天てん才さいだ』と評していた為ため、自然と記き憶おくに刻みつけられている。マイザーの性格上じよう、特に嫉しつ妬とはしなかったのだが、だからこそ、彼の事を深く知ろうとは思わなかった。

　もう一人、モニカ・カンパネルラについては──

　一年前に、ドルメンテル家けに関わる『事故』で死んだと聞かされていた。

　事故などではないという事はマイザーも気付いていたが、敢あえてそれを追つい及きゆうする事はせず、ただ、その事件をきっかけとして変わりゆく街に憂うれいを抱いていただけだ。

「あれから、もう一年ですか」

「そうだ。モニカに……いや、あの三人に不ふ死しを与えていれば、ヒューイ・ラフォレットの才さいを潰つぶす事にはならなかったのではないかとな」

　遠とお回まわしな言葉だが、その意味は理解できた。

　マイザーは、彼らについてもう一つ情報を知っていたからだ。




　モニカの死後、少し経たった後。

　ロットヴァレンティーノから、ヒューイ・ラフォレットが姿すがたを消してしまったという事を。




　行方ゆくえ知れずになってからだいぶ経たち、図書館で学ぶ錬金術の生徒達は、『モニカの後を追って自殺したのではないか』と噂うわさし、マイザー自身も、「もう生きてはいないかもしれない」と思っていた。

「あの日から、この街がドルメンテル家を敵に回したのは確かです。その事件に、彼らが何かしらの形で関わっていたという事も予想はしていましたが……」

「私から話すつもりはないぞ。エルマーから直接聞きくのが筋すじというものだろう」

「ええ、私も無む理りに掘り返す気はありませんよ。エルマーにとっても、語るには辛つらい過去でしょうから」

　それだけ言って、マイザーは話の流れを元に戻す。

「ともあれ、私にとって、もうこの街自じ体たいに未み練れんがないのは確かです」

「街はもうお終しまいだとでも言うつもりかね？」

「ドルメンテル家の支配下かという形での未来は残っているでしょうし、そう考えると、奴ど隷れいに薬を作らせていた頃よりは市民達もまともになるかもしれませんが……」

「あとは野となれ山となれ、か？」

　再び皮ひ肉にくを呟つぶやくダルトン。

　マイザーは否ひ定ていも肯こう定ていもせず、複雑な感情の交じった笑えみを浮かべて答えた。

「……もしも私が旅たび先さきで上う手まく不ふ死し者しやになれたとしたら、いつか、戻って来ますよ」

「ほう？」

「弟のグレットは父と違ってまっすぐな人間です。少し臆おく病びようなきらいはありますが、彼なら街の空気を変えられると信じています。その時に、こっそりとその街の様よう子すを見られれば、私はそれで満足ですよ」




　マイザーはそれだけ言って部屋を出た。

　ダルトンは暫しばらく無む言ごんのまま、化か石せきについた埃ほこりを羽は根ね箒ぼうきで払っていたが──

　大きく息を吐き出した後、独ひとり言ごとを口にする。

「エルマーにとっても、語るのが辛つらい過去、か」

　彼が呟いたのは、マイザーの覚かく悟ごや今後についてではなく、横よこ道みちにそれた時の会話に関する事だった。

「まだ、あの変へん人じんについて完全に理解していないようだ」

　そして、机の上にあった羊よう皮ひ紙しを左手に取り、眺ながめる。

　何かの名めい簿ぼのリストらしく、ロットヴァレンティーノでそこそこ名の知れた錬れん金きん術じゆつ師し達の名前が綴つづられていた。

「さて……船にはあと何人乗る事になるか……」

　義ぎ手しゆとなった右手に目をやり、ダルトンは一人、過去を懐なつかしむ。

　そして、彼と同じ方法で不ふ死しを手にした者にしか解わからない言葉を口にした。




「あの悪あく魔まを、少しは楽しませられる奴やつがいればいいのだが」





⇔






同どう時刻　ロットヴァレンティーノ市内　アヴァーロ邸てい




「いい加か減げんにしろ、グレット！　私の顔に泥どろを塗る気か！」

　顎あご髭ひげを短めに刈かり揃そろえた男の怒ど鳴なり声に、童どう顔がんの青年が困ったように答える。

「別にそんなつもりはないよ、父とうさん」

　父と子らしき二人がいるのは、とある貴き族ぞくの館やかたの一室だ。

　美しい調ちよう度ど品ひんに囲まれた、家の主あるじの執しつ務む室しつ。

　棚には一目で高級と解わかる舶はく来らい品ひんの数々が並べられており、過か剰じようとも思える飾かざり様ようは、家か長ちようの権けん威いを無む理り矢や理り示そうとしているかのようだった。

　そんな部屋に似に付つかわしく、実の息子むすこに、威い圧あつ的な態度をとる貴き族ぞくの男。

　親としての威い厳げんというより、部ぶ下かを叱しつ責せきするかのような怒りを見せるアヴァーロ家けの当とう主しゆは、次じ男なん坊ぼうのグレット・アヴァーロに対して更さらに語ご気きを強めていく。

「お前がどんなつもりだろうと関係ない！　結果として私の顔に泥どろが塗られれば同じだ！　ただでさえこの街がドルメンテル家の連れん中ちゆうに乗っ取られかけてるという時に、お前はあの連中にアヴァーロ家の弱みを握らせたいのか！」




　現在──この街は、ドルメンテル家というスペインの貴族によって支配されつつあった。

　街のあらゆる所に彼らの力が入り込み、合法、非ひ合法問とわず、街の経済そのものを牛ぎゆう耳じろうとしているのだ。

　元々ロットヴァレンティーノは宗しゆう教きよう色しよくが薄いという事もあり、教会の力を使って街に入り込む事はしなかったのだが──その代わりだとばかりに、ドルメンテル家は金の力にものを言わせ、街の小さな商店から一部の貴族の懐ふところにまでその腕かいなを伸ばしている。

　そもそもの原因となったのは、この街にある犯はん罪ざい組織『仮か面めん職しよく人にん』による、ドルメンテル家使し節せつ団だんの襲しゆう撃げき事件だ。

『仮面職人』は、最初は謎なぞの殺さつ人じん鬼きを表す言葉の筈はずだったのだが、いつの間にか犯はん罪ざい結けつ社しやそのものの名にすり替わっていた。

　彼らは街に駐ちゆう留りゆうしていたドルメンテル家の船や駐ちゆう屯とん所じよに火を放ち、物ぶつ資しの強ごう奪だつや、船に捕とらえられていた、とある『犯罪者』に対する襲撃などを行ったのだ。

　襲撃を受けた『犯罪者』は死んだそうだが、アヴァーロ家の当主である男は、その詳しよう細さいまでは知らなかった。大おお方かた仮面職人の仲間による口くち封ふうじだと考え、それ以上興きよう味みを持とうとしなかったのである。

　彼にとって気がかりだったのは、欧おう州しゆうでも指ゆび折おりの名めい家かであるドルメンテル家が、『仮面職人』の襲撃について、ロットヴァレンティーノの街そのものに対して報ほう復ふくを行うのではないかという事だった。

　そして、彼の不安は的てき中ちゆうした。

　戦せん列れつ艦かんの大たい砲ほうで街を破は壊かいされこそしなかったものの、彼らは『仮面職人の捜そう索さくを行う』という名めい目もくで数すう倍ばいの人じん員いんを街に派は遣けんし、今では街の住民とドルメンテル家の関係者を比べた時、どちらの人口が多いか解わからない程ほどの状況となっている。

　貴族達は僅わずか一年の間に起こった街の変へん革かくに恐れ戦おののきつつ、さりとて経済的に抵てい抗こうする事もできぬまま、怯おびえと苛いら立だちに体を震わせる日々を過ごしていた。




　そんな貴族の一人である父に対し、グレットが目を逸そらしながら言葉を返す。

「縁えん談だんの一つや二つ断った所で、父とうさんの面子めんつが潰つぶれやしないだろ？　それに、ドルメンテル家けの人達だって、縁談を断った事なんか気にしないよ」

「ああ、そうだな。だが、問題なのは断った理由だ」

「それは……相手の家には悪いと思うけど、上う手まくやれそうに思えなかったんだからしょうがないじゃないか。家いえ柄がらをあげる為ための政せい略りやく結婚ってわけでもないんだろ？」

　どこか気まずそうに目を逸そらすグレット。

　だが、父親は鼻で笑いながら、あっさりと息子むすこの言葉を否ひ定ていする。

「上手くやれそうに思えなかった、だと？　バカを言うな、最初から相手の家柄にも顔にも中なか身みにも興き味みようなどなかったのだろう？」

「何の話だよ、父さん」

「私が、お前の事を何も知らないとでも思ったのか？」

「……？」

　訝いぶかしむ息子に、父親は怒りと蔑さげすみを交えた笑えみを浮かべ、言い放った。

「グレット、お前がうちの下げ女じよの色いろ目めにトチ狂くるっている事を……本当に私が気付いていないと信じていたのか？」

「……っ！」

　グレットの顔が青く染そまる。

　彼が父から持ち込まれた縁談を断ったのは、確かに見合い相手が気に入らなかったわけではない。彼には既すでに、想い人が存在したのだ。

　想い人、というよりも、既に相そう思し相そう愛あいと言っても良い関係なのだが──

　その相手が貴き族ぞくや商人ではなく、屋や敷しきで働く女じよ中ちゆうという身み分ぶんだ。この街のケースで言うならば、そのような立場を気にしない貴族も存在はするのだが──アヴァーロ家の現げん当とう主しゆは、次男とはいえ、自分の息子が女中と結ばれるなどあってはならないという考えが強い。

　一方、グレットは父のそんな性しよう分ぶんを知っているからこそ、屋敷の女に恋こい心ごころを抱いているというのは秘ひ密みつにしていたのだ。

　だが、秘密がバレていたという事にショックを受けつつも、グレットは一つだけ父の言葉を否定する。

「彼女が色目を使ったなんて言い方はしないでくれよ、父さん。僕が彼女のことを好きになっただけだよ。声をかけたのも、僕からなんだ！」

　──もしかしたら、まだ女中の誰だれなのかは特とく定ていできてないかもしれない。

　そんな希望を籠こめて、敢あえて想い人の名は出さなかったのだが──

「お前がどう言おうと、シルヴィ・リュミエールが救われるわけではないぞ、グレット」

　父の出した名前が、グレットの希望をあっさりと打ち砕くだいた。

「お前は、気の迷いで下女の口くち車ぐるまに乗せられただけだ。お前がなんと取り繕つくろおうが、それが私の決めた事実だ。なんなら、シルヴィに『例の薬』を盛られて正常じゃなくなっていた、という事にしてやってもいいんだぞ？」

「何を……言ってるんだよ……父とうさん」

　例の薬というのは、父がかつて錬れん金きん術じゆつ師しに作らせた麻ま薬やくの一種の事だろう。

　そんなものを作らせて街を牛ぎゆう耳じろうとしていた父にはとっくに愛想あいそを尽かせていたのだが、自分には兄のマイザーのように正面から反はん抗こうする勇気もなく、グレットはただ、なんの具体的な解決策さくもなくシルヴィ・リュミエールという少女との愛に溺おぼれていたのだ。

　グレットは、最初から解わかっていた。

　自分とシルヴィとの恋を祝しゆく福ふくする家族など、せいぜい兄であるマイザー一人だけであろうと。

　父とは対たい照しよう的に、貴き族ぞくとしては奔ほん放ぽうだった祖そ父ふ母ぼがいれば話は別だったかもしれない。だが、グレットの祖父母は既すでに他た界かいしている。母方の祖父母は存ぞん命めいしているが、父への発言力りよくはないに等しい。そもそも、先せん代だい当とう主しゆの奔放さが原因でアヴァーロ家けの力が弱まり、彼を反はん面めん教師として威い光こうを取り戻そうとしているのが他ならぬ現げん当主──父だという事を思い出し、グレットは複雑な気持ちに陥おちいった。

　結局の所、彼は待ち続けていたのだ。

　──もしかしたら、父の性格が一いち夜やにして変わるかもしれない。

　──シルヴィとの恋を秘ひ密みつにしている間にゆっくりとした変化があるかもしれない。

　──兄が父を説せつ得とくしてくれるかもしれない。

　──もしかしたら、父が病気で死ぬかもしれない。

　──父が死ねば、母だけならなんとか説得できるかもしれない。

　──兄が当主の座をついでくれれば、自分は家を出る事ができる。

　──革かく命めいが起きて、貴族の地ち位いになんの意味もなくなるかもしれない。

　──突とつ然ぜん、この世界が自分とシルヴィだけのものになるかもしれない。

　──ありえないと思う事すら、いつか現実になるかもしれない。

　──待っていれば、何かが変わる筈はずだ。

　──だから、まだ動いてはいけない。

　──何かが変わるまでは。変わるまでは。変わるまでは。

　──もし……何も変わらなかったら？

　──いや、そんな事はない。

　──今までだって、変わって来たじゃないか。

　──街から薬は消えた。

　──街の人達が、奴ど隷れいの売買をやめた。

　──兄さんの言葉遣づかいが丁てい寧ねいになった。

　──そうだ、変わるんだ。

　──大だい丈じよう夫ぶ、待っていれば必ず……何かは変わる！

　そんな想いが、グレットの心を支配する。

　だから、グレットは動かなかった。

　待つという行為に逃げたのだ。

　一いつ方ぽう踏み出す事で、初めて手に入れたものがシルヴィとの恋だった。

　実らぬと解わかっていながら、女じよ中ちゆうに本ほん気きで恋をした。それが、人生で唯ゆい一いつ彼が『前に踏み出した事』なのかもしれない。

　失う物が無かったからこそ出せた勇気。

　だが、今はシルヴィを失う事が怖こわく、グレットはその場からどこにも行けなくなっていた。

　シルヴィとの蜜みつ月げつは、確かに彼にとっては麻ま薬やくのような中ちゆう毒どく性せいの快かい楽らくだったのかもしれない。

　だからこそ、全てを見み透すかされていたと解った今、グレットは父の言葉に怯おびえ、息を吞むことしかできなかった。

　そんな息子むすこの様よう子すを見て、父の心に去きよ来らいするのは、『情なさけない』、という感想ではなく、『その態度こそが当然だ』という充じゆう足そく感かん。

　怒りの色をやや薄めた調子で、父は笑う。

「ふん。どのみち、シルヴィとは二度と会わぬ事だ。もっとも、会いたいと思っても簡かん単たんには会えないだろうがな」

「え……」

「今け朝さから、まだあの女の姿すがたを見ておらんのを不ふ思し議ぎに思わなかったのか？」

　父の言葉の意味を考え、思わず叫ぶ。

「シルヴィを……シルヴィをどうしたんだよ！　父とうさん！」

「売ってやったよ、他の貴き族ぞく……しかも、貴き様さまの口くち利ききなどではどうにもならん相手にな」

「まさか……あの、丘の上の色いろ狂ぐるいの所に!?」

「無ぶ礼れいだぞグレット。あんな男でも、一応はこの街の領りよう主しゆなのだからな」

　領主。その単たん語ごを聞いて、グレットは視し界かいが暗あん雲うんに包まれる錯さつ覚かくに囚とらわれた。

　エスペランサ・ボロニアル。

　スペイン王おう朝ちようより伯はく爵しやくの称しよう号ごうを賜たまわり、この小さな都市を領りよう地ちとして統とう括かつしている貴族。ロットヴァレンティーノの街は、基本はナポリ総そう督とくの管かん轄かつ下かなのだが、特とく殊しゆな事情があり、この街はこの伯爵が特別に管轄していた。

　独どく特とくな風ふう貌ぼうから貴族の間では『道どう化け伯はく』などと呼ばれて蔑さげすまれているが、この街ではそれ以上に、『色しき情じよう狂きよう』として蔑まれている男である。

　何しろ屋や敷しきには男の使用人にんは殆ほとんどおらず、多くのメイド達を集めてハーレムのような状況となっているらしい。兄であるマイザーも領主の事を『色キチ』と呼んでいた事もあり、グレットは物もの心ごころついた頃から、表おも向むききは領主として敬うやまいつつも、心しん中ちゆうでは『金で女を買いあさるゲス野や郎ろう』として軽けい蔑べつしていた。

　そんな男の元にシルヴィが『売られた』という話を聞き、グレットの心には、激しい不安と恐きよう怖ふ、そして怒りが湧わき上がる。あの道どう化けのような姿すがたをした領りよう主しゆに弄もてあそばれるシルヴィの姿すがたを想そう像ぞうし、胃の奥から強い吐き気がこみ上げてくる。

「なんて事を……父とうさんに慈じ悲ひの心はないのか!?」

「慈悲？　慈悲の心が無いだと？　バカを言うな！　私ほど慈悲深ぶかい男などそうはおらん！　あの雌めす豚ぶたが死体にならなかっただけでもありがたく思え！　だが、お前がこれ以い上じよう私に逆らうなら、それすら保ほ証しようはできんぞ。領りよう主しゆからシルヴィを買い戻し、帰り道に『仮か面めん職しよく人にん』の仕し業わざに見せかけて始し末まつしてやってもいいんだ」

「ふざけるな！　ふざけるなよ父さん……。兄にいさんには、怖こわくて何もできないクセに！」

　自分自じ身しんが父への対たい抗こう手段を持たないグレットは、思わず兄を持ち出してしまう。自分がなんと卑ひ怯きようで矮わい小しような存在なのかと絶ぜつ望ぼうしかけたが、それでも、父がシルヴィに行った仕し打うちに対する怒りの方が上回ったのだ。

　だが、父は机に手を叩たたきつけ、激げき昂こうして叫び返す。

「黙だまれ！　マイザーの話はするな！　ようやく人間の礼れい節せつを覚えたかと思ったら、錬れん金きん術じゆつなどにうつつを抜かしよって……。家を継ぐのは奴やつではなくお前だと思っているからこそ、下らん蟲むしを払ってやっているというのが解わからんのか！」

「その錬金術で作ったクスリで、街を壊こわした父さんが言える立場じゃないだろ！」

「五う月る蠅さい！　錬金術師しなど道具に過ぎん！　わがアヴァーロ家けの人間が自ら錬金術師になろうなど、冗じよう談だんも甚はなはだしい！　……これ以上お前と下らん議ぎ論ろんを続ける暇ひまはない！　暫しばらく外出も禁じる！　いいか、屋や敷しきから一歩も出る事はゆるさんぞ！」

「待ってよ父さん！　僕はシルヴィを愛してるんだ！　本ほん気きなんだよ！」

「本気だろうが冗談だろうが、どちらでも答えは同じだ！　この馬ば鹿か息子むすこが！」

　叫び終えると同時に、アヴァーロ家の当とう主しゆである男は使用人達たちを呼び、食い下がるグレットを無む理り矢や理り部屋から退たい出しゆつさせた。




　──まったく。性せい欲よく処しよ理りと婚こん姻いん関係の区別もつかん青あお二に才さいが、愛だのなんだのと笑わせる。

　その後、苛いら立だちを紛まぎらわせる為ために、ペン尻じりで机をカツカツと叩たたき続けるアヴァーロ家当主。

　──マイザーは私を見み下くだしておるクセに、父ちち上うえと同じように、貴き族ぞくと愚ぐ民みんの垣かき根ねを低く見み積つもる節ふしがある。奴やつに継がせるわけにはいかん。

　──グレットは、色に狂くるっているだけだ。ここで躾しつけておけば貴族としての尊そん厳げんを保つだろうが……マイザーが余よ計けいな口を出すかもしれんな。

　──マイザーめ……。我が息子ながら、厄やつ介かいな奴だ。

　やがて、机を叩く手を止め、およそ父親らしからぬ独ひとり言ごとをを口にした。




「いっそのこと、どこか遠くに消えてくれれば良いのだがな」





⇔






港こう湾わん部ぶ




「マジか、なんの冗じよう談だんだ、こりゃ」

　潮しお風かぜに吹かれながら、ヴィクターが顔を引きつらせる。

　彼は目の前の光こう景けいに対し、驚きを通り越し、呆あきれているような表情を浮かべていた。

「大して驚く事ではあるまい」

　そんな若者を窘たしなめつつ、セラードがつまらなそうに呟つぶやく。

「我々の雇やとい主ぬしはここまでやる存在だ。それは解わかっていた事だろう」

「つったって爺じい様さまよぉ、こりゃちょっと凄すごいを通り越してバカってもんだぜ」

「何事も度どを過ぎればバカげて見えるものだ」

　思い思いの言葉を告げる二人の目に映るのは──




　船。




　一ひと言ことで言ってしまえば、戦せん列れつ艦かんと呼ばれる大型船せんの姿すがただった。

　それだけならば、驚きも呆れもしないのだが──問題は、その在り方だった。

　ヴィクターの視し界かいそのものを埋め尽くすかのように、スペイン内でも最大クラスの船が、数十隻せき並んで港の半分を埋め尽くしていたのである。

　それだけではない。桟さん橋ばしに接している船の後ろに更さらに別の船が並び、港湾そのものを埋め尽くし、特とく殊しゆな改かい造ぞうが施ほどこされた船体同どう士しを繫つなぎ合わせ、船の群という土台を元に、全く別の建けん造ぞう物を造り上げていたのである。




　遥か後に、ヴィクターはこの時の事を顧かえりみて、

『考えてみりゃ、九龍クーロン城じよう？　あんな感じでこう……なんつーんだ？　増ぞう築ちくに増築を重ねる感じか？　いや、あそこまでカオスじゃなかったが……理り路ろ整せい然ぜんとした感じにしたっつーか、それこそ、超ちようばかでかい船か、海上要よう塞さいっていうのがぴったりな感じだったな。いやまあ、あの頃は九龍城はただの要塞だったと思うけどよ』

　と述べる事になるのだが──




　この頃のヴィクターにそんな感想が抱ける筈はずもなく、彼はただ、名めい状じようしがたきものを前にして呆あきれかえる事しかできなかった。

「つーか、これ、え？　水の上だよな？　波とかどうなってんだ!?」

　見ると、確かにそれぞれの船の下で波が揺れているのだが、船自じ体たいは動いているように見えない。だが、船せん群ぐん全体を見るとゆるやかに動いているようにも見え、やはり数十隻せきの船を合がつ体たいさせて一隻の『超ちよう巨きよ大だい船せん』となっていると見ていいのだろう。

　……と、そう結けつ論ろんを出しかけた所で、ヴィクターはぶるぶると首を振る。

「いやいやいやいや！　おかしいだろ！　この重量で水に浮くのかとか、潮しおの満ち引きどうすんだとか、嵐あらしが来たら全部バラバラになるんじゃねえのかこれとか、無む茶ちやな部分を指し摘てきしたらとまんねえぞこれ！」

　目の前のものが砂さ上じようの楼ろう閣かくに思え、次の瞬しゆん間かんにはバラバラになって海の藻も屑くずとなるのではないだろうかという不安に陥おちいるヴィクター。寧むしろ藻屑となってくれた方が精神衛えい生せい上じよう良いかもしれないと思っていた彼の横から、一人の女性が声をかけてきた。

「申もうし訳わけありません、ヴィクター殿どの。この船上建けん築ちくを利用している我々も、どういった仕組みで構こう築ちくされているのか理解できていないのです」

　声の主ぬしは、一見すると男と見み紛まごう姿すがたをした女性だった。顔が男っぽいというわけではないのだが、短く切られた髪かみと、男おとこ物ものの服装によって、初しよ対たい面めんの者に男性的な印いん象しようを与えている。

　彼女の名はカルラ・アルバレス・サントーニャ。スペインの有力貴き族ぞく、ドルメンテル家けから派は遣けんされた使し節せつ団だん長ちようだ。

　現げん時じ点てんで街に滞たい在ざいするドルメンテル家関かん連れんの人物を統とう括かつする立場の人間であり、ヴィクターやセラードとは既き知ちの間あいだ柄がらである。

「お、おう。カルラも解わかってないのかよ。つーか、誰だれだ、こんなバカなもん設計したのはよぉ」

　元からカルラが女性だと知っていたヴィクターは、彼女の格かつ好こうに何も違い和わ感かんを覚える事はない。ただし、初しよ対面時じに鼻で笑って痛い目を見た記き憶おくがあるので、未いまだに彼女に対して及び腰な面はあるのだが。

「シュトラスブルク家の技術者です。彼の設計通どおりに造つくり上げればいいという上からの指し示じに従っただけで、現げん場ばの者すら全体の仕組みは把は握あくしていないとの事で……」

「あー、はいはい、北の方のなんたらとかいう島に住んでるカラクリ屋な。名前は知ってるぜ」

　錬れん金きん術じゆつ師しとは少し違う技術を扱う男の名を聞き、ヴィクターは肩を竦すくめながら改めて船上建築物ぶつを見渡した。

「なるほど、こんなもん作らせるたぁ、噂うわさに聞く以上の変へん態たいらしいな。どう思うよ、爺じい様さま」

「別に驚くような事でもあるまい。設計よりも、これを実現させたドルメンテルの力にこそ目を見張るべきだろう」

　手にしていた杖つえをカツリと打ち鳴らし、セラードがカルラに別の事を問い質ただす。

「それで？　例の『仮か面めん職しよく人にん』の連れん中ちゆうはまだ捕まっていないのか？」

「……メンバーらしき者は何人か捕とらえましたが、たんなるチンピラばかりで、誰だれも上の人間の素す性じようを知らないという状態です」

「……チンピラか。そんな奴やつらを使っている奴が、本当にこれを作ったのか？」

　セラードはその言葉と共に、懐ふところから一枚の金きん貨かを取り出した。

　正確には金貨ではなく、金に非常に良く似た材ざい質しつで作られた偽にせ金がねである。

　ロットヴァレンティーノの暗あん部ぶ、『仮面職人』。その内部の人間が作ったという『偽金』の製せい法ほうを解かい析せきし、そのままドルメンテル家けの技術として秘ひ密みつ裏りに乗っ取る。

　その為ための解析作業が、セラードとヴィクターの二人に与えられた任にん務むだった。

「はい、それは間違いないでしょう。『薬』の方は元もと々もと一部の貴き族ぞくが近きん隣りんの錬れん金きん術じゆつ師しに作らせたもので、現在は殆ほとんど流りゆう通つうしていません。金の方も、一年前から徐じよ々じよに回かい収しゆう量りようが減っている状況です」

　カルラの報告に、ヴィクターが肩を竦すくめて答える。

「ってことは、冶や金きんを行う錬金術師が死んだか、それとも街から逃げでもしたかな？」

「ただ身を潜ひそめているだけかもしれん。どのみち、貴き様さまらが手がかりを発見してからが我々の仕事だ。それまでは好きにさせてもらおう」

　セラードはそうカルラに断だん言げんすると、ヴィクターを置いてさっさと船の中に乗り込んでしまった。

　その背を見送ったヴィクターは、溜ため息いきまじりに呟つぶやく。

「好きにするっつっても、ドルメンテルの旗はたばっかで、来る前とほとんど変わらねえよな」

　そして、港に散さん在ざいしているドルメンテル家の人間の中に、時代錯さく誤ごとも取れる鉄てつ鎧よろいを纏まとった者達がいるのを目に止める。

「やれやれ、ここだけ数百年前まえに巻き戻ったような感じだぜ。戯ぎ曲きよくの舞台の上かよ、ここは」

「……あながち、間違いでもないかもしれません」

「あん？」

「ここは、劇場ぐらいしか娯ご楽らくのない街ですからね」

　何か戯曲という単たん語ごに思う所でもあるのか、暗い顔つきで呟くカルラ。

　ヴィクターは敢あえてそれを追つい及きゆうすることはせず、僅わずかに顔を引き締しめ、問いかけた。

「ま、いいさ。俺おれは少し街を回ってみるけどよ、何かこの街でタブーみたいなのはあんのかい？　できるだけ揉もめ事は起こしたくないんでね」

「市民達たちが触れられたがらない事はいくつかあるようですが……。我々の立場から見て厄やつ介かいになりそうな制せい約やくは一つだけですね。ヴィクター殿どのにその心配はないと思いますが」

「？」

　カルラは少し迷った後、僅わずかに目を逸そらし、言葉の続きを口にする。




「領りよう主しゆの前で、女性を軽けい視ししない事。その一点に尽きます」





⇔






ロットヴァレンティーノ市内　　ボロニアル邸てい




　ロットヴァレンティーノの街は、海から離れるに従って急きゆう速そくに標ひよう高こうが高くなる。

　貴き族ぞく達たちの住まう屋や敷しきは、街の中でもやや標高が上の区く画かくに建ち並び、街を見下ろすような形で自分達の豪ごう邸ていを誇こ示じしていた。

　だが──それも、一年前までの話である。

　現在は、ドルメンテル家けに侵しん食しよくされた街から逆に睨にらみ返され、丘に引きこもって怯おびえているかのようだった。

　ただ、そんな街の空気に流される事なく、変わらぬ空気で聳そびえ続ける大だい邸てい宅たくが一つ。

　領主であるエスペランサ・ボロニアルが住まう邸宅だ。

　白を基き調ちようとしたその邸宅の周囲には、町の風景と調ちよう和わのとれた造ぞう園えんが形けい成せいされていて、妖よう精せいのような幻げん想そう的な『何か』が飛んでいても違い和わ感かんのない空間が広がっている。

　だが、邸てい内ないで身を粉こにして働くのは、妖精達ではなく──屋敷を預かる何人もの従じゆう業ぎよう員いん達だった。しかしながら、その従業員の大たい半はんは女性であり、彼女達が仕事に汗を流す姿すがたすらも装そう飾しよくの一部となって、屋敷全体を艶あでやかな空気に彩いろどっていた。




　だが──

　現在、そんな屋敷の雰ふん囲い気きにそぐわぬ暗い顔の少女が一人、門の前に立ち竦すくんでいる。

　貴族の屋敷にはあまり似に付つかわしくない服を纏まとい、その割に一ひと目めで高級と解わかる眼鏡めがねをかけた少女だ。

　彼女の名はシルヴィ・リュミエール。

　つい昨日きのうまで、ここから離れたアヴァーロ邸で働いていた使用人にんである。

　だが、今日きようからは、アヴァーロ邸よりも大きいこの屋敷に住み込みで働く事となった。

　普通ならば、喜ばしいと思う所なのかもしれない。

　しかし、彼女の心の中には強い不安が渦うず巻まいている。

　半分は、好こう色しよく家かと呼ばれるこの屋敷の主あるじに対する不安。

　もう半分は、グレット・アヴァーロの境きよう遇ぐうに対する不安だ。

　シルヴィとグレットは、単なる主の次じ男なんとその使用人という間あいだ柄がらではなく──男女として互いに恋れん慕ぼの情を抱いている、早い話が恋人同どう士しの関係となっていた。

　身み分ぶん違ちがいの恋。

　その背はい徳とく感かんが二人の間にほどよい緊きん張ちようを生んだのか、良よかれ悪あしかれ、彼らは互いに強い依い存ぞんを見せる程ほどの愛情によって結ばれていた。

　だが、そんな絆きずなは、グレットの父の強きよう権けんによってあっさりと千ち切ぎり壊こわされる。

　二人の関係に気付いていたアヴァーロ家け当とう主しゆは、全ての責をシルヴィに押しつけ、貴き族ぞくのコネを利用し、このボロニアル家に身み柄がらを売り払ったのだ。

　人じん身しん売ばい買ばいのようなものだが、それが問題視しされる事は殆ほとんど無い。時代柄がらというよりも、この街の特とく殊しゆ性せいといった所だろう。数年前までは一いつ般ぱん市民の間ですら奴ど隷れい売買が普通だったロットヴァレンティーノの街において、使用人にんが一人他ほかの貴族に売られようが、気にとめる者など殆ど存在しなかった。

　使用人という立場では主あるじに食い下がる事もできず、更さらに『グレットに対して、貴き様さまが何をしてやれるというのだ？　お前はただ、グレットの立場を貪むさぼりながらあいつを不幸にするだけだ』と言われ、反はん論ろんする事ができなかったのである。

　シルヴィ自身も、疑問には思っていた。

　この関係を続けた所で、自分がグレットの幸せを食いつぶすだけなのではないかと。

　グレット自身は『待っていれば、いつかなんとかなるさ』と言っていたが、シルヴィはそこまで楽らく天てん家かでもなければ、全て解わかった上で快かい楽らくに溺おぼれられる程ほどの悪あく女じよでもなかった。

　これは、良い機会なのだ。

　自分のような身分の人間に、優しい声をかけてくれたグレット。

　その瞬しゆん間かんから今まで続いていた、彼女にとって、優しく、そして残ざん酷こくな夢。

　恐ろしいのは、グレットが父親に何か処しよ罰ばつを受けているのではないかという事だ。その不安が彼女の中に夢の残ざん滓しとして残っているのだが、今からそれを確かめる術すべはない。

　確かめられたとして、それを止める事すらできそうにない。

「……」

　改めて屋や敷しきを見上げ、不安げな表情を浮かべるシルヴィ。

　彼女の背後にはアヴァーロ家の馬ば車しやと──その前に立ってこちらを見張る、アヴァーロ家の使いである屈くつ強きような男達の姿すがたがあった。

　彼らは、シルヴィがこの屋敷の門をくぐる前に逃げ出さないように見み張はっているのだ。

　ここに運ばれる際、手て足あしを縛しばられたりする事は無かった。

　だが、使用人の一人が『途と中ちゆうで逃げ出そうとしたら、好きにしていいって言われてるんでな。逃げ出してくれた方がありがたいねぇ』と下げ卑びた笑いを浮かべた為ため、臆おく病びような彼女にとっては心理的な鎖くさりでがんじがらめとなっている。

　何人もの女が囲われているという、領りよう主しゆの屋敷。

　そんな噂うわさを耳にしているシルヴィの視し点てんでは、外がい敵てきを防ぐための高い壁も頑がん丈じような門も、中にいる人間を逃がさぬ為ためのものにしか見えなかった。

　じきに迎えの者が現れ、この門が開かれるのだろう。

　そうして一歩踏ふみ込んでしまえば、簡単に外に出る事は叶かなわない。

　──でも、仮に外に出られたとしても……グレットには、もう、会えない……。

　再び自分がグレットと会ったりしたら、余よ計けいに事じ態たいがこじれる事になるのではないか？

　何も解決策さくがないまま、悪戯いたずらにグレットを不幸にするだけなのではないだろうか？

　様さま々ざまな想いが生まれては消えていく。

　──夢だ。

　──全ぜん部ぶ夢だったと思おう。

　シルヴィは門の前から動かず、必ひつ死しにそう考えようとする。

　そもそも、自分がグレットのような立場の人間に対たい等とうな人間として扱われたこと自体が現実的ではなかったのだ。

　全て忘れる。新しい人生を歩む。希望など最初からなかった。

　思うだけならば簡単な事だ。

　だが、それを実行するにしろ、あるいはそれが正しいと信じようとするにしろ、シルヴィの中でグレットの思い出が邪じや魔まをする。

　心を空からにしたそばから、後こう悔かいの波が絶え間なく注そそぎ込まれた。

　──私、まだ……

　──まだ、グレットに、別れの言葉も……

　もしも会ってしまえば未み練れんが強くなるだけだ。

　頭では理解できるが、どうしても体の震えを取る事ができない。

　俯うつむいて震え続ける少女を見て、アヴァーロ家けの使用人達たちが声をかける。

「解わかってるとは思うが、くれぐれも、屋や敷しきから逃げだそうと思うんじゃねえぞ」

「罰ばつを受けるのは、お前一人ひとりじゃねえ。グレット坊ぼつちゃまも、当とう主しゆ様に何をされる事か」

「……わ、わかっ、て、ます」

　声すらも震え、まともに発音する事すらできなかった。

　怪あやしまれないように、作り笑いを浮かべようとするのだが──喉のどの奥が詰まり、鈍い痛みが表情の変化を妨げる。

　──グレット。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忘れろ。

　──御ご免めんなさい、私、私……。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忘れろ。

　──何も、グレットに恩おん返がえしできてない……。

　　　　　　　　　　　　　　　忘れろ。

　──嫌いやだ。

　　　　　すべて忘れろ。

　──違う、そんな事できない。

　　　　　　　　　ここで忘れる事が、グレットの為ためでもある。

　──……。




　忘ぼう却きやくしなければならない、全て忘れなければならないと心しん中ちゆうで何度も繰り返すが、『そんなわけない』という衝しよう動どうがその考えを上から押さえ付け、結局どちらが正しいのかも解わからぬまま、少女は門の前で見えない鎖くさりに搦からめ捕とられていた。

　相そう反はんする思いが圧あつ縮しゆくされ、彼女の心を緩やかに締しめ付けていく。

　心が麻ま痺ひしていくのを感じながら、彼女の表情だけが涙と共に崩くずれていく。

　泣くのを堪こらえようとしてひくつく様よう子すが背後からも分かったのか、見張りの男が口を開いた。

　だが、その口から漏もれたのは慰なぐさめの言葉などではない。

「おいおい、泣くのはやめろ。嫌いやがる女を領りよう主しゆに金で売ったなんて噂うわさが流れても困るんだよ。簡単に領主様さまにクビにでもされてみろ？　それこそ当とう主しゆ様がグレット坊ぼつちゃまをどうするか解わからねえぞ」

　馬ば車しやに寄りかかり、嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮かべながら呟つぶやく見張り。

　その言葉を聞いて、シルヴィの心には新たな感情が湧わき上がった。

　怒りと呼ぶ程ほどに熱い炎ほのおではない。やり場のない『憎ぞう悪お』と呼ぶべきどす黒い棘とげだ。

　何な故ぜ、グレットの父が自分を領主の元に売り飛ばしたのか。それはただ単にグレットから引き剝はがす事だけが目的ではないのだろう。ただ放ほう逐ちくしただけでは、グレットは諦あきらめずに自分と会おうとするかもしれない。また、自分もグレットを諦めなかったかもしれない。

　しかし、アヴァーロ家けよりも格かく上うえの──しかも領主である男に手て籠ごめにされたとしたら？

　立場だけではなく、精神的にも互いを引き剝がそうとするおぞましい策さく略りやくに気付き、シルヴィは静かな憎にくしみが心の中に生まれたのだが──今の彼女には、その憎しみを誰だれに向けていいのかすら解らなかった。

　流れに逆らおうともせず、恨うらむ事と悲しむ事しかできない自分自じ身しんも含めて。




「ちょっといい？」




　そんな彼女に、背後からさらに声がかかる。

　もうやめてくれ、もう自分の心を搔かき乱さないでくれ。

「ねえ、ねえってば」

[image: ]

　シルヴィはそう願いかけた所で──自分にかけられている声が、見張りとは全く違う人間の物だということに気が付いた。

　もしや領りよう主しゆの屋や敷しきの使いの者ではと、こぼれかけた涙を拭ふくのも忘れて振り返るシルヴィ。

　すると、そこに立っていたのは、自分よりも少し年とし上うえと思おぼしき青年だった。

「そんな顔、君には似に合あわないよ。笑った方がいい」

「……え？」

　突然何なにを言われたのか理解できず、シルヴィは呆ほうけた表情を浮かべ、改めて相手の顔を見る。

　美び形けいでも不ぶ細さい工くでもなく、これといった特とく徴ちようの無い普通の顔。

　ただ、こちらが必ひつ死しに涙を堪こらえようとしているのにも関わらず、自分だけカラリとした笑顔を浮かべる青年に対し、苛いら立だちというよりも、どこか不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きを覚えた。

　全く心当たりの無い顔の青年を前にして固まっているシルヴィの代わりに、見み張はりの男の一人が声をかける。

「おい、あんた。このお屋や敷しきの関係者か？」

「まあ、そんなとこかな。今日きようもスペラ……領主様に呼ばれたから来たわけだし」

「丁ちよう度ど良かった。この女じよ中ちゆうを、屋敷の中に案内してやってくんな。今日からここで働く事になった、新しい女中なんでね」

「ああ、そうなんだ。領主様、女の子が大好きだから、きっと喜びますよ」

　笑いながら吐き出された残ざん酷こくな一ひと言こと。シルヴィはそれを聞いてビクリと身を震わせ、見張り達は『やっと仕事が終わった』という顔で馬ば車しやに乗り込んだ。

　そして、笑顔の青年が門を開くのを確かく認にんし、

「じゃ、後はよろしくな」

　とだけ呟つぶやいて馬車を走らせた。

　──まだ、私は門の外なのに。

　青年に名前すら聞かないという、驚く程ほどに杜撰ずさんな仕事の仕方をした見み張はり達に驚きつつ、シルヴィは、今が最後のチャンスなのではないかと考えた。

　──この人をなんとか誤ご魔ま化かして、逃げ出す事はできないだろうか？

　──それで、それから……？

　しかし、結局また同じ思し考こうの袋ふくろ小こう路じに囚とらわれてしまい、彼女は結局、どれだけチャンスが訪れようとも、それを摑つかむ手を持っていないのだと思い知らされる。

　固まり続ける少女に、青年が問う。

「どうしたの？　入りたくない？」

　ストレートな物もの言いいに、シルヴィは口ごもる。

「あ、あの、私……」

「あっ、そうか、自己紹しよう介かいまだだったね。そりゃそうだ。貴き族ぞくの屋や敷しきに俺おれみたいな奴やつがいたら場ば違ちがいって感じが凄すごいもんね。そりゃ怪あやしむのが普通だよ」

「い、いえ、怪しいなんて！」

　慌あわてて否ひ定ていしようとする声を遮さえぎり、青年は一方的に自己紹介を開始した。

「俺はエルマー。エルマー・Ｃ・アルバトロス。よろしく」

　屈くつ託たくない笑顔のまま言う青年の勢いに流され、シルヴィは思わず自分も言葉を返す。

「シルヴィ・リュミエール……です」

　消え入るような声で紡つむがれた名前を聞いて、青年は一ひと際きわ嬉うれしそうな笑顔を浮かべた。

「そっか！　良い名前だね！　じゃ、これからどうする？」

「え？」

　──これから、どうする？

　突然わけの解わからない事を言い出す男を前に、シルヴィは暫しばしの間、完全に涙を止める。

「とりあえず、君が悲しそうな顔をしてるわけを聞く所から始めたいんだけどさ、話したくないなら無む理りには聞かないよ。ただ、これから君のしたい事を手伝うぐらいならできるかなって」

　──？

　──？　？　？

　先せん刻こくまで悲しみと後こう悔かいと憎にくしみに満たされていた少女の脳のう内ないを踏み荒らすように、次から次へと疑問符ふが踊る。エルマーと名乗った青年が何を言っているのか、あまりに唐とう突とつすぎて素直に理解する事ができなかったのである。

「あ、あの、どういう事、ですか？」

「なにが？」

「なにがって……あの、私達、初しよ対たい面めんですよね……？」

「そうだっけ？　まあ、そんな事はどうでもいいじゃない。まずは簡単な二に択たくから始めようか。君はこのお屋や敷しきで働きたい？　それとも働きたくない？」

　あくまでも自分のペースで話す青年は、そう言って口を閉じ、ゆっくりと少女の答えを待つ。

「ここでは、働きたく……ないです……」

　シルヴィは何と答えたら良いのかも解わからず、思わず口から本ほん音ねが出てしまった。

「あッ！　で、でも、このお屋敷が嫌いやというわけじゃなくて、その、ここで働くと会えなくなる人がいて……」

　そこまで言って、慌あわてて口を紡つむぐシルヴィ。

　グレットの名前を出したら大変な事になるのは分かっているが、自分が押しに弱い事も理解しているため、追つい及きゆうされたら誤ご魔ま化かしきる自信がない。

　再び涙なみだ目めになる臆おく病びような少女に、エルマーはニコニコと笑ったまま、言った。

「よし、じゃ、いこっか」

「え？」

　突とつ然ぜん自分の手を取った青年の行動に戸と惑まどい、思わず抵てい抗こうしようとしたシルヴィだが──

「会いたいんでしょ？　その人に。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　領りよう主しゆのスペランには俺おれから後で適当に誤魔化しておくし、誰だれに会いたいのかもみんなには秘ひ密みつにしておくから！」

「……！」

　そして、エルマーは庭で作業をしていた一人の女じよ中ちゆうに目をとめ、大おお声ごえで言う。

「あッ、どうもー、今日きようから入るっていうこの子、ちょっと借りていきますねー！」

　すると、こちらを振り向いた女中がクスクスと笑いながら叫び返した。

「あらあら、若いっていいわねえ、領主様さまには言っておくから、安心して楽しんでらっしゃい！」

「ありがとー！」

　大きく手を振った後、エルマーはシルヴィの方に向き直り、ニカリと歯を見せて笑う。

「ほら、問題解かい決けつだ。これで、君が外に出るのは俺のせいになったから」

「……」

　あまりにトントン拍びよう子しな流れに面くらい、シルヴィは目を白しろ黒くろさせて男の後に付いていく。

　全く物もの怖おじしない行動力と強ごう引いんさを前に、目の前にいる青年が、グレットとはまるで違うタイプの人間だと思い、物もの珍めずらしげに見つめ続けた。

　ただ、彼がグレットに代わる運命の人だなどと、妙みような浮うわ気き心ごころを起こすことはありえなかった。

　グレットとは違うタイプとは思ったものの──先せん刻こく、初めて青年の笑顔を見た時と同じように、彼のその行動力が、どこか人間離ばなれした不ぶ気き味みな物に感じられたからだ。

「で、会いたい人って誰だれ？　言いたくないなら、どこにいけば会えるのかだけ言ってくれれば協力するけど」

　エルマーはそう尋たずねてくるものの、不ぶ気き味みだと感じている相手にグレットの名前を出す気にはなれない。さりとて『放って置いて下さい』という勇気も出せぬまま、シルヴィはとりあえず、遠とお回まわしに情報を伝える事にした。

「あ、あの、アヴァーロ様のお屋や敷しきは御ご存ぞん知じでしょうか？　私、昨日きのうまではそこで働いていたんですが……」

　ここから先、なんと言って誤ご魔ま化かしたものかと思うシルヴィだったが──

「ああ、マイザーの家でしょ？　知ってる知ってる」

　あっさりと紡つむがれた返答に、再びシルヴィは目を白しろ黒くろさせる結果となった。

「マイザー様を御存知なんですか!?」

　想い人の兄である貴き族ぞく、マイザー・アヴァーロ。

　その名前が出た事で、シルヴィの心が強く揺さぶられる。

　一般市し民みんのような格かつ好こうをしているものの、やはり、このエルマーという青年は貴族の一員なのだろうか？　驚きを隠かくさず表情に出すシルヴィに、謎なぞの青年はあっけらかんとした調子で言葉を続けた。

「まあ、ちょっとした知り合いかな。えッ？　もしかして、会いたい人ってマイザー？」

　親しい友人といった調子でマイザーの名を口にするエルマーに、シルヴィは一ひと筋すじの光こう明みようを感じ取った。もっとも、どことなく感じる不気味さが薄まったわけではないので、完全に心を許せる状態ではないのだが。

「あ、いえ……マイザー様ではなく……弟の、グレット……様です」

　しどろもどろになって答えるシルヴィ。流されるまま、ついにグレットの名前を出してしまった事に焦あせりつつも、ここまで来たら後には引けないと覚かく悟ごを決めた。

「グレット様に……どうしても、今まで御お世せ話わになった御お礼れいが言いたくて……」

　──噓うそだ。

　──御礼なんて言いたくない。別れの言葉なんて言いたくない。

　──グレットと一いつ緒しよに、どこかに逃げてしまいたい。

　グレット本人よりも能のう動どう的てきな事を考えるシルヴィ。

　──違う！

　──逃げるとか、この先どうするなんて、どうでもいい！

　──グレットに……グレットに会いたい！

　裏の思いは口に出さず、ただ、強い感情だけを言葉に乗せて言い放つ。

「どうしても……どうしても、会っておきたいんです。領りよう主しゆ様のお屋敷で働く前に、一度でいいから……会いたいんです！」

　エルマーはそんな彼女の言葉を聞き、一いつ瞬しゆんの間まを置いて尋たずねた。

「一度で、いいのかい？」

「えッ？」

「それで、君は満足して笑える？　ああ、御ご免めん。『大きな御お世せ話わだ』とか、『お前には関係ない』とか思うかもしれないけど、なんていうのかな、俺おれのやる気を左右する重要な問題だったりするんだ」

　相変わらず訳わけの分からない事を言い続ける青年に、シルヴィは首を傾かしげながら答える。

「それは、その……会ってみないと、わからないと思います……。すいません」

　何も非ひがないにも関わらず、申もうし訳わけなさそうに謝るシルヴィ。

「あ、ごめんごめん！　そりゃそうだよねえ！　会ってみなきゃわかんないよね！　じゃあ、最高の出会いになるように頑がん張ばるよ俺！　だから、そんな顔しないで笑って笑って！」

　シルヴィの手を引きながら笑い続けるエルマー。彼は門から少し離れた所で立ち止まり、周囲の道を見ながら考えた。

「んーと、だったら、えーと……マイザーは最近ダルトン先生となんか忙しそうだから……。そうだ、マイザーの家に出入りできそうな人達に心当たりがあるよ！」

　嬉うれしそうに言って走り出すエルマーにつられ、慣なれない道をよたよたと着いてくシルヴィ。

　二人の歩く姿すがたはどこか滑こつ稽けいで、ドルメンテル家けに支配された街には些いささか不ふ釣つり合いに思えた。

　しかし、ロットヴァレンティーノの街にとって重要だったのは──ここで、確かに二人が出会い、歩き始めたという事だ。




　マイザー・アヴァーロ。

　共通の知人の名前が出た瞬しゆん間かんから、二人の人にん間げん関係の歯は車ぐるまが嚙かみ合い、力強く回り始める。




　こうして、エルマー・Ｃ・アルバトロスとシルヴィ・リュミエールは初はつ邂かい逅こうを果たした。

　そして──その出会いは、この日に無む数すうに発生した『出会い』の、ほんの始まりに過ぎなかったのである。




　その出会いや再会がもたらすものが幸か不幸か、結けつ末まつは誰だれにも予想できぬまま──

　ロットヴァレンティーノの街は、この瞬間を境さかいに、ゆっくりと蠢うごめき始めた。













間章　ヴィクター・タルボットの報告書（一部抜ばつ粋すい）







【この報告書は既すでに書しよ簡かんで送った文章の写しです。

　誰だれがこれを読むのかは解わかりませんが、最初に伝えておく事があります。

　正確に報告書を写した結果、非常に砕くだけた文章が羅ら列れつされる事になります。

　しかし、勘かん違ちがいしないで頂きたいのですが、私は正式な報告書において、そのような乱らん暴ぼうな言葉遣づかいをする人間というわけではないのです。

　この報告書は特別なものであり、気き心ごころの知れた既き知ちの相手への手紙を兼ねている為ため、多少後こう述じゆつ的な軽い文章によって綴つづられています。

　よって、仮に私の死後、この文章が表おもてに出た場合でも──これはあくまで私個こ人じんの文章に過ぎず、ドルメンテル家けの威い光こうを穢けがしたり、また私の主あるじである一族を侮ぶ辱じよくする意い図となど欠片かけらもないという事を御ご理り解かい頂きたい。

　それを御理解頂けた上で、読んで頂ければ幸いです】










『よう、元気か。

　俺おれからの手紙が無くて寂しかったんじゃねえか？

　報告書を寄よ越こせって五う月る蠅さいからこうして書いてやってるけどよ。どうせカッチリした報告書はセラードの爺じい様さまが書くんだ。俺はいつもの調子で書かせて貰もらうぜ。

　お前だって、その方が俺と話してるみたいで嬉うれしいだろ？

　枕まくら元もとで俺を想そう像ぞうしながら読んで眠れぬ夜って奴やつを過ごしてくれや。




　それで、だ。

　早さつ速そく街についたのはいいが、なんだよ、あの海の上の馬ば鹿かげた代しろ物ものはよ。

　シュトラスブルクって野や郎ろうは聞いてた以上に大おお馬鹿野や郎ろうな天てん才さいだな。

　それを実行するお前らドルメンテル家けも相当なもんだ』





（中ちゆう略りやく）






『街の印いん象しようについてだが、聞いてた以上だった。

　まだ来て一日目だが、結けつ論ろんから言わせて貰う。

　結局、この街はどうしようもない程ほどにイカれてる。

　それが俺の報告できる、この街についての感想だ。

　最初に馬の上から街を見た時は、哀あわれな街だと思った。

　一部の悪あく党とうどもが無む能のうな貴き族ぞくに隠かくれて偽にせ金がねだのクスリだのを作って、その連れん中ちゆうがドルメンテル家を敵に回したんだとな。

　だからこそ、そんな悪党連中のせいで街を乗っ取られた奴らが可哀相かわいそうだと思ったよ。

　だが、夜になってから密みつ偵ていの【　　　　　　】（解かい読どく者しや注：密偵の名前は複ふく写しやされていなかった）と会って詳しい話を聞いて、俺は呆あきれ果てたね。

　クスリを作ってたのは、正しよう真しん正しよう銘めい……ただの、街の連中だったって言うじゃねえか。

　最初は、アヴァーロって貴族の命令で、一人の錬れん金きん術じゆつ師しがクスリを作ったらしい。だが、それがどこをどう巡ったのか、粗そ製せい品ひんが市民の間で作られるようになった。

　港の船ふな乗のりから野や菜さい売うりの婆ばあさんまでがグルになって、奴ど隷れい商人からガキを買いあさり、クスリを吸い込んで頭がイカれちまうような作業を死ぬまでやらせてたっていうじゃねえか！

　死んだガキの数は何人だって聞いたらよ、密偵の【　　　　　　】は、唇くちびるを嚙かんで、悔くやしそうにしてたぜ。もっと早く自分が密偵として働いてりゃ、多くのガキが救えたかも知れないってな。なんつーか、どうにも【　　　　　　】は真ま面じ目め過ぎるな。確かに、早くから知ってりゃ、アンタがもっと早く動いてクスリの利り権けんを奪うばってたんだろ？　俺に任せてくれりゃ、奴隷のガキを使うなんてひでえマネは絶対にしねえ。セラードの爺じいさんはやりそうだけどよ、そうなったら爺様さまをぶん殴なぐってでも止めるぜ俺おれぁ。

　ああ、俺に任せてくれりゃ、なんって言ったけどよ……。知ってると思うが、俺はそもそもあの手のクスリなんてもん自じ体たい反対なんだ。阿あ片へんとか、自分の脳のう味み噌そぼんやりさせて何が楽しいんだと思うぜ。医い薬やく品ひんとして使うなら認めるけどよ。

　そういや、今日きよう街であったベグとかいう錬れん金きん術じゆつ師しはクスリしか作ってねえらしい。最初に貴き族ぞくにクスリを作ってみせた張ちよう本ほん人にんだそうだが、どうにも好きになれそうにねえ。

　密みつ偵ていの【　　　　　　】の同どう僚りようなんで、面めんと向かって悪くは言わないけどよ。




　ところで、お前は知ってたのか？

　密偵からも、お前に報告は行ってたんだろ？

　ここが街ぐるみで悪あく党とうだらけで、寧むしろ貴き族ぞくの方が倫りん理り的にまともだって事をよ。

　俺が暴あばれるとでも思ってたんなら、そりゃ見くびり過ぎってもんだぜ。

　確かに、胸くそ悪くなる事実だった。

　街に来る前に知ってたら、行く事すら嫌いやがってたかもしれねえ。

　聞いた後、こんな街の連れん中ちゆうは全員奴ど隷れい商人に売られちまえばいいと思ったのも確かだ。

　そのぐらい、なんつーか、嫌いやな話。

　嫌な話だったんだよ。

　しかも、お前がどこまで知ってるかは解わからないが、【　　　　　　】の働いてるメイエル家けって所で、使用人にんとして働いてるニキって女がいるんだが、なんてこった、このニキって嬢じようちゃん、その当時の奴隷の一人だったらしい。

　嬢ちゃんは、当時の事を隠かくすことなく、淡たん々たんと話してくれたよ。

　いや、淡々とは言ったが、そう割り切って話さざるを得ないほどに辛つらい経験だったって感じだったな。俺よりも年とし下したなのに、強い女だと思ったよ。

　おっと、安心しろよ。あんたの方がいい女だ。浮うわ気きなんかしねえって。

　つっても、お前はどうせ毎まい晩ばん男も女もとっかえひっかえしてんだろうけどな。

　話が逸それた。

　いや、わざと逸らした。

　こんな軽かる口くちでも挟まないと書く気もおきない程ほど、ニキって嬢ちゃんの話してくれた内容は胸くそ悪くなる内容だった。

　だから、俺はもう一度書かく。強調きようちようしときてえんだ。

　ロットヴァレンティーノ。

　この街の大人おとな連中は、みんな糞くそだ。

　それでいて、自分達は悪党なんかじゃない、生きる為ために仕方なくやってるんだ、みたいな面つらしてやがる。ドロドロぐだぐだ、ただひたすらに気き味みの悪い連れん中ちゆうだ。

　まあ、全員かどうかは解わからないけどな。実際、密みつ偵ていの話じゃ関わってない奴やつもいたらしい。

　密偵が言うには、坂の途と中ちゆうにある菓か子し工こう房ぼうの女将おかみさんなんかはガンとしてそんな連中と関わろうとしなかったって話だしな。明日あした、ちょっとそこの菓子を買ってみようと思う。日ひ持もちしそうなもんだったら、今度送おくってやるよ。

　また話がそれたが、つまり、ここにいるのは自分が悪あく党とうと思ってない、名も無き一般市し民みん様さま達ってわけだ。居心地いこごちが悪いったらありゃしねえ。

　もっとこうよ、戯ぎ曲きよくの英えい雄ゆう譚たんに出てくるような、悪の秘ひ密みつ結けつ社しやみたいなのがあって、そいつらの悪あく事じを俺おれの手で暴あばいて……ってな展開を期待してたのによ。

　セラードの爺じい様さまに言ったら散さん々ざんバカにされたけどな。

　いいじゃねえか。錬れん金きん術じゆつ師しが夢ゆめ見みたってよ。なあ？




　まあ、それはそれとして、お前が知りたいのは、こんな俺の旅たび日につ記きじゃねえよな？

　カルラからの報告書しよと内容が被かぶると思うからよ、俺はあいつより主しゆ観かん的に書かせて貰もらうぜ。

　今日きよう、一つの事件があった。

　皮ひ肉にくな話だが、ドルメンテル家けの船が燃やされてから、今日で丁ちよう度ど一年だったらしいな。

　それと関係があるのかないのか、それは目もつ下か調査中ちゆうって奴だ。来週以い降こうの報告を楽しみにしてくれや。

　だから、今回の手紙で報告できるのは、事件が起こった、って事だけだ。

　何から語るべきか迷ったが、とりあえず、昼の事から話すか。

　俺は、カルラと別れた後、とりあえず港みなと町まちを巡ってたんだが、そこで変な奴らに会ってよ。




　いや、なんていうか、異い人じんだとか肌はだの色が違うとか、そういう事は抜きして、とにかく変な奴らだったんだ』







[image: 第二章　来訪者達の談笑]






















ロットヴァレンティーノ　港こう湾わん市いち場ば




　エルマーがシルヴィの手を取って駆かけ出したのと同じ頃──

　港では、一つの事件が起ころうとしていた。




　轟ごう音おん。




　昼ひる下さがりの市場に、落らく石せきを思わせる破は壊かい音おんが響ひびき渡る。

　不ふ意いをつかれた市場の人々が一いつ斉せいに振り向く傍かたわら、最初からその音の発はつ生せい源げんを見ていた者は、小さな悲ひ鳴めいと共に現げん場ばから背を向けた。

　音の原因は、人間。

　重じゆう厚こうな鉄てつ鎧よろいを纏まとった騎き士しが、滑かつ空くうする鷹たかのような勢いで資し材ざい置おき場ばの棚に突っ込んだのだ。

　木もく製せいの棚は音を立てて崩ほう壊かいし、周囲にちょっとした破は壊かいの波を引き起こす。

　当然ながら、鎧よろいの男が自分から棚に飛び込んだわけではなく──

　彼は、他た者しやの手によってその場に投げ込まれたのである。

「……」

　鎧を着た成せい人じん男性を軽々と投げ飛ばした男は、無む言ごんのまま市いち場ばの中で仁に王おう立だちしている。褐かつ色しよくの肌はだをした、見るからに『異い人じん』といった風ふう体ていの男だ。年ねん齢れいは20代半なかばから30前ぜん後ごといったように見えるが、三人とも異人という事もあり、周囲の人々は詳しい年齢を把は握あくする事ができなかった。

　そして、市場の人々は、より詳しく男を観察するのではなく、我われ先さきにとその場から離れる事を選ぶ。

　騎き士しを投げ飛ばす男の膂りよ力りよくや行動そのものを恐れたわけではない。

　男が投げ飛ばした騎士が、鎧にドルメンテル家けの紋もん章しようを付けている事を確かく認にんしたからだ。

　剣けん士しよりも銃じゆう士しというこの時代にわざわざ鎧を着て歩いているのは、ドルメンテル家の示じ威い行動の一種なのだろう。街の人間達たちもそれを解わかっていた為ため、街を歩く『鎧の騎士』に商売以い外がいの理由で近づこうとするものは少なかった。

　それでも紋章を確認するまで動かなかったのは、『まさかドルメンテル家の人間に喧けん嘩かを売るものなどいないだろう』という思いがあったからに他ならない。

　そんな街の常じよう識しきを破る形で、余よ所そ者ものがドルメンテル家お抱えの騎士に喧嘩を売った。

　目の前の事実を前にして、まだこの現げん場ばに残ろうという者は殆ほとんどいない。下へ手たに関わろうとして、自分にもとばっちりが及ぶ事を恐れたのである。

「ぐ……がッ……」

　棚に叩たたきつけられた騎士は、起き上がりながら褐かつ色しよく肌はだの男を睨にらみ付ける。

「貴き様さま……自分が何をしたか解っているのか？」

　スペイン語で言い放たれたその言葉に、褐色肌の男は無む表情のまま首を傾かしげる。

　どうやら言葉が通じていないようだが、騎士は構わず喋しやべり続けた。

「我々に喧嘩を売るという事は、ドルメンテル家に唾つばを吐きかけたも同どう然ぜんだぞ！　どこの船ふな乗のりか知らんが、貴様の雇やとい主もろとも破は滅めつさせてやる！」

　精神的優ゆう位いに立とうとしているのか、痛みに耐えつつ叫ぶ騎士。

　彼の声に引き寄せられるかのように、複数の男達が現場に集まってくる。

　同じ鎧を纏まとった騎士から腰に銃をぶら下げた衛えい兵へい服ふくの男まで様々だが、皆みな一いち様ように、肩や襟えりに砂すな時計の紋もん様ようを付けていた。

「言葉が通じずとも、状況は解るだろう？」

　絶ぜつ対たい的てき優位を確かく信しんしたのか、褐色肌の男を前に笑えみを浮かべる手て負おいの騎士。

「なんだこいつは？　何があった」

　仲間に問われ、手て負おいの騎き士しは憎にく々にくしげに褐かつ色しよく肌はだの男を睨にらみ付ける。

「知るか！　このイカレ野や郎ろうが、突然俺おれを蹴けり飛ばしやがった！」

「なにぃ？」

「どういうつもりだ？」

「まさか、『仮か面めん職しよく人にん』の一いち味みか？」

　口々に騎士達たちが問いかけるが、加か害がい者の男は答えない。

　ただ、逃げる素そ振ぶりも見せず、堂どう々どうと騎士や銃じゆう士しの一いち団だんに相あい対たいしている。

「とにかく、一いつ緒しよに来て貰もらおうか」

　騎士の一人が、慎しん重ちように近づいて男の腕を摑つかんだのだが──

「……？　……!?」

　──う、動かな……

　まるで、地面に根を張った木を摑んでいるかのような感覚だった。この場から動かすには、それこそ男の身体からだごと持ち上げる程ほどの力が必要だろう。

「貴き様さま、抵てい抗こうする気か!?」

　焦あせった騎士の一人が、男の顔面を殴なぐりつける。

　だが──褐色肌の男が頭ず突つきでそれを迎え撃うち、殴った男の方が跳ね飛ばされて地面に転がる結果となった。

　刹せつ那な──

　集まっていた面めん々めんの中で一番軽けい装そうだった男が、腰からスティレット錐剣を抜いて男に向かう。

　その様よう子すを遠とお巻まきに見ていた市いち場ばの人々は、褐色肌の男の絶ぜつ命めいを予よ感かんする。

　軽装の男はカルラ直ちよく属ぞくの近衛このえ兵へいであり、実力は周囲の騎士と比べものにならない。そして、ドルメンテル家けの関係者が船ふな乗のりを一人刺さし殺したところで、何も問題が起きないという事を知っていたからだ。

　だが──彼らの予感を裏うら切ぎり、男は間かん一いつ髪ぱつでスティレットの一いち撃げきを避ける。

　喉のどを掠かすめた刃やいばの一撃に、褐色肌の男は初めて表情を見せた。

「────やるな」

　異い国こくの言葉で何かを呟つぶやき、男は薄く微ほほ笑えんだのである。

　そのまま、身を捻ひねる動きを利用して裏うら拳けんを叩たたき込もうとするが、近衛兵もそれを瞬しゆん時じに躱かわし、もう一人いた別の近衛兵に目で合あい図ずした。

　すると、もう一人の近衛兵も無む言ごんのまま剣を抜き、勢い良く褐色肌の男へと跳ちよう躍やくした。

　別々の方向から伸びる刃を寸すん前ぜんで躱し、謎なぞの男は一方の腕をガシリと摑む。

　そのまま、ただ力任まかせに体をよじり──近衛兵の体を腕わん力りよくだけで投げ飛ばした。

　投げ飛ばされた先は、もう一人の近衛兵。

　だが、彼らは確かに先せん刻こくの騎士とは実力が違うようで、一方は飛んでくる仲間を軽く避け、投げられた近衛このえ兵へいは地面を転がりながらもダメージを受ける事なく立ち上がる。

　そのままの距離で近衛兵達たちと褐かつ色しよく肌はだの男は相あい対たいし、ほんの数秒、膠こう着ちやく状態に陥おちいった。

　周りの騎き士しや銃じゆう士し達は手を出すべきかどうか顔を見合わせていたが──彼らが戸と惑まどっている間に再び戦せん端たんが開かれ、近衛兵と男が急きゆう接近する。




　だが──互いの拳こぶしと刃やいばが届く事はなかった。




　その間に現れた二人の乱らん入にゆう者が、彼らの攻こう撃げきを受け止めたのだ。

　一人は、黒くろ髪かみに黄き色いろい肌という東とう洋よう人じんらしき男。彼は両手で近衛兵達の手首をそれぞれ握りしめ、スティレットの先せん端たんが自分の胸にささる寸すん前ぜんでその動きを封じ込めている。

　一方、褐色肌の男の拳を背後から羽は交がい締じめにして止めたのは、彼よりもさらに色いろ濃こい肌を持つ、黒こく人じんと思おぼしき男だった。

「……我々の忠ちゆう告こくは聞いて貰もらえなかったようでござるな、ナイル殿どの」

　東洋人の男が、僅わずかに訛なまった英語を口にする。

　それに続いて、黒人の男が口を開く。

「落ち着け。殺し合いに来たわけではないぞ」

　ナイルと呼ばれた男は小さく舌した打うちをした後、硬い調子の英語を口にした。

「言われなくても解わかっているとは思うが、敢あえて言おう……邪じや魔まをするな」

「御お主ぬしが我々の邪魔をしているようなものだぞ、ナイル殿」

　呆あきれた声をあげつつ、東洋人は静かに両手を離し、近衛兵達に頭を下げる。

「身み内うちの人間が失礼をした」

　話が通じる人間が現れた事を確かく認にんし、近衛兵達は無む言ごんでスティレットを鞘さやに収める。

「なんだ、つまらん」

　相手に戦せん闘とう続ぞつ行こうの意い志しがない事を確認し、英語で不満を漏もらすナイル。その言葉が通じているのかいないのか、近衛兵達は無む言ごんのままだ。

　口くち数かずの少ない近衛兵達の代わりとでも言わんばかりに、最初にやられた鎧姿よろいすがたの男達が声をあげた。

「貴き様さまら、どこの国の人間だ!?　ただで済むと思うな！」

　一応は外がい交こう的な事を気にしているのか、相手の所しよ属ぞくを確かめようとする叫び。

　その問いかけに対し、腰に日本刀とうをぶら下げた東洋人が眉まゆを顰しかめ、呟つぶやいた。

「国、と問われると返答に困るが、拙せつ者しやの名は東郷デンクロウ田九郎・トウゴウ。特とく定ていの国の庇ひ護ごを受けているわけでは御ご座ざらん」




　東郷田九郎は、西せい欧おうのとある師の元で研けん鑽さんに励む錬れん金きん術じゆつ師しだ。

　はるか東の海で漂流ひようりゆうしていた所を交こう易えき船せんに救い出され、巡り巡って欧おう州しゆうで錬れん金きん術じゆつを学ぶ事になった、数すう奇きな運命の持ち主である。

　彼がこのロットヴァレンティーノにやってきたのは、師の使いとして、ダルトンと呼ばれる錬金術師と接せつ触しよくを図る為ためだ。

　以前に来た時は、相あい棒ぼうのザンクと二人だけだったのだが──今回連つれてきたナイルという男は、同門の中でも特に気き性しようの荒い男として知られている。ナイルは以前、とある案あん件けんからこの街に対して強い怒りを持っていた。その案件が収しゆう束そくし、彼の怒りも収まったように見えた為ため、田でん九く郎ろうの判はん断だんで共に連れてきたのだが──

　その結果が、港について早々のこの揉もめ事である。

　一いつ瞬しゆんでも目を離した自分の非ひを恥はじたが、それでも、田九郎はナイルを憎にくむ事はしなかった。

　彼は確かに暴ぼう力りよく的だが、理り不ふ尽じんな暴力を振るう男ではないという事を知っていたからだ。




　名な乗のりをあげた後、周囲の状況を見ながら淡たん々たんと言葉を続ける田九郎。

「さて、何があったか説明して貰もらおうか、ナイル殿どの」

　すると、ナイルは悪びれた様よう子すも無く、ドルメンテル家けの人間達たちを見み下くだした目で答える。

「言う必要の無い事だが、敢あえて言おう。偉えらそうにガキを蹴けり倒して、頭を踏みつけようとしてるバカがいたから、俺おれも同じようにバカを蹴り飛ばした。まだ踏みつけてはおらんがな」

　田九郎が周囲に視線を向けると、市いち場ばの端はしから怯おびえた様よう子すでこちらを窺うかがっている子供の姿すがたがあった。

　しかし、騎き士し達が『そんな事はしていない』と言い張れば終わりだろう。ロットヴァレンティーノの人間達は砂すな時計の紋もん章しようをつけた男達を畏おそれている事は、街に来たばかりの田九郎達にも理解できていた。市し民みん達や子供本ほん人にんが彼らを恐おそれて口を閉ざせば、ナイルは単なる暴ぼう虐ぎやく者として処しよ理りされてしまう事だろう。

　ナイルの言葉にウソは無いだろうと信頼していた田九郎は、そんな懸け念ねんに囚とらわれたのだが──それが杞き憂ゆうであるという事は、わずか２秒後に証明された。

「巫ふ山ざ戯けるな！　俺の前を横切ったガキを蹴け倒たおして何が悪い！」

　あっさりと『自じ白はく』した男の言葉に、田九郎は半分安あん堵どし、同時に別の不安も頭を過よぎる。

　──こやつら、貴き族ぞくか何かか？

　──以前に街に来た時も貴族と揉めたからな。できる事なら穏おん便びんに済ませたいのだが……。

　田九郎の故こ郷きようでは、『大だい名みよう行ぎよう列れつの前を横切った者は、無ぶ礼れいとして斬きり捨てられてもやむなし』というならわしがあった。故ゆえに、この街でもそうした無礼打うちと似たような法ほう規きがあるのかもしれないと考えた。

　しかし、目の前の騎士達が大名行列と同どう格かくの覇は者しやにはとても見えない。貴族としても風ふう格かくがなさ過ぎるし、せいぜいその気き質しつがあるのは、先せん刻こくナイルとまともに対たい峙じできていた近衛このえ兵へいの二人ぐらいだろう。

「聞いたろう、田でん九く郎ろうにザンク。こいつらは俺おれに蹴けられて当然の人間だ」

　傲ごう慢まんともとれるナイルの言葉を聞き、田九郎は『こやつ、気にくわなければ一人で大だい名みよう行ぎよう列れつに斬きりかかりかねんな』と感じ取り、彼が故こ郷きようである日本の地を踏まねばよいと秘ひそかに願った。

　元々、貴き族ぞくだろうが王おう族ぞくだろうが『気に喰わん奴やつは殴なぐる』と豪ごう語ごし、何度か実行してきた事もあるナイルだ。それでもまだ処しよ刑けいされずに生き残っているのは、ナイル自身の腕うでっ節ぷしの強さもあるのだが、彼の──同時に、田九郎やザンクの師でもある男のコネによる所が大きい。

　もしも、今わめいている騎き士しがどこかの王おう族ぞくの息子むすこだとしても、ナイルは『幼おさな子ごを蹴けり倒す王などいるか』と平へい気きで蹴り倒す事であろう。

　──ふむ、できるだけ揉もめ事は起こしたくないのだが……。

　６年前にこの地に来た時にも港で喧けん嘩か騒さわぎを起こしたことを思い出し、これも何かの因いん果がかと状況を受け入れる事にした。

「我々はこの街に来たばかりでな。我々の常じよう識しきでは、騎士が子供を蹴り倒す事は見み過すごせぬ。だが、それがこの街の常識と異なるというのならば謝しや罪ざいしよう。できる事ならば、それで穏おん便びんに済ませてもらいたいのだが」

「何を言ってる、田九郎。こんな連れん中ちゆうなどみなごモゴゴ」

　自分よりも大おお柄がらなザンクに口を押さえられ、言葉を遮さえぎられるナイル。

　そんな様よう子すはおかまい無しで、田九郎は交こう渉しようを続けようとしたのだが──

「バカを言うな！　ここまで侮ぶ辱じよくされたからには、その男を斬きらねば気が済まん！」

　殺さつ気き立だつ男の声を聞いて、ナイルを押さえ付けていたザンクが手を離した。

「どうする、田九郎。それがしはここで一ひと暴あばれしても構わんぞ」

「ザンク殿どのまでナイル殿と一いつ緒しよになって貰もらっては困る」

　呆あきれながら呟つぶやきつつ、どう出たものかと考える田九郎。

　６年前、ここで揉め事を起こしたときは『アイル』と名乗る不ふ良りよう少年達たちのリーダーが現れた事で場が収まった。

　だが、今回は不良少年が相手ではない。

　貴族関かん係けいには疎うとい田九郎だったが、ドルメンテル家けについては流石さすがに名前ぐらいは把は握あくしており、『揉めるとまずい』ぐらいの事は理解していた。

　街のチンピラ達の顔かお役やくらしいアイルが現れた所で、この場が収まるとは思えない。

　──ふむ。

　──押し通るか、それとも一いつ旦たん大人おとなしく捕とらえられるか……。

　相手も田九郎達の動きを見ているせいか、慌あわてて飛びかかってくる様よう子すは見られない。

　このままにらみ合いが続けば、ドルメンテル家の人にん数ずうが増えて不利になる一方だろう。




　しかし、そんな彼らの膠こう着ちやく状態を打ち破る形で、現げん場ばに一つの音が鳴り響ひびいた。




　パン、パン、とリズムよく、周囲の空気を震わせる拍はく手しゆの音が聞こえてきたのである。

「はいはい、そこまで、そこまでだ、お前ら」

　手を叩たたきながら近づいて来たのは、田でん九く郎ろう達にとっては見み覚おぼえの無い男だった。
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　だが、騎き士し達たちは男の顔を見て、顔かお色いろを変えて畏かしこまる。

「ヴィクター様！　もう、お着きになっていたのですか！」

「あー、そうへりくだる必要はねえよ。単なる錬れん金きん術じゆつ師しの俺おれに、騎士様さま達が頭を下げる必要なんてねえだろ」

　そんな事を言いながら近づいてくるが、騎士達は謙けん譲じよう的な態度を改めない。

　──錬金術師？

　彼の口にした単たん語ごに、田九郎やナイル達が顔を見合わせる。

　自分達と同どう業ぎよう者しやである男が、何な故ぜ騎士達をこうも畏かしこまらせるのだろうと。

　だが、そんな疑問を口にするよりも先に、ヴィクターと呼ばれた男が田九郎達に話しかけてきた。

「よう、お前ら船ふな乗のりか商人の類たぐいか？。英語が通じるみたいで話が早い。スペイン語もイタリア語も話せるが、やっぱ英語が一番話はなしやすくてね」

　場の空気を和なごませるように、気き軽がるな調子で話すヴィクター。

　田でん九く郎ろうは完全に警けい戒かいを緩めず、さりとて敵てき意いのない相手にやや安あん堵どしつつ言葉を返した。

「ほう、それで、我らはこれからどうなる？」

　この男を通せば、一度連れん行こうされても話が通りそうだ。

　──どことなく、６年前にここで喧けん嘩かを止めたアイル殿どのと同じ空気を感じるな。

　そう判はん断だんした田九郎は一いつ旦たん頭の中から『押し通る』という選択肢しを消し去り、男の話を聞く事にした。

（どうも我らは、ここで喧嘩をすると誰だれかに止められる運命らしいな。三度目があれば完かん璧ぺきだ）

　ザンクが日本語ごでそんな事を言うが、田九郎も日本語を使って小こ声ごえで返す。

（できる事なら、三度目は喧嘩自じ体たいして欲しくないのだが……）

　その会話が終わった事を見み計はからって、ヴィクターが話を続ける。

「どうなるもなにも、何事もなかったかのようにあんた達の仕事を続けてくれ」

　ヴィクターの言葉に騎士や銃じゆう士し達がどよめくが、近衛このえ兵へいが僅わずかに目を向けると、全員が黙だまり込んだ。

「ほう？　我らを見み逃のがしてくれるという事か？」

「見逃すもなにも、この街の法律に『人を蹴け飛とばしていい』なんてもんはない。あんたは騎士を蹴飛ばし、騎士はガキを蹴飛ばした。お互い見なかった事にする。みんな幸せ。どうだ？」

　笑いながら言う男。

　ナイルはまだ喧けん嘩かしたりないのか、騎き士しの方をチラリと見ながら空気を読まない発言をした。

「敢あえて聞こう。『蹴け飛とばしてはいけない』という法ほう律りつはあるのか？」

　それに対し、ヴィクターはあっさりと答える。

「法律には無いかもしれないが、人として駄だ目めだろ？　特にガキを蹴り飛ばすのはな」

　肩を竦すくめながら、背後にいる騎士を見て目を細めるヴィクター。

　慌あわてて目を下に向ける騎士。その目はどこか怯おびえているようにも見える。

「随ずい分ぶんと、畏おそれられているようだな」

「こいつらが怖こわがってるのは俺おれじゃねえ。セラードの爺じい様さまさ」

「セラード？」

「そ。俺と同どう門もんの錬れん金きん術じゆつ師しだ。話せば解わかる爺さんだけどよ、おっかねえ感じがするから、『ドルメンテル家けお抱かかえの錬金術師に逆らったら、人じん体たい実験される』なんて噂うわさがあるわけだ」

　あっけらかんとした調ちよう子しで話すヴィクターだが、騎士達の目は欠片かけらも笑っていない。

　恐らく、その噂を本ほん気きで信じているのだろう。

　あるいは、本当に人体実験をしているかだ。

　そればかりはセラードという人物に会わねば判はん断だんできないと考え、田でん九く郎ろう達はその件について追つい及きゆうする気はなかった。

「仲ちゆう裁さい、感謝致いたす」

「いいっていいって。俺だって面めん倒どうごとが御ご免めんなだけさ。さ、行った行った」

「かたじけない」

　そう言って、田でん九く郎ろうはナイルを引き連れてその場を去ろうとしたのだが──

　喧嘩の発ほつ端たんとなった、『騎士に蹴られた子供』の方をチラリと見ると、こちらに向かって何か言いたそうにしていた。

　だが、次の瞬しゆん間かん、母親らしき女が現れ、無む理り矢や理りその手を取り、人ひと混ごみの中に引っ張っていく。ドルメンテル家と揉もめ事を起こした余よ所そ者ものと関わり合いになりたくないのだろう。

　田九郎が振り返ると、ナイルはそんな母はは子こを無む表情で見送っていた。が、仲間の視線に気付き、彼は薄く笑いながら歩き始めた。

　──まあ、ナイル殿どのは見返りを求めたわけではなく、単に暴あばれたかっただけかもしれんが。

　元々ナイルが勝かつ手てにやった事だし、母親が子を守ろうとするのは当然の行為だと考え、自分も再び歩き始める。

　だが──




「おい、ちょっと待てよ、そこの女とガキ」

　ヴィクターが、そそくさと立ち去ろうとするその母子を呼び止めたのだ。

「なんか忘れてねえか？」

「も、申もうし訳わけございません！　私の息子むすこが、先ほどはとんだ御ご無ぶ礼れいを！」

　カタカタと震えながら跪ひざまずき、息子にも無む理り矢や理り謝らせようとする母親。

　まだ一ひと悶もん着ちやくあるか、と田でん九く郎ろう達が脚あしを止めた所で、ヴィクターが続けた。

「違うだろ。俺おれらに謝ってどうすんだよ。先ほどは、って事は全部見みてたんだな？　息子蹴けり飛ばされてんのに、怒りもしなけりゃ助けに来もしなかった奴やつはすっこんでろ」

　ピシャリと言いはなった後、少年の前に屈かがみ込み、同じ目め線せんになって問いかけた。

「なあ、坊ぼう主ず。あそこのおっかねえ兄にいちゃんに、何か言う事があるんじゃねえか？」

　視線でナイルの方を指し示すヴィクターに、少年はどうしていいのか解わからないといった目を向ける。

「俺が許すからよ、言いたい事を言っといた方がいいぞ？　なあ？」

　優しく笑うヴィクターに促うながされ、少年はトテトテとナイルの方に脚を踏みだし、『ありがとうございました！』と言い放った。

　イタリア語で紡つむがれた言葉だが、礼を言われたというのは理解したのだろう。

　ナイルは驚いたように片かた眉まゆをあげ、英語で「気にするな」とだけ呟つぶやいて少年に背を向けた。

　素そっ気けない一ひと言ことだったが、付き合いの長い田九郎とザンクは、ナイルが照れているという事に気付き、互いに顔を見合わせて笑い合う。

　──なるほど。

　──ドルメンテル家けの関係者にも、斯か様ような男がいるのか。

　田でん九く郎ろうは改めてヴィクターに向き直り、頭を下げながら一ひと言こと。

「お気き遣づかい、感謝する」

「お前らの為ためじゃねえよ。言いそびれたまんまだと、あのガキも居心地いごこち悪いだろうからな」

　そして、ヴィクターも田九郎達たちを気に入ったのか、軽く手を振りながら、港の外れにある宿やど屋やに目を向けた。

　現在はドルメンテル家の貸し切りとなっていて、駐ちゆう屯とん所じよのような形に改かい造ぞうされてしまっている建物だ。

「俺おれは基本的にあそこに寝ね泊とまりしてるからよ。何かあったら気き軽がるに相談に……」

　彼が言葉を締しめくくろうとした瞬しゆん間かん──




　轟ごう音おん。




　本ほん日じつ二度目の轟音が、市いち場ばの中に響ひびき渡った。

　しかし、それは先せん刻こくのような、市場の一部だけに届く音ではない。

　激しい爆ばく発はつが空気を震わせ、街まち全体にその轟音を走らせた。

　爆発したのは、まさに今、ヴィクターが指し示した宿屋であり、二階の石いし壁かべの一部が崩くずれた家か屋おくから、黒こく煙えんと炎ほのおが立ち上っているのが見えた。

　大おお騒さわぎになった市場の中心で、ヴィクターは呆ほうけた顔をしながら田九郎達に呟つぶやいた。




「……悪ぃ、なんか、俺の寝泊まりするとこ、なくなっちまったみたいだ」




　これが、ヴィクターと田九郎達の出会いであり──

　ロットヴァレンティーノの街を震しん撼かんさせる事になる、一いち連れんの『事件』の始まりでもあった。





⇔






同どう時刻　市し街がい中心部　メイエル邸てい前まえ




「あれ？　なんだろう、今の音」

「大たい砲ほうでも撃うったような……」

　港の方から響いて来た爆発音おんを聞き、エルマーとシルヴィは木もく製せいの扉とびらの前で脚あしを止めた。

　だが、その後は連続して音が聞こえる事もなく、建物の陰になって、彼らのいる通路からは爆ばく発はつによる黒こく煙えんはまだ見えていない状態である。

　港こう湾わん市いち場ばで起こった爆発事じ件けんを知らない彼らは、暫しばし戸と惑まどったものの、その場を移動してまで音の正しよう体たいを確かめようとはしなかった。

　何な故ぜなら、彼らはその直前に、既すでに扉とびらのドアノッカーを叩たたいてしまっていたからだ。

　そして、彼らが音に戸惑っている間に扉が開き、中から使用人にんの女性が顔を出す。

「……なんだ。エルマーか」

　無む表情でそう呟つぶやいたのは、シルヴィと同じぐらいの年とし頃ごろの少女だった。

　彼女はエルマーとシルヴィの間を見て、僅わずかに目を細めた後に淡たん々たんと呟く。

「その子、エルマーの恋人？」

「えッ？」

　使用人の少女の言葉に驚き、シルヴィは相手の視線の先を追い──そこでやっと、自分がまだエルマーに手を引かれたままだと気が付いた。

　目的地ちらしきこの家の前に着いた時点で振りほどこうとしたのだが、その瞬しゆん間かんに大きな音が響ひびいてきた為ため、呆あつ気けにとられてしまっていたのである。

「ち、違います！」

　慌あわてて手を引き剝はがしたシルヴィ。直後、彼女は二重の罪ざい悪あく感かんに苛さいなまされた。

　他人に手を引かれた事についてのグレットに対する罪悪感と、親切心しんでここまで連れてきてくれた青年の手を乱らん暴ぼうに引き剝がしてしまった事についての罪悪感だ。

　だが、少なくとも青年は気にしていないようで、使用人の少女に対して笑いかけている。

「残念！　振られちゃったよ。慰なぐさめてくれるかい、ニキ？」

「傷ついてなんかいないくせに。そんな甘えた事を言いに来たの？」

「うわあ、二人同どう時じに振られた気分だ」

　肩を竦すくめながらも笑顔は崩くずさず、エルマーはあっさりと話題を切り替えた。

「そうそう、今日きようはちょっとニキにお願いがあってさ」

「何？」

「ここに、マイザーさんとこに出入りしてる錬れん金きん術じゆつ師しの人、いるでしょ？　その人に相談したい事があるんだ。えーと、名前は確か……なんとか……なんとかさん？」

　一ひと文も字じたりとも名前が思い出せない相手に相談があると言い放つエルマー。

　だが、ニキはそんな事は慣なれっこだとでも言うように、軽く溜ため息いきを吐き出し、答える。

「前にも何度か話したでしょう。ベグさんだよ。ベグ・ガロットさん」

　ニキがそう言ったのを聞いて、シルヴィは思わず声をあげた。

「え……ここ、ベグさんの工こう房ぼうなんですか？」

　ベグ・ガロット。

　昨日きのうまでアヴァーロ家けに仕つかえていたシルヴィは、そんな名前の錬金術師を何度か主あるじの部屋まで案内したことがあった。やたらと早く喋しやべる男で、案内する間にちょっとした歌か劇げきの脚きやく本ほんぐらいの言葉をまくし立てていたのが印いん象しよう的だ。

　何も知らされぬまま引っ張ってこられたシルヴィは、『アヴァーロ家けと接せつ触しよくできそうな人間』と言っていたエルマーの言葉をようやく理解することができた。

　そんな彼女に、エルマーは淡たん々たんと答える。

「正確には、ベグさんじゃなくて、メイエル家の工こう房ぼうだけどね」




　錬れん金きん術じゆつ師しとして名な高だかいメイエル家。

　多くの門もん弟ていを抱えていた高こう名めいな錬金術師の一いち族ぞくだったが、数年前まえに当とう主しゆ夫婦が事故死しして以来、メイエル家の血を受け継ぐのは、まだ幼い少年一人だけとなってしまっていた。

　そんな彼らが移住してきたのが、ロットヴァレンティーノ市内にあるこの邸てい宅たくである。

　ここ数年で住まいを移したばかりなので、家か具ぐなどがまだ屋や敷しきに完全には調ちよう和わしていないのだが──なじんでいないのは家具だけではない。屋敷の主あるじである少年、チェスワフ・メイエルもまた、新しい街になじみきっておらず、人ひと見み知しりというよりも『街まち見み知しり』をしている状態だった。

　居きよ住じゆう区くと工房が一体となったこの家か屋おく内ないでは、数人の錬金術師達たちが師から受け継いだ研究を進めており、地下に続く階段からは独どく特とくな匂においが漂っている。

　エルマーはそんな錬金術師達にコネがあるわけではなく、その使用人にんであるニキと面めん識しきがあっただけなのだが──ニキは使用人としてはかなり発言力りよくは高い方らしく、すぐに地下にいたベグを呼んで、双そう方ほうの間を取り持った。

　名めい目もく上じようの当主であるチェスワフは現在他ほかの錬金術師と共に外出しているそうで、主のいない屋敷で街の貴き族ぞくの息子むすこの逢あい引きについて相談するという奇き妙みような構こう図ずができ上がる。

　もっとも、引っ込み思じ案あんになりがちなシルヴィには、その状況に異いを唱となえる事などできはしなかったのだが。




「なるほど話は何もかも全て理解した。疑われないうちに言っておくがグレットの坊ぼう主ずと嬢じようちゃんの関係は俺おれも知ってたけどマイザーの奴やつも黙だまってるようだったから俺も特に告げ口はしてないぞ信じてくれ。それで結けつ局きよく俺は何をどうすればいいんだって？」

　殆ほとんど息いき継つぎをせずに語るのは、無ぶ精しよう髭ひげを生はやした30代の男──ベグ・ガロット。

　自分が作っている薬品の影えい響きようを受けているのか、顔は不ふ健康そのものといった調子であり、目の色もどこか虚うつろに感じられる。

「だから、ベグさんが次に屋敷に行くとき、グレットさんに上う手まく伝でん言ごんをお願いできないかと思って。いっそのこと、グレットさんを誘ゆう拐かいしてきちゃうってのも手かも」

　初しよ対たい面めんにも関わらず、旧きゆう知ちの知り合いのように軽いノリで話すエルマー。だが、ベグもそうした礼れい儀ぎなどを特に気にするタイプではないらしく、速いノリで言葉を返そうとした。

「おいおいそれならマイザーの奴やつに頼んだ方がいいだろうって思ったが考えてみたら奴は今アドウェナアウィス号の件で大おお忙いそがしだったから家には殆ほとんどよりついてないんだったな。だったら仕方が無い俺おれが人ひと肌はだ……ぬ、ぐ、しかな、い、な……」

　突とつ然ぜん、ゼンマイが切れた時計のようにぎこちない喋しやべり方になるベグ。

　何事かとシルヴィが慌あわてふためくのと同時に、彼は再びいつもの調ちよう子しで会話を再開する。

「おっと悪い最近なんか時々舌したが回らなくなってな多た分ぶん自分の薬を自分で試しすぎた結果だろうがまあ研究の完成の為ために俺が犠ぎ牲せいになるぐらいなら安いもんだ。それじゃまあとりあえず嬢じようちゃんからグレットの坊ぼう主ずへの言こと付づけがあるなら聞いておこうか。上う手まく外に連れ出せるような言付けを考えてくれよ」

「えッ、あ、あの、は、はい！」

　あたふたするシルヴィに、エルマーも何か助じよ言げんできないかと知ち恵えを絞しぼる。

「うーん。ロミオとジュリエットを参考にするとか……」

「縁えん起ぎの悪いものを参考にしないでよ」

「解わからないよ？　あの戯ぎ曲きよくの中ではちゃんとあの世ってものがあって、両方死しんだ後にそこで巡り会えたとしたら『なんだ、死んだふりだったのかよ』『ロミオったらうっかりさんなんだから』って笑いあってるかもしれないじゃないか」

　強ごう引いん過ぎる解かい釈しやくに、ニキはどう反応するべきか悩んでいたのだが──




　　　　　　　オアアアアァァァ　　ナァァァァアアァァ




　階上から聞こえてきたネコのような泣き声を聞き、ニキはハッと顔をあげる。

「すみません。席を外します」

　それだけ言うと、彼女は無む表情のまま階段を上がっていった。

　彼女の背を見送った後、シルヴィはベグに問いかける。

「赤ちゃんがいるんですか？」

「ん？　ああ。もう一歳さい過ぎてる筈はずなんだが中々泣なくのを止めないもんだ。うちの錬れん金きん術じゆつ師しの親しん戚せきの子供だそうだが親が死んだっていうから預かってるんだ。そういう……意味で、は、チェ、スと、一いつ緒しよだ、な」

　再び言葉の調子が変わったベグに、シルヴィは一いつ瞬しゆん戸と惑まどったものの、話された内容の重さが彼女の心を逆に落ち着かせた。

「そうなんですか……御ご両親を……」

「だ、けど、な、その錬金術師は中々大たいした奴やつだからその子供はきっと幸せになるさ第一ニキもあんな無ぶ愛あい想そうな感じだけど子供には優しくて面めん倒どう見みがいいんだぜ」

　そして、ベグは何かを思い出したように玄げん関かん口ぐちへと目を向けた。

「ああそうそう。面めん倒どう見みが良いと言えばそろそろうちの小さな当とう主しゆ様さまとお人好しの錬れん金きん術じゆつ師しが帰ってくる筈はずなんだが……」




　シルヴィがベグとそんな調ちよう子しで喋しやべっている間──彼女をここに連れてきた張ちよう本ほん人にんであるエルマーは、既すでにその会話を聞いておらず、無む言ごんのまま階上へ消えたニキのあとを追っていた。





⇔






メイエル邸てい　二階




「それ、ニキの子？」

「笑えない冗じよう談だんね」

　醒さめた調子で答えるニキ。

　彼女の腕に抱かれているのは、ようやく泣き止やんだと思おぼしき赤あか子ごだった。

　赤子といっても、既に満まん一歳さいを超えているらしく、小こ柄がらなニキの腕の中に抱かれていると些いささか大きく感じられる。

「前にも説明したでしょ。ここで働いてる錬金術師の人の親しん戚せきの子供。御ご両親が亡くなったから、この工こう房ぼうで育てる事になったの」

　ニキの言葉に、エルマーはあっさりと頷うなずいた。

「うん。それは知ってる」

　ベグの名前と同じように、本ほん気きで忘れているのかもしれないと思っていたニキは、目を細めつつ言葉を紡つむぐ。

「……本当に冗じよう談だんのつもりだったの？」

「面白いと思ったんだけどなあ」

　何な故ぜか照れ笑いを浮かべるエルマーを見て、ニキは大きな溜ため息いきを吐いた。

「全ぜん然ぜん変わらないね。人を笑わせようとしてるくせに、女心おんなごころとか全然わかんないとことか」

「そうかな？　でもまあ、ニキが言うなら、そうなのかもね」

　エルマーは泣き止んだ赤子の前で手をヒラヒラとさせつつ、言葉を続ける。

「でも、ニキは変わったよね」

「そう？」

「うん、５年前と比べると、随ずい分ぶんと明るくなったよ。モニカの事があってから、少し暗くなってたけど。最近、また元気になってきたって感じるよ」

　モニカ。

　その名前が出た瞬しゆん間かん、ニキの表情が僅わずかに曇くもる。

　彼女の『恩おん人じん』の一人であり、友人でもあった少女。

　一年前にとある事故で死んだと聞かされ、ニキは少なからずショックを受けた。

　死に場所を探しているなどと口にしていた自分よりも先に、自分に生きる希望を与えてくれた人間の一人が先に死ぬなどとは夢にも思っていなかった。それだけに、モニカの死は様さま々ざまな形でニキの心を苛さいなませ、その傷を癒いやしたものの一つが、今いま自分が世せ話わしているこの赤あか子ごだった。

　彼女は友人の死をあっさりと語ったエルマーを咎とがめる事もなく、眠りかけていた赤子をゆっくりと幼よう児じ用よう寝しん台だいへと横たわらせる。

　スヤスヤと寝ね息いきを立て始めたのを確かく認にんしてから、彼女はエルマーを振り返り、答えた。

「……そういう、話しづらい事をずけずけと言う所も変わってないね。エルマー」

「気を悪くしたらごめん」

「いいの。いつまでも悲しんでたら、それこそモニカに対して悪いと思うし」

　第一、モニカと過ごしていた時間はニキよりもエルマーの方が遥かに多い。他の人間ならば気き軽がるに死者の話題を出す事を不ふ快かいに思うかもしれないが、エルマーに関してはそんな気にはならなかった。

　もっとも、ニキの場合は、エルマーの性格を知っている為ために色々と『諦あきらめている』という方が正しいのかもしれないが。

「……ヒューイとは、まだ連れん絡らくがとれないの？」

「うん。生きてはいると思うんだけどね」

　失しつ踪そうした友人について、あっけらかんとした調子で答えるエルマー。

　ニキはそれを聞いて、少しだけ目を伏せる。

「そう……」

「あいつは目の前で見てるからね。そろそろ笑えるようになってるかな」

「簡単に立ち直れはしないと思うよ。ヒューイとモニカは、お互いの事が凄すごく好きだったんだと思う。私やエルマーとは、根っこの方から受け止め方が違ったんじゃないかな」

「うーん。俺おれ、そういう色いろ恋こい沙ざ汰たについてはからっきしだからなあ」

　残念そうに肩を竦すくめた後、悪戯いたずら小こ僧ぞうのような笑えみを浮かべてニキに問い質ただす。

「やっぱり、あれ？　ニキがどこか明るくなったのって、そういう事？」

「そういう事って？」

「い・ろ・こ・い・ざ・た」

　エルマーは窓に寄りかかりつつ、年とし相そう応おうの若者といった調ちよう子しで言葉を紡つむぎ続けた。

「人の恋愛をどうこう語れるって事は、ニキも好きな人ができたって事かな？　って思ってさ」

「モニカやヒューイの事を話してる時に、そんな風ふうにおちゃらけた事が言えるエルマーって、本当に凄すごいと思う」

「そうかな」

「モニカが死んだ時のヒューイにも、なんの躊躇ためらいもなく『笑おう』って言ったんでしょうね」

　冷たい声こわ色いろで呟つぶやくニキに、エルマーは答えた。

「うん、言ったよ？　でも、俺おれの言葉なんか耳に入ってなかったみたいだけどね」

「耳に入ってたら殴なぐられてるよ。刺さされてるかもしれない」

「自分でもそう思うよ」

　少しだけ笑顔の中に悲しみの色を混ぜ、エルマーはそれでも自分の行動を否定しなかった。

「でも、それで気が晴れてあいつが笑うっていうなら、いくらでも殴なぐられたり刺されたりするんだけどね」

「言っておくけど、そんな事で笑う人なんていないよ」

「そうかな？」

　世せ間けん話ばなしの続きといった調ちよう子しで、エルマーはニキに反はん論ろんする。

「俺の父とうさんや母かあさんは、俺を刺したり焼いたりして笑ってたよ？」

「……」

　──今、何か物もの凄すごい事を告こく白はくされたような気がする。

　──……虐ぎやく待たい？

　沈ちん黙もくするニキに、青年は更さらに続けた。

「父さん達だけじゃないよ？　周りの人達も、みんな俺が苦しんだり、悲鳴をあげたりする度たびに、凄く嬉うれしそうに笑ってさ、俺の事を褒ほめてくれたんだ。だから俺も疑問には思ってなかったんだけど、母さん達を皆みな殺ごろしにした兵へい隊たいさん達が言うには、それは邪じや悪あくな事なんだってさ」

　ニキの感じた寒さむ気けに合わせたかのように、幼よう児じ用よう寝しん台だいに寝かせた子供が目を閉じたままぐずり始める。

「ヒューイが俺を育ててくれたみんなと同じタイプかどうかは解わからないけど、可能性はゼロじゃないだろ？」

「……あんまりそういう話はしない方がいいよ？　私だからいいけど」

　背中に冷たい汗を滲にじませたものの、ニキはそこまで衝しよう撃げきを受けたり、エルマーに対する意い識しきが変わったわけでもない。

　ここ２年ほどの間ちょくちょく会ってはいたが、お互いの過去などについては殆ほとんど話さなかった。しかし、ニキはなんとなく、エルマーが自分とは別な形で特とく殊しゆな人生を歩んでいる事は感じていた。

　ただ、まさかこんな場所であっさりと言われるとは思わず、不ふ意い打うちのような言葉に面めん食くらってしまったのは確かだ。

　エルマーはそんな彼女の反応も読んでいたのか、ぐずり始めた子供を面白い顔で笑わせようとしつつ、言葉はニキに向けて話し続ける。

「うん。ニキだったら笑って許してくれるかなと思って話した。笑ってはくれなかったけど」

「笑えないよ」

「残念。それで、本ほん題だいに戻るけど、どうなの？　ニキって誰だれか好きな人とかいるの？」

　完全に野や次じ馬うま根こん性じようで尋たずねるエルマーに、ニキは薄く微ほほ笑えんだ。

　それが作り笑いか本当の笑えみかをエルマーに悟さとらせるよりも早く、ニキは小さく呟つぶやく。

「エルマーだって言ったら、どうする？」

「そうなの？」

「残念でした」

　からかうように呟いた後、少女は悪びれずに続けた。

「エルマーの事は嫌きらいじゃないし、恩おん義ぎも感じてるけど、男女的な意味で好きって事はないよ」

「ハハッ。傷つくなあ。俺おれだったからいいけど、他の男の子にそんなからかい方しちゃ駄だ目めだよ？　ニキが男心おとこごころを弄もてあそぶ悪あく女じよだって言われちゃう」

　全く傷ついた様よう子すが無さそうなエルマーに、ニキは先せん刻こくの意い趣しゆ返がえしとも取れる答えを返す。

「大だい丈じよう夫ぶ、エルマーにしかこんな事言いわないから。でも、ごめんね」

「いいよ。逆に本ほん気きだったら困ってた。俺は多分、結婚とかしちゃいけないタイプの人間だと思うしね」

　その言葉の意味は、ニキも理解できた。

　エルマーという人間が結婚をしたとしても──もし、目の前で初しよ対たい面めんの他人が泣いていたら、その瞬しゆん間かん、エルマーにとって、その他人は妻よりも優ゆう先せん度どが高くなる事だろう。表面だけ受け取るならば、単に正せい義ぎ感かんの強い人間と言えるのかもしれない。だが、エルマーの場合は、他人を笑わせる為に妻や子供、果ては自分自身を犠牲にする必要があれば、何の躊躇いもなくそうするかもしれない。

　彼にとって優先すべきは、個人ではなく、『笑顔』という人類が獲かく得とくした表情なのだ。

　ニキは、エルマーの性質を知っているだけに、彼の自じ嘲ちよう気ぎ味みな言葉を理解できたのである。




「……そうだろうね」

　醒さめた口く調ちようで言いつつ、彼女は考える。

　何も言う必要はないと。

　何も感じる必要はないのだと。

　エルマーは初めて会った時と何なに一つ変わらぬままなのだから。

　彼と添そい遂とげたいという女がいるとすれば、それはエルマーの考えに完全に賛さん同どうできる狂きよう信しん者か、自分を犠ぎ牲せいにするのが好きな変わり者か──あるいは、全てを諦あきらめた、自じ暴ぼう自じ棄きな人間だけだろう。考え方を変えれば、常に自分が不幸だと考え、絶望し続けているものならば、エルマーは一生その相手を笑わせようと尽くし続けるかもしれない。もっとも、その場合はどちらも得をせず、ただ添そい遂とげるというだけの話になるが。

　ニキは更さらに考える。

　５年前の自分ならば、エルマーと人生を共にしていても良かったかもしれないと。

　死に場所を探すだけの人生ならば、彼と同じように他人の為ために自分を、そして他人すらをも捧ささげ続ける。善ぜん悪あくなど超ちよう越えつした、そんな恋をしても良かったのかもしれない。

　だが、今の自分は違う。

　あの時の自分とは、確かに違う。

　エルマーの言う通り、自分は変わったのだ。

　自分の死に場所を探すうちに──共にその場所を探したいと思う男性が現れた事によって。

　それが、結果としてエルマーではなかった。

　ただ、それだけの話なのだ。




「ねえねえ、でさ、結局ニキの好きな人って誰だれ？　俺おれにできる事なら協力するよ？」

「秘ひ密みつ」

　薄く笑うニキの顔を見て、エルマーはそれが作り笑いではないと確かく信しんした。

　作り笑いと本ほん物ものの笑顔を見分けるというのは、笑顔に対する長年の執着しゆうちやくが生みだした彼独どく特とくの特とく技ぎだ。

　結局ニキはその話を続けるつもりは無さそうだったが、エルマーは特に気にしない。

　彼にとって重要なのは、彼女の恋こい心ごころの相手ではなく、彼女の笑顔そのものだったのだから。

「そっかぁ、じゃあ、これ以上は聞かないよ。ほうらベロベロプルルルル」

　エルマーの興きよう味みはすぐにぐずる赤あか子ごに移り、何とかして笑わせようと百ひやく面めん相そうを繰り広げる。

　赤子は見知らぬ大人おとなが自分に顔を寄せている事に戸と惑まどっているようで、中々ぐずり顔を緩めようとはしなかった。

　だが──




「ただいまっ！」




　と、一階から軽けい快かいな声が響ひびき、赤子の興味がそちらに移る。

　聞き慣なれた声なのか、安心したようにぐずり声を止やめる赤子。

　声はまだ子供のものであり、男の子か女の子か一いつ瞬しゆんでは解わからない音おん域いきだ。

「……うちの当とう主しゆ様が帰ったみたい」

　薄く笑うニキ。

　その表情を見て、エルマーは何となく考える。

　──あれ？　今までで一番嬉うれしそうに笑ってるね？

　──まさかニキの好きな人って……。

　今の声の主ぬしが『秘ひ密みつの答え』なのではないかと思ったのだが、すぐに疑問が浮かび上がった。

　──……でも、確か聞いた話だと、ここの当とう主しゆさんってまだ10歳さいぐらいだよね？

　──ニキは年とし下した趣しゆ味みだったのかな？

　勝かつ手てな推すい測そくをしている間に、一階の方から話し声が聞こえてくる。

　どうやら、シルヴィについてベグが早はや口くちで説明をしているようだ。

　そんな声の様よう子すを聞いて、ニキは赤あか子ごを幼よう児じ用よう寝しん台だいからそっと抱き上げ、ゆっくりと階下へ歩み始める。

　エルマーも、それを追って階段を下っていき──視線の先に、先せん刻こくまで一階にいなかった人ひと影かげを二つ確かく認にんした。

　一つはどう見ても子供なため、チェスワフという名の当主で間違い無いだろう。

　そして、もう一人の男の顔と、ニキの顔を見比べた瞬しゆん間かん、彼は確かく信しんした。

　──ああ、あの人だ。

　──ニキが好きなのって、どう見てもあの人じゃん。

「おかえりなさい」

　ニキの声は、チェスともう一人の男に向けられたものだった。

　続いて、視線がチェスから長身の男に移動した瞬間──彼女が、安あん堵どしたのだ。

「ただいま戻りました。港の方で爆ばく発はつがあったようですが、こちらにも聞こえましたか？」

「えっ？　そういえば、さっき何か音が……。二人とも、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「はい、私達は図書館かん地ち区くの方にいたので」

「そうですか、良かった……」

　呟つぶやくと同時に、彼女の顔の中の安堵の色が強くなる。

　より強く微ほほ笑えんだわけでも、照れて頰ほおを染そめたわけでもない。

　笑顔中毒者スマイル・ジヤンキーのエルマーだからこそ見分けられた、僅わずかな感情の変化。

　それは、確かに作り笑いではなく本当の笑顔であり、彼女の心の中に『安心』という火が灯ともった事を指し示している、そんな笑顔だった。

　エルマーは、そんな彼女の笑顔を見て、自分自じ身しんも安堵した。

　彼女は確かに恋をしているのだろう。

　だからこそ、死に場所を探し続ける彼女が、ああして笑えるようになったのだろう。

　知ち己きの女性が誰だれかを好きになっていたという事実を前に、エルマー・Ｃ・アルバトロスという青年が感じたのは、嫉しつ妬とでも喪そう失しつ感かんでもなく──

　純じゆん粋すいな、感謝の気持ちだった。

　ただ存在していてくれただけで、ニキが好きになって、笑顔を浮かべてくれた。

　だから感謝をする。
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　エルマーにとってはごく当たり前の事であり、逆に言うと、それ以外の想いは欠片かけらも浮かばなかった。

　彼は改めてニキが惚ほれたと思おぼしき青年の顔を見た。

　そして、一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどう。

　──あれ？

　──なんだろう。この変な感じ。

　男は、ニキに笑顔で「ただいま」と言っている。

　造つくり笑いではない。本当の笑顔だとエルマーは確かく信しんした。

　それにも関わらず、彼の心の違い和わ感かんはぬぐえない。

　──あ、そうか。

　妙みような感覚の理由に気付き、エルマーは安あん堵どする。

　──なんだ。

　──ただ、懐かしかっただけか。

　先せん刻こく、ニキ達に語った父や母、そして『周りの人達』の笑顔。

　ニキと話している青年が、それと全く同じ笑顔を浮かべていた。

　ただ、それだけの事だった。

　──うんうん、保ほ護ご者しや的な笑顔って感じかな。

　──そっか、あの人にとってはニキは妹とか子供みたいなものなんだねえ。

　そんな事を考えながら、エルマーはゆっくりと一階への階段を下りきった。

　すると、青年がゆっくりとニキからエルマーに向き直り、先せん刻こくとは少し面おも持もちの違う微ほほ笑えみを浮かべてみせる。

「おや……こうして挨あい拶さつをするのは初めてですね」

「あれ？　どこかで会った事ありましたっけ？」

　首を傾かしげるエルマーに、青年は言った。

「マイザーさんと、たまに話しているのを見かけました。ダルトン先生のお弟で子しさんですね」

「まあ、ダルトン先生は殆ほとんど何も教えてくれませんけどね。あ、俺おれはエルマーです。エルマー・Ｃ・アルバトロス」

「おっと、失礼。私の名な乗のりがまだでしたね」

　双そう眸ぼうを完全に隠かくすほどに前まえ髪がみの長い青年は、口くち元もとに爽さわやかな笑顔を浮かべたまま自分の名前を呟つぶやいた。

　作り笑いではない、人生が楽しくて仕方がないといった雰囲気の笑みを浮かべながら。




「ラブロ・フェルメート・ヴィラレスクです。お好きなようにお呼び下さい」





⇔






夕ゆう刻こく　教会




　ロットヴァレンティーノの街には、教会が一いつ棟とうしかない。

　しかも、街の外れに申もうし訳わけ程てい度どに建てられていて、参さん拝ぱいに訪れる者は殆ほとんどおらず、死人が出た時に、その遺い体たいを処理するためだけの施し設せつとして扱われていた。

　なんとも不ふ信しん心じんな話だが、錬れん金きん術じゆつ師しの為ためだけに作られたようなこの街では、こうした形で敢あえて教会の力が弱くなるように図られたとも言われている。結果、『降こう魔ま術じゆつに手を出す錬金術師もいるのではないか』という噂うわさを呼び、周囲の街と溝みぞを深める原因の一つとなっている。




　だが、そんな街の住人の中にも、信しん心じん深ぶかく死者を弔とむらう者もいる。

　教会に祈りに来ていた男は、静かにその顔を上げた。

　決して内ない装そうが整っているとは言い難がたい古びた教会。

　祈りを捧ささげていた男は、そんな寂さびれた空気とはまるで正せい反対の空気を身に纏まとっていた。

　年ねん齢れいは20代後半から30歳さいといった所だろうか。薄うす手でのアビ・ア・ラ・フランセーズフランス風余所行きを身に纏い、上うわ着ぎは礼れい拝はいに相応ふさわしい色合いではあるものの、どこか奇き抜ばつさが滲にじみ出ていて、どこか浮うき世よ離ばなれした空気を纏まとっている。

　服の高級感かんから一ひと目めで貴き族ぞくと解わかるのだが、到とう底ていまともな貴族には見えなかった。

　貴族にしては珍めずらしくペリューク貴族かつらは被かぶっておらず、同じように欧おう州しゆう貴族の間で流は行やっていた『ムーシュ』と呼ばれる布ボクロもつけてはいない。その代わり、一ひと際きわ派は手でなトリコルヌ三角帽を深々と被り、寝ね不ぶ足そくなのかあるいはわざと描いているのか解らない目のクマの下には、つけボクロの代わりに化け粧しよう墨ずみで小さな星が描かれている。

　どこかの劇場から逃げ出してきた道どう化けが、教会に身を潜ひそめていると言われてもおかしくない格かつ好こうだ。

　だが──どれだけ奇抜な格好をしていようと、彼を咎とがめる者はこの街にはいない。

　エスペランサ・ボロニアル。

　伯はく爵しやくの称しよう号ごうを持ち、このロットヴァレンティーノを領りよう地ちとして統とう括かつしている若い貴族である。

　独どく特とくな格好から『道どう化け伯はく』と呼ばれて蔑さげすまれる事もあるが、街で最高の実力者である事は間違いない。

　もっとも、ドルメンテル家けの介かい入にゆうによって、その地ち位いも危なくなりつつあるのだが。




　そんな彼が従じゆう者しやを連れず、本当にただ独ひとりで教会に来るというのは珍しい事だった。

　教会から少し離れた場所に馬ば車しやを停めさせてはいるが、その御ぎよ者しやも領りよう主しゆが教会に何の用があったのかと首を傾かしげている状態だ。

　誰だれにも祈りの理由を語らぬまま、エスペランサは教会を後にする。

　本当はもっと長く留とどまりたかったのだが、そうも言ってはいられない状況だった。

　港の方で先せん刻こく爆ばく発はつ事故が起こったようで、ドルメンテル家が拠きよ点てんの一つとして借しやく用ようしている宿やど屋やが吹き飛んだのだ。

　幸いにして怪け我が人にんは出なかったようだが、一いつ歩ぽ間違えれば大だい惨さん事じである。

　原因を突き止める為ために、街の警けい察さつ組織に発はつ破ぱを掛けねばならないと考えていた。

　領主としての顔を取り戻しつつ、教会の中庭に出た瞬しゆん間かん──

　彼は、西にし日びに照らされた中庭に、青年が一人立っている事に気が付いた。

「……」

　無む言ごんのまま、エスペランサはその人ひと影かげを観察する。

　服装から見て、教会の関係者ではないようだ。

　貴族服ふくのようなものを纏っているが、この街の貴族達たちとは少し雰ふん囲い気きが違う。

　その男は教会の中庭に敷しき詰められた飾り石を踏みしめながら、エスペランサに対してゆっくりと歩み寄ってきた。

　男の顔に浮かぶのは、柔やわらかい微ほほ笑えみ。

　エスペランサは眼めを細めて、日光の中を歩む男の正しよう体たいを確かめようとした。

　年ねん齢れいは二は十た歳ち前ぜん後ご。ボロニアル家けの食しよつ客かくであるエルマーと同じぐらいだろう。

　単なる通りすがりとは思えないが、敵てき意いや殺さつ気きのようなものも感じられない。

　殺気を完全に消せるほどの殺し屋が自分に差し向けられる理由も思い当たらない。

　そんな事をエスペランサが考えている間に、青年はゆっくりと近づき、口を開く。

「御ご家族の追つい悼とうですか」

「……そんな所だ」

　女性以い外がいに全く興きよう味みの無いエスペランサは、男である青年に対して素そっ気けない返事をした。

「彼女を、大事にしていたんですね」

「……何者だ？」

　改めて青年の顔を見るエスペランサ。

　家族の追悼と言っただけなのに、『彼女』と限定した青年。

　それが正解である事を知っている領りよう主しゆは、目の前の青年に少しだけ興味を持ち──

　ふと、思い出す。

　艶つやのある黒くろ髪かみに金きん色いろの瞳ひとみを持つ青年。

　そんな青年の話を、以前エルマーから聞かされていた事を。

　聞かされていた名前を思い出すのと同時に、複雑な感情が湧わき上がり、青年が口を開くよりも先に、小こ声ごえで問い質ただすエスペランサ。

「……ヒューイ。ヒューイ・ラフォレットか？」

「これはこれは。領主様に名前を覚えて頂いただいているとは光こう栄えいです」

　慇いん懃ぎんな態度で一いち礼れいする青年。

　相手がヒューイ・ラフォレットであると確かく認にんした瞬しゆん間かん、領主である男は、暫しばし表情を消した。

　そして、目を伏せて数回呼こ吸きゆうした後、ゆっくりと視線を戻し、

「そうか」

　と、ただ一ひと言ことだけ吐き出した。

「……それだけですか？」

「他に何がある？」

「罵ののしられるか、殴なぐられるか……最さい悪あく撃うたれる事も想そう定ていしていました」

　薄い微ほほ笑えみを浮かべたまま紡つむがれた言葉を聞き、エスペランサは一いつ瞬しゆん『本当に撃ってやろうか？』と思いかけたが、心が煮え切らないのを確かめ、彼は静かに首を振った。

「一年前なら、そうしていたかもしれないな。予あらかじめ言っておくが、君に非ひがない事はエルマーから聞いているし、寧むしろ何もしなかった私こそが君に罵られ、殴られるべきだろう」




　一年前──

　彼の妹である、マリベル・ボロニアルが死んだ。

　ドルメンテル家けの貴き族ぞくとエスペランサの両親を殺した大だい罪ざい人にん、モニカ・カンパネルラとして。

　複雑な事情により、マリベル・ボロニアルは既すでに死んだという事になっていた。代わりに、彼女はモニカという仮か面めんを被かぶり、このロットヴァレンティーノの街で生き続けたのだ。

　しかし、ドルメンテル家の来らい訪ほうにより、彼女の仮面は砕くだかれた。

　より正確に言うならば、砕いた仮面を無む理りやりマリベルの顔に貼はり付け、モニカ・カンパネルラという『罪人』として人生を終わらせたのである。

　拘こう留りゆう中の事故による死し亡ぼう。

　事故の直前に火か災さいが起きており、『仮か面めん職しよく人にん』が彼女を殺さつ害がいした可能性もある。

　それが、ドルメンテル家側がわからの報告だった。

　だが、エスペランサはそんな報告など信じなかった。

　妹が死んだ事を信じなかったわけではない。

　死し体たいこそ上がらなかったものの、後にエルマーから聞いた状況を鑑かんがみるに、生きていると考える方が難しいだろう。

　彼が信じなかったのは、彼女が『仮面職人』によって殺されたという点だ。

　エスペランサは知っていたからだ。

　マリベルは、見習い錬れん金きん術じゆつ師しであるモニカという仮面の上から、さらに一つ、『仮面職人』という仮面を被かぶっていた事を。

　そして、彼女と共にその仮面を被っていた者達がいたという事も。




『仮面職人』の姿すがたを共きよう有ゆうし、妹と相そう思し相そう愛あいだったという錬金術師、ヒューイ・ラフォレット。

　モニカの死から一年に渡り姿すがたを消してた男に、エスペランサは淡たん々たんと語り続ける。

「君になんの責任がないとは解わかっていても、一年前の私なら、君を罵ののしっていただろうね。領りよう主しゆとしての権けん力りよくを笠かさに着て、君に一方的に責任を押しつけていたかもしれない。君が女性だとしたら話は別だったろうけれど」

　そこまで話した後、小さく溜ため息いきを吐きだす領主。

「だが、時間というのは残ざん酷こくだな。君やドルメンテル家への逆さか恨うらみも、自分の無む力りよくさへの恨み辛つらみも次し第だいに薄れさせてしまう。ただ、悲しみと後こう悔かいだけが癒いやされない」

　街の領主と一いち錬金術師の会話とは思えない空気だが、エスペランサは貴き族ぞくとしては変わり種だねである。全ての女性を自分よりも上とみなして行動する人間であり、元から身み分ぶんを気にするタイプの貴族ではなかった。

　一方、庶しよ民みんの側である筈はずのヒューイもまた、相手の身分など全く気にせず言葉を紡つむぐ。

「時間で癒されないのなら、それは傷じゃないのかもしれませんよ」

　どこか皮ひ肉にくめいた事を言い、青年は小さく肩を竦すくめた。

「エルマーなら、『笑えば治る』と言いそうですがね」

「違いない」

　エスペランサはエルマーの顔を思い浮かべ、自然と苦く笑しようを漏もらす。

「今日きようはモニカが死んでから一年経たつというのに、あいつは今日から働く事になったレディを連れて遊びに出たそうだ。万ばん霊れい節せつの日にも顔を出さなかったしな。忘れているわけではないのだろうが……」

「多分、その新入りの人が暗い顔でもしてたんじゃないですか」

「まあ、そんな所だろう。女性が悲しい顔をしていたとなれば、私でもそうする」

　新入りの女性──シルヴィの不安の原因が自分にもあるとは知らぬまま、エスペランサは改めてヒューイを見た。

　彼は笑顔のまま目を逸そらし、過去を懐なつかしむように呟つぶやいた。

「あいつは……死んだ人間に興きよう味みはないんでしょうね。昔からそんな節ふしはありました」

　そんなヒューイに、領りよう主しゆは尋たずねる。

「君は、どうなんだ？」

「私ですか？」

「姿すがたを消していた理由については問わない。だけどね、ここに来たのは私の愚ぐ痴ちを聞く為ためではないんだろう？」

　あくまでも淡たん々たんと尋ねるエスペランサ。

　モニカについてもっと語りたい、話を聞きたいという思いはあったのだが──

　ヒューイが浮かべ続ける笑顔がどうも気になり、相手の真しん意いを確かめたかったのだ。どう見ても、相そう思し相そう愛あいだった相手の死を追つい悼とうしにきた者の表情とは思えなかったのだ。

「質問に質問を返すようで申もうし訳わけないのですが……」

　ヒューイは教会の正門の方に向き直り、遠えん景けいに見える街と海の景色けしきを眺ながめながらエスペランサに問いかけた。

「貴方あなたは、モニカは何処にいると思いますか？」

「……？　どういう事だ？」

「彼女が実は生きている、とかそういう夢ゆめ物語ではありませんよ。それだったら、私はこんな街には戻らず、モニカの所にいるでしょうからね」

　青年の表情は全く乱れず、最初と変わらぬ薄い微ほほ笑えみのままだ。

「彼女の魂たましいがあるというのならば、彼女は神の国に行けたんでしょうか？　それとも彼女は、罪ざい人にんとして煉れん獄ごくでその魂を焼かれてるのでしょうか？」

　エスペランサの顔は見ず、遠い街の景色を眺ながめながら語り続けるヒューイ。

「それとも、罪人としての顔と、無む垢くなまま死んだマリベルとしての顔を持つ彼女は、神の国にも煉獄にもいけず、夜を彷徨さまよい続けているのでしょうか？」

「……よしてくれないか。そんな話を聞く気分じゃない」

　小こ声ごえで止めるが、ヒューイは構わず言葉を続けた。

「どこの教会も、死し体たいを埋まい葬そうする庭が足りない状態です。一度掘ほり出した白はつ骨こつを地下に移し続けた結果、髑髏どくろの回かい廊ろうが出来上がった教会もあると言いますからね。それでも、祀まつるべき死が形となって残っている」

「……」

「でも、死体すら上がらなかったモニカは、ここにもいない。どこにもいないんです。肉体も魂たましいも、どこにも存在していない。死んだのか、生きてるのかも確かく認にんしてもらえないまま、彼女はどこでもない場所に閉じ込められている」

　そこで一いつ旦たん言葉が止まったのを確認して、エスペランサが大きく溜ため息いきを吐いた後、ゆっくりとヒューイの背中に語りかける。

「君は、私を怒らせようとしているのか？　それとも、モニカの死を安っぽい詩で茶ちや化かす事で、自分自じ身しんを慰なぐさめようとしているのかな？　前者だとしたら残念だったね。不ふ快かいには思うが、今さら怒るほどの気力もない」

　すると、ヒューイは小さく首を横に振った。

「どちらでもありませんよ。不快にさせた事は謝りますが、貴方あなたには、せめて伝えておく必要があると思っただけです」

「何をだ？」

「これから、私がこの街でする事をです」

「？」

　何を言っているのか解わからない、といった顔をする領りよう主しゆに、ヒューイは最初からまったく変わらない、薄く冷たい笑顔のまま呟つぶやいた。

「モニカは……胸を血に染そめて、海に落ちる直前に、私に言ったんです」

　そこで一ひと息いきつき、目を軽く閉じながら言葉の続きを口にする。

「……『また会おうね』って、私みたいな男に言ってくれたんですよ」

　彼の話に耳を傾けていたエスペランサは、背中に冷たい汗が滲にじむのを感じとった。

　──おかしいな。

　──エルマーに聞いて想そう像ぞうしていたヒューイの人間像ぞうと、少し違う気がする。

　──本当にこの男は、ヒューイ・ラフォレットなのか？

　──もしそうだとしたら、変わった、という事か。

　一年。

　人を変えるには短いとも充分とも言える時間だ。

　その間、彼は一体どこに姿すがたを消し、何を見て来たのだろうか。

　疑問を浮かべるエスペランサの方をゆっくりと振り返り──ヒューイは言った。

「だから私は、捜す事にしたんです。モニカを」

「……何を、言っている？」

「ですが、私がこれからする事を、彼女は望んでいないかもしれない。だからこそ、モニカの過去を誰だれよりも深く知っている貴方あなたには、伝えておきたかったんです」

　エスペランサは、そこでヒューイが右手に何かを持っている事に気が付いた。

　街の景色けしきを眺ながめながら、時とき折おり横よこ目めでその小さな物体に視線を送っているようだ。

　それが、自分の知るものよりも大だい分ぶ小さい『懐かい中ちゆう時計』であるという事を確かく認にんしたエスペランサは、目の前の青年が何かの時間を気にしているのだと考えた。

　──だが、なんの時間だ？

　疑問を声に出そうとしたが、それよりも、今はヒューイの言葉の続きの方が気になった。

　戸と惑まどっている間に、ヒューイは胸ポケットに懐中時計をしまいこみ、エスペランザの方に向き直った。

　そして、それまで勿もつ体たい付つけていた言葉の最後を締しめくくる。

「これから何が起きても……それは、モニカのせいじゃない」

「何……？」

「だから、貴方も気に病やむ事はありません」




「私が、勝かつ手てに彼女を捜しているだけなんですから」




　次の瞬しゆん間かん──

　ヒューイの背中越ごしに、街の風景が変化した。

「……？」

　街から海にかけての数カ所で、黒い煙が激しく広がったかと思うと──

　数秒遅おくれて、肌はだを震わせる爆ばく発はつ音おんが教会の中庭に響ひびき渡った。

「なっ……」

　エスペランサは慌あわてて教会の正門から身を乗り出し、よく見える位置から街の様よう子すを窺うかがった。

　すると、街の数カ所から黒い煙が空に向かって立ち上っており──その合間から、時折炎ほのおと思おぼしき赤い光が揺らめくのを確認できた。

「ヒューイ・ラフォレット、これはどういう……」

　慌あわてて振りかえるが、エスペランサの言葉はそこで止まる。

　振り返った時には、既すでに教会の中庭にヒューイ・ラフォレットの姿は無く、爆発音を聞きつけた教会の関係者達が外に出て様よう子すを窺っている姿が見えるだけだった。




　だが、エスペランサは確かく信しんした。

　モニカを捜す、という言葉の意味は解わからなかったが、少なくとも、ヒューイがこの街で何をするつもりなのかは想そう像ぞうできた。




　想い人の幸せを奪うばい、間かん接せつ的に命すら消し去ったドルメンテル家けに対して──

　彼は『仮か面めん職しよく人にん』として、あるいは一人の男として、復讐をするつもりなのだと。
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　街で同時多た発はつ的てきに起こった爆ばく発はつ事故。

　その現げん場ばを見ていた者は、当然ながら多た数すう存在していた。




　現場のうちの一つは、港に停てい泊はくしていたドルメンテル家けの輸ゆ送そう船せんだった。

　誰だれもいなかった船せん倉そうが爆発し、甲かん板ぱんなどにいた数名が軽い怪け我がを負ったのである。

　船せん員いん達たちは全員脱だつ出しゆつしたものの、ドルメンテル家の物ぶつ資しの半月分ぶんが海の藻も屑くずとなった。

「敢あえて言おう。奴やつらの船などいくら燃えようが構わん」

「そう言うな。ドルメンテル家にもまともな奴がいると知ったばかりだろう」

　過か激げきな事を言うナイルと、それを諫いさめるザンク。

　彼らは、燃えながら沈む船を、少し離れた場所に停泊していた船の上から見ていたのだ。

　二人の会話をすぐ側そばで聞いていた田でん九く郎ろうは、燃えさかる船の黒こく煙えんを見ながら眉まゆを顰ひそめる。

「……やはり、先せん刻こくの爆発も事故ではなかったようだな」

　そして、彼は遠えん洋ようの水平線せんに目を向け、更さらなる独ひとり言ごとを口にした。

「……荒れそうだな」

　彼の脳のう裏りに浮かぶのは、その水平線の彼方かなたから現れる、一いつ隻そうの船の想そう像ぞう図ずだ。




「アドウェナ・アウィス号の出しゆつ航こうに、何も影えい響きようがなければいいが」
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アヴァーロ邸てい




　部屋の窓から街の黒こく煙えんを眺ながめていたグレットは、目を丸くして何事かと震えていたが、すぐにシルヴィの事が心配になり、領りよう主しゆの館やかたの方角に目を向けた。

　幸いな事にその方角からは黒煙は上っておらず、思わず安あん堵どの息を漏もらす。

　シルヴィはこの時、メイエル家の工こう房ぼうにいたのだが、そんな事を知らない彼は、とりあえず領主の館が無ぶ事じだったことに胸を撫なで下ろしたのだ。

「一体、何が起こってるんだろう……」

　不安げに街を見つめるグレット。

　だが、同時に彼の心には、静かな高こう揚ようが湧わき上がりつつあった。

　これは、変化の兆きざしなのではないか。

　自分とシルヴィが結ばれる為ために、ずっと待ち続けた自分に、やっと契けい機きが訪れたのではないだろうか？

　街の光こう景けいを目に焼き付けながら──

　グレットの心に、ほんの少しだけ『行動する為の勇気』が湧わき起ころうとしていた。
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　ドルメンテル家けの食料庫こも爆ばく発はつした場所の一つだ。

　最初に爆発した場所は銃じゆう器きや火か薬やくも置かれていたが、こちらはそもそも火の気の無い場所であり、爆発などは考えられない場所である。

「一体何なにが起こった！」

　現げん場ばに駆かけつけたカルラがまず想そう像ぞうしたのが、一年前の『仮か面めん職しよく人にん』による連続放ほう火か事件だった。あれから丁ちよう度ど一年という事を考えると、関かん連れん性せいを疑わない方が無む理りというものだ。

「襲しゆう撃げきがあったのか!?」

　食料庫の見み張はりをしていた私し兵へい達を問い詰めるが、軽い火傷やけどを負った彼らは、互いに顔を見合わせて口を開く。

「い、いえ……俺おれ達たちが見張ってる間、人の気け配はいは……そもそも、内部に居たんだとしたら犯人こそ黒こげになってなきゃおかしいですよ」

　その後、複数の報告を聞き、カルラは厳きびしい顔をして考え込む。

　消火した後の焼け跡あとなどを見ると、確かに爆発は倉そう庫この中央あたりから起こったようだ。

　窓などから爆発物ぶつを投げ込んだ形けい跡せきは見られない。

　見張りの交代の隙すきなどをつけば忍しのび込む事はできるだろうが、それまで隠かくれていたとでもいうのだろうか。そもそも、現場から逃げ出した人ひと影かげも目もく撃げきされていなければ、黒こげの死し体たいも発見されていない状態だ。

　考えていても埒らちが明かないと考えたカルラは、現場に連れてきた錬れん金きん術じゆつ師しの二人に問う。

「セラード殿どのとヴィクター殿はどう考えますか。何か時間が経たてば爆発する仕掛けでもしてあったのでしょうか」

　意見を求められたヴィクターは、数秒考かんがえた後に言葉を紡つむぐ。

「時間が経てばひとりでに火が出るなんて仕掛けは、まあやろうと思えばいくらでも作れるけどよ……。数カ所同どう時じに爆発したってのが気になるな。どうしたって、そういう仕掛けは時間差さが出ちまうもんなんだが……」

　再び考え込むヴィクターとは対たい照しよう的に、セラードは何も語らぬまま現場を歩き回り、杖つえであちこちをカツカツと突き回していた。

　そして、焦こげた棚の破は片へんの下からあるものを見つけ、無む表情のまま拾い上げる。

「どうした爺じい様さま。何を見つけた？」

　好こう奇き心しんに目を輝かせるヴィクターに、セラードは鼻を鳴らしながら答えた。

「……恐らく、時計の部ぶ品ひんだな」

「ああ？」

「犯人は中なか々なか面白いマネをする奴やつだ。時計と火か薬やくを組み合わせて、正確な時間に別々の場所を爆ばく破はさせる絡から繰くり仕掛けを作さく製せいしたのだろう」

　あっさりと答える老ろう人じんに、ヴィクターは頭の中にいくつかの仕組みを想そう定ていする。

「でもよ、結けつ構こう大がかりな装そう置ちにならねえか、それ？」

「他の残ざん骸がいを調べねば解わからんが、隙すきをついて持ち込める程てい度どの大きさだろう。その程度のサイズでこの規き模ぼの爆ばく発はつを起こせるとは、大したものだ」

　寧むしろ犯人を賞しよう賛さんするかのような言葉を呟つぶやき、厚いヒゲの下で薄い笑えみを浮かべるセラード。

　そんな老人の姿すがたを見て、ヴィクターはどこか薄ら寒い空気を背中に感じ取った。

　だが、彼が恐れたのはセラードの微ほほ笑えみではなく、自分以い外がいの人間を否定する事が生き甲が斐いのような老人に『大したものだ』と言わしめた男が、自分達の敵であるという事実である。
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　まったくの余よ談だんだが──

　ヴィクターは何年も後にこの時の事を思い返し、部ぶ下かに次のように語る事となる。

『世界初はつの時じ限げん爆ばく弾だんってのは、確か１７７０年代後こう半はんに、デヴィッドって発明家かが作った筈はずだ。だけどな、あの事件の犯人は、それより60年以上前まえに時計と爆ばく薬やくを組み合わせてしっかりと時限爆弾を作ってたってわけだ』




『ヒューイって野や郎ろうは、確かに天てん才さいだったかもしれねえ。……火に関する分ぶん野やは特にな』
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　当然ながら、当時のヴィクターには、現げん場ばの状況から犯人を推すい測そくする事は不ふ可能であり──その時の彼にできた事は、肩を竦すくめながら皮ひ肉にくの言葉を呟くだけだった。

「……ったく、俺おれらが来た日にこんな事件が起きるとはな。俺らが犯人だって疑われちまうんじゃねえのか、おい」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑うヴィクターに、セラードが淡たん々たんと答える。

「寧むしろ、『仮か面めん職しよく人にん』の連れん中ちゆうとやらが、技術を盗みに来た外部の錬れん金きん術じゆつ師しに与えた警けい告こくだと受け取る方が自然と思うがな」

「……だとしたら、その警けい告こくを聞かないとどうなる？」

「我々の鞄かばんの中なか身みが、時計と火か薬やくの技術に満ちた代しろ物ものにすり替えられる。それだけの話だ。偽にせ金がね造づくりから放ほう火かまでやらかす連れん中ちゆうだ。何をやっても不ふ思し議ぎではない」

　その言葉を聞いて、ヴィクターは独ひとり言ごとのように言葉を返した。

「そんな単純な、悪の秘ひ密みつ結けつ社しやみたいな連中が犯人だったら、俺おれも望む所なんだがな」

　昼間のドルメンテル家けの私し兵へい達たちのトラブルを見ているヴィクターは、小さく舌した打うちをする。

「どうにもこうにも、この街じゃ俺達の方が悪あく役やくらしいからよ」

「何が言いたい？」

「爆ばく弾だんを仕し掛かけた奴やつが、正せい義ぎのつもりでやってるかもしれねえってこった」

　鼻の頭を搔かきつつ、カルラに視線を向け、ハッキリと彼女に告げた。

「だとしたら……生なま半はん可かな説せつ得とくじゃ止やめてくれねえだろうし……」




「早い話、こんなもんじゃすまねえだろうからな」




　彼の推すい測そくは正しかった。

　その日を境さかいに、ロットヴァレンティーノの街は恐きよう怖ふの炎ほのおに包まれる。




　僅わずか一週間の間に、三十六件もの爆発事件が起き──

　結局の所、ドルメンテル家の私兵達には、犯人の影も形も摑つかむ事はできなかった。

　名めい家かの支配を受け入れていた街の住人達は、次し第だいに爆弾魔まを恐れ、ドルメンテル家と距離を置くようになる。

　一方、ドルメンテル家の私兵達は街の住民達に疑ぎ心しん暗あん鬼きの目を向け、今まで以上の軋あつ轢れきを生む結果となった。




　犯人はそんな状況を嘲あざ笑わらうかのように、街を破は壊かいし続けた。

　ゆっくりと。そして、確実に。

　まるで、ロットヴァレンティーノの街そのものが敵だと宣せん言げんしているかのように。













間章　ヴィクター・タルボットの報告書（一部抜ばつ粋すい）Ⅱ







『よう、元気か。

　こうして手紙を送るようになってから、もう10日近く経たつけどよ。そっちは変わりねえか？

　こっちは変わりまくりだ。

　ああ、いや、俺おれは変わっちゃいねえよ？

　今も昔もお前が愛してくれた俺のままだし、お前を愛してる俺のままだ。

　まあ、そっちからすりゃ、俺なんざ百人いる恋人の中の一人に過ぎねぇんだろうけどな。

　それは置いといてよ……変わったのは街の状況だ。




　ロットヴァレンティーノの連れん中ちゆうがゲス野や郎ろうばっかりだって話はしたよな。

　ああ、そうそう。まともだっつー菓か子し屋やに行ったけどよ、確かにあそこの女将おかみさんは、他の街の連中とはどっか違ったな。まあ、娘むすめみたいに可か愛わいがってた下げ宿しゆく人にんが死んじまってからめっきり老ふけ込んだらしいが、あれで老け込んだっつーなら、元はどんだけ力に満ちあふれてたんだよって感じだ。

　悪い。また話が逸それた。

　とにかく、ロットヴァレンティーノの連れん中ちゆうの大たい半はんはゲス野や郎ろうだ。

　まあ、ドルメンテルの私し兵へいもゲス野郎が多いって事は分かったけどな。

　もうちょいマシな兵へい隊たいを雇やとってやれよ。あれじゃカルラが可哀相かわいそうだぜ。

　あいつだって体は一つしかねえんだからよ。新入りの教育までは手が回らねえって。

　カルラはまあ、まともなんだが……街の空気がな、ドルメンテル家けに対する不満で一いつ杯ぱいになってきてやがるんだ。

　ドルメンテル家にすり寄って美お味いしい思いをしてた奴やつがわんさか居たところに、今回の連続爆ばく破は事件だ。慌あわててドルメンテル家の旗はたを掲かかげるのを止やめる連中の多いこと多いこと。

　逆に、うちの兵隊達たちも、街の中に犯人がいるのは間違いねえっつって、相そう当とう乱らん暴ぼうな『捜そう査さ』をしてるらしいからな。トラブルの種たねもいつも以上ってわけだ。

　もしかしたら、犯人はそれが狙ねらいだったのかもしれねえって考えた。

　街の連中とドルメンテル家を仲なか違たがいさせるのが目的だとな。

『仮か面めん職しよく人にんが戻って来た』なんて噂うわさも聞いた。

　路ろ地じ裏うらでガキどもが歌ってる歌が傑けつ作さくでな。




【ランタン灯ともして悪あく魔まが来るよ

　仮面を被かぶった悪魔が来るよ

　貴方あなたに仮面を被せに来るよ

　みんなに仮面を被せに来るよ】




　……だってよ。

　そんな歌が流は行やりだすようじゃ、いよいよ街の治ち安あんもやばい。

　街に隠かくれてた『仮面職人』の構こう成せい員いんが、その歌だの噂だのを聞いてやる気になってるらしくってな……例の時計を使った爆ばく弾だん以外に、普通の放ほう火か事件とかも起き始めてる始し末まつだ。

　それどころか、そのガキ共の歌の通りによ……新しくメンバーになりたいだの、仮面はどうすれば手に入るんだの言い出す奴まで出で始はじめてるそうだ。

　もしも『仮面職人』って連中が犯人なら、自分達もその犯はん罪ざい組織の一員になれば狙ねらわれなくなるんじゃないかって思ってるんだろうな。

　実際、一年前の放火事件の時は何百人って数のメンバーがいたらしいからな。『仮面職人』ってのも中々不ぶ気き味みな存在だ。

　しかしまあ、なんだ。不気味なのは今回の爆弾魔まの連中さ。いや、連中っつっても、単たん独どく犯はんの可能性もあるんだけどよ。

　俺おれもな、本当に最初は、街の連れん中ちゆうの目を醒さまさせる為ためのレジスタンス的な活動かと思ってたんだが……ここ何日かで、ちょっと考えを変えた。

　もしかして、犯人どもは、ドルメンテル家けだけじゃなく、街の連中も潰つぶすつもりなんじゃねえかってな。

　ここ３日ぐらいは、それまでターゲットになってなかった貴き族ぞくの屋や敷しきや図書館かんにまで被ひ害がいが広がり始めた。

　なんかもう、ロットヴァレンティーノの街そのものが嫌きらいなんじゃねえかって勢いだ。

　そろそろヤバイぜ。このまま街まち外そとにまで被害が広がるような事があれば、流石さすがにナポリ総そう督とくが黙だまっちゃいねえ。街から地図ごと消されてもおかしくねえ状態だぜ』





（中ちゆう略りやく）






『そういえば、さっき街がヤバイって話をさんざん書いたけどよ。

　街の錬れん金きん術じゆつ師し達もそれは解わかってるみてえだ。研究資し料りようを荷に馬ば車しやに積んで街から出ていく奴やつを何人も見かけたぜ。

　だけどよ、それでも密みつ偵ていの【　　　　　　】なんかは街に残るとか言ってるんで、もうお前の役目も終わってるんだから、逃げりゃいいだろって言ったんだがな……。

　なんでも、もうすぐ街に船が入ってくるらしい。

　ロットヴァレンティーノの錬金術師が共同購こう入にゆうしたっつー中型船せんがよ。

　もちろん、ただの錬金術師がちょっとやそっと集まった所で、船を買うなんて無む理りな話だ。

　でもな、どうも他の国の貴き族ぞくとかも出しゆつ資ししてるらしくてよ、中々凄すごい船が来るらしい。

　密偵の【　　　　　　】が言うには、どうもそれに乗って新しん大陸に行こうとしてる連れん中ちゆうがいるらしい。

　新大陸。いい響ひびきだよな。アメリカだぜアメリカ。

　俺も機会がありゃ乗ってみてえな。

　おっと、びびらせたか？

　大だい丈じよう夫ぶだよ、俺は勝かつ手てにアメリカに行ったりゃしねえよ。

　まあ、街の錬金術師連中も、当とう然ぜん今回の犯人の容よう疑ぎ者しやだからな。

　その関係で何か解ったら儲もうけもんだからよ、船については俺も調べようと思う。

　だから、お前もなんか解ったら手紙で返事をくれ。頼むわ』







『その船の名前は、アドウェナ・アウィス号だ。

　何か解ったら、次の報告書しよに書いとくよ。


お前だけのヴィクター・タルボットより』









[image: 第三章　恋する者達の微笑]






















　少女は、死に場所を探していた。

　ニキ。ファミリーネームも存在しない、ただのニキ。

　子こ猫ねこのような名を付けられた少女は、その名前に対してさして思い入れもなかった。

　名前というもの自体が、それほど重要なものだとは考えていなかったのだ。

　だから、自分が死んだ後は墓はかなど必要ないし、もし墓はか石いしを置かれたとしても何も刻まれなくていいとすら考えていたのである。

　自分の名前を軽んじている事に加え、ニキは自分が死んだ後の事について、何なに一つ興きよう味みが無かったのだ。

　彼女の生きる目的は、『自分が納なつ得とくして死ねる場所』を探す事だと言っていい。

　それが見つかった瞬しゆん間かんに死ねれば後こう悔かいはない。寧むしろ、生きながらえている自分自じ身しんに常に罪ざい悪あく感かんを感じている節ふしすらあった。

　奴ど隷れいとして共に買われた多くの仲間が死に、自分はたまたま生き残る側に回った。

　他の者達たちに訪れなかった幸運を自分だけが享きよう受じゆしているような感覚は、彼女の心の中に確かに楔くさびとなって残っている。もしもエルマー達と出会っていなければ、その楔はとっくに自分を打ち壊こわし、早々にニキを死へと追いやっていた事だろう。

　そういう意味では、エルマーは確かに彼女の恩おん人じんであり、人生を大きく変えた存在だと言っていい。

　ただ、生きる目的を与えたのは確かにエルマーなのだが──

　生きる『希望』を与えたのは、エルマーや仮か面めん職しよく人にんとは別の人間だったのである。




　──「死に場所を探している？　死に場所というのは、探すものではありません。生き続けた結果として、自然と辿たどり着く場所です。その時に微ほほ笑えむ事ができるかどうかは、それまでの生き様ざま次し第だいでしょう」

　当てもなく彷徨さまよいかけていたニキを、メイエル家の工こう房ぼうに留めたのは、そんな言葉を口にした若い錬れん金きん術じゆつ師しだった。

　その男は、見ず知らずの奴ど隷れい崩くずれだったニキに対し、ただ、優しかった。

　チェスの世せ話わ係として雇やとわれた彼女に、彼は他の仲間達と同じように接してくれたのだ。

　ラブロ・フェルメート・ヴィラレスク。

　最初は随ずい分ぶんと大たい層そうな名前だと思ったニキだが、共にメイエル家で働くに連れ、彼は名前に見合う、実に器き用ようで充実した人間だという事が解わかった。

　錬金術師として工房をとりまとめているのだが、どうやら彼は工房内ないで行われているほぼ全ての研究に精せい通つうしているようで、実じつ質しつ的にこの工房の責任者という立ち位置だったという事。

　同時に、彼は経済や文化にも精通しており、ロットヴァレンティーノの街に来た後もそれは変わらず、社しや交こう的な性格で様々な風をメイエル家の中に運び込んだ。

　逆に、メイエル家の工房の技術を貴き族ぞくや商人に広めるという作業も行っており、幼い当とう主しゆに代わる工房の大だい黒こく柱ばしらと言える。

　何でもできる天てん才さい肌の男で、人づきあいも良い。

　その上、自分のような行きずりの人間にも優しくしてくれる。

　どうして得え体たいの知れない身の上の自分にも、他の人々と同じように接してくれるのか。率そつ直ちよくに尋たずねたニキに対し、フェルメートは困ったように笑いながら答えた。

　──「不ぶ器き用ようなだけですよ。身分や過去で対応を変えられる程ほど、人づきあいが得とく意いなわけではないんです。好きなものは好き、嫌きらいなものは嫌い、私に決められるのはそれだけです」

　ニキは、数年に渉わたってその青年を見ている間に、彼の言葉が真実なのだろうと気が付いた。

　恐らく、この青年は世界が大好きなのだと。

　自分とは正せい反対だ。

　近くに存在しているのが不ふ思し議ぎなぐらいだ。

　彼女はそう考えながら、エルマーの事を思い出したが──『笑顔だけ』が好きな彼とは違い、世界そのものを清せい濁だく合わせて受け入れている青年は、また違った人じん種しゆなのだと理解する。

　そして──その頃から、少女は気が付いた。

　青年に『ニキ』と呼ばれる度たびに、少しだけ心が安まるという事に。

　彼女はそこで初めて、名前というものを強く意識し始めた。

　自分を奴ど隷れいとして買ったロットヴァレンティーノの人間達から『ニキ』と呼ばれる間は、単なる自分と他者を区別する記号としか考えなかった。

『仮か面めん職しよく人にん』やエルマー達との出会いにより、そこに少し違った意味が加えられたが、それがなんなのかは理解できず、知ろうとも思っていなかったのだが──

　数年に渉わたって、フェルメートやチェス、ベグや他の工こう房ぼうの人々に名を呼ばれ続ける間に、ニキは、自分の名前を呼ばれる事が好きになっていったのである。

　その理由を考えるようになり、彼女はやがて答えに辿たどり着く。

　名前を呼ばれる事で、この工房というコミュニティの中で、自分が確かに必要とされていると感じる事ができる。それが嬉うれしくて仕方なかったのだ。

　ロットヴァレンティーノで奴隷として働かされていた頃では考えられない事だった。寧むしろ、誰だれにも必要とされず、名を呼ばれぬままずっと放っておかれた方が良いと考えたぐらいである。

　ニキは、そこでようやく、自分を取り巻く世界が変化したのだと実感する事ができた。

　彼女は、自分の中に留めて置こうと考えていたその想いを、ある日フェルメートに話してしまう。社しや交こう的な彼の特とく性せいなのか、自然と話を引き出されてしまう感覚だった。

　話した後、『……ごめんなさい。つまらない話をして』と謝ったのだが、フェルメートは小さく首を振り、優しい笑えみで彼女に答えた。

　──「つまらないなんて事はありませんよ。ニキ、君はもう私達の家族のようなものです。寧むしろ、嬉しいんですよ。私達が君を必要としている事を、君が受け入れ、喜んでくれているという事がね」

　死に場所を探し続けるニキにとって、フェルメートの言葉はまさに麻ま薬やくも同どう然ぜんだった。

　──「名前を呼ぶという事は、その時点で、善ぜん意いであれ悪あく意いであれ、相手の意識を束そく縛ばくするという行為です。私達が君の名を呼ぶ事で、君の世界を狭めてしまっていないと解わかったんです。だから、君も私達の名前を気き軽がるに呼んで下さい。束縛は繫つながりへと変わり、お互いにとって良い影えい響きようがあると信じていますよ」

　自分が造つくっていたクスリとは違う多た幸こう感かんが、ゆっくりと、しかし確実に彼女の心に浸しん透とうしていく。

　その頃から、彼女は、『フェルメート』と相手の名前を呼ぶ度に、何か気き恥はずかしいムズがゆさを感じるようになった。

　名前を呼ばれる事で束縛と繫がりを得る。

　そんな話を聞いてから、妙みように意識してしまうようになった。

　だが、チェスやベグには特に気き恥はずかしさは感じない。

　フェルメートだけに覚える感情なのだと気付いた瞬しゆん間かん──ニキは、更さらに妙みようなムズがゆさに囚とらわれた。

　そのムズがゆさの正しよう体たいを知りつつも、彼女は敢あえて知らない振りをする。

　まだ完全に過去を振り切れていない彼女の心には、小さな罪ざい悪あく感かんの棘とげがあった。

　自分のような人間に、そんな感情を抱く資し格かくがあるのかと。




　迷い続ける日々を送っていた彼女はある日、メイエル家が工こう房ぼうをロットヴァレンティーノの街に移すという話を聞いた。

　──「過去を思い出しますか」

　ニキの過去を事じ前ぜんに聞いていたフェルメートがそう尋たずねて来たが、ニキは、

　──「もう気にはしないと思うけど、あの人達を許すわけじゃない。私は、フェルメートみたいに『いい人』にはなれないから」

　と苦く笑しようして見せた。

　だが、フェルメートは真剣な顔をして、彼女に告げる。

　──「私は、善ぜん人にんなどではありませんよ」

　そして、フェルメートはゆっくりと、自分のもう一つの顔について語り始めた。出しゆつ資し者しやの一つであるドルメンテル家の為ために、ロットヴァレンティーノの錬れん金きん術じゆつ師し達や街の動どう向こうを報告する密みつ偵ていのようなマネもしているのだと。

　だが、ニキはその話を聞いて──嬉うれしかった。

　本来ならば隠かくしておいた方が得であり、ニキに告げる必要など欠片かけらもない情報だ。

　それをわざわざ自分に打ち明けた事が、彼女には何よりも嬉しかった。




「私も、手伝うよ」

　街に来る直前、彼女はそう口にした。

　汚よごれ仕事だから止めた方がいいと言うフェルメートに、ニキは答える。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。そんなのを汚れ仕事だなんて言ったら、昔の私に笑われる」

　──あの頃の私に、笑うなんて感情は無かったかもしれないけど。

　心の中で自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟つぶやきつつ、ニキは何度も食い下がった。

　街の裏うら側がわはフェルメートよりも知っているし、街の人間達は自分に負い目があるから、積極的に関わろうとはしないはずだと。

　それでも、フェルメートは『逆さか恨うらみで君を付け狙ねらう者達もいるかもしれない』と彼女を気き遣づかい続けたのだが──

　最終的には彼も折れ、密みつ偵ていとは程ほど遠とおい、表おもて側がわの仕事である『ドルメンテル家けとの連れん絡らく係』として仕事を手伝う結果となった。




　連絡係の仕事をこなした後、フェルメートが紡つむぐ感謝の言葉。

「ありがとう、ニキ」

　その言葉を聞く度に、彼女の過去の傷は少しずつ癒いやされた。

　メイエル家の工こう房ぼうという狭いコミュニティの中で、更さらに自分とフェルメートだけが共きよう有ゆうする『ドルメンテルの密みつ偵てい』という関係性。

　ニキは、フェルメートに名前を呼ばれる度たびに、二人きりの繫つながりを実感する事ができた。

　彼女は、その関係性を築き上げてから半年ほど経たった頃、なんとなく思う。

　落らく雷らいのように衝しよう撃げき的てきな体験があったわけでもなければ、考えに考え抜いた結果というわけでもない。

　彼女は、知らない振りをする事をなんとなく止めた。

　罪ざい悪あく感かんが薄れたわけではない。だが、それとこれとは話が別なのではないかと理解したのだ。

　彼女は、自分の腹の奥から湧わき上がる小さな想いを受け入れた。

　ただ、それだけのことだった。




　──私は多分、フェルメートの事が好きだ。




　そして、時は流れ────
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⇔






ボロニアル邸てい




　アヴァーロ家けを解かい雇こされ、領りよう主しゆにその身を売られてから10日あまり。

　シルヴィ・リュミエールにとって、その10日間は人生の価か値ち観かんを変化させるに充分な時間となった。

　切っ掛けはもちろん、アヴァーロ家から追い出され、グレットと離ればなれになってしまった事なのだが──そこから絶ぜつ望ぼうの苦く悩のうに束そく縛ばくされる日々が始まると恐きよう怖ふしていたシルヴィからすれば、かなり想そう定てい外がいの事じ態たいに進んでいたと言えた。

　領主の館やかたから謎なぞの青年に連れ出され、メイエル一いち門もんの錬れん金きん術じゆつ師し達と引き合わされたのを皮かわ切きりに、彼女の予想を覆くつがえす事態が周囲に起こり始めたのである。

　まるで、世界そのものが崩くずれ去ろうとしているかのように。

　連続する爆ばく破は、放ほう火か事件。

　最初は爆破だけだったが、ここ数日は火ひ矢やによる屋根への放火や直接的な付け火など、様々な方法が取られている。

　それだけではなく、攻こう撃げき対たい象しようも徐じよ々じよに広がりつつあった。

　最初はドルメンテル家に深く関わる施し設せつや建けん造ぞう物ぶつ、あるいはドルメンテル家が所しよ有ゆうしている船などが燃やされていたのだが──10日経たった現在では、無む差さ別べつといっても良い程ほどに攻撃対象が広がっていた。

　ここ３日ほどに到っては、街に無む数すうにある図書館かんや貴き族ぞくの屋や敷しき、果てはドルメンテル家とは無む縁えんの船せん舶ぱくまで燃やされている始し末まつである。

　最後の一件は特に問題となったようで、街の外部からの干かん渉しようがあるかもしれないと、街では大おお騒さわぎになっている。

　周囲が自分以い上じようにのっぴきならない事態になった事を喜ぶわけではないが、街が追い詰められていくのと反はん比ぴ例れいするかのように、シルヴィは自分の世界は広がり始めたのを感じていた。

　──本当に、これは現実なんだろうか。

　眠りについてから目め覚ざめる度たびに、彼女は昨日きのうまでの出来事が現実かどうかを確かく認にんする。

　それだけ彼女にとってこの10日間は斬ざん新しんな日々だったと言えるだろう。

　彼女の目の前に広がり続ける『新しい世界』。

　端はたから見れば、それは単に同じ街の中の出来事に過ぎず、大おお袈げ裟さな話だと思うのかもしれないが──今までの彼女は井いの中の蛙かわずであり、その蓋ふたを閉じられ空すら見られなかったような状態だったのだ。

　では、そんな状態から新しい世界を知り、彼女はグレットとの思い出を薄うすれさせたのかというと、実際の所、彼女はますますグレットに会いたいという思いを募つのらせていたのである。

　今の状況が『外からの破は壊かい』によって世界が広がったのだとすれば、グレットは自分と同じ世界、すなわち狭い井い戸どの中に入り込んで、そこで彼女に新しい世界を呈てい示じしたのだ。

　貴き族ぞくの屋や敷しきも焼かれたと聞いた時は、アヴァーロ家けの屋敷ではないかと気が気ではなかった。

　だが、火の手があがったのは、いずれもアヴァーロ家からは離れた屋敷であり、今のところ貴族やその使用人達たちに怪け我が人にんも出ていないと聞いて、シルヴィは深い安あん堵どに包まれる。

　グレットの身の安全さえ解わかれば、あとはなんとか隙すきを見て接せつ触しよくするだけだ。

　その段だん取どりはアヴァーロ家お抱えの錬れん金きん術じゆつ師し、ベグ・ガロットがつけてくれる事になっているのだが、まだベグに対してアヴァーロ家から呼び出しは掛からないようで、彼女は壊こわれゆく街を眺ながめながら、ただ待ち続ける事しかできなかった。

　待つという事に関して、彼女はグレットほど楽らく天てん家かではない。『待っていれば何かが変わる』というスタンスである貴族の青年とは対たい照しよう的てきに、『待っている間に、何か不幸な変化が起きるのではないだろうか』という不安を募つのらせるのがシルヴィの性しよう分ぶんだったのである。

　ただ、少なくとも、『自分が領りよう主しゆに手て籠ごめにされるのではないか』という不安に関しては、10日前の時点であっさりと解かい消しようされる事となった。

　当の領主、エスペランサ・ボロニアルは、今もシルヴィや他の女性使し用よう人にん達たちと同じテーブルで食事をしているが、使用人の女性達を眺ながめる目に『獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆう』の色はない。

　どちらかというと、女性という太陽の光を浴びて心地ここちよさそうに寝そべる猫ねこといった雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　道どう化けのような格かつ好こうの貴族がそんな穏おだやかな空気を纏まとっている事が──この10日間において、何よりもシルヴィにとって予想外がいの出来事だったのである。




　ボロニアルの屋敷は、アヴァーロ家と比べてやや古こ風ふうであり、それでいながら街のどの貴族の屋敷よりも豪ごう奢しやな空気が漂う邸てい宅たくだった。屋敷内ないにはいくつもの部屋が連れん鎖さ的てきに並び、長い廊下の端はしからその扉とびらの群を見ると、直線的な迷めい路ろの中に迷い込んだように感じられる。

　そんな屋敷の中で特に広い空間である、大だい食堂。

　シルヴィはそのテーブルに着きながら、周囲の様よう子すを改めて眺ながめる。

　巨きよ大だいな食しよく卓たくの上には様々な料理が並んでおり、使用人と領主が同じ晩ばん餐さんを共にしていた。

　──本当に、私はなんて失礼な事を考えていたんだろう。

　周囲の噂うわさから、エスペランサは女性をモノのように虐しいたげる類たぐいの男と想そう像ぞうしていただけに、エルマーから彼を紹しよう介かいされた時は混乱を隠かくせなかった。

　実際の所、彼の『女性至し上じよう主義』は異常とも言える程ほどだったが、それだけに、彼は女性が嫌いやがる事を決してしようとせず、新しん入いりの使用人にんであるシルヴィに対しても最さい大だい限げんの礼を尽くしていたと言えるだろう。

　アヴァーロ家けの当とう主しゆは、エスペランサの本ほん性しようを知ってか知らずか、グレットに女じよ中ちゆうとの恋を諦あきらめさせる為ために利用したらしい。領りよう主しゆには『うちの経済事じ情じようから女中を一人解かい雇こせざるをえないのですが、引き取って頂けませんか』という体ていで頼んできたらしく、裏うらの事情については全く知らないようだった。

　──もしかしたら、事情を話せばアヴァーロ家と話をつけてくれるかもしれない。

　初日の夜にそんな希望を抱いたものの、『前に働いていた家の次じ男なんと愛し合っています。ここで働くのは嫌なので、元の家に帰して下さい』などと領主に頼む事など、それこそ彼女にとっては常識の外そと側がわの出来事だった。

　中なか々なか言い出せずにいたところで、エルマーから更さらに、

　──『ああ、スペランにそれは言わない方がいいんじゃないかなあ。真しん相そうを知ったら、激げき怒どしてアヴァーロさんとこのお父とうさんに決けつ闘とうを申し込みかねないよ？　そうなったら、グレットさんが余よ計けい厄やつ介かいな事になっちゃうんじゃないかなあ』

　と言われた為ため、既すんでの所で思いとどまった次し第だいである。

　──でも、やっぱり待ってるだけっていうのは……不安だよ、グレット。

　複雑な想いに囚とらわれながら、食事を進めるシルヴィ。

　そんな彼女の耳に飛び込んできたのは、陰かげりを見せる彼女の心とは正せい反対の、底そこ抜ぬけに明るい青年の声だった。




「やっほー、スペラン、今日きようもいい笑顔だねぇ」

　食堂にひょっこり顔を出したエルマーの声を聞き、エスペランサの顔が瞬しゆん時じに曇る。

「お前のせいで笑えなくなったぞ。私の笑顔が見たいなら、男は私の前に顔を出すな」

「あはは。まあまあ。いつか錬れん金きん術じゆつで性せい別べつが変えられないか挑ちよう戦せんしてみるよ。俺おれが女になればスペラン的にはＯＫなんでしょ？」

「気き味みの悪い事を……いや、待て、いっそ全ぜん人類が女性になれば、それは天てん国ごくなのでは……」

　ブツブツと独ひとり言ごとを呟つぶやきながら考え込む領主に、エルマーは淡たん々たんと用よう件けんを告げた。

「よく言ってるよね、それ。ところで、どう？　ヒューイ、見つかった？」

「こっちが聞きたいぐらいだ。念のために今日きようも聞くが、お前は本当に会ってないんだな？」

「ああ、会ってないし、手紙とか伝でん言ごんも受け取ってない。噓うそじゃないよ」

「そうか……ならば信用するとしよう」

　難しい顔をした後、エスペランサはハっと目を開き、シルヴィに顔を向けた。

「そうそう、シルヴィ嬢じように一つお伝えしておかなければ。このエルマーという男、どうしようもない噓うそ吐つきですが、『噓じゃない』と言った時は本当の事を言っていると思って構いません。下らない事ばかり言う癖くせに、妙みような所だけ正直なのです」

　男女相あい手てでそれぞれ全く違う喋しやべりかたをするエスペランサの特とく異い性せいにも、10日過ごす内に慣れてきた。シルヴィは「そうなのですか。ありがとうございます」と一いち礼れいだけして、極きよく力りよく領りよう主しゆとエルマーの会話の邪じや魔まをしないようにする。

　彼女の気き遣づかいを読み取ったのか読み取っていないのか、エルマーはまだシルヴィの方を向いているエスペランサに自分の言葉を吐き出し続けた。

「で、そんな事よりスペラン。俺おれの方も確かく認にんしておきたいんだけどさ。10日前に会ったのって、本当にヒューイだったの？　変へん装そうした別べつ人じんとか、ヒューイの双子ふたごの弟って可能性はない？　スペランは直接会あったこと無いんだから、同じ黒くろ髪かみに金きん色いろの瞳ひとみをしたヒューイの兄弟って可能性もある」

「奴やつに兄弟が？」

「いないよ？」

「巫ふ山ざ戯けてるのか貴き様さま……」

　頰ほおを引きつらせながら、片手でエルマーの襟えり首くびを摑つかみあげるエスペランサ。

「まあまあ、領りよう主しゆ様」

「エルマーくんの話に脈みやく絡らくがないのはいつもの事じゃないですか」

　クスクスと笑いながら諫いさめる女じよ中ちゆう達たちの言葉に、エスペランサは凛りんとした顔をして頷うなずいた。

「全く持ってその通りだ。良かったなエルマー。お前の命を繫つないだ彼女達に感謝しろ」

　物ぶつ騒そうな領主の言葉に、エルマーはニコニコと笑いながら女中達に笑いかける。

「よかった、みんなのお陰で長なが生いきできたよ！　ありがとう！」




　──なんだか、とっても楽しそうに生きてる……。

　そんなエルマーの様よう子すを見ながら、シルヴィは考える。

　確かに彼のポジティブさは、何を考えているのか読み辛づらく、不ぶ気き味みですらある。

　だが、あの明るさと前向きさに憧あこがれを抱くのも確かだ。

　──そうだ。笑おう。

　──もう一度グレットに会えたら、二人で笑って、笑って、笑って……。

　──それから……どうしよう。

　──ただ、待ってるだけじゃ駄だ目めだ。

　──どうにかしなければいけない。

　彼女には解わかっていた。

　自分達に、決けつ断だんが迫っているという事を。

　そして、その選択肢しの中には、グレットのように『ただ待ち続ける』という答えは無いという事も。

　だが、彼女はグレットを否定はしなかった。

　その受け身の姿し勢せいは、彼の欠点であると同時に美び点てんでもあると信じていたからだ。

　──だから、グレットは待っているだけでいい。

　──私が、あの人の腕を摑つかまないと。

　彼女は、確かに気が弱いし、強い立場に居る人間でもなかった。

　しかしながら、彼女は決して、弱い人間というわけではなかったのである。

　食事を続けながら、シルヴィは考え続けた。




　誰だれもかれもが無む傷きずで幸せなまま、自分とグレットの想いを成じよう就じゆさせる事はできない。

　ならば、一いつ体たい自分は、誰を敵に回す覚かく悟ごをすべきなのか。

　それを、彼女は考え続けた。

　静かに、密ひそやかに──

　暗がりで爪つめを研とぎ、獲え物ものに狙ねらいを定める狼おおかみのように。

　その牙を向ける相手がまだ見ぬ男になるとも知らぬまま。





⇔






ロットヴァレンティーノ市　第三図書館かん




「改めて聞くが、本当に犯人に心当たりはないんだな」

　近衛このえ兵へいを引き連れず一人で現れたカルラの問いに対し、マイザーは真剣な表情で答えた。

「ええ。解わかっていたらとっくにあなた方に伝えるか、止めるように説得していますよ」

　図書館の入口近ちかくで立ち話をする二人だが、知り合い同どう士しの笑い話といった雰ふん囲い気きではない。

　カルラは今回の一件を錬れん金きん術じゆつ師しの仕し業わざだと疑っており、一年前の仮か面めん職しよく人にんの動どう乱らんにも深く関係していると踏んでいる。

　そんな彼女にとって、この街で最大の工こう房ぼうであり、錬金術師達たちの学まなび舎やでもある第三図書館に真まっ先さきに疑ぎ惑わくの目を向けたのだが──10日経たった現在に至るまで、これといった手がかりは得られていない。

　自分の所しよ属ぞくする錬金術工房がしつこく疑われているにも関わらず、彼女に対応していたマイザーはこれといって不ふ快かいな表情を見せていない。

　彼自じ身しんも、この事件には少なからず錬金術師が絡んでいると予測していたからだ。

「カルラさん達が我々を疑っているのは理解しています。ですが、我々もこの凶きよう行こうを止める為ために協力は惜おしみません」

「……そんな気き遣づかいは無用だ。一年前にも言った筈はずだ。錬れん金きん術じゆつ師しだけではない。お前も含め、この街はとっくにドルメンテル家けの敵なのだからな」

　厳きびしい口く調ちようで呟つぶやいた後、一年前の事を思い出したのか、小さく肩を竦すくめて続けるカルラ。

「一年で地図から消してやる、は言い過ぎだったかもしれんがな」

「いいえ、もう私の知っているロットヴァレンティーノの街は存在しませんよ」

「……そうか。ならば、さぞかし我々が憎にくいだろうな？」

　ドルメンテルの関連施し設せつを襲おそう動どう機きなどいくらでもある。

　そう言いたげなカルラに対し、マイザーは小さく笑いながら首を振った。

「少なくとも私に関しては、憎しみなどありませんよ。元から好きな街ではありませんし、誰だれかが壊こわす必要があるとは思っていましたから。ドルメンテルに支配された方がマシかも……ただ、こんな形で、街が燃え墜おちる事を望んでいるわけではありませんでしたけどね」

　マイザーは溜ため息いきを吐くと、図書館を見渡しながら更さらに言葉を紡つむぐ。

「私は、この街を救う為ためのとっかかりを得られるのではないかと思って錬金術を学びました。ですが……学べば学ぶほど、私はこの街を救う事が絶望的だと思うようになりました。いや、救う、という考え自体が奢おごりだと気付いたんです」

「この街は元から錬金術師達たちの為に造られた街だと聞く。最初から歪いびつな街だったのだろう。貴き様さまが気に病む必要はない。呪のろうなら、こんな街に生まれた自分の境きよう遇ぐうを呪え」

　カルラは、どこかマイザーに同どう情じようするかのような言葉を返した。

　それが少し意い外がいだったのか、マイザーは細い眼めを僅わずかに見開き、答える。

「私も疑われているものだと思っていましたが……」

「貴様は敵だが、ロットヴァレンティーノの街に所しよ属ぞくしているからというだけだ。それを考えなければ、貴様は信頼に足る男だと私の経験が告げている」

「買いかぶりですよ。私は、自分が生まれ育った街に対して、何も貢こう献けんできない人間です」

「だから、逃げるのか？」

　唐とう突とつなカルラの言葉だったが、マイザーはそんな事を言われる心当たりが在るため、改めてカルラに向き直った。

「逃げる、とはどういう意味です？」

「もうすぐ、街を出るそうだな」

「……御ご存ぞん知じでしたか」

「噂うわさ話ばなしさ。錬金術師達が何人か、新しん造ぞう船せんでアメリカに向かうというな」

　マイザーの返事を待たず、カルラは淡たん々たんと語り続ける。

「忠ちゆう告こくしておくが……当然ながら、錬金術師達が第一容よう疑ぎ者しやである以上、その船の出しゆつ港こうを認めるわけにはいかない。例え領りよう主しゆのエスペランサ殿どのが認めたとしても、ドルメンテル家けは船が出るのを全力で阻そ止しする事だろう」

　そして、彼女はマイザーに背を向けながら言葉を締しめくくりにかかった。

「せいぜい、出しゆつ港こうまでに犯人が捕まる事を祈るんだな」

　ドルメンテルの使いとして街を変えてしまった。

　本来なら気に病む必要の無い、彼女なりの負い目を胸の内に秘ひめながら。




「もしもこの街の外……アメリカで会うことがあれば、その時は酒でも奢おごろう」





⇔






ロットヴァレンティーノ　酒さか場ば




　港町であるロットヴァレンティーノには、船員達たちが集まる酒場が何なん軒げんか存在する。

　ここ一年ほどはドルメンテル家けの貸し切り状態だったのだが、店てん主しゆ達が爆ばく弾だん魔まに狙ねらわれる事を恐れた事や、カルラが『犯人を捕とらえるまで、なるべく民間施し設せつは使うな』という指し示じを出した事もあり、ドルメンテルの関係者の姿すがたは見られない。

　酒場の二階席で飲んでいたドルメンテル家の錬れん金きん術じゆつ師し、ヴィクター・タルボットを除いて。




「俺おれの故こ郷きようはイングランドなんだがな……。今年、南なん海かい会社っつーのができるんだかできたんだか、とにかく、アフリカから黒こく人じん奴ど隷れいを売りさばく為ための会社が認められたわけだが、俺は正直、くだらねーと思ってるしな」

　確かにドルメンテルの関係者はヴィクターだけなのだが、彼は別べつ段だん、一人酒を飲んでいるわけではなかった。

　同じテーブルには、田でん九く郎ろうにザンク、ナイルといった面めん々めんが揃そろっており、このテーブルだけを見ると、ここがどこの国なのか解わからなくなる事だろう。

　10日前、初めて会った時からなんとなく馬が合ったのか、ヴィクターと田九郎は時とき折おり会って話す事が多かった。

　大たい半はんは互いの研究している錬金術の分ぶん野やについての情報交こう換かんだったのだが、今日きようは珍めずらしくザンクやナイル達と共に酒場に誘われたので、こうして纏まとめて顔を突きつけ合わせる事になった。

　その最さい中ちゆう、ザンクが『何な故ぜ、あんな傲ごう慢まんな連れん中ちゆうの元で働いている？』と聞いたのを皮切りに、ほろ酔よい加か減げんのヴィクターが長々と自分語がたりを始めたのである。

「俺も錬金術師の端はしくれとしちゃ、不ふ老ろう不ふ死しだのホムンクルスだのっつーもんに興きよう味みがあったわけよ。それで色いろ々いろ人間ってもんを研究してみたが、少なくとも奴隷の連中が生なま身みで奴隷商人の連れん中ちゆうに劣ってるなんて事は無かったぜ」

「当たり前だ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで答えるナイルに、ヴィクターは皮ひ肉にくげな笑えみを浮かべて言葉を返した。

「てめーは人じん種しゆとか関係なく短たん気き過ぎだけどな。ま、肌はだの色も言葉も、人間としての優ゆう劣れつを決めるような差にはなってねえって解わかった。重要なのは育ちと教育だ……って、俺おれは数年前の時点で言ってやったわけよ、そしたら、一部の連中を怒らせちまってな」

「それで、国を追われたわけか」

「まあ、イングランドそのものが嫌きらいだったわけじゃねえからよ。アン女じよ王おう様にゃ今でも敬けい意いを払ってるしな。ただ、俺の周りの権けん力りよく者しやに、黒こく人じんは奴ど隷れいじゃなきゃ困るって奴やつがいただけさ。俺の世よ渡わたりが下へ手ただったって話だ」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑うヴィクターに、ナイルがますます顔を険けわしくして告げる。

「その権力者とやらの名前を教えろ。全身の皮を剝はいで木から吊つるしてくれる」

「おいおいおい、自分から野や蛮ばん人じんって印いん象しようを植え付けてどうするんだよ。お前の国の連中がますます敵てき視しされるだけだぞ」

「関係ない。俺個こ人じんがそうしたいだけだ。結果として他の連中に迷めい惑わくが掛かろうと知った事じゃない」

「物ぶつ騒そうな野や郎ろうだなオイ」

　眉まゆを顰ひそめるヴィクターに、田でん九く郎ろうが告げる。

「すまんな。悪あく意いがあるわけではない。己おのれの基準に忠ちゆう実じつなだけだ」

「善ぜん意いだ悪意だ以前の我わが儘まま野郎じゃねえか」

「なんとでも言え」

　仏頂面のままで食事を貪むさぼるナイル。

　ヴィクターはなおも何か言いたげだったのだが、ザンクがそこで口を開いた。

「で、御お主ぬしは国を出たわけか」

　圧力のある声で尋たずねられ、ヴィクターは思わずそちらに振り返る。

「ん？　ああ、おお。まあな」

　そして、仕方なしといった調子で自分語がたりの続きを口にした。

「結局、国を出た俺を拾ってくれたのがドルメンテル家けの連中ってわけさ。あいつらは解りやすいぜ？　白はく人じんだろうと黒人だろうと貴き族ぞくだろうと庶しよ民みんだろうと、自分達の役に立つ……つまりは金を稼かせぐ能力がある奴がエラいってわけだ。悪あく魔ま崇すう拝はい主義者と魔ま女じよ狩がりの裁さい判ばん官かんを両方子こ飼がいにしてるなんて噂うわさもあるぐらいだからな」

　言葉尻じりにおぞましい事を付け加えたヴィクターだが、それが本当に単なる噂なのか、それとも真実なのか田九郎達には判はん断だんできなかった。恐らくは、ヴィクター自身も真しん相そうは理解していないのだろう。

「金が全て、という考えにも同意はしかねるが……」

　難しい顔で言う田でん九く郎ろうだが、ヴィクターは笑いながら酒の器をあおる。

「俺おれもだ。太りすぎた象ぞうはそのうち歩けなくなるもんだ。そうそうドルメンテル家けの栄えい光こうも続きはしないだろうよ。それが一年先か１０００年先かは知らねえけどな」

　あっさりと言い切った後、ヴィクターはどこか哀あい愁しゆうのある表情を見せる。

「だがよ、少なくとも俺を拾ってくれた恩おん義ぎぐらいは返さねーといけねぇし、それに……」

「それに？」

「惚ほれた女がいるんでな」

　不ふ敵てきに笑うヴィクターに、田九郎達は顔を見合わせる。

「話の流れからすると、その屋や敷しきの使用人にんと……という感じではなさそうだが。まさか、貴き族ぞくの令れい嬢じようとか？」

「はっ、令嬢っつーにはちょっと歳としくってるな。今、20代後半だか30代前半だったかな？」

　その女性の事を思い出したのか、子供のように笑うヴィクター。

「いや、これがなあ、金持ちっぽさ丸まる出だしって感じの女でよ」

　彼女の事を思い返し、褒ほめる所よりも先に駄だ目めな部分を挙げていく。

「顔もスタイルもそこそこいいんだが、そんな自分の面つらとドルメンテルの財ざい力りよくを利用するだけ利用して、男だろうと女だろうと気に入った奴やつに粉こなかけまくってよ。浮うわ気きとかそういうレベルじゃねえ。ハーレムだぜハーレム」

　自分もその粉を掛けられた男の一人に過ぎないという事を気にもかけず、ヴィクターは楽しそうに彼女について語り続けた。

「宝ほう石せきだろうと金だろうと自分の欲しがったもんはなんでも手に入れねえと気が済まねえってタイプの女だ」

「……そんな女の為ためにドルメンテル家に忠ちゆう誠せいを？」

「まあ、女の趣しゆ味みは色々って奴さ。それに、あいつも悪い所だけじゃねえしな。ある意味、俺みたいな下したっ端ぱとも気き軽がるに付き合ってタメ口を許してくれてるって時点で、ドルメンテル家の他の貴き族ぞく連れん中ちゆうとは異い質しつなのかもな」

　彼の言葉を聞くに、他のドルメンテル家の貴族達は、典てん型けい的てきに他者を見み下くだすタイプなのだろう。田九郎には、それが悪い事だと一方的に決めつける事はできなかったが、少なくともナイルと接せつ触しよくさせるのは止めた方がよさそうだと改めて思う。

　その上で、ヴィクターに対して無ぶ難なんな答えを口にした。

「そうか。実際に会ってみぬ事には評ひよう価かはできんな」

「ああ、そうだな。まあ、朴ぼく念ねん仁じんっぽいあんたとは合わなさそうだけどよ」

　ケラケラと笑いながら軽かる口くちを叩たたくが、悪あく意いはないのだろう。

　田九郎はさして不ふ快かいとも思わず、酒を静かに飲み続ける。

「まあ、我らが直接その御ご令れい嬢じようと会う機会などなかろう」

　ザンクがボソリと呟つぶやいた一ひと言ことに、ヴィクターは再び笑う。

「いやぁ、そんな事はねえと思うぜ？」

「？」

　訝いぶかしむ田でん九く郎ろう達たちに、ヴィクターは複雑な表情で杯さかずきを掲げた。

「俺おれは、危ないからまだ来るなって言いたいんだがよ。もう出ちまった後じゃどうしようもねえ。着いてから速そつ攻こうで追い返すがな」




「この街に来るんだとよ。その、ドルメンテル家けの麗うるわしくも強ごう突つく張ばりな女あ貴い族つがよ」





⇔






ボロニアル邸てい　執しつ務む室しつ




「……厄やつ介かいな事になりそうだ」

　エスペランサの暗い声に、エルマーはパア、と顔を輝かせる。

「もう充じゆう分ぶん厄介だと思ってたけど、まだ余よ裕ゆうがあったんだねえ！　よし、その厄介ごとが起こる前に、今の内にたっぷり笑っておこうよ！」

　いつも通りの反応しかしないエルマーを無む視しして、執務室の机に両りよう肘ひじを付いたエスペランサが一方的に語り出した。

「ルクレツィア・デ・ドルメンテル。……ドルメンテル家の中でも最さい上じよう位いクラスの権けん力りよくを持っている御令嬢だ」

「あれ？　女の人の話をするのに暗い顔をするなんて珍めずらしいね？」

「まあ、私も自分の立場を考えなければ、街に女性がやってくるというほど嬉うれしい話はないのだがね。その御ご仁じんは、少々私の立場と複雑な関係でな」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに微ほほ笑えみ、エスペランサはエルマーに問う。

「マリベル……モニカ・カンパネルラとドルメンテルの関係は知っているな？」

「まあ、それなりにね」

「あの時、何が起こったのか真実は藪やぶの中だが、その死に少なからずドルメンテル家が絡んでいるのは確かだ。いや、死というより……マリベルの人生そのものを奪うばったのがあの一いち族ぞくであるというのは確かな事実だ」

　両肘を机につき、左右の手の指を組んだ上に顎あごを乗せ、淡たん々たんと『厄介ごと』について語り続けるエスペランサ。

「私ですら、ドルメンテル家には並々ならぬ感情が渦うず巻まいている。来るのが女性でなければ、自分の立場も忘れて何をしていたか解わからん」

「でも、女の人なら心からの笑顔で受け入れるだろうねえ。スペランは」

「何か問題があるのか？」

　あっさりと言い切った後、口に手を当てて考え込む。

「……いや、問題は、あるのだろうな。うん、当然だ」

「相変わらず、女の人がいないと情じよう緒ちよが不ふ安定だねぇ。強気になったり弱気になったり、スペランは自分の芯しんってものを全ぜん部ぶ女の人の前に置いてきたんだ」

「何か問題があるのか？　……うん。これは問題ない筈はずだ」

「もちろん問題なんてないよ！　女の人の前でスペランが笑うのが確かく定ていしてるなら、俺おれには何の問題もない。ってことは、そのドルメンテル家けの女の人が来る事にも問題無なしさ！」

　執しつ務む室しつの入口付ふ近きんでクルクル回りながら嬉うれしそうに言うエルマーに、エスペランサは溜ため息いきを吐きながら言葉を紡つむぐ。

　それを聞いてエスペランサはジットリとした目をエルマーに向けた。

　何かを言おうとして口を何度かぱくつかせたが、やがて諦あきらめたように大きく息を吐く。

「お前という奴やつは、本当に……いや、言うまい」

「？」

「ともかくだ。お前が良くても街にとっては大だい問題だ。特に、私がマ……モニカの人生の仇かたきと言えるドルメンテル家の人間に対して何もしない事に、酷ひどく腹を立てる人間もいるだろう。できることならお前もその一人であって欲しかったんだが、それは無む謀ぼうな願いだったな」

「何だか失礼な事を言われてる気がするけど、俺もスペランに対して何か酷い事を言っちゃったような気がするから謝っておくよ。ごめん」

　笑顔のまま謝るエルマーに、もう一度大おおきな溜息を吐き、エスペランサは色々と諦め、話を続けるべく、ある男の名前を口にした。

「ヒューイ・ラフォレット」

「ああ、やっぱり話、そこに戻るんだ」

　予想はしていたという顔で頷うなずくエルマー。彼は色々とネジが飛んでいる所があるが、頭が悪いわけではない。話がそこに帰き結けつする事を見み越こした上で、それでもなお自分の言いたい事を言い続けていただけなのだ。

　もっとも、そんな性格だからこそ周りから浮くハメになるのだが。

「ヒューイは、どうだろうね。一年前のあいつの行動なら少しは想そう像ぞうできるつもりだけど、モニモニがいなくなった後のあいつについては想像できないかな。何しろ会ってないんだからね」

「だろうな」

　エスペランサは立ち上がり、窓から見える夜の街を眺ながめる。

「私は、あいつがモニカを言い訳わけにして爆ばく破は事件を起こしているんだとしたら、私はヒューイ・ラフォレットという人間を絶対に許さない。その人じん格かくやモニカとの過去ごと全て否定するだろう。……だが、実際に会ってみて感じたんだが……彼は、復ふく讐しゆう者しやという類たぐいの人間とは、少し違う気がした」

「でも、ドルメンテルやこの街に対して、爆ばく破は事件を起こしてるかもしれない。まあ、面めん倒どう臭くさいから、もう起こしてるってノリで話を進めよっか」

　ストレートに口にするエルマー。

　彼の事を昔から知るエスペランサは、ヒューイ・ラフォレットがローマの皇こう帝ていだろうと、あるいはジル・ド・レイのような殺人快かい楽らく者しやだろうと、エルマーはなんの躊躇ためらいもなく接するであろうという事を知っていた。

　つまりは、エルマーにとって、ヒューイ・ラフォレットが爆破事件の犯人だろうとどうだろうと、果ては動どう機きがなんであろうと、全く関係がないのである。彼が動機を気にするとすれば、その原因は一つだけ。

　その動機から、いかに相手の笑顔を導き出すかを考え、実行したいというだけなのである。

「ドルメンテルの人に復讐したら、ヒューイが笑うっていうなら俺おれも喜んで協力するんだけどねえ。どのみち、ヒューイがどういうつもりだろうと、俺はあいつの笑顔の味み方かただよ」

「……」

「もちろん、あいつも入れて、世界に生きる人間全ぜん員いんを笑わせるのが俺の目的なんだけどね」

「夢ゆめ物語だ」

　偽ぎ善ぜん的てきだ、などとは言わなかった。

　やはりエスペランサは知っていたのである。

　彼が笑顔を求めるのは決して善ぜん意いなどではなく、自分自じ身しんの欲望に忠ちゆう実じつなだけだという事を。

「お前の願いを叶かなえるには、それこそ世界そのものを変える必要があるだろう。錬れん金きん術じゆつ師しのお前に言うならば、賢けん者じやの石を造つくる事よりもはるかに遠く永い道のりだ」

「道があるなら、いつかはそこにいけるさ」

　エルマーは自分の掌てのひらを見つめ、最後に小さく呟つぶやいた。




「だから、なんとかして長生きはしたいもんだけどね」





⇔






同日深しん夜や　『海上要よう塞さい』某ぼう所しよ




「ふむ……そろそろ第三図書館かんに足を向けるべきか……」

　ドルメンテル家所しよ有ゆうの船せん舶ぱくを連ねる『要塞』の端はしにある一いつ画かく。

　陸地から最も離れた場所に位置する船室は、様々な機き具ぐと書物が並ぶ、独どく特とくな空気を醸かもし出す空間と化していた。




　僅わずかな波の揺れも影えい響きようする為ため、精せい密みつ作業用ようの機き具ぐは置かれていないが、それを差し引いても一般的な錬れん金きん術じゆつ師し達の工こう房ぼうを超える設備が整っていると言えるだろう。

　そんな空間の中で独ひとり言ごとを呟つぶやくのは、セラード・クェーツ。

　彼はこの街に来てから僅わずか10日の間に、ドルメンテルの私し兵へい達に指し示じを出してこれだけの設備を整えさせたのだ。

　──しかし、田舎いなか町だと思ったが、錬金術の道具がこれほど簡単に揃そろうとは……。

　──『錬金術師の為ために造つくられた街』と言われるだけの事はある。

　街の品しな揃ぞろえに感心しつつ、セラードは机の上に置かれていた書しよ状じように目を通す。

　書状が入っていたと思おぼしき封ふう筒とうにはドルメンテル家けの紋もん章しようが書かれているが、紙に書かれた文字の羅ら列れつは何の単たん語ごも成して折らず、奇き々き怪かい々かいな紋もん様ようとして並んでいるだけだった。

　どうやら暗あん号ごうによる指し令れい書しよのようで、セラードはなんの解かい読どく表ひようも用いずにそれを流し読んでいった。

「……ふん」

　彼は軽く鼻を鳴らし、その書状を燭しよく台だいの火に翳かざす。

　暗号文ぶんは赤い光に包まれ、老人は作業机づくえの灰はい受うけ台に燃えさかる紙かみ束たばを投げ捨てた。

　灰と化していく指示書を前に、老人はニイ、と口くち元もとを歪ゆがめる。

　──まったく、ドルメンテルの連れん中ちゆうもこの街の連中も、実に蒙もう昧まいだ。

　──『不ふ老ろう不ふ死しの秘ひ薬やく』などというものが本当にあると思っているとは。

　セラードは錬金術師ではあるが、現げん実じつ主義者としての性質も強い。金きんの生せい成せいについても、ヴィクターにはよく『アルベルトゥス・マグヌスが５００年も前に懐かい疑ぎ的な声を述べていたようだが、私も同どう感かんだ』と述べていたぐらいだ。

　金の生成すら不可能と考えている彼にとって、不老不死の秘薬などと言うものは夢ゆめ物語に過ぎなかったのである。

　ただ一点、人じん工こう生命体たいである『ホムンクルス』については彼も興きよう味みがあるようで、並々ならぬ研究を続けていた。不死があるとすれば、人工生命に自分の記き憶おくや人格、つまりは精神そのものを移い植しよくするのが唯ゆい一いつの道だと考えていたのである。

　人間の理り性せいや感情、つまりは精神と呼ばれるものが心しん臓ぞうではなく脳のはたらきによるものだと、古くは古代ギリシャのヒポクラテスが唱となえていたが──実際に『心が脳に宿る』という考えが広まり始めたのは、17世紀を過ぎてからの事だ。

　そういう意味で、セラードは『脳』に対する常じよう識しきが塗り替えられた直後の世代という事となり、彼はそこから『精神の移植』が可能なのではないかと考え始めたのである。

　だが、この時代ではまだ生せい体たい電気による神しん経けい伝達のシステムすら発見されておらず、現げん時点では雲を摑つかむような話でしかなかった。

　しかしながら、そんな研究を続けるセラードから見ても、『不ふ老ろう不ふ死しの秘ひ薬やく』などと言うものは御お伽とぎ噺ばなしの一種としか思えなかったのである。




【不老不死の秘薬の知識ついては、第三図書館かんのダルトンからマイザー・アヴァーロに継がれるという情報が入った。ダルトンを敵に回すのは得とく策さくではない。マイザーという若い錬れん金きん術じゆつ師しからその手法を入にゆう手しゆせよ】

【マイザー・アヴァーロは他の錬金術師達たちと共に、アドウェナ・アウィス号という船に乗る。知識を持ったままアメリカに姿すがたを眩くらませるつもりだ。船に同乗し、秘薬の知識を得よ】




　簡単に纏まとめると、暗あん号ごうによる指し示じ書しよにはそのような事が書かれていた。

　──真しん偽ぎを確かめろ、という命令ですらないとはな。

　──偽にせ物ものだろうと本ほん物ものだろうと、全ての知識はドルメンテルが掌しよう握あくするという事か。

　──まあ、あれだけの栄えい華がを極めれば、次に望むのは確かに不老不死だろうがな……。

　──それにしても、飲むだけで不老不死になれるなどという馬ば鹿かげたもの、ある筈はずが……

　そこまで考えた所で、部屋の中に風が吹く。

　燭しよく台だいの炎ほのおが激しく揺らめき、燃え尽きた指示書の灰が室内に舞い散った。

「む……」

　セラードは、その風の正しよう体たいが、いつの間にか開かれていた窓から吹き込んだ事に気付き、目を細めて部屋の中を見み渡わたした。

　すると、部屋の隅すみの暗がりから、一人分ぶんの人ひと影かげが浮かび上がる。

「貴き様さまは……」

　目を細めて呟つぶやく老ろう錬金術師の前に現れたのは、フードとマントを纏まとった男だった。

　そして、その男の中で唯ゆい一いつ目立つ特とく徴ちようは──

　仮か面めん舞ぶ踏とう会かいか、あるいはヴェネツィアの祭りで被かぶるような、顔かお全体を覆おおう純じゆん白ぱくの仮か面めんだった。







　数分後ご。

　轟ごう音おんを聞きつけたドルメンテルの私し兵へい達や港の住人達は、一つの光こう景けいを目に焼き付ける結果となった。

　海上要よう塞さいの端はしにある一いつ画かく。

　セラード・クェーツが急きゆう場ばしのぎで工こう房ぼうへと改かい築ちくさせた船が、赤い炎ほのおと黒こく煙えんを上げて燃えさかる光景を。

　隣りん接せつする船から即そく座ざに切り離され、要よう塞さいそのものが燃える事は無かったが──

　目もく撃げき者しやの一部は、そこから更さらに、あるものを目にする事になる。

　混乱する要塞から離れる小こ舟ぶね。

　その船に乗っていた、仮か面めんの男の姿すがたを。




　陸につくと同時に路ろ地じの闇やみへと姿を消した仮面の男を見て、街の人間達はいよいよ確かく信しんした。

『仮か面めん職しよく人にん』が街に戻って来たのだと。

　同時に、彼らは怖おそれを抱く。

　ドルメンテルと『仮面職人』が、自分達の街を燃やし尽くすかもしれないと。

　かつて、奴ど隷れい達たちを使い潰つぶし、クスリをもって街を支配していた『一般人』達は──

　燃える炎ほのおを前に、ただ、ただ、怯おびえる事しかできなかった。





⇔






一時間後ご　アヴァーロ邸てい




「やっぱり、終わらない。まだ、まだ終わらないんだ」

　両足をカタカタと震わせながら、グレットは無む意い識しきの内に親おや指ゆびの爪つめを嚙かんでいた。

　ベッドの横に腰掛け、明かりの消された暗い部屋で独ひとり言ごとを繰り返している。




　一時間前まえ、街の様よう子すが騒さわがしい事を感じ取り、グレットは自室の窓から外を見た。

　すると、港の方の夜空が、僅わずかに赤く染そまっている事が確かく認にんできた。




　今はもう火が収まったようで、街は元の静かな夜を取り戻している。

　その騒そう動どうの余よ韻いんに身を震わせるグレットだが──彼は、自分が事件に巻き込まれるかもしれない事じ態たいに怯おびえているわけではなかった。

「いいぞ……いいぞ」

　彼の体を小こ刻きざみに揺らすのは、ロットヴァレンティーノという、彼が今まで見知った世界が壊こわれゆく事に対しての期待だった。

　貴き族ぞく達は最初、事じ態たいを静せい観かんしようとしている節ふしもあった。

　ドルメンテルと『仮面職人』の抗こう争そうならば、共とも倒だおれしてくれれば良いという空気が漂っていたのである。

　だが、貴族の館やかたも襲しゆう撃げきされた事によって空気は一いつ変ぺんした。

『ドルメンテルの侵しん食しよくに対して何もしない貴族も、仮面職人からすれば攻こう撃げきの対たい象しようではないのだろうか？』という疑ぎ念ねんが生まれ、現在は貴き族ぞく達たちがそれぞれ私し兵へいを雇やとい警けい備びに当たらせている状況である。

　しかし、港みなと以外に関しては閉じられた街であるロットヴァレンティーノではまともな傭よう兵へい団だんなどいる筈はずもなく、街のごろつきのような人間達に金で周囲を見張らせる事ぐらいしかできていなかった。

　よって、警備は隙すきだらけだと言わざるをえず──




　軟禁状態のグレットの部屋にも、易々と侵入者を許す結果となった。




　部屋の中に風が流れたのを感じ取り、グレットはビクリと全身を震わせた。

「……だ、誰だれですか!?」

　振りかえった彼の目に映ったのは──

　窓からの月明かりだけが視し界かいの頼りである部屋の中に、ぼんやりと浮かぶ一つの影。




　唇くちびるをアワアワと震わせるグレットの前に現れたのは。月光を照り返す白い仮か面めんを身につけた、フード付きの外がい套とうを身に纏まとう怪かい人じんだった。
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30分後ご　エスペランサ邸てい




　寝ね床どこについていたシルヴィは、廊下から聞こえて来る喧けん噪そうで目を醒さます。

　妙みような胸むな騒さわぎを覚えた彼女は、一いつ瞬しゆんで覚かく醒せいしてベッド横の机に置かれていた眼鏡めがねを手に取り、簡単に上着を纏ってから扉とびらを開いた。

　廊下に出ると、この屋や敷しきで働く数少ない男性の執しつ事じがエスペランサと何か話しており、シルヴィよりも先に起きていたと思おぼしき女じよ中ちゆう達の姿すがたが見える。

　彼女達は一いち様ように窓を見ており、その中に紛まぎれていたエルマーが、シルヴィが起きてきた事に気付いて近づいて来た。

「ああ、起きたんだ。御ご免めんね、騒がしくしちゃって」

「あ、あの、どうしたんですか？　一体何なにが……」

　不安げな表情を見せるシルヴィに、エルマーは少し迷った後、ゆっくりと告げた。

「落ち着いて聞きなよ」

　彼にしては珍めずらしく、神しん妙みような顔をして口を開く。

「マイザーの家が、燃えてるって」

「……えっ？」

　言葉の意味を理解した瞬しゆん間かん、彼女は自分の視し界かいが一いつ瞬しゆん暗くなるのを感じ取った。

　心しん臓ぞうを中心として全身が締しめ付けられるような錯さつ覚かくに囚とらわれる。

　自然と呼吸が速くなり、顔を青ざめさせたまま、かろうじて声せい帯たいを震わせた。

「グレットの……家が？」

　窓から見れば煙でも見えるのかもしれないが、シルヴィの全身はこわばり、動く事はおろか、そちらに目を向ける事すらできなかった。

　エルマーはそんな彼女に、気休めの言葉を呟つぶやく。

「きっと大だい丈じよう夫ぶさ。そんな、家が全部燃もえたとかじゃなくって、ボヤで済んだみた……」

　彼は、最後まで言い切る事ができなかった。

　思いつめた表情のシルヴィが、既すでに屋や敷しきの玄げん関かんへと向かって駆かけ出していたからだ。

「あっ、待って！」

　その背に声をかけるが、彼女の耳には届いていないようだ。

「俺おれも行く！　俺も行くからさ！」

　エルマーは、慌あわててその後について駆け出した。

　彼は、『危ないから』という理由で彼女を止めようとしたわけではない。

　グレットが無ぶ事じな事を確かく認にんすれば、彼女は安あん堵どして心の底からの笑えみを浮かべるかもしれない。その瞬間の笑顔を、是非見てみたい。

　それが、彼が彼女を止めようとして、追いつかんと走り出した動どう機きだった。

　逆に、グレットが死んだり大おお怪け我がをしていた場合、彼女は悲しい顔をする筈はずだ。笑顔から遠ざかる筈だ。そんな彼女を笑顔にしてあげなくてはならない。




　結局の所、それがエルマー・Ｃ・アルバトロスの本ほん質しつだった。




　しかし、エルマーの望みはどちらも叶かなわなかった。

　シルヴィは集まっていた警察やアヴァーロ家けの私し兵へいに道を阻はばまれ、邸てい内ないに入る事すらできなかったのである。

　グレットの無ぶ事じを何度も尋たずねるが、シルヴィについてアヴァーロ家当とう主しゆから何か指し示じがあったのだろう。彼らは何も喋しやべろうとはせず、淡たん々たんと彼女を屋敷の外へと追い出した。

　そんな彼女の背に、エルマーが声をかける。

「グレット君はきっと大だい丈じよう夫ぶだよ。君がそんな顔をしてたら、グレット君だって嬉うれしくないと思うよ？　だから、笑った方がいいと思う。ほら、笑って笑って」

　シルヴィは、こんな事じ態たいであるにも関わらずにそんな事を言うエルマーをキッと睨にらみ付けた。平ひら手てを打ち込もうとすら考えたが、何な故ぜか一歩離はなれてこちらに近づこうとしない。

「……？」

　睨にらみ付けたまま首を傾かしげたシルヴィに、エルマーは言った。

「ああ、ごめんごめん。あんまり近づくとさ、窓からグレット君が覗のぞいてたとして、君が俺おれと浮うわ気きしてるなんて誤ご解かいさせたら大変だからね」

　妙みような気き遣づかいをする男だ。

　普ふ段だんならば、それで済ませていた所だろう。

　だが、まだ煙が燻くすぶっている屋や敷しきの前で、いつもと全く変わらぬ表情でそんな事を言い放てるエルマーという男が、シルヴィには不ぶ気き味みに思えて仕方がなかったのである。

　彼女の中で、初めて彼に会った時に感じた背せ筋すじの寒さが蘇よみがえり、何倍にもなって襲おそいかかった。

　悪あく人にんではないが、得え体たいの知れない存在。




　それが、シルヴィに永い間すり込まれる事となる、エルマーという男の印いん象しようだった。
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翌よく日じつ　海上要よう塞さい




「ゆうべの被害は、セラード爺じい様さまの船と、丘の上の貴き族ぞくの屋や敷しきが一軒けんか？」

「はい。他に火か災さいがあったという報告は受けていません」

　既すでに日が傾きかけている昼下がりの港。

　潮しおの香りに混じって、様々な薬品の焦こげた臭においが鼻につく。

　延えん焼しようによって半はん壊かいしたセラードの『工こう房ぼう』でもあった船が横よこ倒だおしの形で沈んでおり、海上から覗のぞいた船体からは、ところどころから小さな煙が立ち上っていた。

「で、死人はゼロって事でいいんだな？」

　海上要塞の一部である甲かん板ばんに立ち、そんな『事件現げん場ば』を眺ながめるヴィクター。

　彼の問いに対し、側そばに居たカルラが答えた。

「ええ。幸いな事に、夕べも死人はでませんでした。セラード様と、アヴァーロ家けの次じ男なんである少年が軽い火傷やけどを負ったそうですが……セラード様は自分で治ち療りようするとの事で、少年の方は街の錬れん金きん術じゆつ師しの所に……」

「錬金術師？　ああ、そういう事か。教きよう会かい病院とか無えしなこの街」

「はい。医い者しやを兼ねた錬金術師が何人もおりますので」

　中世のヨーロッパでは床とこ屋やが瀉しや血けつなどの医い療りよう行為も行う事が多かったのだが、ルネサンス期を過ぎたこの時代では、専せん門もん職しよくとしての医者が多く存在していた。錬金術師と医者の職を兼ねた者は歴史上数かず多おおく存在しているが、このロットヴァレンティーノの街では、そうした医い術じゆつと錬れん金きん術じゆつを合わせて学ぶ者がとりわけ多く存在しているらしく──怪け我が人にんや病人が出ると、錬金術師し達たちの工こう房ぼうに運ばれる割合の方が多かったのである。

「どこの工房だ？」

「はい。アヴァーロ家けと懇こん意いにしている、メイエル家です」

「……なんだよ。ドルメンテルの出しゆつ資し先さきじゃねえか」

「はい。密みつ偵ていとしての役目も、街がこうなった以上は殆ほとんど無む意味なものとなっておりますので、最近は殆ど活動させていないのですが……」

　周囲に人がいない事を確かく認にんしつつ、カルラは告げる。

「出資先という事もあり、定期連れん絡らくは行っています。この街では主おもに、メイエル家の使用人の少女を連絡係として使っていますが……この定期連絡は出資者としての通つう常じよう連絡も含まれています」

「つまり、話の内容さえ聞かれなきゃ、街の連れん中ちゆうの前でも堂々と待ち合わせできるってわけか」

「元々、街を掌しよう握あくした段階で密偵の必要など無くなっていたのですが……。こうした『仮か面めん職しよく人にん』による襲しゆう撃げきが起こった今となっては、また街の様よう子すを密偵に探って貰もらう必要があります」

「……。その密偵回りの連中……嬢じようちゃんに、俺おれも挨あい拶さつはしたけどよ……。この街の連中ってのは、糞くその集まりらしいな。どうせなら、ナポリみたいな明るい街に来たかったぜ」

　ニキという連絡係の少女の過去については、カルラも密偵の錬金術師から聞いている。

　街の者達とニキは最初から距離がある為ため、密偵そのものには向かないものの、同じ外部の人間であるドルメンテルの人間と接せつ触しよくする連絡係としては都つ合ごうが良かった。

「概おおむね同どう意いしますが、マシな人間もいますよ」

「ああ、菓か子し屋やの女将おかみはいい奴やつっぽかったな。あと、貴き族ぞくや錬金術師の中にはマシな奴もいるって聞いたぜ。特に、領りよう主しゆのエスなんとかって奴についちゃ、あのニキって嬢ちゃん、やたら持ち上げてたな。街の糞くそ野や郎ろうどもにはあんまり人気ねえみたいだがな、領主様」

　その言葉の調子から、カルラはヴィクターが街の人間達を心しん底そこ嫌きらっていると感じ取る。彼が最近、街の外から来たという異い国こくの錬金術師達たちと酒を酌くみ交わしているのは、できるだけこの街の人間達に関わりたくないからだろう。

　カルラがそう予想していると、ヴィクターは不ふ意いに表情を緩めて呟つぶやいた。

「まあ、『変へん人じん』って評ひよう価かは一いつ緒しよだったけどよ。一度は会っておくべきかな」

「いえ、女性以い外がいには心を開かぬ御ご仁じんです。ヴィクター殿どのが行っても良い顔はしないでしょう」

「ほー、そういや前もそんなこと言ってたな。つまり、あんたには心を開いたってわけか？」

　肩を竦すくめながら言うヴィクター。

　カルラは小さく首を振り、苦く笑しようまじりに呟つぶやいた。

「からかうのはお止め下さい。ただ、ヴィクター殿と違って、私の格かつ好こうも地ち位いも、何の疑問も無く受け入れて下さったのは確かですが」

「……ひっぱるねぇ。まあ、初しよ対たい面めんのときゃ悪かったよ。おめーには組み伏せられるは、ルクレツィアには散さん々ざんイヤミを言われるわで、いい思い出が全くねぇ」

　ルクレツィアという名前を口にすると同時に、彼女の事を思い出したのか、ヴィクターの顔が幾いく分ぶん柔にゆう和わになる。

「で、またイヤミを散々言いわれるんだろうなぁ。アイツがこの状況を見たらよ」

　ヴィクターはそう呟つぶやいて、視線を遥か洋上に向ける。

　水平線には、これといって目立つ船せん影えいはない。

　だが、彼はその水平線の更さらに奥を見ているかのように言葉を続けた。

「今日きよう中には着くって話だったよな」

「ええ、前の停てい泊はく地ちから早はや馬うまで報告が来ました」

「それもう馬車で来た方が早いんじゃねえか？」

　ルクレツィア・デ・ドルメンテル。

　ヴィクターの雇やとい主ぬしであり、愛あい人じん関係でもある女貴き族ぞくだ。

　彼女が自ら船に乗り、このロットヴァレンティーノにやってくる。

　その事実を知ったのは、先日、彼が田でん九く郎ろう達に酒を奢おごる数刻前まえの事だった。

　ここ数ヶ月、ロットヴァレンティーノに最も寄よりの別べつ荘そう地ちにいた事は知っていたが、まさか直接顔かおを出すとは思ってもいなかったのである。

「ったく、俺おれのここ数日の報告書しよは全部入いれ違いかよ」

「いえ、途と中ちゆうに停泊した港で受け渡してある筈です」

「……もしかして、俺が最初の方の手紙に散々『寂しいだろ？』とか書いたから、それで俺に会いに来てくれたって可能性は……」

　ニヤリと笑いながら言うヴィクターに、カルラが無む表情で答えた。

「ないと思います。寂しければ他の人間を床に招くだけでしょう。正直な話、ヴィクター殿は錬れん金きん術じゆつ師しとしてはともかく、ルクレツィア様が情じよう愛あいを向ける相手としては優ゆう先せん順位が低い方なのではないかと」

「きっついなぁ、お前……」

　頰ほおを引きつらせた後、ヴィクターは誤ご魔ま化かすように話を続ける。

「ったく、スペイン継けい承しよう戦争の真まっ直ただ中なかっつーのに、なんであいつはあんなに自由に動けんだ？　ドルメンテルの他のお偉えらいさん達は、みんな政治にやっきになってるっつーのによ」

「ドルメンテルの総そう意いとしては、ヨーゼフ一世の死去と、カール大たい公こうの皇こう帝てい即そく位いを皮切りに、戦争は数年以内に終局に向かうだろうと踏んでいる、との事です。もっとも、ルクレツィア様は元より戦争や外がい交こうは度ど外がい視しして動かれている御お方かたですから、政せい局きよくなど関係ないのでしょう」

「……まあ、そりゃそうか。戦争中にこんな『錬金術師の街』に興きよう味みを持つぐらいだからな。つーか、やっぱりこの街が不ぶ気き味みだぜ俺おれは。ナポリはオーストリアに占せん拠きよされちまってるってのに、割と近い場所にあるこの街は、まるで戦争など知らぬ存ぜぬってな空気だ」

　色々と思う所があるのだろう。彼は目を細めながら、独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「代わりに、この街はドルメンテル家けっつー、国家とは別の権力に蹂じゆう躙りんされて、『仮か面めん職しよく人にん』だのなんだのがそれに対たい抗こうして暴あばれてるってわけだ。街の連れん中ちゆうの殆ほとんどは糞くそ野や郎ろうばっかだし、ひでえ街だぜ全く」

　ヴィクターはもう一度水すい平へい線せんを眺ながめ、まだ見ぬ船に想いを馳はせる。

「ま、いいさ。街についたら、あの強欲なメス猫ルクレツイアは俺が護まもってやるよ。すぐに帰れって言うつもりだがな」

「護ご衛えいは我々に任せて、ヴィクター殿どのは自分の仕事をしてください」

　ピシャリと言い放つカルラに、ヴィクターは肩を竦すくめた。

「そうケンケンしなさんな。あんたも俺も、あのメス猫ねこに振り回される子こ鼠ねずみ仲間だろうによ」




「どうせ今も、船の上で護衛連中を振り回してるんだろうよ」
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海上　ドルメンテル家所しよ有ゆう船せん内ない




　とあるドルメンテルの所有地ちから、ロットヴァレンティーノに向かう航こう路ろ上じよう。




　単たん調ちようだが美しく煌きらめく海の色の上に、船せん尾びと船せん首しゆを中心として華か美びな装そう飾しよくを施ほどこした船が走る。

　旗はたと帆ほに描かれるのは、砂すな時計をモチーフとしたドルメンテル家の紋もん章しよう。

　甲かん板ぱんでは水すい夫ふ達たちがせわしなく働いているが、汗と潮しおの入り交じった臭においは、船全ぜん体たいに漂ただよう別の香かおりに打ち消されている。

　かつてクレオパトラがバラの香りを自分の船に漂わせたのと同じように、この船には甘い桃もものような香りが満ちており、虫むし除よけの為ためだろうか、そこにかすかにハーブの香りが混じって漂っていた。

　船の内ない装そうも、全体的に豪ごう奢しやな装飾が施されており、内部だけを見た人間がいるとすれば、船の内部ではなくどこかの貴き族ぞくの屋や敷しきの一部と勘かん違ちがいする事だろう。

　そんな船内で、一ひと際きわ装飾が輝く一室に──

　クシュリ、と、小さなクシャミの音が響ひびき渡る。




「やあねぇ。なんだか、誰だれかに噂うわさされてる気がするわぁ」

　手にした孔く雀じやく羽ばねの扇おうぎをパチリと閉じながら、驕きよう奢しやなドレスを纏まとった貴き族ぞくの女──ルクレツィア・デ・ドルメンテルが呟つぶやいた。ドレスと言ってもヨーロッパで流は行やっていたフープ・スカートやコルセットと組み合わせる類たぐいのものではなく、薄うす手での布で体のラインを強調きようちようさせ、足も大だい胆たんに見せる類たぐいのものだった。そのドレスはドルメンテル家けオリジナルのものであり、流りゆう通つうさせるつもりもなかったので特定の名めい称しようもなかったのだが、数百年後ごに中ちゆう国ごくで生まれる『チャイナドレス』に似た形けい状じようをしており、そこに絢けん爛らんな装そう飾しよくが施ほどこされた形となっている。

　布に浮き出た体のラインも、コルセットなど必要無ない程ほどに凹おう凸とつがハッキリとしており、服の合間から覗のぞく肌はだは絹きぬのように滑なめらかだ。

　年ねん齢れいは20代半なかばといった所だろうか。艶なまめかしい空気を孕はらんでいるが、肌は実じつ年ねん齢れいよりもかなり若く見える。

「私の記き憶おくが正しいなら、あと少しで到着よねぇ？　なんだかあっという間だったわぁ」

　部ぶ下かの答えを待たず、『ン、ん……』、と唸うなりながら、両腕うでをあげてゆっくりと体を伸ばすルクレツィア。

「でも、楽しみよねぇ？　ドルメンテル家に逆さからう悪い悪い子達に手を焼いてるカルラちゃんやヴィクターが、どんな顔をしてるのか」

　ねっとりと体に絡みつくような喋しやべり方だが、その声を聞いた護ご衛えいの人間達は、鬱うつ陶とうしさというよりも、どこか淫いん猥わいな気分を湧わき上がらせる。

　部屋を取り巻く護衛と使用人にんには老ろう若にやく男なん女によ様々な人間が揃そろっており、中にはまだ子供と言っても良いような少年の姿すがたさえ存在した。

　ルクレツィアは船室に備え付けられた豪ごう奢しやなベッドに腰掛け、そんな彼らの誰だれとでもなく、部屋全ぜん体たいに語りかけるように口を開く。

「ロットヴァレンティーノの報告で一番気きに入ったのは、トイレよねぇ」

「トイレ、ですか？」

　首を傾かしげる使用人達。ルクレツィアはクスクスと笑い、楽しげに語り出した。

「そ、トイレ。あの街、近くの山にある湖みずうみから水道を引いてて、下げ水すい設備まで整ってるのよ。古こ代だいローマとおんなじで、水洗トイレの設備が完かん璧ぺきらしいわぁ。貴族や一般人の家、図書館かんみたいな公共施し設せつまでそういう設せつ備びが備わってるって聞いたのよぉ。ビックリよねぇ」

「全くで御ご座ざいます」

「どこだかの国じゃ町中が臭くて、宮きゆう殿でんには簡易トイレおまるしか置いてなかったっていうのに、こんな片かた田舎いなかの港町でそこまで下水設備が整ってるのなんて、シュトラスブルクちゃんの故こ郷きようだっていうグロなんとか島以い来らいよぉ？　向こうはシュトラスブルクちゃんが整せい備びしたって言ってたけど、こっちの街は、街を造つくった錬れん金きん術じゆつ師しさん達がよっぽど頑がん張ばったのねぇ。エラいわぁ」

　上じよう品ひんな室内の空気には全く見合わず、トイレの話を延えん々えんと続けるルクレツィア。

　彼女の足を大だい胆たんに晒さらす格かつ好こうも、この船室や『大だい貴族』としての地ち位いにはそぐわないと言えるかもしれないが、彼女は全く気にしない。

　そうした機き微びが理解できないわけではなく、理解した上で、堂どう々どうと自分が言いたい事やしたい格かつ好こうを押し貫つらぬいているのだ。

　まるで、自分がこの世の全ての基準だと周囲に誇こ示じしているかのように。




　トイレ談だん義ぎの後も、自分の語りたい事を一方的に語り続けたルクレツィアだが、使用人にん達たちにうんざりしたような空気は見受けられない。それほどまでに彼女の話わ術じゆつが巧たくみなのか、あるいは一方的に話されるだけで快感だという程ほどに彼女に心しん酔すいしているのか、そのどちらかは使用人達本ほん人にんにしか解わからない事だった。

「そろそろ、約束の時間よねぇ」

　話が終わったのは、彼女が時計を見た時だ。

　その言葉を聞いて、まだ子供といった年とし頃ごろの使用人が、恭うやうやしく答える。

「はい。あと半はん刻こくも掛かりません」

「そう……本当に楽しみねぇ。カルラちゃんやヴィクターがどんな顔をするのか」

　彼女の笑えみには、傲ごう慢まんの色と子供っぽい純じゆん朴ぼくな色が同どう居きよしていた。

　上から目め線せんでも、へつらう笑みでもない。

　自分こそが世界そのものであるとでも言いたげな目をして、彼女は森しん羅ら万ばん象しようを見て、笑う。

　対等な立場の恋人を慈いつくしむかのように。

　その『世界』という『恋人』の一部として、ヴィクターも存在している。

　彼女にとっては、ただそれだけの事だったが──

　だからこそ、彼女は数多あまたの愛あい人じん達を平等に愛していると言える。

　そして、それが許される事こそが、彼女が『ドルメンテル』の一員である証あかしでもあった。




　もっとも、これから彼女が向かうロットヴァレンティーノの街では、ドルメンテルの威い光こうは逆に己おのれの目を眩くらませるだけのものなのかもしれないが。





⇔






午後　ロットヴァレンティーノ　第三図書館かん




「グレット！」

　そう叫んで駆かけ寄るシルヴィの視線の先で、ベッドに座る青年が驚いたような顔をする。

「シル……ヴィ？　どうしてここに？」

「良かった……無ぶ事じで本当に良かったよ、グレット……ッ！」

　青年の言葉に応こたえるよりも先に、シルヴィは相手の胸へと飛び込んだ。

　衝しよう撃げきで眼鏡めがねがずれ、滲にじんでいた涙が青年の包ほう帯たいに染しみこんでいく。

　この半月近ちかい日々、グレットに会う事を考え続けた彼女にとって、まさかこんな形でその願いが成じよう就じゆされるとは思っていなかった。

　だからこそ、彼女は何も考える事ができず、自分の歓よろこびを勢いに変えて抱きついたのだ。

　だが、肝かん心じんのグレットは心の準備ができていなかったようで、飛びつかれたのと同時に苦く悶もんの表情を浮かべる。

「うぐッ」

「あッ、ご、ごめんなさい！」

　短い悲鳴を聞き、そこでシルヴィはグレットが包帯をしている事に気が付いた。

　同時に、彼女の背後から別の人間の声が聞こえてくる。

「はいはいはい、駄だ目めですよー。グレット君は火傷やけどしてるんですから、触ったりしたら傷にふれ……きゃッ!?」

　話の途と中ちゆうで盛せい大だいに転び、その弾はずみで盛大にシルヴィを突き飛ばしてしまう女性。

「うぐぁッ!?」

　先せん刻こく以上の悲鳴を上げるグレット。

「ぐ、グレット……！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　慌あわてて彼を抱き起こしつつ、転んだと思おぼしき女性の方を振り返るシルヴィ。

　するとそこには、自分と同じような眼鏡をかけた大人おとなの女性がおり、額ひたいを押さえながらよろよろと立ち上がる所だった。

「アイタタタ……どうもすいません」

「あ、あの、貴女あなたは？」

「やあ、それはルネ先生だよ」

　おそるおそる尋たずねるシルヴィに答えたのは、ドアから入ってきたエルマーだった。

「俺おれの先生で、この図書館かんだと怪け我がした人を治したりする医い者しやも兼ねてるんだ」

「エルマーさん……」

　昨日きのうの一件の事もあり、まだエルマーに距離を感じているシルヴィだったが、とりあえずその説明には納なつ得とくする事ができた。

　元々、彼女が最初に走ったのはメイエル邸ていだった。

　アヴァーロ家けと関係のある錬れん金きん術じゆつ師しの所に運び込まれて治ち療りようしているという情報が回ってきたのは昼の事で、エルマーにそれを聞いた彼女は、慌あわててエスペランサ邸から飛び出したのである。

　しかし、メイエル邸には既すでにグレットの姿すがたはなく、ベグから話を聞いてこの第三図書館へと駆かけつけたのだ。

「良かった……本当にグレットが無ぶ事じで良かった……！」

「僕も本当に良かった……！　大だい丈じよう夫ぶかい、シルヴィ、あの領りよう主しゆから何もされてないかい!?」

「え？　あ、うん、その事なんだけど……」

　グレットを安心させる為ためにも、領主についての誤ご解かいを解いておいた方がいいと思い、彼女は10日前の時点からの事をゆっくりと説明し始めた。

　その一方で、エルマーは部屋の奥にいたもう一人の人物に声をかける。

「えーっと、フェルメートさんだよね！　なんでグレットはこの第三図書館かんに？」

　すると、部屋の暗がりで寄りかかっていたフェルメートは、爽さわやかな笑えみを口くち元もとに浮かべて呟つぶやいた。

「お久しぶりです、エルマーさん。まあ、医い療りよう設備は、メイエル邸ていよりこちらの方が優れていますからね。それに……」

　医療設備のある部屋の外から響ひびいてくる足音を聞いて、彼はゆっくりと続ける。

「ここなら、マイザーさんもいますからね」

　タイミング良く扉とびらが開かれ、息を切らしたマイザーが姿すがたを現した。

「グレット……」

「兄にいさん！」

「大丈夫か？　……いや、その様よう子すを見る限りじゃ、命の心配は無さそうだな」

　安あん堵どの笑みを浮かべた後、その笑みをすぐに消して弟に問いかける。

「一体何なにがあった？　犯人は『仮か面めん職しよく人にん』なのか？」

　細い眼めを更さらに鋭く尖とがらせ、緊きん迫ぱくした表情で尋たずねるマイザー。

　グレットは小さく頷うなずき、事の顚てん末まつを語り出す。

「部屋の中に仮面をつけた奴やつがいきなり入ってきてさ……壁に変な丸い玉を投げつけたんだ。陶とう器きか何かだと思うけど……それが割れた途と端たん、そこから急に火が燃え上がって……」

「糞くそ……『仮面職人』め。一体何なにが目的なんだ？」

「今まで顔を見せてなかったのに、急に自分を誇こ示じし始めたねぇ。何か狙ねらいがあるのかな？」

　エルマーの言葉を受け継ぐ形で、フェルメートが言う。

「もしかしたら、一いち連れんの爆ばく破は事件と今回の件では、犯人が違うのかもしれませんよ？　グレットさんに恨うらみのある人間が、『仮面職人』に罪をなすりつけようとしているのかもしれません」

「確かにその線もありますが……。兄の私が言うのもなんですが、グレットはそんな物ぶつ騒そうな連れん中ちゆうに恨みを買うような奴じゃありません」

　確かな自信を持っていうマイザーに、当のグレットも慌あわてて、

「そんな……恨まれる覚えなんてないですよ！」

　と反はん論ろんした。

「失礼。不ふ快かいに思われたら申もうし訳わけありません。たとえグレットさんが聖せい人じんだとしても、犯人が歪ゆがんだ逆さか恨うらみをしている可能性もありますので……」

　マイザーは『確かにな』と頷うなずいた後、錬れん金きん術じゆつを学んでからの彼にしては珍めずらしく、目に怒りの炎ほのおを宿らせる。

「糞くそ……犯人はタダじゃ済ませない……」

「私も、グレットをこんな目に遭あわせた人が許せません！」

　同じように、珍しく強い口く調ちようで言ったのはシルヴィだ。

　彼女の目を見ると、犯人を見つけた際にはグレットと同じか、それ以上の火傷やけどを負わせかねない雰ふん囲い気きがあった。

　だが、グレットは静かに首を振ると、二人を諫いさめるように言う。

「いいんだよ。寧むしろ、犯人には感謝したいぐらいだ。こうしてシルヴィにも会えたし……何より、俺おれはチャンスを貰もらったのかもしれない。ここで、この図書館かんに運び込まれた事で」

「？　何を言ってるんだ、グレット」

　眉まゆを顰ひそめるマイザーに、弟は力強い目つきで問いかけた。

「兄にいさん……。この街を出るんだろう？　今日きよう港に着く、アドウェナ・アウィス号に乗って」

「！」

　驚いた顔をするマイザーに、フェルメートが頭を下げた。

「申もうし訳わけありません。まさか、まだマイザーさんが御ご家族に話していないなどとは思わなかったので……」

「……そうですか。いえ、フェルメートさんが謝る事ではありません。黙だまっていた私が悪いのですから」

　フェルメートに逆に謝るマイザーを見て、エルマーとシルヴィはなんの事か解わからずにきょとんとした顔をしている。

　一方、事情を知っているグレットは、強い調ちよう子しで兄に問いかける。

「なんで何も言わなかったのか、それともこれから言ってくれるつもりだったのか……。そもそも、どうして街を出るのかなんて、そんな事は一々聞かないよ、兄さん。ただ……」

　そこで一いつ旦たん言葉を句切り、シルヴィの方を見た。

　彼女の顔を見て、何かを決意したのか──強く拳こぶしを握りしめて言葉の続きを口にする。

「代わりに、一つ頼みがあるんだ」

「頼み？」

　次の瞬しゆん間かん、グレットが口にした言葉は──

　これまで待ちに徹してきた彼が、体の底から振り絞しぼって吐き出した『勇気』そのものだった。




「僕も……。僕とシルヴィも、その船に乗せて欲しいんだ！」
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⇔






図書館かん　特別資し料りよう室しつ




「みんな、変わってなさそうですね」

　まだ昼間だというのに、ランタンが揺れる薄うす暗ぐらい資料室。

　机に座っているダルトンとは向き合わず、手にした書物に目を向けたまま、青年が呟つぶやいた。

「特に、エルマーは何も変わっていないし、これからも変わらないでしょうね」

「奴やつに関しては、確かにそうだな。で、お前はどうだ？　この一年で、少しは変わったのか？」

「世の中の見方は変わりましたが、私自じ身しんが変わったかどうかは、ダルトン先生の判はん断だんにお任せしますよ」

　薄く微ほほ笑えみながらページを捲めくる青年──ヒューイ・ラフォレットは、恩おん師しであるダルトンに淡たん々たんとした調ちよう子しで言葉を紡つむぎ続けた。

「人間が変わるのに、一年なんて時間は必要ないのかもしれません。たった一いつ瞬しゆんで、人は簡単にそれまでの自分を捨てられる」

「捨てられない人間もいるさ」

「ええ。鋼はがねの意志をもって捨てない道を選ぶ者から、弱さゆえに捨てられない人間まで千せん差さ万ばん別べつです。結局は、人間の善ぜん悪あくの本ほん質しつなど、個人差さの一ひと言ことで済まされる表ひよう層そう的な部分でしかないのでしょうね」

「随ずい分ぶんと、他ひ人と事ごとのように語るものだな」

　ダルトンの問いに、ヒューイは本を閉じ、初めて師しの方に顔を向けた。

「所しよ詮せん、人が人を語れるのは自分の目で見た他人までですよ。観かん察さつ結果に自分自身を加えては、正確な結果など出る筈はずもありませんから」

「お前の求める答えとはなんだ？　領りよう主しゆのエスペランサ殿どのには、『モニカを探す』などとのたまったそうだが」

「言葉通りの意味ですよ。私はただ、モニカとの約束を果たしたいだけなんです。ささやかな願いを叶かなえたいんですよ。たとえ、世界の全てを犠ぎ牲せいにしたとしても」

「そうか。見つかるといいな」

　ヒューイの奇き妙みような言葉に対し、ダルトンはその意い図とを察したとでも言うかのように、それ以上何なにも追及する事はしなかった。彼を捕らえようとするでも非ひ難なんするでもなく、ダルトンもまた、ただ淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「で、何をしにここに来た？　エルマーにすら顔を見せていないお前が、わざわざ私に挨あい拶さつに来たとも思えないが」

「ええ、いくつか確かく認にんしたい事がありましてね」

　そこまで言った所で、資し料りよう室しつの扉とびらが開かれる。

　医い務む室しつに様よう子すを見に行っていたルネが戻って来たのだ。

「ひゃー、聞いて下さいようダルトンさん！　なんだかマイザーさんとグレットさんが怖こわい感じで言い合いを始めて、気まずくなったんで戻って……あれ？　もしかして、ヒューイ君!?　いつの間に戻っていたんですか!?　先生、ビックリですよ！」

　目を見開いて寄ってくる女錬れん金きん術じゆつ師し。

　ヒューイは緩やかな笑えみを浮かべたまま──右手に隠かくし持っていた小さなナイフで、彼女の手を斬きりつけた。

「えっ？　……。……？　……あ痛っ!?　な、何するんですかヒューイ君！　反はん抗こう期きですか、反抗期なんですか!?　先生は痛くて悲しいです！」

　そんな事を言うが、口く調ちようが明らかに『斬られた』という事実に見合っていない。ダルトンは二人のやりとりを見て小さく溜ため息いきを吐き、ヒューイの視線は床に落ちたルネの血に向けられていた。

　すると、数秒経たった所で、床に滴したたり落ちた血が、ルネの足あし元もと、スカートの下に滑すべり込む。

　そこから足を這はい上ったのか、服に赤い線を生みだしては消しよう失しつさせつつ、赤い雫しずくが斬りつけられた傷きず口ぐちに向け、一いつ直線で進んでいく。

　やがて、滴したたっていた筈はずの血が全て傷きず口ぐちに吸い込まれるのと同時に、ナイフによって生み出された疵きず痕あとは、何事も無かったかのように消え去ってしまっていた。

　常じよう識しきから激しく乖かい離りしたその光こう景けいを目にしても、ヒューイは特に取り乱した様よう子すを見せなかった。彼はナイフをしまいつつ、唇くちびるを尖とがらせて抗こう議ぎし続けるルネに頭を下げた。

「すみませんでした、ルネ先生。お詫わびに、いつか先生の実験台だいにでもなんでもなりますよ」

「えっ？　本当ですか？　わあ、ありがとうございます！　えっと、何の実験に付き合ってもらいましょうかねー。うーんと、決まるまで、ちょっと待って下さいね！」

「ええ、いつまでも待ちますよ」

　直前の行動を除き、会話自じ体たいに違い和わ感かんはない。

　ヒューイはダルトンの方を向き直ると、彼にも一いち度ど頭を下げた。

「申もうし訳わけありません。私自じ身しんの目で、一いち応おう事実を確かく認にんしておきたかったもので」

「ルネ君ではなく、私を斬きれば良かったのではないかね？」

「そのつもりでしたが、ダルトン先生に隙すきがなかったもので」

　どこまで本気なのか、笑顔を全く崩くずさぬまま、ヒューイは更さらに言葉を紡つむぐ。

「さて、その上で、改めてダルトン先生にお願いしたいのですが……」

「なんだね？」

　流れ出た血ごと傷が再生するなどという、世の理ことわりに反した光景を見た直後。それにも関わらず、青年の顔は穏おだやか色を湛たたえており、静かな微ほほ笑えみは、逆に冷たさを感じさせる。

　彼はそんな笑顔を顔面に貼はり付けたまま、ダルトンの机の上にある、とある名めい簿ぼに視線を落とした。

「アドウェナ・アウィス号」

「……」

　言いたい事は分かっているとの顔で沈ちん黙もくするダルトンに、ヒューイはなんの躊躇ためらいもなく、堂どう々どうと厚かましい願いを口にした。




「その乗員名簿に、名前を加えて頂きたいのです」





⇔






夕ゆう刻こく　ロットヴァレンティーノ　港こう湾わん部ぶ




「ほら、見えたぜ、あの船だ。っかー、まだ水平線せん近くだっつーのに、もうここまで桃ももの臭においが漂って来やがる」

「護ご衛えい船せんもつけていないとは、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「あの船は特別製せいでな。速さを特に重じゆう視ししてる世界に一いつ隻せきの船だからよ、護ご衛えい船せんも敵てき船せんも追いつけねえのさ。まあ、ここに来るのはお忍しのびだからって事もあるんだろうが、こんな甘い匂においをまき散らしちゃ、お忍びの意味も糞くそもねえよなぁ」

　潮しお風かぜに混じって鼻び腔こうを擽くすぐる甘い香りを感じ取り、ヴィクターは笑いながら両腕を広げた。

　見るからに嬉うれしそうな彼を見て、田でん九く郎ろうとザンク、ナイルの三人が思い思いの言葉を告げる。

「ふむ、嬉しそうだな、ヴィクター殿どの」

「まったく。まるで小こ僧ぞうっ子こだな」

「敢あえて言おう。ろくな女じゃなかったら海に投げ落とすぞ」

　ザンクの言葉までウンウンと頷うなずいて聞いていたヴィクターだが、ナイルの言葉を聞いて慌あわててその肩を押さえ込む。

「おいおい、おかしいだろその反応。なにしに来たお前!?」

「ドルメンテルという鼻はな持もちならない連れん中ちゆうのボス猿ざるがどんな奴やつなのか、少し興きよう味みがあるだけだ。まあ、お前を愛人にするようでは、少なくとも男の趣しゆ味みは悪そうだ」

「いつかお前とは決けつ着ちやくをつける必要がありそうだな……」

　頰ほおをひくつかせるヴィクターに、ナイルは不ふ敵てきな笑えみを浮かべた。

「ほう。拳こぶしで語るというならやぶさかではないぞ？　貴き様さまの細ほそ腕うでが俺おれの鼓こ膜まくを震わせる事ができるとは思えんがな」

「初めて会った日に手前てめえと近衛このえ兵へいの喧けん嘩かを見てるが、あれが全力だってんなら、俺にも勝しよう機きはあるぞ？」

「敢えて言おう。笑わせるな」

「笑えなくしてやるよ」

　そう言って拳けん闘とうらしき構えを見せるヴィクターを見て、田九郎とザンクが小こ声ごえで呟つぶやき合う。

（ふむ……ナイル殿に対して、初しよ対たい面めんの日に手助けした事を恩おん着きせがましく言ったりはしないのだな。やはり中々の御ご仁じんよ）

（まあ、寧むしろナイルは喧嘩を止められた事を『恩』などとは思いたくはないだろうがな。だからああして突っかかり、相手への負い目を誤ご魔ま化かしておるのだろう）

　二人が日に本ほん語でそんな事をささめき合っているとも知らぬまま、ジリジリと距離を詰めるヴィクターとナイル。

　まあこの二人の殴なぐり合いならば止める必要もなかろうと、田九郎もザンクも二人の間に入る気け配はいはない。

　すわ、闘たたかいの始まりだと周囲の者達が感じたその刹せつ那な──

　二人の視し界かいの端はしで、何か眩まばゆいものが煌きらめいた。

　西の海に沈みかける夕日。それとは別の小さな光こう源げんが、水平線せんと港の合間あたりに膨ふくれあがったのだ。

　嫌いやな予よ感かんに総そう毛け立だったヴィクターが、首から背中にかけての筋きん肉にくをギチギチと震わせながら振り返る。

　それと、閃せん光こうから数秒遅おくれてやって来た『音』が港を揺らすのは、ほぼ同時の事だった。




　爆ばく発はつ音。




　この２週間近ちかくで、いやという程ほどに聞いた音だ。

　そして、当然ながら、そこには街で見たのと同じ光こう景けいが広がっていた。

　爆発したと思おぼしき船が、激しい勢いで炎えん上じようしている。

　つい先刻までヴィクターが田でん九く郎ろう達に楽しげに語っていた、桃ももの香りを潮しお風かぜに運ばせていたドルメンテル家の私し用よう船せんだ。

「……あ？」

　何が起こったのか一いつ瞬しゆん解わからなかった。

　一秒後ごには理解できたが、それを心が受け入れようとはしなかった。

　更さらに一秒の間を置いて──ヴィクターは獲え物ものを狩かる瞬しゆん間かんの肉にく食しよく獣じゆうの如ごとき勢いで駆かけ出し、近ちか場ばに止めてあった小さな船の甲かん板ばんに飛び乗った。

　そして、爆発を見て呆ほうけていた船員達に向かって告げる。

「船を出せ……！」

　ドルメンテル家の船ではなく、どこかの商人の交こう易えき船せんと思しき船。

　こんな状況だというのに、彼は一瞬で『一番早く出しゆつ港こうできそうな船』を選び取り、後あと先さき考えずに乗り込んだ。

　戸と惑まどう船員達に、ヴィクターは懐ふところから銃じゆうを取り出しながら、叫ぶ。

「いいから船を出せ……頼む、出してくれぇ！　今ならまだ……」

　懇こん願がんと恫どう喝かつを入り交じらせた声を上げつつ、海上に目を戻したヴィクターだが──

　次の瞬間、二度目の爆発が起き、炎ほのおと煙を撒まき散らしながら、大型船せんが海の上に四し散さんした。




「────」

　絶ぜつ叫きようすら、でなかった。

　それは港に居たドルメンテル家の人間達も同じようで、慌あわててドルメンテルの船を出港させようとしていたカルラも、顔面から全ての色を失い、トスリ、と船の甲かん板ぱんに膝ひざをついた。




　突然の凶きよう事じ。

　この街がどんな状態か、誰だれもが知っている筈はずだった。

　だからこそ、港についてから、如い何かなる攻こう撃げきからも護まもるつもりでいた。カルラに到っては、港からの襲しゆう撃げきも予想して、全ての船に目を光らせて、ルクレツィアの船が到着するまでは一切の船の出しゆつ港こうを止めさせていた程ほどだ。

　あと少し船が近づいたら、陸地からの砲ほう撃げきに備え、こちらから数すう隻せきの船を護ご衛えいとして出港させる予定だったのだが──その準備が終わるか終わらないかという、最悪のタイミングでの爆ばく発はつが起こったのである。

　しかし、まさか沖おき合あいの時点で攻こう撃げきを受けるなどとは予想しておらず、周囲に別の船せん影えいもない事から、完全に油ゆ断だんをしていた所への不ふ意い打うちのような爆発だった。

　船の事故か、あるいは何者かの襲撃なのかも判はん断だんできぬまま、港はパニックに襲おそわれていたが──一つだけ、目もく撃げきしていた多くの者達には共通認にん識しきがあった。




　あの爆発では、助かる者はいないだろう。




　そんな現実に多くの人々が絶ぜつ望ぼうする中──ザンクが、目を凝こらして田でん九く郎ろう達に呟つぶやいた。

「煙の向こう……何か見えないか？」

　彼の言葉に、田九郎とナイルも、爆ばく散さんした船の残ざん骸がいではなく、その奥に目を向ける。

　すると──丁ちよう度ど、空と海の間。水平線せん上じように極ごく々ごく小さな点がある事に気が付いた。

　船せん影えいだ。

　距離的に考えて、その船がドルメンテルの私し用よう船せんを砲撃したとは考えにくい。

　しかし、このタイミングだ。注ちゆう視しはすべきだろう。

　そう考えた田九郎は、目を凝こらして船影の正しよう体たいを探ろうとする。

　だが──少し経たって、水平線からこちらに近づいてくる船を見るに、彼の中で『嫌いやな予よ感かん』が膨ふくれあがった。

　数秒後ご、田九郎よりも遥かに視力の良いザンクの言葉によって、その嫌な予感が的てき中ちゆうしてしまった事を知る事になる。

　ザンクは、厳いかめしい顔を更さらに険けわしくしつつ、低い声で呟つぶやいた。

「……聞いた特とく徴ちようと一いつ致ちしている」




「あれは恐らく……アドウェナ・アウィス号だ」













間章　ヴィクター・タルボットの報告書（一部抜ばつ粋すい）Ⅲ







※（博物館かん長ちようの注ちゆう釈しやく：恐らくこれは、ドルメンテルの貴き族ぞくの船が沈む前日に書かれたものと思われます）




『明日あした、お前の船が着くんだってな。

　久々に会えるのが楽しみだ。つーか、報告書をこうして書く意味も無いって感じだが、ぶっちゃけた話、お前と直接会あって話す機会はまだ先っぽいからな。

　どうせお供ともの連れん中ちゆうをたくさん連れてきてんだろ？

　俺おれなんかが寝室に呼ばれるのを待ってたら、何ヶ月待まつハメになる事か。

　だが、お前は報告書はちゃんと目を通してくれるからな。

　そういう意味で、こんな形でやり取りした方が楽ってのはある。

　報告書って感じじゃないのは勘かん弁べんしろや』





（中ちゆう略りやく）






『アドウェナ・アウィス号に乗る錬れん金きん術じゆつ師し達の名めい簿ぼを手に入れた。あの密みつ偵てい、どこからこんな情報を手に入れてくんだか。相当な人じん脈みやくを広げてるみてえだな。

　随ずい分ぶんと、この街の連れん中ちゆうと仲良くなってるみてえだが、その上でよく密偵みたいなマネができるもんだと思ったけどよ……。今ひとつ何を考えてるのか、底が読み切れない所がある奴やつだから、少しだけ警けい戒かいしておいた方がいいかもしれねえな。考え過ぎかもしれねえけどよ。

　で、名めい簿ぼに載のってた名前だが……マイザー・アヴァーロってのは、貴き族ぞくの長ちよう男なんだ。報告書しよに何回か書いたかもしれねえが、まあ、ほら、あれだ。ジャンピエール・アッカルドの親友だったらしい。もっとも、そのアッカルドはどこかに行っちまってるらしいがな。

　ほら、アッカルド、ドルメンテルをモデルにした脚きやく本ほんを書いてからカルラにすげえ睨にらまれてな……とっつかまる前に街から逃げ出したらしい。

　俺おれは、そのアッカルドって奴やつはちょっと怪あやしいと思ってる。

　話を纏まとめた感じじゃ、この街で起こってた色んな事を知ってるって気がするぜ。

　密偵の【　　　　　　】もアッカルドとは懇こん意いにしてたらしいが、あの詩し人じん、相当な切れ者だったらしいぜ。いつもどこからか街の裏うらの情報を手に入れてきたらしい。密偵として重要な情報源げんの一つだったそうだが……ドルメンテルの情報も手に入れてたってわけだ。




　もしかしたら、今回の事件にもどこかで繫つながってるのかもな。何しろ、今回の事件は一年前の事件の規き模ぼをでかくしたような感じだしよ』





（中略）






『しかし、大したもんだぜ。このアドウェナ・アウィス号に乗るっていう面子めんつはよ。名簿の最後の方に、俺が最近知り合った連中の名前も三つあった。気のいい連中だったから、機会を見て紹しよう介かいしてやるよ。ああ、ナイルっつー奴は危なっかしい奴だから、あんまり会わせたくはねえんだけどな。

　他にも、色んな工こう房ぼうの奴らがいる。北ほく欧おうや中ちゆう東とうの錬金術師工こう房ぼうからも参加するみたいだぜ。わざわざ遠くからこの街に来てるって話だ。

　だがな。おかしな所がある。アメリカに行って何をやらかす気なのかが、今ひとつ解わからねえ。

　寧むしろ、船に乗ること自体が目的って空気すらある。

　もしかしたら、船の上で何かやらかすつもりなのかもな。

　絶対に秘ひ密みつを外部に見せたくない実験をするってんなら、大たい西せい洋よう上の船の上なんて最高の場所だろうよ。まあ、そんな実験、あんまり思い当たらねえけどな。

　それこそ、賢けん者じやの石をお披ひ露ろ目めする会合とか……。いや、それはねえか』





（中ちゆう略りやく）






『それじゃ、明日あした、お前の面つらを見られるのを楽しみしてるぜ。

　もっとも、お前は俺おれの面よりこの手紙を見る方が先だろうけどな。





お前だけのヴィクター・タルボットより』









[image: 最終章　笑うな]






















ロットヴァレンティーノ某ぼう所しよ




　ニキという少女は、かつて、このロットヴァレンティーノの街で人生の一部を奪うばわれた。

　同じ街で、彼女は一人の男に恋をした。

　それが受け入れられるか受け入れられないかは、関係ない事だった。

　自分が、誰だれかを愛する事ができる。

　単純な一つの事実を受け入れるだけで、自分が何か変われるような気がした。




　果たして、自分は変われたのだろうか？

　自分は、強くなれたのだろうか？

　私は、正しい死に場所を見つけられたのだろうか？




　暗い暗い通路の奥。

　行き止まりとなった場所で、自分に迫る無む数すうの殺さつ意いを感じ取りながら──

『仮か面めん』を被かぶった少女は、小さく自じ問もん自じ答とうする。

　疑問に、答えは出ない。

　それでも彼女は、満足だった。

　自分がどんな存在だろうと、もはやどうでも良いと。

　ただ、自分が誰だれかと『繫つながり』を持つ事ができた事が、何よりも嬉うれしかった。




　そして、彼女は思う。

　──モニカも……。

　──あの子も、ヒューイとの繫がりを感じていたのかな。

　友人であり、恩おん人じんでもある少女の死に様ざまは、エルマーから聞かされていた。

　──だから、笑いながら死ぬ事ができたのかな。




　──私は、今、笑いながら死ねるのかな。





⇔






某ぼう日じつ　昼　『仮面職しよく人にん』の隠かくれ家が




　話は、ニキの自問自答から数日遡さかのぼる。




　ドルメンテル家けの私し用よう船せんが海の藻も屑くずとなってから、さらに５日が過ぎ去ろうとしていた。

　街は今までにないほど混こん沌とんとした状況となっており、今にも暴ぼう動どうが起きかねない状況だ。

　ルクレツィア・ドルメンテルの乗った船が爆ばく散さんした事実は、街の存在そのものを震わせる事じ態たいとなった。何しろスペイン有ゆう数すうの大だい貴き族ぞくの権けん力りよく者しやが、港の鼻の先で爆ばく発はつ事件に巻き込まれたのだ。

　ヴィクターは『まだ生きてるに決まってる！』と、船を出して必ひつ死しに捜そう索さくしたのだが──結局、生せい存ぞん者を見つける事はできなかった。

　これが何をもたらすのか。

　調査に訪れていた調査団だんや船が襲しゆう撃げきされた一年前の事件とは比べものにならない程ほどに、事態はまずい方向に向かっていると言えるだろう。何しろ、ドルメンテル家の一いつ画かくを担になう貴族が直接攻こう撃げきされ、亡なき者にされたのだ。

　実際は、事故なのか何者かの襲しゆう撃げきなのかは不ふ明めいなのだが、今の街の状況で『事故だろう』と言われて納なつ得とくする者はいない。外部の人間──スペイン本ほん国ごくのドルメンテル家けの人間からすれば、なおのことだろう。

　この事が本国に知れれば、本格的にこの街は攻め落とされるかもしれない。

　継けい承しよう戦争の真まっ直ただ中なかである事を理由に、『敵てき国こくの手が伸びていた』という話をでっち上げられて街を焼き尽くされる可能性もあるのではないか？

　何しろここは錬れん金きん術じゆつ師し達にとっては重要な街かもしれないが、政治的な意味でいえば、単なる田舎いなかの港町に過ぎない。

　貴き族ぞくから市民まで、今にも水平線せんにドルメンテル家の武ぶ装そう艦かん隊たいが現れ、街が砲ほう撃げきされるのではないかと震え上がった。

　一方、街に駐ちゆう留りゆうするドルメンテルの私し兵へい達たちも、今回の件の責任は誰だれが取るのか、自分達が責を取らされるのではないかと怯おびえ始める。

　市民達も、ドルメンテルの関係者達も、貴族達も、言い様ようのない不安に吞み込まれ、互いに疑ぎ心しん暗あん鬼きとなる状態が続いていた。

　そして、最終的に、多くの人間達は思う。




　犯人は誰だ？

　爆ばく破は犯はんは、『仮か面めん職しよく人にん』は誰だ？

　誰を生いけ贄にえに差し出せば、自分は救われる？




　一年前に『仮面職人』となり、今回の件で便びん乗じようしてドルメンテルを襲おそおうとしていた街のごろつき達も、今回ばかりは一いつ斉せいになりを潜ひそめた。

　そんな状況の中、ロットヴァレンティーノの街の人々は、誰ともなく思い始める。




『真しん犯人じゃなくとも構わない』




　と、禁きん断だんの思し想そうに辿たどり着いた結果──

　彼らが探す者は、『犯人』ではなく『生贄』に変化した。

　ドルメンテル家と貴族、そして一般市民達たち。

　にらみ合う彼らだったが、やがて、その視線は一つの方向に集まっていく。

　最初から疑いの目は向けられていた、ある職業の人間達に。




　錬金術師。




　街の歴史の礎いしずえであり、象徴しようちようでもある存在。

　錬れん金きん術じゆつ師し達本ほん人にんは自分が万ばん能のうだなどと思ってはいないが、ロットヴァレンティーノの住民の多くは、彼らの技術の万能性せいに幻げん想そうを抱いていた。

　というよりも、寧むしろ『万能に違いない。だからこそ、あんな、離れた場所にある船を爆ばく破はする事ができたのだ』という、錬金術師を犯人にする為ための、押しつけがましい願がん望ぼうだったのだが。

　さらに一つ付け加えるなら──

　１７０５年。

　奴ど隷れいを使ってクスリの売ばい買ばいを行っていた市民達たちは、一いち度ど第三図書館かんの錬金術師達にその罪をなすりつけようとした事がある。まんまと返り討うちにあい、クスリの生せい成せいと流通のシステムが全て潰つぶされた事に対する恨うらみ辛つらみは、確かに市民達の背を押す原げん動どう力りよくとなった。

　市民達が、ドルメンテルの人間達にそれとなく伝える。

『仮か面めん職しよく人にんは、錬金術師達に違いない』

　ドルメンテル家けが、それに乗る。

『あんな爆破を行えるのは、錬金術師しかいない』

　貴き族ぞく達たちは、黙もく認にんどころか、その流れを後あと押おしする。

『錬金術師を生いけ贄にえに差し出せば、私は助かるかもしれない』

　第三図書館と繫つながっているエスペランサをはじめ、錬金術師のバックアップをしていた一部の貴族はその流れを止めようとした。

　だが、街の有力貴族であるアヴァーロ家の当主が、メイエル家の工房をあっさりと切り捨てた事で、錬金術師達への攻こう撃げきは加か速そくする結果となった。




　そうした、狂きよう気きに満ち始めた街の空気を感じ取ったのか──

　とある廃はい屋おくの地下に身を潜ひそめていたヒューイ・ラフォレットは、薄く笑ったまま、呟つぶやいた。

「懐なつかしいな……」

　笑顔とは対たい照しよう的てきに、その声には、どこか寂せき寞ばくとした色が含まれていた。

　しかし、その色をあっさりと搔かき消す程ほどに、その部屋は、輝きに満ちていた。

　部屋の中には、黄おう金ごん色いろが溢あふれている。

　棚や机の上に広がるのは、大量の金きん貨かに宝ほう石せき。そして、一ひと目め見ただけで貴き重ちよう品ひんであると解わかる彫ちよう刻こくや置き時計など、様々な嗜し好こう品が並んでいる。

　部屋自じ体たいに価か値ちがあるとでも言いたげに、大だい海かい賊ぞくの宝たから箱ばこの中を思わせる程の、絢けん爛らんな輝きに満ちた空間だった。

　ただ一つ、その金貨の大たい半はんが『偽にせ金がね』であるという点を除いて。

　偽にせ物ものの輝きに囲まれながら、ヒューイは更さらに呟いた。

「あの時の空気と同じだ」

　すると──




「本当に、懐なつかしいねえ」




　単に独ひとり言ごととして呟つぶやかれた筈はずのその言葉に、まったく不ふ意いを討うつ返事が響ひびく。

「モニモニと三人で、ここで悪わる巧だくみしてた時の事を思い出すよ」

　だが、ヒューイはさして驚かず、小さな笑えみを浮かべたまま答えた。

「やあ、久しぶりだな、エルマー」

「久しぶり。……変な笑顔だね？」

「そうかな？」

「うん。作つくり笑いと本ほん物ものの笑顔が混じってる感じだ。最初は全部作り笑いだと思ったけど、周りに誰だれもいないのに作り笑いってのもおかしいよねぇ」

　一年ぶりの再会。

　しかも、方や爆ばく破は事件の最さい重要容よう疑ぎ者しやだ。

　それにも関わらず、エルマーは３日ぶりにあった友人という感覚で語りかけている。

　対するヒューイもまた、そんなエルマーに違い和わ感かんを抱く事はないようで、友人の問いに対して淡たん々たんと答えた。

「作り笑いと言われたら、そうかもしれないな」

　エルマーの指し摘てきを肯こう定ていしつつ、ヒューイはゆっくりと自分の意見を述べ続ける。

「だけど、こうは考えられないかな。これが、俺おれの『無む表情』なんだとね」

「なるほど！　納なつ得とくした！」

　あっさりと頷うなずき、それ以上追つい及きゆうしようとする気はないとばかりに別の話題を口にする。

「ところで、今までどこに行ってたの？」

「色々さ。この一年で、本当に色々な場所を回ったよ」

「なにか面白い所はあった？　笑えるような所」

「どうかな。俺とお前じゃ観かん点てんが違うからな」

　考え込むヒューイに、エルマーが更さらに問う。

「っていうかさ、そもそもどうして色々な所に行ったの？」

「ロットヴァレンティーノ以外の世界の可能性を見てみたかったのさ。結果として解わかったのは、世界を知るには、一年では時間が足りなすぎる、という事だけだったよ」

「そっかぁ、２年あれば足りたかなあ」

「無む理りだな」

「お土産みやげある？」

「土産みやげ話なら山ほどあるさ。いつか話してやるよ」

「笑い話優ゆう先せんで頼むよ」

　なにげない、友人同どう士しの会話。

　本来の立たち場ば同士の会話とはとても思えないが、当の二人は全く違い和わ感かんなく会話を続けている。

　そして、エルマーは、それまでとは全く同じ調ちよう子しで一つの『核かく心しん』について問いかけた。




「あっ、そうそう。ところで、爆ばく発はつ事件ってヒューイが疑われてるけど、あれ、君の仕し業わざ？」




　あまりにもストレートな物もの言いい。

　だが、ヒューイは全く動じる事こと無なく、逆にエルマーに問いかけた。

「お前はどう思う？　俺おれを疑ってるのか？」

「やだなあ、わかんないから聞いてるんじゃないか。まあ、どっちでもいいけど。ヒューイが犯人だっていうなら、どうやって街の人やドルメンテルの人達と放ほう火か魔まのヒューイが両方笑えるようになるか考えるよ。例えば、火事と爆発をこの街の名めい物ぶつにして観光客きやくを呼ぶとか……」

　不ふ謹きん慎しんな冗じよう談だんなどではなく、本気で思し案あんして呟つぶやき続けるエルマー。

「あ、ちょっと待てよ。前ぜん提ていとして、ヒューイが犯人だとしても、笑う為ためじゃなくて誰だれかに脅おどされてるって可能性もあるよね。そこをハッキリさせないと……。で、話は戻るけどさ。犯人ってヒューイなの？」

　そんな友人の様よう子すを見て、ヒューイはクツクツと笑い声を漏もらす。

「本当に、お前は変わらないな」

　エルマーは、それを見て声のテンションを僅わずかにあげた。

「あ、今ちょっと、本当の笑顔が混ざったね。なんで笑ったのかは解わからないけど」

「まあ、俺が犯人かどうかは、今はどうでもいい話さ」

「そうなのかい？　まあ、じゃあ今はいいや」

　簡単に追及を止めたエルマーに、ヒューイは問う。

「街の連れん中ちゆうは、今は錬れん金きん術じゆつ師しを排はい除じよしようとしてるんだろう？」

「ああ、もう大変だった。第三図書館かんのみんなは、もう地下の水すい路ろとか教会の地下墓ぼ地ちとかを通って街の外に逃げたよ。何回も暗い所を往おう復ふくするのは大変だったけど、やりがいのある仕事だったねえ。安全な場所まで行くと、みんな『良かった』って本当に嬉うれしそうに笑うからさ」

　そこまで言った後、少しだけ笑顔を潜ひそめて、エルマーは残念そうに呟つぶやいた。

「でも、泣きながら『街から離れたくなかったのに』って言ってる女の子とか、『どうして俺達が』って怒ってる奴やつもいたよ。でも、あいつらも、いつか生きてこの街に戻れるようになった時に、もっと楽しそうに笑ってくれるかもしれない。だから、俺のやった事は無む駄だじゃなかったと思いたいよね」

　一人でウンウンと頷うなずく友人に、ヒューイは一つの疑問を投げかける。

「お前は逃げないのか？」

　当然と言えば当然の問いかけに、エルマーはあっけらかんと答えた。

「まだ全員逃にがしたってわけじゃないしね。それに、ヒューイだって逃げてないじゃん」

「お前は、この街が滅ほろぶとしても、最後の一人が笑うのを見る為ために残りかねないな」

「君がその『最後の一人』になるつもりかい？」

「……昔は、そんな感じだったけどな。今回はどうなることか……」

　ヒューイは、棚たなに置かれていた偽にせ金がねを一つ摘つまみながら、独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「今回は？」

「ああ、そうそう。訂てい正せいするのを忘れていたよ」

　再び作つくり笑いに表情を戻し、彼は穏おだやかな声で語る。

「さっき、俺おれが懐なつかしいと言ったのは、お前やモニカとの思い出じゃない」

「？」

「俺の母かあさんが魔ま女じよ裁さい判ばんで殺されて、その後に、死に際ぎわの母さんが告こく発はつした村の連れん中ちゆうが火ひ炙あぶりになった。ジャンピエール・アッカルドが歌か劇げきにしたあの話さ」

　エルマーと同じように、あっさりと自分の中で禁きん忌きとしていた過去を語るヒューイ。

　友人の変化について気付きつつも、エルマーは何も言わず、ただ相手の言葉を聞き続ける。

「懐かしい、と言ったのは……あの時の村の雰ふん囲い気きに、今の街の空気が似ているってことさ」

「この街の人間を、みんな火炙りにするつもりかい？」

　ある意味で核かく心しんに迫る質問に、ヒューイは再び、僅わずかな『噓うその無い笑えみ』を交えて呟いた。

「まさか。あの時だって、俺が村の人達を火炙りにしたわけじゃないさ。彼らは、自分から火に飛び込んだようなものだからね」

　冷静に過去を分ぶん析せきするヒューイは、手の上で転がす偽金のコインを見つめながら、自分自じ身しんに言い聞かせるように呟いた。

「俺はもう、世界に対する恨うらみなんてないんだ」

「へえ？　良い事じゃない。そう考えると、色々と笑いやすそうだね」

「ただし、簡単に笑える程ほど、世界を好いてるわけでもない」

「えー。そこは好こうよ。諦あきらめちゃだめだよ」

　至し極ごく残念そうに呟くエルマーの言葉に頷きつつも、ヒューイは自分の言葉を続ける。

「６年前……お前と初めて会った時、俺は、世界が憎にくくてしょうがなかった。だが、モニカが俺を変えてくれた。俺は、モニカがいるこの世界の事が、好きになっていたんだ。今は、もうどちらでもない」

　彼はコインを上に弾はじいて掌てのひらに取り、表おもて裏うらを確かく認にんしないまま部屋の隅すみに投げ捨てた。

「今の世界に対して、もう憎しみも愛あい着ちやくもない。俺自じ身しんを含めて、目的を達たつ成せいする為ためのモルモットにしか見えない」

「目的って、モニカとの約束を果たすって奴やつ？」

　ヒューイは、その問いに対しては何も答えなかった。

　だが、沈ちん黙もくが答えと受け取ったのか、エルマーもそれ以上は尋たずねない。

　暫しばし、偽にせ金がねの輝きに満ちた部屋を静せい寂じやくが支配した。

　数分経たとうかという所で、ヒューイは目を瞑つむり、ゆっくりと口を開く。

「エルマー。お前に、二つほど頼みがあるんだ」

　顔に貼はり付いているのは、相変わらずの奇き妙みような作つくり笑い。
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　しかし、その声を聞いたエルマーは確かく信しんした。

　──ああ、何だか様よう子すがすっかり変わったと思ったけど……。

　──前のヒューイも、ちゃんと少しだけ残ってる気がする。

　誰だれが相手でも、エルマーは平びよう等どうに笑顔を求める事だろう。

　しかしこの瞬しゆん間かん、ヒューイが完全に別べつ人じんになったわけではないと確かく認にんできた事が、エルマーは少しだけ嬉うれしかった。

　もしも完全に別人になってしまったのならば、『もう消えてしまった過去のヒューイ』を笑顔にする事はできないという事なのだから。それは、エルマーにとっても少しだけ寂さびしい事だった。

　そして、それを踏まえた上で、エルマーは一つ確かく認にんをする。

「その頼みを聞くと……」

　エルマーの望みは解わかりきっている為ため、ヒューイは先に答えを告げた。

「すぐには笑えないかもしれない。だが、俺おれが目的を果たしたら……一年前の約束を果たす」

　一年前の約束。

　──「君は、モニカを助けると嬉うれしいかい？」

　──「……あたりまえだ」

　──「モニカとまた会えたら、笑うかい？」

　そうしたやり取りの後、ヒューイは、力強くエルマーと約束したのだ。

　──「人生最さい高こうの笑顔を見せてやる」

　過去のやりとりを思い出し、エルマーは確かく信しんした。

　ヒューイが何を望んでいるのかを。

　詳しよう細さいは解わからないが──確かに、彼はモニカにもう一度会うつもりなのだと。

　降こう霊れい術じゆつでも学ぶつもりなのか、あるいは死者を生き返らせる科学が生まれるのを待つのか、黒くろ魔ま術じゆつで死者を蘇よみがえらせるつもりなのか、具体的な方法は解らない。

　だが、彼は確かに、モニカが最後に呟つぶやいた「また会おうね」という言葉を果たそうとしている。モニカにとっては死に際ぎわの別れの挨あい拶さつか、あるいは朦もう朧ろうとした妄もう言げんだったかもしれないが──ヒューイ・ラフォレットにとっては、確かにそれは『約束』なのだ。

　エルマーはヒューイの言葉の奥にある明確な決意を感じ取り、ニヤリと笑う。




「そう言われたらさ……俺が断れないの知ってるだろ？」





⇔






同どう日じつ　第三図書館かん




　静せい閑かんな空間が相応ふさわしい筈はずの図書館に、男達の怒ど号ごうが響ひびき渡る。

「いたか！」

「くそ……居ない！　どうなってやがる！」

「街の出入り口には見張りをつけた筈だろう！」

「錬れん金きん術じゆつ師しどもは、一体どこに消えたんだ!?」

　彼らはドルメンテル家けの私し兵へいのようで、その中には、顔面に比ひ較かく的てき新しい傷のある男の姿すがたがあった。半はん月つきほど前に、ナイルに蹴けり倒された男だ。

「畜ちく生しよう……あの異い人じんの錬金術師共どもも街から消えてやがる！」

「逆に考えろ。逃げたって事は、あいつらが犯人だったって事にできるだろうが」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　それを全員逃にがしたって話になりゃ、俺おれ達たちはお終しまいじゃねえか！」

「貴き族ぞくが匿かくまってるって可能性もあるぜ。この第三図書館かんは領りよう主しゆのボロニアル家けと繫つながりがあるらしいからな」

　容よう疑ぎ者しやとして錬れん金きん術じゆつ師し達を無む差さ別べつに捕とらえようとしているドルメンテル家だが、準備を進めていたここ数日の間で、錬金術師達はあからさまにその姿すがたを消していった。

　彼らは、知らなかったのだろう。

　この街が、そもそも錬金術師の為ために造つくられた街だという事を。

　迫はく害がいや略りやく奪だつを考こう慮りよして、いくつもの逃げ道を、何日、何年ではなく、それこそ『歴史』として語られる程ほどのスパンで準備が進められていたという事を。

「どこかに隠かくれてる筈はずだ……燃やしちまえ！　錬金術師どもを燻いぶり出すんだ！」

　激げつ昂こうした傷きず顔がおの私し兵へいが、そんな事を叫ぶ。

　過か激げきな発言に、多くの兵は一いつ瞬しゆん顔を見合わせたが──見つからないという焦しよう燥そう感かんに押されたのか、明確に反はん論ろんする者はいなかった。




　ただ一人、第三図書館に来ていた、ドルメンテル家の使し節せつ団だん長ちようを除いて。




「……やめておけ」

「あぁ!?　……か、カルラさん」

「焼き討うちにする意味などない。無む駄だな事をするな」

　淡たん々たんと告げるカルラに、傷顔の私兵は一いつ瞬しゆん怯ひるみかけたが──

「随ずい分ぶんと、甘いんですねぇ団長殿どのは」

　苛いら立だちが頂点に達していたという事が、前々から抱いていた『女が自分の上じよう司しである』という不満を表ひよう層そうに浮き上がらせる。

「……なに？」

「お優しいですなぁ。やはり女に荒あら事ごとはできませんか」

「……」

　沈ちん黙もくするカルラを見て、傷顔の私兵は調ちよう子し付く。

　どのみち今回の失しつ態たいでカルラは失しつ脚きやくするだろう。

　ならば、もうこの女に遠えん慮りようなどする必要はない。

　傷顔の私兵はそう考え、ここぞとばかりに彼女を責めたてようとする。

「我々はドルメンテルの為にやっているんだ！　アンタも街を燃やし尽くしてでも錬金術師どもを追い詰めるべきだろうが！　……それともなんですかね？　錬金術師の中にいい男でもおりましたかな？　そいつびぅぁッ……？」

　それ以上は、喋しやべる事ができなかった。

　カルラの手が男の口の中に突きこまれ、そのまま、下した顎あごと頰ほおを摑つかみながら勢い良く地面へと叩たたきつけたのである。

　口くちの端はが切れ、男の口こう内ないに血が溢あふれ出した。

　痛みが一いつ瞬しゆんで頭を冷やし、彼は自分が言ってはならない事を言ってしまったと理解する。

「ひっ……ひぁ……も、申しわ……ゴォボッ!?」

　悲鳴を上げて謝しや罪ざいしようとした瞬しゆん間かん、カルラの鎧よろいの踵かかとが倒れた男の口に叩き込まれ、歯が数本へし折られた。

「勘かん違ちがいしているようなので言っておくが……」

　声は冷静なまま、カルラは鉄のブーツの踵を相手の口中にねじ込んでいく。

「……ッ……ッぼッ……あぼッ……ッ！」

「この街は、やがてドルメンテル家けの物になるだろう。ルクレツィア様が欲したからだ。今は街の物でも、いずれはルクレツィア様の物になる筈はずのものだ。それは、ルクレツィア様がご存ぞん命めいだろうと身み罷まかられた後だろうと関係ない」

　感情を押し殺し、ただ、淡たん々たんと男の顔に靴くつを埋めていくという作業を続けるカルラ。

「ルクレツィア様の物となる筈の本や資料を焼き捨てる権けん利りなどない。貴き様さまにも、私にもだ」

　傷を傷で上書きされた男が完全に気き絶ぜつしたのを確かく認にんして、カルラはゆっくりと足を離し──背後で固まっている私し兵へい達たちに告げた。

「……要よう塞さいの医い療りよう区く画かくに連れて行ってやれ」

　そして、兵へい士し達が傷きず顔がおの仲間を担かついで海上要よう塞さいに向かったのを確かく認にんした後──

　図書館かんの建物を見上げて、マイザーの事を思い浮かべながら独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「街の外に逃げられるものなら、逃げるがいい」




「だが……アドウェナ・アウィス号を出しゆつ港こうさせようなどとは考えるなよ」





⇔






数日後　第三図書館　地下




　公共墓ぼ地ちという概がい念ねんがまだ広っていなかったこの時代。

　遺い体たいが出ると、通常は教会の庭に埋まい葬そうするのが基本なのだが、当然ながら庭には限界がある。そうなった場合、白はつ骨こつ化かした遺体を一度掘ほり返し、教会の地下などに改めて納のう骨こつする方式をとる教会が複ふく数すう存在した。

　元々ある地下水すい路ろなどを利用する都市もあり、ロットヴァレンティーノもその一つだ。

　パリの地下にある地下坑こう道どうや、数十年後ごにロンドンに造られる地ち下か川かわ水すい路ろほど広大ではないものの、この街にも上じよう下げ水道の設備の為ために地下トンネルがいくつか存在している。

　街の外れにある唯ゆい一いつの教会は、街の死者を一いつ手てに請うけ負っている為ため、当然ながら庭の敷しき地ちだけでは死し者しやを弔とむらいきる事はできず──

　街の地下に広がる水路を地下納のう骨こつ堂どうとして拡かく張ちようし、街の地下に別の顔を生みだしていた。

　だが、この地下の構造を知る者は本当に限られており、何かの密みつ約やくでもあったのか、教会関係者と錬れん金きん術じゆつ師し達しか地下の全ぜん容ようを知る者はいなかった。




　そんな地下通つう路ろの一画に、二十人を超える男達が集まっている。

　街の各所にある工こう房ぼうの錬金術師達が主しゆだが、その中には、田でん九く郎ろう達のように街の外部から来た人間も多数加わっていた。

「まさか、こんな事になるとはなあ」

　錬金術師達は、誰だれとも無しに囁ささやき合う。

「新しん大陸行きの話は承しよう諾だくしたものの、これでは出しゆつ港こうどころではないぞ……」

「我々もこのまま街の外に逃げた方が良いのではないか？」

　そんな事を語り合う錬金術師達だったが──

「構わんよ。身の安全を優ゆう先せんする事は、決して間違った選択ではない」

　右手の義ぎ手しゆをカシュリ、と鳴らしながら言い放たれたダルトンの言葉を聞き、一いつ斉せいにその視線を彼の方に集めた。

　ダルトンはアドウェナ・アウィス号に乗るわけではないが、その船をこの地に誘ゆう致ちしたのは他でもない彼だ。

　そんな彼に、錬金術師達が不安げに問う。

「選択とは言うがなダルトンさん、他に選択肢しなどあるのか？　アドウェナ・アウィス号は港に付いた途と端たんにドルメンテルの監かん視し下かに置かれてる。あの船をここまで運んできた水すい夫ふ達も、最初からこの街までの片道の予定で雇やとわれていたそうじゃないか」

「そ、そうだそうだ。ドルメンテルに逆らって新たに雇われる水夫などおらんぞ」

「我々だけで大西洋を渡れなどと……」「そもそも船の動かし方なんか知らぬぞ」

　ざわめく錬金術師達に、ダルトンは淡たん々たんとした口く調ちようで言葉を返す。

「確かに不安もあるだろうが、かつて大たい西せい洋ようを渡ったコロンブスも、三隻せきの船に百人前ぜん後ご……つまりは、一隻三十人ほどで船を操あやつったのだ」

　次に、ダルトンは部屋の隅すみにいた田九郎達に視線を向けた。

「そして、マージダ・バットゥータの『漂ひよう流りゆう工こう房ぼう』から三人の人員が船乗りとして派は遣けんされてきている」

　彼の口にした名に、錬金術師達は驚きの声をあげる。

「バットゥータの『漂ひよう流りゆう工こう房ぼう』だと!?　ダルトンさん、あんた、あの女錬れん金きん術じゆつ師しともコネがあったのか！　じゃ、じゃあ、あの黄おう色しよく人種や黒こく人じんは、漂流工房の一員なのか!?」

「あの工房が実在するとは思わなんだ……」

「クスリと偽にせ金がねがこの街から海外に広まるのを、マージダが知ち己この貿易商しようと結けつ託たくして抑よく制せいしていたという噂うわさは本当だったのか……」

　マージダ・バットゥータは、錬金術師達の間では半分御お伽とぎ噺ばなしのような感覚で語られている錬金術師だ。彼女の工房は所しよ有ゆうする『船せん団だん』そのものであり、世界各かく地ちの海を漂いながら独自の研究を続けているという噂だった。

　名前からしてアラブ圏けんの出身ではないかという噂はあったが、彼女の姿すがたを見た者は殆ほとんど無く、実在すら疑われている始し末まつだったのである。




　当の田でん九く郎ろう達は、そんなどよめきを耳にして、片かた眉まゆを顰ひそめながら呟つぶやきあう。

「ふむ……師し匠しようはどうも、魔ま術じゆつ師しや竜りゆうのような伝でん説せつと思われていたらしいな」

「確かに、我らが滅めつ私し奉ぼう公こうするに値する英雄的な主あるじではあるが」

「敢あえて言おう。師匠はそこまで言われるほど大した女でもないぞ。恩は感じているがな」

　田九郎とザンクは彼女の船団に直接拾ひろわれ、ナイルはマージダの古い知り合いである錬金術師兼けん冒ぼう険けん家かの男から預けられた身の上である。

　そんな彼らに、師であるマージダから今回下くだされた指し示じは、『ロットヴァレンティーノからアメリカに向かう錬金術師達に協力せよ』というものだった。

　操そう舵だなどを含め、基本的な事を三人が他の錬金術師に教え込みながら航海を続けるという、かなり綱つな渡わたりな状況だが──停てい留りゆうする予定の港では船団仲なか間まから食料や水などのサポートが受けられる予定であり、危険な情報があれば護ご衛えいの船も部分的につけられる事になっている。

　よって、実際に一隻せきで航海するのは最後の停てい泊はく地ちからアメリカまでの間と、このロットヴァレンティーノから最初の停泊地までの間だ。

　もっとも、その最初の『ロットヴァレンティーノから出しゆつ港こう』こそが、この旅で最も苦く難なんとなりそうな部分なのだが。




　他の工房の錬金術師達にまじり、マイザーもダルトンに直接質しつ問もんを投げつける。

「しかし、肝かん心じんのアドウェナ・アウィス号自じ体たいを砲ほう撃げきされ、沈しずめられる怖おそれはありませんか」

「アドウェナ・アウィス号は名めい目もく上はマーズ家の私し用よう船せんだ。ドルメンテルの連れん中ちゆうも勝かつ手てに拿だ捕ほしたり沈めたりはできんよ。平へい時じならともかく、スペイン継けい承しよう戦争の真まっ最ただ中なかの今では、余よ計けいな火ひ種だね以外のなにものでもない」

　マーズ家けというのは、西せい欧おうでドルメンテル家と並ぶ有力貴き族ぞくだ。

「どんな関係なんですか？」

「なに、古い知り合いというだけさ。彼らの事業は『出しゆつ資し』そのものと言ってもいいからな。あの船は、特殊な方面の未来を担になう錬れん金きん術じゆつ師し達への出資といった所だ」

　ドルメンテルと同等の貴き族ぞくのバックアップという言葉に、錬金術師達は胸をなで下ろすが、必要以上に安あん堵どさせないよう、ダルトンは強く釘くぎを刺した。

「まあ、だが、ドルメンテルに君達を出しゆつ港こうさせる気はないだろう。向こうも『犯人と思おぼしき錬金術師が、マーズ家の船を奪うばって逃げた』という手を使うだろうしな。その場合に、マーズ家けがお前達を護まもってくれる事は期待しない方がいい。彼らが手を貸してくれたのはあの船をこの街に届ける所までだし、火ひ種だねを持ち込みたくないのは彼らも同じ事だ」

「なるほど……」

　厳きびしい顔をするマイザーに、ダルトンは不ふ敵てきな笑えみを浮かべて呟つぶやいた。

「つまり、その程てい度どの試し練れんも乗り越えられぬようでは、船の上で『例の実験』をやる資し格かくなどないという事さ」




　騒さわぎながらもダルトンの説明を聞き続ける錬金術師達を余よ所そに、彼らとは別の意味で不安に囚とらわれていた少年──チェスワフ・メイエルが、横にいた男の服の裾すそを摑つかみながら呟いた。

「ねえねえフェルメート。僕達、いつまでここに居なくちゃいけないの？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、チェス。もうすぐ外に出られますからね」

「う、うん……」

　暫しばらくすると、マイザーがダルトンに質問を続ける錬金術師の集団を抜け、こちらに近づいてきた。

「大丈夫ですか、チェス君」

「……。怖こわいよ、マイザーさん。僕達……どうなるの？」

「何も心配する事はありませんよ」

　優しくチェスの頭を撫なでるマイザー。

　その様よう子すを見て、少し離れた場所にいたグレットとシルヴィがやって来る。

「チェス君、大丈夫だよ。私も怖いけど、みんな一いつ緒しよだから……」

「あ、えっと……シルヴィお姉ねえちゃん」

「あっちに果物くだものを持ってきてあるから、一緒に食べよう？　ね？」

　優しく笑うシルヴィの誘さそいに、チェスはフェルメートの顔を見た。

「食べ過ぎたらいけませんよ、チェス」

「うん！」

　嬉うれしそうに頷うなずき、シルヴィに連れられていくチェス。

　その姿すがたが、声の聞こえない場所にまで離れた事を確かく認にんしてから、グレットが悲しげな顔をして俯うつむいた。

「でも……まさかメイエル君まで逃げないといけなくなるなんて……」

　その言葉に、フェルメートの後ろにいた男が苛いら立だたしげに吐き捨てた。

「俺おれがクスリを造ったのが原因だろう畜ちく生しようあの腐くされ腸ちよう詰づめ野や郎ろうが」

　かつて、『クスリ』の原型となる物を生みだしたメイエル家けの錬れん金きん術じゆつ師し、ベグ・ガロット。

　彼の言う『腐れ腸詰め野郎』とは、マイザーの父親であるアヴァーロ家当とう主しゆの事だろう。

　ベグにクスリを造らせ、混乱の原因の一部を生みだしたアヴァーロ家当主は、今回の事件を機に、ベグとメイエル家の口を封じようとしていたのだ。

「ベグ！　マイザーさんとグレット君の前ですよ！」

「……そうだな家族を侮ぶ辱じよくした事は謝ろう悪いのは俺だす、まな、かっ、た」

　言葉を詰まらせながら謝るベグだが、マイザーは穏おだやかな顔で首を振った。

「いいんですよ。こちらこそ、父の代わりにお詫わびさせて下さい」

　すると、それに続いてグレットが目を逸そらしながら呟つぶやく。

「そうですよ……。あんな奴やつ、腐れ腸詰めでも生なまぬるいぐらいだ」

「……グレット？」

　弟の目に宿る暗い色に気付き、マイザーが心配そうに顔を覗のぞいた。

　マイザーとしては、彼とシルヴィが『駆かけ落ち』としてアドウェナ・アウィス号に乗る事は反対だった。しかし、父が弟とシルヴィにした仕し打うちの事を全く知らず、家を離れていた自分のふがいなさが負い目となって、中々強つよく言い出せなかった。

　言い争っていた所にダルトンがやって来て、

　──『船の上でお前が弟とシルヴィを錬金術師に仕立て上げればいいだけだろう。お前の助手という形で名めい簿ぼには載のせておこう』

　と、弟に助け船を出す形となり、こうして出しゆつ港こうの機会を地下で窺うかがっている次し第だいである。

　最初の停泊地で船から下ろす事も考えていたマイザーだが、弟の声に籠こめられていた、殺さつ意いにも似た憎にくしみに対して不安になったのだ。

　だが、そんなグレットを諫いさめたのは、マイザーではなくフェルメートだった。

「お父とうさんの事を、他人の前でそんなに悪く言ってはいけませんよ」

「フェルメートさん……」

「貴方あなたがお父さんを恨うらむ気持ちは解わかります。私も、愛する者と無む理り矢や理り引き剝はがされたら、殺意を抱く程ほどに憎しみを抱く事でしょう。ですが、家族は最初の他人であると同時に、人と人を最後まで繫つなげる鎖くさりでもあるんですよ。家族を憎み続ける心は、貴方自じ身しんも壊こわす事になります」

　自分の身み内うちに言い聞かせるように、優しく説くフェルメート。

「ですが、私は貴方とシルヴィさんの行動を止めるわけではありません。距離を置くことでしか収まらない憎しみもあります」

「……」

「いつか、シルヴィさんと幸せな家庭を作り上げたら……手紙でも送ってあげるべきですよ。それを切っ掛けにして、あの人ひと自体が変わる事もあるかもしれませんからね」

「……ありがとうございます。少し……気が楽になりました」

　少しだけ目の色の暗い炎ほのおが薄らいだグレットを見て、マイザーは安あん堵どした。

　そして、フェルメートに対して心からの感謝を述べる。

「ありがとうございます……フェルメートさん。私は、アヴァーロ家けの人間として貴方あなた達に恨うらまれても仕方がないと思っていました」

　すると、彼は奥で果物くだものを囓かじっているメイエル家当とう主しゆの姿すがたを見て、笑いながら答えた。

「いいえ。私はただ、チェスにはまだ、人間の憎にくしみや悲しみに触れさせたくないだけですよ」

　彼はそれだけ言うと、ゆっくりと地上への連れん絡らく口ぐちの方に足を向けた。

「では、そろそろ、私も最後の準備をしてきます。最さい大だい限げん気を付けるつもりですが、もしも私が戻らない内に、船に乗るべき『機き会かい』が訪れたら……チェスを宜よろしくお願いします」

「……工こう房ぼうの人達を、街の外に？」

「はい、私の親しん戚せきの赤あか子ごは、信頼できる人に預けていますが、錬れん金きん術じゆつ師しとして顔が知られている見み習ならいの人達も逃がさなければいけませんので。……本来ならば、チェスも彼らと一いつ緒しよに近きん隣りんの町に逃がしたかったのですが……」

　無む念ねんそうに呟つぶやく青年に、ベグがニヤリと笑って口を開いた。

「それにチェスはフェルメートにしかなついてないからな。フェルメートがアメリカまで行くというなら当とう、然ぜんあい、つ、も、ついて、くるだ、ろうよ。まるで本当の親子か兄弟だ」

　フェルメートは、同じ工房の仲間の冷やかしを聞いて、暖かい笑えみを口くち元もとに貼はり付ける。

「嬉うれしくもありますが、複雑な気分ですよ」




「私は、チェスの父や兄になれるような、立りつ派ぱな善ぜん人にんではありませんから」




　不要な謙けん遜そんだろう。

　彼の言葉を聞いていたマイザー達はそう思った。

　だが、彼らは知らなかった。

　フェルメートの言葉には、何なに一つ噓うそはなく──




　確かに彼は、善人などではなかったのだという事を。





⇔






２時間後ご　アヴァーロ邸てい　執しつ務む室しつ




　夕暮れを迎え、街と共に夜の帳とばりが降おりてきたアヴァーロ邸てい。

「くそ……何がどうなってる！」

　とある報告をした使用人にんが退たい出しゆつした後、アヴァーロ家当とう主しゆが苛いら立だたしげに机を叩たたく。

「グレットめ……血ち迷まよいおって……。メイエル家の連れん中ちゆうもだ！　恩を忘れて、よくもわしを裏切るようなマネを！」

　相そう当とう頭に血が上っているのだろう。

　普ふ段だんならば独ひとり言で済ませる所を、怒りを発はつ散さんさせる為ために無む意識の内に声に出してしまっていた。どのみち、使用人達たちにはいくら聞かれても構わない事だと、彼も自じ重ちようせず大声で虚こ空くうに罵ば声せいを浴びせ続ける。

　だが──その話を聞いていたのは彼だけではなかった。

　いつの間にか部屋の中にいた存在が、独り言である筈はずの声に応こたえた。




「酷ひどいですね。先に裏切ったのはアヴァーロさんの方ではありませんか」




「!?」

　慌あわてて声の方に振り返ると──いつの間にか窓まど際ぎわに、仮か面めんをつけた男が立っている。

　だが、彼はマントやフードを纏まとってはおらず、さして正しよう体たいを隠かくす気もないようだ。

　その証しよう拠こに、彼はすぐに仮面を外し、アヴァーロ家当主の前にその素す顔がおを晒さらしたのだから。

「ふふ、『仮面職しよく人にん』だとでも思いましたか？　便利なものですね。このどこにでもあるような仮面を被かぶるだけで、簡単に『仮面職人』だと思わせる事ができるんですから」

　外した仮面の下から現れた男の口くち元もとは笑っているが、その目は厚い前まえ髪がみに隠かくれ、完全には心を読ませない。

　ある意味で、仮面の下から別の仮面を現した男に対し──アヴァーロ家当主は、憎にくしみを籠こめた怨えん嗟さの声を吐き出した。




「……ラブロ・フェルメート・ヴィラレスク……貴き様さま……一体どういうつもりだ！」





⇔






同どう時刻　ロットヴァレンティーノ某ぼう所しよ




　カチリ、と時計の音が鳴ったのを聞いて、セラードはゆっくりと顔を上げた。

「……時間通りだな」

　時計の音と合わせて現れた人ひと影かげを見て、老ろう人じんは呆あきれまじりの声を出す。

「前から思っていたが、私の前で、その格かつ好こうをする事に意味はあるのか？」

　セラードは、フード付きマントと特とく徴ちよう的な仮か面めんを被かぶった男の前で立ち上がり、警けい戒かいを緩めぬまま言葉を続けた。

「では、行くとするか。あー……」

　名前を呼ぼうとして、少し戸と惑まどった後、セラードは相手に直接確かく認にんする。




「……今は、『仮か面めん職しよく人にん』と呼んだ方が都つ合ごうが良いかね？」





⇔






ボロニアル邸てい




「行くのか」

　エスペランサの言葉に、笑顔の青年はヘラリと答える。

「まあね」

「ダルトンから話は聞いているが……お前達が船でやろうとしている事は、私には眉まゆ唾つば物ものである事は間違いないし、立場上じよう、お前達の出しゆつ港こうを手伝う事もできん」

「いいよいいよ。ドルメンテルの人達の言いなりになろうが、最後まで街を護まもるのがスペランの仕事なんだし、スペランが一番笑わらえると思える事をすればいいさ。スペランが笑う事なら、多分、女じよ中ちゆうさん達もみんな笑うだろうしね」

「ああ、そうだ。女中といえば……シルヴィ嬢じように、これを渡しておいてくれ」

　そう言って、エスペランサは金きん貨かが数枚入はった巾きん着ちやく袋ぶくろを差し出した。

「これまでの給きゆう金きんだ」

「……スペランさ、シルヴィの事、どこまで知ってたの？」

「なんの事か解わからないな」

　道どう化けのような顔に無む表情を貼はり付ける領りよう主しゆに、エルマーは楽しそうに笑いかける。

「じゃ、行くよ。生きてる内に、もう一回ぐらいは会えるといいね」

「随ずい分ぶん、あっさりとしているんだな。アメリカまで行く男の言葉とは思えん」

「お別れの時間を長くするのは嫌きらいなんだ。しめっぽくなって笑いにくくなるからね」

　いかにもエルマーらしい返答に、領主は一いつ瞬しゆんだけ間を置き、告げた。

「一つ、頼まれてくれないか」

「何？」

「お前が、死者に興きよう味みを持たない事は分かっている。だが……お前と、ヒューイ・ラフォレットだけでも……」

「解わかってる」

　エルマーは小さく頷うなずき、領りよう主しゆの言いたい事を代だい弁べんした。

「モニカの事は、生きてる限りずっと忘れないよ。俺おれも……ヒューイもね」

「そうか……ありがとう。大きな借りができたな」

「俺に返さなくていいから、その分、スペランは領主として街の人達が笑えるようにしてあげておくれよ」

　正門に足を向け、笑顔中毒者スマイル・ジヤンキーの青年は友人である領主に軽く手を振り、別れの挨あい拶さつとする。




「多分、この街でのゴタゴタは、今日きようの大騒動バツカーノで終わると思うからさ」




　と、不ふ吉きつな言葉と、それに見合わぬ爽さわやかな笑顔を残して。





⇔






アヴァーロ邸てい




「どういうつもりか、と聞かれても、困りますね。何について聞いておられるのか、いまいち把は握あくしかねます」

　慇いん懃ぎんな態度で淡たん々たんと答えるフェルメートに、アヴァーロ家けの当とう主しゆである男はギリ、と歯は軋ぎしりを鳴らす。

　だが、人を呼ぶようなマネはしなかった。

　ここにわざわざ来たからには、何か目的がある筈はずだと踏んだのだ。それが解わかるまでは迂う闊かつに手を出さない方がいいだろう。

　そう考えつつも、彼の意識は引き出しの中にある単たん発ぱつ銃じゆうに向けられていた。フェルメートが何か怪あやしい動きをすれば、すぐに取り出して撃うつ事は可能だ。

　自分の優ゆう位いを確かく認にんしたアヴァーロ家当主だが、浮かび上がるのは余よ裕ゆうではなく怒りだった。

「貴き様さま……グレットを何ど処こにやった」

「何処にやった、とは不ふ可か解かいな。私は彼に何もしていませんよ？　貴方あなたが恋する二人を引き裂さいた結果、勝かつ手てに逃げただけでしょう？　今いま頃ごろは愛する二人で『ロミオとジュリエット』を気取りながら毒どくでも飲んでるかもしれませんねえ。ロマンチックだとは思いませんか？」

「なッ……」

「しかし、本当に貴方は酷ひどいお人だ。息子むすこの恋こい路じを邪じや魔まするどころか、交こう際さい相手を女好きの領主に売り飛ばすとは。人間の所しよ行ぎようとは思えませんね」

　不ふ敵てきな笑えみを浮かべる錬れん金きん術じゆつ師しに、アヴァーロ家け当とう主しゆは頰ほおを引きつらせる。

「巫ふ山ざ戯けるな！　そもそも、グレットとシルヴィの関係を私に密告したのは貴様だろうが！」

「ええ？　そうですよ？」

「なッ……」

「いやいや、私は、父親であるならば息子むすこさんの本気を見み抜ぬいて応おう援えんするかと思ったのですが……。まさか貴方あなたがあんなマネに出るとは。私に人を見る目が無かった事は残念です」

　いけしゃあしゃあと語りながら首を振るフェルメート。

「貴き様さまに……我ら貴き族ぞくの何が解わかる……」

「おやおや、まるで貴方が貴族の代表とでもおっしゃりたいかのようですね。ドルメンテルの別べつ荘そう一つ分の資し産さんすら持ち合わせていないのに、その前向きさは羨うらやましいですよ」

「なッ……！」

　まさに慇いん懃ぎん無ぶ礼れいという言葉がぴったりなフェルメート。

　当主は気付く。

　普ふ段だん、ベグ達と一いつ緒しよに屋や敷しきに来ていた時とは、まるで別べつ人じんだという事に。

　そして、恐らくはこちらがこの男の本ほん性しようなのだろうと。

「貴様……」

「そもそも、貴方が息子さんを追い詰めたせいで……その貴族の地ち位いも危うくなるかもしれませんけれどね」

「……？　どういうことだ！」

「貴方に自分の全てを否定され続けた息子さんは……ある事件に便びん乗じようしたんですよ」

　嬉うれしそうに嬉しそうに口くち元もとを歪ゆがませ、彼は一つの『事実』を口にする。

「爆ばく発はつテロの標ひよう的てきは、最初はドルメンテル家の施し設せつだけだった。ですが……ある日から、貴族の屋や敷しきにも放ほう火かが行われるようになった。貴方は気付いてらっしゃいましたか？　貴族の屋敷への放火は……この屋敷を中心として一定の範はん囲い内ないで起こっていたという事に」

「……まさ、か」

　言い淀よどむ当主、フェルメートは躊躇ためらう事こと無なく残ざん酷こくな言葉を吐き出した。

「貴方の息子……グレットさんは、ドルメンテルと『仮か面めん職しよく人にん』の争いに、貴族を巻き込もうとしたんですよ。貴族という立場に囚とらわれた自分の世界を壊こわす為ためにね」




「その為ために彼は……『仮面職人』のフリをして放火魔となったのです」
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数日前まえ　グレットの部屋




　部屋の中に風が流れたのを感じ取り、グレットはビクリと全身を震わせた。

「……だ、誰だれですか!?」

　振り返った彼の目に映ったのは──

　窓からの月明かりだけが視し界かいの頼りである部屋の中に、ぼんやりと浮かぶ一つの影。

　唇くちびるをアワアワと震わせるグレットの前に現れたのは、月げつ光こうを照り返す白い仮か面めんを身につけた、フード付きの外がい套とうを身に纏まとう怪かい人じんだった。




「安心して下さい。シルヴィさんの協力者です」

「えッ……？」

　仮面の下から聞こえてきたのが女性の声だったという事にも驚いたが、仮面を被かぶった怪かい人じん物ぶつからシルヴィの名が出てきたという事実は、グレットの悲鳴を無む理り矢や理り喉のどの奥に押し込める。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言います。貴方あなたは、ここ数日、近きん隣りんの貴き族ぞくの屋や敷しきに放ほう火かを行っていますね」

「!!　何……を……」

「見み張はりの使用人にんに賄わい賂ろでも渡したか、それとも自じ力りきで屋敷を抜け出したのかは解わかりませんが、貴方は夜の街に出て、近隣の屋敷に付け火を行いましたね。この屋敷を中心とした地域で放火が起こっているので、この屋敷の人間を疑う者も出始めています」

「……」

　沈ちん黙もくすれば隠かくし通せるかもしれないとばかりに、グレットは口をぱくつかせたまま黙だまり込む。

　だが、その震えと顔色が、仮面の少女の指し摘てきが事実であるという事を認めていた。

　そんなグレットを安心させるように、仮面の少女は言う。

「シルヴィさんも知らない事ですし、言うつもりもありませんので安心して下さい」

「えッ……？」

「言ったでしょう。私は、シルヴィさんの協力者です。貴方とシルヴィさんが幸せになる事を目的としています。だから、貴方がドルメンテル家けに捕らえられるのはまずいのです」

「そ、それじゃあ、どうすれば……」

　冷ひや汗あせを全身から溢あふれさせ、唾つばを飲み込むグレット。

　そんな彼に、仮面の侵しん入にゆう者しやは淡たん々たんと答えた。

「シルヴィさんはこちらでなんとかします。ただ、貴方はマイザーさんと接せつ触しよくする必要がありますから、第三図書館かんに移動して頂く形になりますし、貴方が犯人かもしれないという疑いを消す必要があります」

　彼女は懐ふところから妙みような陶とう器き製せいの球きゆう体たいを出し、感情を消した声で問いかける。




「貴方には、シルヴィさんと結ばれる為ために……どこまで覚かく悟ごできますか？」
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現在　アヴァーロ邸てい




「バカな！　それではグレットは、自分でこの屋や敷しきに火をつけたと言うのか！」

「全ぜん焼しようしなくて良かったじゃないですか。彼は、火が燃え広がって貴方あなたが焼け死んでも良かったと思ったのか、それともそこまで考えが到らなかったのか、どちらでしょうねえ」

　クスクスと嗤わらうフェルメートの言葉を聞いて、アヴァーロ家け当とう主しゆは拳こぶしを机に叩たたきつける。

「第一、何な故ぜ放ほう火かなどを！　外に抜け出せたのなら、そのままあの女じよ中ちゆうと逢あい引びきにでもいけば良かったではないか！　どうせ火を付つけるなら、何故ボロニアルの屋敷にしなかった！」

「内ない部ぶ情報も解わからない領りよう主しゆの屋敷に忍しのび込む勇気は無かった、というより、そこまでバカではなかったと言うべきでしょう。火なんか付けたらシルヴィさんが焼け死ぬかもしれませんしね」

「だからといって、他の屋敷に火を付けてどうする！　ドルメンテルと街の争いに我々を巻き込んだ所で、この社会そのものを壊こわせるわけがない！」

「冷静に考えればもちろんそうですよ？　彼のやった事にはなんの意味もない。だけど、彼から冷れい静せいな思し考こうを奪うばったのは貴方ですよ？　アヴァーロ様」

　あくまでも丁てい寧ねいな態たい度どで答えるフェルメート。

　アヴァーロは血が滲にじむ程ほどに拳を強く握りしめながら、息子むすこ達たちの顔を思い出し──吐き捨てる。

「くそッ！　何故だ……マイザーもグレットも、何故こうも私を失しつ望ぼうさせる！」

　すると──それまで慇いん懃ぎんだったフェルメートが態度を変え、あからさまな嘲ちよう笑しようを浮かべて口を開く。

「失望!?　失望ときましたか！」

　突然調ちよう子しの変わった声に目を見み開ひらき、警けい戒かいを強めるアヴァーロ。

　フェルメートは心の底から面白いという調子で笑い、相手の言葉を否定し始めた。

「二つの意味で笑わせて下さいますね、アヴァーロ様。マイザーさんは貴方よりも遥かに優ゆう秀しゆうな方だ。貴方はどちらかと言うと、彼に失望され続けた側ではありませんか？」

「なッ……」

「そして……グレットさんに関しては、逆の意味で失しつ笑しようを禁じません」

　歪ゆがんだ口くち元もとに、フェルメートの底そこ意い地じの悪さが滲にじみ出る。普ふ段だんは決して周囲に見せない表情を浮かべた彼は、楽しそうに罵ば倒とうの言葉を浴びせ続ける。

「あなたは、あんなボンクラに少しでも希望を抱いていたのですか？　失望したとガッカリできる程ほどに？　だとすれば……貴方は人を見る目が欠片かけらもない、ボンクラ以下のボンクラです。失望したなどという言葉は、『私は人を観みる目がないマヌケです』と告こく白はくするようなものですよ？　まさしく、息子むすこさんにまで『腐くされ腸ちよう詰づめ野や郎ろう』と呼ばれるに相応ふさわしい人物ですね！」

　先せん刻こく自分自じ身しんに対して言っていた『人を観みる目がない』という言葉に、純じゆん然ぜんたる嘲あざけりを上うわ乗のせするフェルメート。

　そんな彼の嘲ちよう笑しように絶えきれなくなったのか、アヴァーロ家けの当とう主しゆは引き出しから銃じゆうを取り出し、フェルメートに向けながら叫ぶ。

「笑うな……笑うなぁ！」

　すると、フェルメートはゆっくりと両手を挙げるが、顔つきは余よ裕ゆうを見せたままだ。

「これは失しつ礼れい。ですが、私が死ねば、貴方あなたにとって不利な証しよう拠こが出で回まわる事になりますよ？　貴方はクスリ造づくりの他にも、そうとうえぐい事を続けて来てらっしゃったようですからね」

　相手を牽けん制せいしつつ、ゆっくりと窓の方に近づいて行くフェルメート。

「逃がすか！」

　アヴァーロ家の当主は引き金を引くが、ガチリ、と音がなるだけで弾だん丸がんが発はつ射しやされる様よう子すはない。

「貴方がこの部屋に来る前に、火か薬やく包づつみと弾丸は抜かせて頂きました。護ご身しん用なら、常に懐ふところに入れておくべきでしたね」

「くッ……！」

　人を呼ぼうとする当主に対し、フェルメートが釘くぎを刺す。

「おや、あなたの息子さんが放ほう火か魔まだという事が知られても宜よろしいのですか？」

「……ッ！　そ、それは、貴き様さまの陰いん謀ぼうだ！」

「私が放火を勧めたりしていませんよ？　そもそも、メイエル家けを斬きり捨てた貴方が何を言ったところで、私は『アヴァーロ家のでっちあげだ』と言えばいいだけですからね。なんでしたら、この仮か面めんが貴方の引き出しから出て来た、と主張してもいいんですよ？」

　楽しげに言葉を続けるフェルメートと、事じ態たいの流れに追いつこうと必ひつ死しに頭を巡らせる当主。

　だが、追いつく事を許さないとばかりに、フェルメートは更さらに言葉を吐き出した。

「私がここにいる事についても、メイエル家に罪つみをなすりつけた貴方を糾きゆう弾だんに来た、という事で収まります。あなたが私の事を今後なんと罵ののしろうが、真実を書しよ簡かんにしたためようが、それを事じ態たいを丸く収める為ために表面的には信じても、心の底から信じる人はいないでしょうね」

「ならば……ならば何な故ぜここに来た……。私を強ゆ請する気か？　金か？　それとも、街の外への脱だつ出しゆつに協力しろというのか!?　どうすれば私の立場を護まもってくれる!?」

　──ここまで来て息子二人の心配は無しか。

　──本当にゲスで面白いなこの人。

　心しん中ちゆうでそんな事を考えつつ、フェルメートは正直に答える。

「寄り道です」

「寄り……道……？」

「本当は他の用事で地下から出たんですけれどね。自分の息子が放火魔だったという事実を知らされた貴族がどんな顔をするのか、面白そうなので見に来た。それだけです」

「……あぁ？　あぁぁ？」

　相手が何を言っているのか解わからず、呆ほうけた声をあげるアヴァーロ家け当とう主しゆ。

　フェルメートはそんな彼の顔をチラリと見た後、半分独ひとり言ごとのような調ちよう子しで続けた。

「しかし、確かに面白かったですけど。やっぱり貴あ方なたのような汚きたない大人おとな相手では『興こう奮ふん』はしませんでしたね。やっぱり、愛めでるにしろ虐いじめるにしろ、可か愛わいいものに限ります。私を慕したってくれる純じゆん粋すいな少年少女など、最高ですよね。そう思いませんか？」

「……？」

「貴方あなたは今後も、『腐くされ腸ちよう詰づめ野や郎ろう』と呼ばれるに相応ふさわしい、ゲスな貴き族ぞくとしての充実した人生を歩んで下さい。貴方は、もうそれ以上、何者にもなれないでしょうから」

　フェルメートが恭うやうやしく一いち礼れいをした、その刹せつ那な──




　街の方から、轟ごう音おんが響ひびき渡る。




「!?」

　アヴァーロ家の当主が目を向けると、街の方に次々と爆ばく発はつ音おんが轟とどろき、各所から火の手が上がっているのが見えた。

「なッ……これは……これも貴き様さまの仕し業わざか！　フェルメー……」

　振り返った瞬しゆん間かん、そこには誰だれもいなかった。

　当主の男は暫しばし沈ちん黙もくした後、力ちから無なく椅い子すに座り込む。

　僅わずか数分で10歳さい程ほど老ふけ込んだかのように、全身から生せい気きが抜け落ちている。

　彼の屋や敷しきがそれ以上炎えん上じようする事も爆発する事もなかったが──彼は予よ感かんしていた。

　自分の人生は、既すでに詰んでいるのだという事に。

　この先、自分が破は滅めつする事はないかもしれない。自分が黙だまっていれば、貴族の地ち位いは保ち続ける事はできるだろう。

　だが、今しがたフェルメートという男に見み透すかされた以上の人間になれる可能性は、無い。

　それに気付いた瞬しゆん間かん──彼は、死ぬ事すらどうでもよくなり、考える事を諦あきらめた。

「糞くそが……糞どもが……」

　ただ、世の中を呪のろう言葉を吐き出しながら、自分のこめかみに銃じゆう口こうを当て、弾たまが吐き出される事のないのを知りつつ、撃げき鉄てつを起こしては引き金を絞しぼるという行為を繰り返し続けた。

　ガチリ、ガチリと響く音に空むなしさを覚え──アヴァーロ家の当主は、世の中の全てを呪のろうかのようなうめき声をあげる。

　もっとも、初しよ老ろうの男が子供のような感情で絞り出した声は、あまりにもか細く──街に響き渡る騒そう音おんにあっさりと搔かき消されてしまったのだが。







　ラブロ・フェルメート・ヴィラレスク。

　彼がアヴァーロ家け当とう主しゆの目の前で本ほん性しようを見せた瞬しゆん間かんから、ロットヴァレンティーノに渦うず巻まいていた災さい厄やくはクライマックスを迎える。

　街の各所で図ったように爆ばく発はつと炎ほのおの手があがり、ドルメンテル家の人間達たちにも、丘の上の貴き族ぞくにも、街の一般市し民みん達たちにも、等しく終しゆう末まつと錯さつ覚かくさせる恐きよう怖ふを与え始めた。




　それこそ、この街を地図から消し去ろうとでもいうかのように。
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海上要よう塞さい




　街内の見回りをしている最さい中ちゆう、カルラは街の各所が爆発する瞬間に遭そう遇ぐうした。

　彼女は周囲にいた部ぶ下か達に、最も寄よりの場所での救助と消しよう火か活動を指し示じした後、ドルメンテル使し節せつ団だんの本ほん拠きよ地ちである海上要塞にとって返した。

「状況はどうなっている！」

　外にいた私し兵へい達に問うが、誰だれも正確に状況を把は握あくしてはいないようだ。

　ただ、各所からの報告が届くにつれ、徐じよ々じよに被ひ害がいの状況が解わかってくる。

　どうやら、今回の爆発は、この半月ほどの間に爆ばく破はや放ほう火かされた場所で起こっているらしい。

　つまり、焼けかけた家か屋おくや、既すでにガレキの山と化したような場所で、改めて爆発が起こったというのである。

　まだ調査中ちゆうという事もあり、半なか場ば放ほう置ちされていた場所という事もあり、最初の爆発での被害者は殆ほとんど出ておらず、寧むしろ逃げる際の押し合いやへし合いで怪け我が人にんが出ている状況だった。

　とりあえず死者の報告がまだ出ていない事に安あん堵どしつつ、カルラは更さらに情報を収集しゆうしゆうし、私兵達を適てき所しよに派は遣けんしていったのだが──




「奴やつが……『仮か面めん職しよく人にん』が目もく撃げきされました！　市内を逃げ回っているとの事です！」




　唐とう突とつにあがってきた報告を聞き、カルラは数秒考かんがえる。

　──また、『仮面職人』が姿すがたを見せたというのか。

　──姿を見せるからには、何か理由がある筈はずだ。

　──一いち番ばん考えられるのは……目を引くため……何かの囮おとりか。

　ならば、なんの囮か？

　それを思し案あんしようとした直後、答えが別の部ぶ下かによって報告される。




「大変です！　船が……アドウェナ・アウィス号が動き始めています！」
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アドウェナ・アウィス号




「敢あえて聞こう。何が起こった？」

　ナイルの言葉に、田でん九く郎ろうが答える。

「解わからんが、今が機きである事には違いない」

　街の各所で爆ばく発はつが起こり、アドウェナ・アウィス号につけられていたドルメンテル家けの警けい備びの数が手て薄うすになった。その様よう子すを見ていたダルトンが、『恐らく、これが最初で最後の好こう機きだろう』と判はん断だんした事により、田九郎とザンク、そしてナイルの三人が船を奪だつ取しゆすべく乗り込んだのだ。

　残っていた数名の警備を気き絶ぜつさせ、最さい低てい限げんの帆ほを張って出しゆつ港こうさせる。アドウェナ・アウィス号の帆や操そう舵だ周りは当時としては驚くほど簡かん潔けつ化かされており、三人という人数にも関わらずあっさりと船を動かす事ができた。




　そして、海上要よう塞さいから離れつつ、港のある一点を目指す。

　陸りく路ろは全て炎ほのおに巻かれて塞ふさがれているが──唯ゆい一いつ、地下水すい路ろからの出入り口からなら辿たどり着ける場所である。

　おあつらえ向きに、周囲は爆発などでガレキが散さん乱らんしているものの、その地下水路から港に到る部分だけは爆発も火か災さいも起こっていない。

　ただ、このまま時間をかければ火が回ってしまう可能性がある。

「……気に食わんな」

　ナイルの呟つぶやきに、ザンクが同意する。

「ああ。この火災は我らの与あずかり知らぬ事。だが、あまりにも我々に都つ合ごうが良い」

　何者かに、行動を支配されている。

　そんな感覚を、ほぼ核かく心しんに近い形で抱きつつ、田九郎は敢えてその流れに逆さからおうとはしなかった。

「だが、他に道がないのも確かだ」




「ここで我々が姿すがたを現さねば、ドルメンテル家けは、それこそこの大たい火かを言い訳わけに、街の全てを焼き払いかねん」





⇔






港こう湾わん部ぶ




「一体……何が……」

　地下水すい路ろからでたマイザーは、街の至る所から立ち上る火の手の煙に驚きの声をあげる。

「良く解わからんが、今がチャンスだ！」

　錬れん金きん術じゆつ師し達は、手て近ぢかな港に接せつ岸がんしようとしているアドウェナ・アウィス号を見つけた。

「いくぞマイザーはやくしろお前が行かないでどうする」

　背中にチェスを背負ったベグが、地下水路に続く隠かくし扉とびらの前で立ち止まっているマイザーに呼びかけた。

　チェスはこの騒さわぎの中でスヤスヤと寝ね息いきを立てており、全く目を醒さます様よう子すはない。

「え、ええ……チェス君はどうしたんですか？」

「俺おれの薬で眠らせた。安心しろいつものクスリじゃないぞ副ふく作用はなくただ眠くなるだけだ」

「本当に大だい丈じよう夫ぶなんでしょうね？」

　不安に思いつつも、ベグを送り出すマイザーだが、彼は貴き族ぞくの屋や敷しきが連なる丘からも煙が上がっているのを見て、再び足を止めてしまう。

　──いいのか？

　──こんな時に……私は街を逃げだそうと……。

　彼は街の責任者でもなんでもないのだが、生まれ持っての性しよう分ぶんが、彼から『逃げる』という選択肢しを奪うばおうとしていた。

　だが、そんな彼の背にいつの間にか地下から出て来ていたダルトンが声をかける。

「迷う必要などあるまい」

「！　ダルトン先生……」

「街と……人間を捨てる覚かく悟ごがあると言っていたろう？　私の知識を預けたお前がここに残るというなら、アドウェナ・アウィス号に他の錬金術師が乗ることにも、何の意味もなくなる」

「……はい。ですが……」

　拳こぶしを握りしめるマイザーに、ダルトンは軽く息を吐きながら、続ける。

「まあ、街を託すつもりだった弟も一いつ緒しよに逃げる事になったのだ。簡単に割り切れるものでもないだろうがな」

　そして、ダルトンはマイザーの背中を押す言葉を投げかける。

「私達も、できる限りの事はしよう」

「え……？」

「こちらの命を心配する必要がない、というのは、良く解わかっているだろう？　お前が何かを救う為ために不ふ死し者しやになるというなら、無ぶ事じに不死者になった後で、死なないという利点を生かして、どこかの誰だれかを救ってやれ。だが、今、ここでお前が残る事で、誰も救えはしない。それどころか、アドウェナ・アウィス号の名めい簿ぼに載のった錬れん金きん術じゆつ師し達を路ろ頭とうに迷わせるだけだ」

　マイザーはなおも数秒考かんがえ込んだ後、拳こぶしを握りしめたまま、力強く頷うなずいた。

「……決して好きな街ではありませんでしたが……宜よろしくお願いします」

「枕まくら詞ことばは余よ計けいだぞ。こちらのやる気を削そぐ気かね」

　ダルトンは、彼にしては珍めずらしく笑えみを浮かべ、乗員名簿と共にマイザーに一通の封ふう書しよを渡す。

「無ぶ事じに出しゆつ港こうして、落ち着いたら開けろ」




「その封書の中なか身みが吉きちと出るか凶きようと出るかは解らんがな」
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「おや、私で最後のようですね」

　地下に戻ろうとしていたダルトンの前に、隠かくし扉とびらを開けてフェルメートが現れた。

「……用事は済んだのかね？」

「ええ、つつがなく。心残りはいくつもありますが、それにかまけてチェスを寂さびしがらせる程ほどにマヌケではありませんよ」

「上う手まくやったものだな」

「何の事です？」

　とぼけるフェルメートに、ダルトンが言う。

「今までの立場では、君はアドウェナ・アウィス号に乗る理由など無かった。だが、今の状況ならば、街から離れるという理由で誰にも疑われずに船に乗る事ができるだろう」

「……私に御ご不ふ満まんがおありでしたら、今からでも乗員名簿から名前を消しますか？」

「いいや？　たとえ君が何をするつもりだろうと、私が口を出すべき事ではない。君が現げん時点で既すでに不死者だというのならば、話は別だがね」

　ジロリと睨ねめ付けるダルトンの視線を受け流し、フェルメートは答えた。

「私は、正しよう真しん正しよう銘めいただの人間ですよ。……今はね」

「そこまでして不ふ老ろう不死を望むタイプにも見えんがな」

「ハハ、私は自分よりも寧むしろ、不老不死にしてあげたい人間がいるんですよ」

　柔らかい笑えみだが、ダルトンはその笑顔を溢こぼしているのが邪じや悪あくの塊かたまりだと気付いていた。

「……足あし元もとをすくわれぬようにする事だな。船に乗る異い常じよう者は、貴き様さまだけではない」

　しかし、彼はその男が船に乗ることを止めようとはしない。

　それを確かく認にんしフェルメートは、クツクツと笑いながら恭うやうやしく一いち礼れいをした。

「やはり貴方あなたは指し導どう者であると同時に、傍ぼう観かん者です」




「尊そん敬けいに値しますよ。ダルトン先生」
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　マイザーが港に走り込むと、そこでは既すでにアドウェナ・アウィス号が接せつ岸がんしており、飛び乗るような形で錬れん金きん術じゆつ師し達が船に乗り込み始めていた。

　いくら炎ほのおで道が阻はばまれているとはいえ、マスケット兵へいや大たい砲ほうが到着すれば、炎越ごしに撃うたれて船はあっさりと沈められる事だろう。寧むしろ、火ひ矢やなどを放たれただけでも致ち命めい的な状況だ。

　もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。

　焦あせるマイザーが背後を振り返ると、見知った顔がこちらに向かってくるのが見えた。

「フェルメートさん！　御ご無ぶ事じでしたか！」

「ええ、なんとか、残っていた家の者達も、無事に逃がす事ができました」

「それは良かった……！　早く乗って下さい！　チェス君とベグも、既に乗っています！」

「解わかりました」

　そう言って自分の横を擦すり抜けていくフェルメート。

　彼が最後だと確認し、自分も船に乗り込もうとしたのだが──




　マイザーの視し界かいの隅すみ。煙の渦うず巻まく建物の上に、何かが蠢うごめくのが見えた。

「ッ！」

　全身の細さい胞ぼうの警けい戒かいレベルが跳ね上がるのと、その屋根の上の影が煙から飛び出し、こちらに向かって一いつ直線に舞い降りてくるのはほぼ同時の事だった。

　向かってくる影が銀ぎん色いろの剣けんを握っている事に気付き、間かん一いつ髪ぱつでその場から飛び退のくマイザー。

　低い建物とはいえ、屋根から飛び降りたにも関わらず、その影の主ぬしは足を痛めた様よう子すもなくマイザーへと距離を詰めてきた。

　思わず腰からナイフを取り出し、相手の刃やいばを受け止めるマイザー。

　金属音おんが響ひびき渡り、船に乗っていた錬金術師達が一いつ斉せいに港の石いし畳だたみを振り返った。

　すると、新たに二つの影が舞い降り、船の方に向かってくるではないか。

　それは、軽けい装そうにスティレットを構えた男達であり、錬金術師達は即そく座ざにそれがドルメンテルの近衛このえ兵へいだという事を確かく認にんする。

　その事実から、多くの者が瞬しゆん時じに予想した通り──

　最初にマイザーに斬きりかかった影は、使し節せつ団だん長ちよう、カルラ・アルバレス・サントーニャだった。




「……やるな」

「カルラさん……」

　互いの顔を確かく認にんした後、二人は一いつ端たん距離をあける。

「言った筈はずだぞ。船は出させんとな」

「見み逃のがしては、貰もらえませんか」

「ふざけるな！」

　カルラは再び地を蹴けり、マイザーへと躍おどりかかる。
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　マイザーのナイフが鋭い突きをいなし、ギャリ、と耳みみ障ざわりな金属音おんが港の空気を軋きしませる。

　その一方で、近衛兵の二人は船に乗り込もうと跳ちよう躍やくするが──

　船から同じように跳躍してきた二人が、近衛兵達たちを蹴りで港に押し戻した。

「すまんな。乗船名めい簿ぼに名前を書かれた者しか、乗せる事はできんのだ」

「敢あえて言おう。俺おれ一人で充分だ」

　飛び出した勢いでそのまま港に降り立った二人──田でん九く郎ろうとナイルを見て、マイザーが再び

カルラとの距離を空あけながら言葉を漏もらす。

「二人とも……」

「操そう船せんは、とりあえずザンク殿どのに任せれば問題御ご座ざらん。だが、マイザー殿が乗らぬ事にはこの出しゆつ港こうの意い義ぎが消えてしまう」

「敢あえて言おう。俺おれ一人で充分だ。田でん九く郎ろうも戻れ」

　ナタのように巨きよ大だいな包ほう丁ちようを肩に担かついだナイルが、近衛このえ兵へい達たちを睨ねめ付けた。

　初日に会った時とは違い、ナイルは素す手でではなく、自分の得え物ものを手にしている。

　無む表情な近衛兵達に警けい戒かいの色が募つのり、迂う闊かつに斬きりかかる事はせず、間合いギリギリの範はん囲いで踏みとどまっていた。

　改めて拮きつ抗こう状態となったのを確かく認にんし、マイザーは再度カルラに問いかける。

「お互い、無む駄だな血が流れるだけです、引いては頂けませんか、カルラさん」

「無駄な血だと……？　お前達が囮おとりにして街を走らせている人間が死んでも、無駄な血ではないと言うつもりなのか？」

　現げん在ざい街を逃げ回っている『仮か面めん職しよく人にん』は、彼らを逃がす為ための囮だろう。実際、カルラの命令の届かないドルメンテルの私し兵へいや、独自に犯人を捕まえようとしている市民達は、その影を追って街の中心部ぶに散ってしまっていた。

　だが、そんな情報など知らないマイザーは、眉まゆを顰ひそめて問い返す。

「……？　何の話ですか？」

「……」

　とぼけるな、と言いかけた所で、カルラはじっとマイザーの顔を見た。

　しらばっくれている様よう子すは見受けられないし、そもそも、マイザーが人の命を囮にするような人間ではないという事は彼女自じ身じんも良く解わかっていた。

　──ならば、マイザー以外の錬れん金きん術じゆつ師しが、勝かつ手てにやらせたという事か？

　──だが、もしも。もしも完全に無む関係で、こちらにかまけている間に、ルクレツィア様の船を沈めた真しん犯人を取り逃がしたとしたら？

　──だが、どちらにせよ……ここで引くわけにはいかない！

「……残念だ。マイザー。お前とは、別の形でもっと語り合いたかった」

「……私もですよ」

　主あるじの為に、街を支配すべくロットヴァレンティーノへとやって来たカルラ。

　そのロットヴァレンティーノの街に限界を感じ、街を出ようとしたマイザー。

　二人は立場が違うなりに接せつ触しよくを繰り返し、お互いを信頼しあえる間あいだ柄がらにはなっていた。

　だからこそ、いつかはこうなるかもしれないと理解はしていた。

　遠えん慮りよ無なく斬り合える程ほどの浅い中でも、斬り合って尚なおも後こう悔かいしないような深い仲でもなかった。

　二人の間の微び妙みような距離は、互いの得物の間合いギリギリで対たい峙じする今の位い置ち関係を表しているかのようだった。




　一方で、田でん九く郎ろうも難しい顔をして近衛このえ兵へい達たちと対たい峙じしていた。

　──ナイル殿どのは、斬きり合いとなれば、相手を斬り伏せるだろう。

　──そうなってしまっては、いよいよ我らはお尋たずね者だ。

　──しかし、あの近衛兵達も、こちらが手て加か減げんできる程ほどに弱くはなさそうだ。

　初日のようないざこざとは、事情や緊きん迫ぱく感かんも含めて何もかもが違う。

　そこで田九郎は、ふと、ヴィクターに止められた時に、ザンクが言っていた事を思いだした。




（どうも我らは、ここで喧けん嘩かをすると誰だれかに止められる運命らしいな。三度目があれば完かん璧ぺきだ）




　──運命、か。

　──そんなものに期待するようになっては、錬れん金きん術じゆつとしても終わりよな。

　小さく苦く笑しようした後、呼吸を瞬しゆん時じに整える。

　──さて、足あ搔がくか。

　ナイルが二人を斬る前に、こちらが近衛兵の二人を無む力りよく化かする。

　下へ手たをすればナイルとも斬り合いをする事じ態たいになるが、それもやむなし。

　仮にナイルと相あい打うちになったとしても、ザンクが入れば、船は動く。

　己おのれの死すら瞬時に覚かく悟ごし、田九郎は誰だれよりも早く仕掛けるべく、全身の筋肉を脈みやく動どうさせる。




　だが、それよりも一いつ瞬しゆん早く──

　彼らの前に、『運命』が現れた。

　もっとも、それは田九郎には『三度目の偶ぐう然ぜん』としか見えないものだとしても──

　別のあるものにとっては『運命』などではなく、『計画』の一部に過ぎなかったのだが。




　六人の緊迫を打ち破る形で──

　マイザー達三人と近衛兵達の間に、複数の球きゆう体たいが投げ込まれたのである。




　ガシャリ、と音が鳴り響ひびき、地面に落ちた陶とう器き製の球体が割れていく。

　一体如い何かなる仕組みなのか、中に入っていた液体が瞬時に拡かく散さんし、同時に激しい勢いで燃え上がった。

　球体は次々と投げ込まれ、一時的に炎ほのおの壁を造つくり上げる。

「なんだ……!?」

　強制的にアドウェナ・アウィス号までの道を分ぶん断だんされたカルラは、炎から退しりぞきつつ、その球体が飛んできた方向に顔を向け──双そう眸ぼうを驚きよう愕がくに見み開ひらいた。

　そこには、自分達が飛び降りていた屋根の上に、十人程ほどの人ひと影かげがあり、その誰だれもが、マント付きフードに、特とく徴ちよう的てきな面めんを被かぶっていたのである。

「……ッ！　『仮か面めん職しよく人にん』かぁッ！」

　カルラが叫ぶとの、遠くから爆ばく音おんが聞こえるのは同時の事だった。

「!?」

　音の方に意識を向けると、ガレキに遮さえぎられた道の奥に見える、ドルメンテルの『海上要よう塞さい』から火の手が上がっているのが見えたのである。

　セラードの船のように、端はしにあった一いつ隻せきが爆ばく発はつしたわけではない。

　中心部から連れん鎖さして爆発する形で、要塞が巨きよ大だいな花はな火びのように燃え上がったのだ。

「貴き様さまら……貴様らかぁッ！」

　ルクレツィアの船を沈めたのも、この『仮面職人』達に違いない。

　カルラは強い怒りに駆かられて睨にらみ付けるが──

　当の『仮面職人』はそんなカルラを相手にせず、呆ぼう然ぜんとしているマイザー達を見て、ゆっくりと船の方を指さした。

　早く乗れ、と言っているのだろう。

　マイザーと田でん九く郎ろうは顔を見合わせた後、即そく座ざに踵きびすを返し、船の甲かん板ばんへと飛び乗った。

「おい、待て、俺おれは奴やつらとケリを……」

　田九郎がそう言いかけていたナイルの襟えり首くびを摑つかみ、投げ飛ばすような形で甲板へと引き込む。

「田九郎！　貴様……」

「ザンク殿どの！　出しゆつ港こうに御ご座ざる！」

　怒ど気きを孕はらんだナイルの言葉を無む視しし、田九郎は甲板と港の間にかけられていた板を外し、ザンクに出港の指し示じを出した。

「田九郎！」

「落ち着かれよナイル殿！　あれを見よ！」

　厳きびしい口く調ちようで叫ぶ田九郎。

　促うながされた先を船に乗っていた者達が見ると──

　そこには、炎えん上じようしている海上要塞から切り放された一隻の戦せん列れつ艦かんが、こちらに向かって進んでくる姿すがたがあった。

「こちらにはロクな武ぶ装そうがない！　砲ほう撃げきされたら、その時点で終わるぞ！」
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ロットヴァレンティーノ市内　屋根の上




　港の方から聞こえた新たな爆ばく音おんを聞いて、ニキは不安げに顔をあげた。

　──まさか、アドウェナ・アウィス号が砲ほう撃げきされたんじゃ……。

　屋根の上を走っていたニキは不安げな表情を向けるが、燃えているのがアドウェナ・アウィス号ではなく、ドルメンテルの海上要よう塞さいだと確かく認にんして小さく安あん堵どの息を漏もらす。

　だが、彼女のそうした表情の変化は誰だれにも解わからない。

　屋根の上を走っているからという事もあるが──彼女は今、『仮か面めん職しよく人にん』の格かつ好こうをしているのだから。







　一時間ほど前──彼女の元に、フェルメートが別れを告げに現れた。

　覚かく悟ごはしていた事だった。フェルメートはチェスを逃がす為ために、船に乗る事を決めたのだ。自分は錬れん金きん術じゆつ師しではないし、グレットとシルヴィのように、船に乗らねばならない明確な理由もない。

　だが、フェルメートは、別の形で『別れの言葉』を切り出した。

「これでお別れです、ニキ。……もし良ければ、貴女あなたが、私の代わりにアドウェナ・アウィス号に乗って下さい。マイザーさん達も無む理りに断りはしないでしょう」

　どういう事かと尋たずねると、彼は静かに首を振った。

「私は、アドウェナ・アウィス号が港を無事離はなれられるように、街の中を攪かく乱らんします」

　フェルメートが手にしていたマントと仮面を見て、ニキは悟さとる。自分が『仮面職人』となって目もく撃げきされる事で、街の中に兵へい士しや市民を惹ひき付けるつもりなのだと。

　危険だと止めるニキに、フェルメートは誰かがやらなければならない事だと首を振った。

「私がやる」

　気付けば、ニキはそう口にしていた。

　驚いた顔をするフェルメートに、彼女は精せい一いつ杯ぱいの笑顔を浮かべて見せた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。私の過去は知ってるでしょう？　この街の裏うら道みちは知り尽くしてるし、フェルメートよりも確実に囮おとりとして動き回れるよ」

　危険過すぎると止めるフェルメート。

　数分にわたる説せつ得とくが続いたが、彼女は頑がんとして受け入れず──仮面を奪うばいながら言った。

「私は、この街の事が嫌きらいなの。少しでもあいつらを混乱させて仕返ししたい。それだけ。それにさ、あのグレットってボンボンの所にいく時とかにも『仮面職人』の格好したけど、割と楽しかった。やっぱり私は、こういう表おもてに出ない仕事の方がやりやすいよ」

　──噓うそだ。

　笑いながら、彼女は自分の言葉を否定する。

　──街の連れん中ちゆうなんてどうでもいい。表おもてだの裏うらだのどうでもいい。ただ、ただ、フェルメートに危ない目に遭あって欲しくないだけ。フェルメートの、役に立ちたいだけ。

　──きっと、フェルメートが……私の探してた『死に場所』なんだ。

　だが、言葉にする事はできず、ただ強ごう情じように自分がやると言い続けるニキ。

　フェルメートは、そんな彼女の心を読んだのか──

　ガシリ、とニキを抱きしめ、泣きそうな声でつぶやいた。

「ありがとう……ニキ。でも、約束して下さい。私などの為ために死なないと。私は貴女あなたの死に場所にはなれない。死に場所は、貴女が精せい一いつ杯ぱい生きた先にある筈はずです」

　──……ッ！

　──通じてた。

　──私の気持ちが。

　気付けば、涙が溢あふれかけていた。

　それを隠かくすように彼女は仮か面めんを被かぶりながら呟つぶやいた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。私だって……『仮面職しよく人にん』の一員なんだから」







　そして、現在──彼女は街の中を逃げ続ける。

　自分とフェルメートの心は、あの時、確かに繫つながっていた。

　胸の鼓こ動どうを高たか鳴ならせる想いを燃やし続け、彼女はただ、走り続ける。

　モニカが自分を助けてくれた時は、どんな気持ちだったのだろう。

　エルマーは、どんな気持ちだったんだろう。

　自分の意志で『誰だれかの為に動く』という事が、こんなにも生きる実感を与えてくれるとは思わなかった。

　人生で初めてと言って良い程ほどの『生きる喜び』を嚙かみしめる少女。




　彼女は当然ながら、知らなかった。

　自分がフェルメートと別れを告げ、『仮面職人』として駆かけ出した後──

　フェルメートが、薄く笑いながら「ありがとう」と呟いた事を。

　そして、直後に──

「君なら、そう動いてくれると信じていたよ」

　と、歪ゆがんだ信頼の言葉を呟かれていたという事も。





⇔






港




「貴き様さまら……やはり、あの錬れん金きん術じゆつ師し達の仲間か!?」

　カルラは屋根の上にいる『仮か面めん職しよく人にん』達に叫ぶが、返事はない。

　──くそ、マスケット兵はまだか。

　銃じゆうがあれば、屋根の上にいる彼らはあっさりと撃うち落とせる事だろう。

　だが、この半月ほどの間に武ぶ器き庫こなども爆ばく破はされた為ため、銃の数はかなり減っており、マスケット銃を持った兵へい士しは街まち中なかに分ぶん散さんしている形となる。

　海上要よう塞さいには重点的に配はい備びしていたが、あの爆ばく発はつではどうなっているか解わからない。

　なんとかして屋根の上に戻る方法を思し案あんしていたカルラだったが──

　何と、『仮面職人』の内の一人が、軽やかに屋根から飛び降りたではないか。

　驚きつつも、剣を構えるカルラと近衛このえ兵へい。

　──どういううつもりだ？

　──我々を攻こう撃げきするつもりなら、あの球きゆう体たいを直接屋や根ねから投げ続ければ良い筈はずだ。

「これは警けい告こくだ。仮面を外し、武ぶ装そうを解かい除じよしろ」

　警けい戒かいを強めながら、相手に形式上じようの警けい告こくを与えるカルラ。マイザーには奇き襲しゆうを仕掛けたが、今回はまず相手の狙ねらいを探ろうとしたのだ。




　だが──そこでカルラは、気付く。

　潮しお風かぜと炎ほのおのせいで、全く感じていなかったが──

　目の前にその『仮面職人』が降り立った瞬しゆん間かんから、ある『変化』がこの場に現れていたという事に。

　そして、『仮面職人』が一歩近ちかづき、仮面に手をかけた瞬間、『変化』は更さらに強まり、その違い和わ感かんの正しよう体たいを確かく信しんし──

　次の瞬間、彼女と近衛兵達たちは、武ぶ器きを取り落としてその場に膝ひざを落とす結果となった。

　一年前、やはり『仮面職人』の手により、眠り薬を嗅かがされた時と同じような形で。





⇔






30分後　海上




「まずいな。追いつかれる」

「なんとかならんのか！」

　アドウェナ・アウィス号の上では、錬れん金きん術じゆつ師し達がパニックを起こしかけていた。

　この船も、同どう規き模ぼの船の中では常じよう識しき外はずれに速く進む船だったのだが──まともな操そう船せん技術を持った者が三人しかいないという限界か、こちらを追う一いつ隻せきの戦せん列れつ艦かんに距離を詰められつつあり、あと少しで砲ほう撃げきが届きかねない間合いとなっていたのである。

「くそ、荷物は最初の停てい泊はく地ちで補ほ給きゆうできる。重いものをいくつか捨てれば……」

　錬金術師の一人が思いつきでそんな事を言い、倉庫に続く扉とびらを開こうとしたのだが──

　その扉が内側から開かれ、中から銀ぎん色いろに輝く銃じゆう口こうが顔を覗のぞかせた。




「よし、そこまで！　そこまでだ、お前ら！」




　良く響ひびく声で叫ばれた男の声に、甲かん板ぱんにいた錬金術師達が一いつ斉せいに振り返る。

　すると、そこには──服を煤すすけさせたヴィクター・タルボットが立っており、領りよう主しゆをはじめとした貴き族ぞくが持っている物と同じ、三さん連れん式しきのフリントロック・ピストルを掲げていた。

「ヴィクター殿どの!?」

　帆ほを操あやつっていた田でん九く郎ろうが、驚きの声をあげる。

「一体どうやって船に!?」

「絶対にお前らは動くと思ってな。何日か前から、船の倉庫のタルの中に隠かくれてたってわけさ」

　トリックとも言えないトリックを自じ慢まんげに語り、ヴィクターはマイザーに銃を向ける。

「さて、船を止めろ、マイザー・アヴァーロ。大人おとなしく止まって俺おれが甲板から手をふりゃ、あいつらもいきなり砲ほう撃げきして沈めるようなマネはしねえだろ」

「ヴィクターさん……でしたね」

　第三図書館かんで顔を合わせた事でもあるのか、お互いの顔ぐらいは知っているようだった。

「これ以上無む駄だな追いかけっこはやめとこうぜ？　お前らが知識を求めて悪あく魔ま召しよう喚かんやろうがアメリカに行こうが知ったこっちゃねえが、それにガキや女を巻き込んで、船ごと沈む道を選ぶほどにバカじゃあねえだろ？」

　ベグの背でスヤスヤ眠っているチェスや、怯おびえた目でグレットの手を握っているシルヴィを見ながら警けい告こくを続けるヴィクター。

「しかし、本当にカルラ達を振り切って海に出やがるとはなぁ。一体どんな手て品じなを使った？」

　倉庫に居たため、港でのやり取りや街の様よう子す自体は見ていないらしい。

　そんなヴィクターからすれば当然の問いに対し、マイザーは銃を突きつけられているにも関わらず、堂どう々どうと答える。

「私達にも、良く解わからないんです」

「はあ？　何をバカな事を……」

「それより、銃じゆうを下ろしていただけませんか。流れ弾だまが子供や女性に当たるかも知れません」

「はッ！　言うねぇ。気に入ったぜ」

　徐じよ々じよに後方に近づく戦せん列れつ艦かんを確かく認にんし、ゆっくりと銃を下ろす。だが、警けい戒かいを解いたわけではなく、鋭い目を光らせながら周囲の錬れん金きん術じゆつ師し達に言い放つ。

「言っておくが、俺おれを人ひと質じちにした所で無む駄だだぜ」

「ならば、とっとと撒まき餌えになるか？」

　いつの間にか操そう船せん作業から離れたナイルが、手にナタを持ってヴィクターと相あい対たいした。

「ナイル殿どの！　船の速度が落ちるぞ！」

　田でん九く郎ろうの声に、ナイルは鼻を鳴らしながら答える。

「構わんだろう。どのみち追いつかれるのだ。俺が向こうの船に飛び移り、追っ手を始し末まつすればいいだけの話だ」

「本当に好こう戦せん的な野や郎ろうだな、手前てめえは。会った時に喧けん嘩かを止めて正解だったぜ。あのままじゃ、うちの兵へい隊たい連れん中ちゆうが皆みな殺ごろしにされてた」

　呆あきれたように呟つぶやくヴィクターだが、やはり警けい戒かいは解かない。

　そんな彼が反応を見せたのは──

　遠とお眼鏡めがねで追い迫る戦列艦を見ていた錬金術師が、呆ほうけた声を上げたからだ。




「おい……なんか、甲板にいる奴が手を振ってるぞ？」




「あん？」

　ヴィクターは眉まゆを顰ひそめそういえば、威い嚇かく砲ほう撃げきの一つも行われていないという事に気が付いた。

　もう街からは見えなくなっている距離だ。少しぐらい攻こう撃げきしても、マーズ家けとドルメンテル家の間に軋あつ轢れきとなる事はないだろう。

　彼は銃を腰のホルダーに終しまい、周囲が全員敵てきであるという事も忘れて、その錬金術師から遠眼鏡を奪うばい取った。

「ちょいと貸りるぜ」

　そして、その遠眼鏡を覗のぞいた中に、彼は見知った顔を見る。

　特に彼が目を引かれたのは、手を振る男の右にいる、白いヒゲが特とく徴ちよう的な人物だった。

「せ、セラードの爺じい様さまじゃねえか!?」




　同時に、別の遠眼鏡で船を見たマイザーが、同じように驚いた声を上げる。

「そんな……まさか」

「ど、どうしたの、兄にいさん」

「船を……船を止めて下さい！」

「ええッ!?」

　驚くグレットの声も耳に入らず、彼は遠とお眼鏡めがねを覗のぞき続けた。

　レンズ越しに見た視し界かいの先に、彼の知っている人間が二人存そん在ざいしたのである。




　甲かん板ぱんの上に居たのは、手を振るエルマー・Ｃ・アルバトロスと──

　その左側に立つ、ヒューイ・ラフォレットの姿すがただった。





⇔






30分前　港




　カルラは、武ぶ器きを取り落として、その場に膝ひざを落とした。

　一年前と同じような形だが、今回は意識を失ったわけではない。

　彼女が膝ひざを落としたのは、単純に、跪く為だ。




　近衛このえ兵へい達と共に、空気に感じ取った異い変へん──

　それは、空気中に漂う、淡い桃の香りだった。




　屋根の上から降り立った『仮か面めん職しよく人にん』が仮面を外す。

　仮面の下から現れたのは、久ひさ方かたぶりに見る、彼女の『主あるじ』の顔だった。

　同時に、屋根の上にいた他の『仮面職人』達も、次々と仮面を脱いでいく。

　そこから現れたうちの何人かは、カルラの知るルクレツィアの護ご衛えいの人間達だ。

「やはり……やはり……生きておられたのですね！」

　目に涙を浮かべながら顔を上げるカルラに、『主』である女──ルクレツィア・ドルメンテルは、クスクスと嗤わらいながら呟つぶやいた。

「あらあらぁ。想そう像ぞうしてたよりも可か愛わいい顔じゃない？　後ろの二人は相変わらず無む表情ねぇ」

　そして、彼女はキョロキョロと周囲を見渡し、小さく首を傾かしげる。




「ヴィクターの驚く顔も見たかったのに、どこ行っちゃったのかしら、あの人」





⇔






30分後　アドウェナ・アウィス号　船上




　戦せん列れつ艦かんに追いつかれ、海上で一時的に停てい泊はくするアドウェナ・アウィス号の甲かん板ぱん。

　そこでは今まさに、衝しよう撃げき的な光こう景けいが繰り広げられていた。




「……ルクレツィアの……自じ作さく自じ演えん？」

　その瞬しゆん間かんのヴィクターの顔は、後にエルマーに『当時、デジカメとかが無かったのが残念だよ。俺おれが今まで見た中で最高に笑える顔だったから、撮とっておけばたくさんの人を笑わせる事ができたのに』と言われる程ほど──筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい、滑こつ稽けいな顔となっていた。

　まるでその瞬間だけ別べつ人じんになったかのような男を見て、多くの錬れん金きん術じゆつ師し達は笑いを堪こらえるのに必ひつ死しになっていたが──

　マイザーはそんなヴィクターには目もくれず、真剣な顔でエルマーに問い質ただす。

「本当なんですか!?　ルクレツィア・ドルメンテルさんが生きているというのは」

「うん。何日か前から着るものと化け粧しようを変えて街の中にいたけど、誰だれも気付かなかったって。カルラさんには多分バレるからって近づかなかったし、ヴィクターさんがいないなあってぼやいてたけど」

「街の中って……夜とかはどうしてたんですか？　まさか海上要よう塞さいに!?」

「いや？　スペランの家」

　あっさりと答えるエルマーに、マイザーも呆あきれたように口を開く。

「スペランが、女の人の頼みを断るわけないってば」

　カラカラと笑いながら語り続けるエルマーだが、その説明は今ひとつ要よう領りようを得ない。

　最初から詳しく説明を頼もうとしたマイザーを押しのけ──元の表情に戻ったヴィクターがエルマーの襟えり首くびを摑つかみあげた。

「おい、最初っから説明しろエルマー！　俺は手前に何も聞いてねえぞ！」

　その言葉に驚いたのは、マイザーだった。

　全く接せつ点てんが無いと思われていたヴィクターが、何な故ぜエルマーの名前を知っているのだろうか。

「あの、エルマーと知り合いなんですか？」

「知り合いも糞くそも……」

　そこで一いつ旦たん口ごもったヴィクターだが、「アア畜ちく生しよう、もう関係ねえか」と言った後に、苛いら立だたしげにエルマーと自分の関係を口にした。




「この笑顔バカは、ドルメンテルの密みつ偵ていの一人だったんだよ」





⇔






　エルマー・Ｃ・アルバトロスは笑顔中毒者スマイル・ジヤンキーだ。

　たとえ相手がどんな立場の人間であろうとも、彼は笑っていない人間の味み方かたである。

　一年前、モニカが死に、ヒューイが失しつ踪そうを遂とげた後──

　彼は、街で何度かあった女性が、最近殆ほとんど笑っていない事に気が付いた。

　なんとかして笑わせようとするが、『五う月る蠅さい、貴き様さまら錬れん金きん術じゆつ師しも私の……ドルメンテル家けの敵だ』の一点張ばりで、誰だれに対しても心を開いてはいない様よう子すだった。

　それでもしつこく笑おう笑おうと言い続けるエルマーに対し、その女性──カルラは言う。

「そんなに私に笑って欲しければ、街の錬金術師達たちの情報でも持ってこい」と。

　翌よく日じつ──エルマーは『秘ひ密みつだよ』と言いつつ、第三図書館かんの技術書しよなどを大量にカルラに持ってきた。

　彼の躊躇ためらいの無さを恐れたカルラは、「……今後は、必要に応じて動いてくれ」と言い、作り笑いを見せて追い払おうとした。

　だが、「作り笑いじゃ駄だ目めだよ。よしもっと色々と持ってくるね！」と、エルマーはその後も彼女に付きまとい続け──最終的に、街の噂話うわさばなしなどをドルメンテルに報告するという形で、密みつ偵ていの一人という位置づけとなった。




　そして、現在に至る。





⇔






「やー、カルラさんね、マイザーと話したりした後、こっそりと小さく笑ったりしてたんだよ？」

「えッ？　……いや、その話は後にしましょう。第一エルマー、正しよう気きですか？　モニ……」

　──モニカの仇かたきであるドルメンテル家に協力するなんて。

　と言いかけた所で、マイザーは言葉を止めた。

　エルマーのすぐ後ろにいる、ヒューイの姿すがたが目に入ったからだ。

　そもそも、エルマーは正気だろうと狂きよう気きだろうと関係なく、元からそういう人間だったという事を思い出したのである。

　だが、そうなると次に気になるのは、ヒューイ・ラフォレットの存在だ。

「……ヒューイさん。ヒューイさんは、何な故ぜここに？　やはり、一いち連れんの爆ばく破は事件には、貴方あなたが絡んでいるのですか？」

　ストレートな問い。

　誰だれもが息を吞む中、ヒューイは薄い笑えみを浮かべたまま、マイザーに答える。

「半分は、という所でしょうか」

「半分？」

「ええ。貴き族ぞくの屋や敷しきへの放ほう火かをはじめとする何なん軒げんかは、身に覚えがありませんね。恐らく、模も倣ほう犯はんでしょう」

　ヒューイがそう答えた瞬しゆん間かん、甲かん板ぱんの隅すみで聞いていたグレットの顔が青く染そまる。

　だが、それに気付いたのはシルヴィとフェルメートのみで、シルヴィは『自分が襲おそわれた時の事を思い出しているのだろう』と思い、真実を知るフェルメートは心しん中ちゆうでのみ微ほほ笑えんだ。

「ちょっと待てよ。確かく認にんしときたいんだが……あんたは、誰だれだ？」

　ヴィクターの問いに、ヒューイは恭うやうやしく一いち礼れいする。

「これはこれは、申し遅れました。私はヒューイ・ラフォレット。ロットヴァレンティーノの第三図書館かんに所しよ属ぞくしていた者です。以後、お見み知しりおきを。ヴィクター・タルボット様」

「俺おれの事を知ってんのか？」

「ええ、ルクレツィア様とセラード様から、かねがね」

「はあ!?」

　混乱したヴィクターは、甲板の箱に腰を下ろしていたセラードに顔を向ける。

　説明しろという視線のヴィクターに、セラードは小さく舌した打うちをした後、語り始めた。

「まったく、勘かんの悪い若わか造ぞうが。そのヒューイという小こ僧ぞうは、私やお前がロットヴァレンティーノに到着する前から、我々の協力者だったというだけの話だ」

「なんだと!?」

「そいつは中々に肝きもの据すわった奴やつだ。突然ルクレツィア様の寝しん所じよに忍しのび込んで、『偽にせ金がね』の製せい法ほうと引き替えに、自分をドルメンテルの工こう房ぼうと取引させろと言い出したそうだ」

「……」

　もはや驚きを言葉にできないのか、複雑な表情で口をぱくつかせるヴィクター。

「確かに、中々興きよう味み深ぶかい製法だった。それ以前に、そやつは我々の弱みである、火か薬やくに対する技術に長たけておったのでな。わしらと対等な協力者として、取引を認める事にしたそうだ」

「聞いてねえ、俺は聞いてねえぞ！」

「何な故ぜ、お前のような若造に話す必要がある？　それに、貴き様さまは口が軽いしな」

　セラードの言葉に追い打ちを掛けるように、ヒューイが笑顔のまま謝しや罪ざいの言葉を呟つぶやいた。

「すみませんね、ヴィクターさん。ルクレツィアさんにも、『あとで驚く顔が見たいから、自分で気付くまで黙だまっておくように』と言われたものでして」

「ふ　ざ　け　ん　な　！」




　暴あばれ出したヴィクターを田でん九く郎ろうとザンクが二人がかりで取り押さえ、気き絶ぜつさせた後に倉庫へと放り込む。

　結局、マイザーがヒューイから聞いた話を纏まとめた所、次のような事が解わかった。

　ヒューイ・ラフォレットは──マイザーの感覚では信じられない事だったが──この一年の間に、モニカの仇かたきとも言えるドルメンテル家けに取り入り、潤じゆん沢たくな資金と発言力りよくを得たらしい。

　その後、どのような事情からかは窺うかがいしれないが、ルクレツィア・ドルメンテルは『対たい外がい的に、自分が死んだ事にする』必要が出て来たらしい。そこで、ドルメンテルや欧おう州しゆう各国に取っての『特とく異い点てん』であるロットヴァレンティーノが舞台として選ばれたらしい。

　セラードとヒューイが各所に爆ばく薬やくを仕掛け、人ひと死しにがでないように計算して事件を起こし、『仮か面めん職しよく人にん』が帰ってきたと思わせる。

　そして、街に遊ゆう興きように訪れたルクレツィア・ドルメンテルの船を『時計仕掛けの爆薬』で爆ばく破は、沈ちん没ぼつさせる事によって、多くの人々に『仮面職人がルクレツィアを殺した』と思わせる事までが計画の内だったそうだ。ルクレツィアをはじめとする船の乗員は前の停てい泊はく地ちで退たい避ひしており、船を動かしていた最さい低てい限げんの乗員は──海上でアドウェナ・アウィス号に乗り移り、風のタイミングを見計らって、無む人じんの船を港に向けて走らせたのだ。

　あとは、その際に仕掛けた時計爆ばく弾だんが爆ばく発はつするのを待って、アドウェナ・アウィス号の水すい夫ふとして何なに食くわぬ顔で入にゆう港こうする。それがこの計画だった。

　つまり、アドウェナ・アウィス号をここに届けた別の財ざい閥ばつも、その計画に一枚嚙かんでいた事になる。金による取引か、あるいは政治的な駆かけ引きがあったのか、そこまでは解わからない。

　全てはグルだったのだ。

　最終的に、今日きようの連続爆破事件を起こし、【ロットヴァレンティーノの街は『仮面職人』の最後の猛もう攻こうに遭あうも、ドルメンテル家が『仮面職人』を殲せん滅めつする事に成功。しかし、その争いで疲ひ弊へいしたドルメンテル家は、ルクレツィアの仇を討うった事を機きにロットヴァレンティーノの街から表面的には撤てつ退たい。以後は裏うらから錬れん金きん術じゆつ師し達の知識を掌しよう握あくする】という形でシナリオを完かん結けつさせるつもりらしい。

　海上要よう塞さいの炎えん上じようについては、自らの部屋を爆破することで『被ひ害がい者しや』となったセラードが、侵しん入にゆう経けい路ろを調査するという名めい目もくで各所を自由に見回った際に爆弾を仕掛けた結果との事だ。

　もしかしたら、ダルトン達もその事実を知っていたのではないか？　彼らもグルなのではないか？　一いつ瞬しゆん、マイザーの頭にそんな疑問が過よぎったが──敢あえて考えない事にした。疑ぎ念ねんによって無む駄だに怒りを覚える事は得とく策さくではないと考えたのだ。

　──世界を変えるには、こんな馬ば鹿かげた事も乗り越えなければならないのか。

　──確かに、不ふ死しという馬鹿げた力は……そんな馬鹿げた『権けん力りよく』と戦うには有効なのかもしれない。

　そんな事を考えつつ、マイザーは既すでに後にした故こ郷きようを思い返す。

　当然ながら、故郷の街を壊こわされたマイザーとしては、ルクレツィア・ドルメンテルのしたことは、簡単に許せる事ではない。

　だが、結果としてグレットとシルヴィが救われた事、そして、ヒューイの取った行動への驚きによって、その怒りは半分ほど封じられる事になる。

　──ヒューイ。彼に一体、何があったのでしょう。

　やはり、マイザーには信じられなかったのだ。

　ヒューイが、恋人であるモニカの人生を奪うばったドルメンテルに協力するなどと。

　もしかしたら、協力したフリをして内部からドルメンテル家けを崩ほう壊かいさせるつもりなのではないかとすら考えた。

　だが、彼の様よう子すを見ていると、本当に復ふく讐しゆうという言葉が欠けつ落らくしているようにも感じられる。

　──「復讐をした所で、モニカは戻らないと悟さとっただけですよ」

　ヒューイ本ほん人にんはそう言っていたが、そこまで割り切る事など可能なのだろうか。

　この一年の間に、彼はどれだけの葛かつ藤とうと絶ぜつ望ぼうを経たのか。

　そして、一体何なにに希望を見いだしたのか。

　マイザーは、ヒューイの空白の一年を推すい測そくしようとして──無む駄だな事だと諦あきらめた。

　例え、この先永えい遠えんの命を手に入れる事になったとしても、結局は、他人の一年を知る事すらできはしないのだろうと。

　不ふ死しは万ばん能のうではない。

　その自じ戒かいを胸に秘ひめ、マイザーは海の遥か先にある大陸と──時の彼方かなたに想いを馳はせた。




「やれやれ、不死の秘ひ薬やくなどという馬ば鹿かげた薬があるなら、とっとと見せてもらいたいものだ」

　船の縁へりで何かを考え込んでいるマイザーの背を見ながら、老ろう錬れん金きん術じゆつ師しが声をかける。

　上から目め線せんで言うセラードに、錬金術師の一人が抗こう議ぎの声をあげた。

「ちょっと待て、あんたとヴィクターには、次の停てい泊はく地ちで降りて貰もらうってのが筋すじだろう。ヒューイとエルマーもだ！　例の『実験』に参加できるのは、名めい簿ぼに名前が載のってる奴やつだけって約束だろう！　誰だれが『不死』になったのかを、正確に把は握あくしておく為ためのな！」

　それに続いて、周りの錬金術師達たちもそうだそうだと声をあげる。

　だが、あとから乗り込んでいたヒューイ達の表情に変化はない。ヴィクターがいたら売り言葉に買い言葉で喧けん嘩かになっていたかもしれないが、まだ気き絶ぜつしているようで、倉庫の中に押し込められている。

「マイザーさん、ダルトンさんから、何か預かっていませんか？」

「え？」

　ヒューイに言われ、マイザーは船に乗り込む直前、『無ぶ事じに出しゆつ港こうできたら開けろ』と封ふう筒とうを渡されていた事を思い出す。

　手て荷物の中からすぐにそれを取り出し、封筒を切ると──追加の乗員名めい簿ぼとして、ヒューイ・ラフォレット、エルマー・Ｃ・アルバトロス、セラード・クェーツ、さらにはヴィクター・タルボットの名まで記しるされた紙が出て来たではないか。

　それを見せられた錬れん金きん術じゆつ師し達はヒューイ達を追い出す事もできず、先せん刻こくのマイザーの疑ぎ念ねんと同じように『ダルトンはどこまで知っていたんだ？』と囁ささやきあった。




　──結局、私はまだ、誰だれかの手の平の上で踊る事しかできないわけか。

　マイザーは溜ため息いきを吐きつつ、不ふ甲が斐いない自分自じ身しんを恥はじた。

　──長い時をかければ、こんな自分でも変われるかもしれないと思ったが……。

　──ヒューイのように、一年で別べつ人じんのように変わる者も、エルマーのように、永遠に変わらないのではないかと思う者もいる。

　──変わるも変わらぬも、全ては時間ではなく己おのれの覚かく悟ご次し第だい、という事か。

　改めて気を引き締しめ直し、マイザーは航こう海かいの果てにある『儀ぎ式しき』の日に思いを巡らせる。

　その儀式の後に何が起こるのかも知らぬまま──

　船は、静かに揺らめき続ける。

　内部に、どす黒い『悪あく意い』の塊かたまりを乗せたまま。




　無む邪じや気きな悪意を脳のう内ないに巡らせる男──フェルメートは、船の後部で懐かい中ちゆう時計を眺ながめていた。

　目を醒さましたチェスは、ベグと一いつ緒しよに船の探険に興きようじている。

　航海と新しい地への不安を、必ひつ死しに隠かくそうとして笑い続けるチェスの顔を眺め続けていたかったが──今は、時計を片手に頭の中に無む数すうの想そう像ぞうを巡らせる。

　──ああ、そろそろかな。そろそろだ。

　──どんな顔をしているだろう。どんな気持ちでいるだろう。




　──それを直接確かく認にんできない事が……私の最大の心こころ残のこりですよ、ニキ。
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ロットヴァレンティーノ　港こう湾わん部ぶ




「だからぁ、そんなに怒っちゃイヤよぉ、カルラちゃんったらぁ」

「巫ふ山ざ戯けないで下さいッ！」

　ションボリとした顔でソッポを向くルクレツィアに、カルラの怒ど声せいが叩たたきつけられる。

　事情を全て聞かされたカルラは、それまで流していた嬉うれし涙を引っ込ませ、主あるじに対して激しい怒りをぶつけ始めたのである。

「何を考えておられるんですか！　そんな計画で、一体どれだけこの街に迷めい惑わくをかけたと思っているのです！　怪け我が人にんだって多く出ているんですよ!?　今日きようの爆ばく発はつだって、一体どれだけ……ああ、もう！」

「だってぇ、ヴィクターちゃんが『この街の人間はみんなクズだ』って毎日のように手紙に書いてくるからね？　じゃあ、ちょっとぐらい燃やしてもいい気き味みかなってぇ」

「いい加か減げんにして下さい！　ドルメンテルの私し兵へいの方が怪我人多いんですよ!?　それ以前に、もしも子供や図書館かん目め当あての観光客きやくが巻き込まれていたらどうするつもりだったんですか！　街を出た錬れん金きん術じゆつ師しの人達が、どれだけ不安な思いをしていると思っているんです!?」

　当然の怒りに対し、ルクレツィアはパア、と顔を輝かせてカルラに顔を向けた。

「あ、それに関してはね、ドルメンテル家の計画のうちなのよぉ。この街って錬金術師さん達の為ための街じゃない？　だから、知識を掌しよう握あくするのはいいとして、その後で他の貴き族ぞくや国から狙ねらわれない内に、人を街から分ぶん散さんさせた方がみんなの為かなって思ってぇ。っていうかぁ、今回の件なんてうちの家族の間じゃ可か愛わいい方じゃない？　どうしてそんなに怒るのぉ？」

　首を傾かしげる主に対し、カルラは大おお口ぐちを開けて怒ど鳴なりつける。

「略りやく奪だつに可愛いも可愛くないもありません！　ええ、私はルクレツィア様が『欲しい』とおっしゃったものならば、どれだけ悪あく党とうと罵ののしられようが、どんな手を使ってでも必ず手に入れてみせますとも！　ですが、今回のように、私まで騙だましてルクレツィア様が『悪』となる必要はありません！　そもそも、私がどれだけ心配したと……」

　最後に本ほん音ねを漏もらしかけた所で──

　街の各所から、鈍い爆ばく発はつ音おんのような物が響ひびき渡った。

「……えッ。まだ、爆ばく弾だんが？」

「おかしいわねぇ？　もうお終しまいの筈はずなんだけど」

「ほら御ご覧らんなさい！　全てがルクレツィア様の思い通りになるわけではないのですよ！」

　そのままガミガミと説せつ教きようを続けるカルラと、めそめそしながらそれを聞き続ける、『死んだ事になった』大だい貴き族ぞく。

　彼女達は知らなかった。

　今の爆ばく発はつ音おんの陰で──一つの悲ひ劇げきが生まれていたという事を。





⇔






10分前　ロットヴァレンティーノ某ぼう所しよ　廃はい屋おく地下二階




「……懐なつかしいなぁ」

　その場所を訪れたニキは、思わず声を漏もらす。

　眩まばゆい偽にせ金がねが溢あふれる、海かい賊ぞくの宝たから箱ばこの中のような部屋。

　かつて一度だけ、この場所を訪れた事がある。

　１７０５年。ニキがエルマー達の手で救われ、クスリの工場である船が燃えた後──一度だけこの部屋に通され、『仮か面めん職しよく人にん』こと、モニカ・カンパネルラの秘ひ密みつに触れた。

　ここは元々ヒューイの隠かくれ家がだったらしいが、その後はエルマーとモニカを加えて『仮面職人』のアジトとして使われていたらしい。最大で数百人にまで膨ふくれあがった『仮面職人』の中でも、ヒューイ達三人と自分しか知らない筈はずの場所だ。

　懐かい中ちゆう時計を見ながら、彼女は目を瞑つむり、ゆっくりとフェルメートに言われた事を思い出す。

　──「ニキ、それじゃあ、最後に逃げるべき場所を伝えておきます」

　自分が囮おとりになると言ったニキに、フェルメートはそんな事を言い出した。

　──「これは……私が囮になると言った時に、エルマーさんに教えて貰もらったんですが……。イザという時に隠れられる場所があるそうなのです」

　そして告げられた『隠れ家』は、まさしくニキの知るこの場所の事だった。

　フェルメート達と同じように、エルマーも最初からアドウェナ・アウィス号に乗る予定だと思っていたニキは、何の疑問もなく、その言葉を信じてしまったのである。

　もしも彼女がフェルメートに恋こい心ごころを抱いておらず、冷静にその言葉を聞いていたならば、矛む盾じゆんに気付いた事だろう。

　エルマーならば、フェルメートが何を言おうが、自分が囮役やくを買って出る事だろう。それなのに、何な故ぜフェルメートの囮役を止めなかったのか？

　という、彼を良く知る者ならば誰だれもが行き着く疑問に、ニキはついに思い至る事ができなかったのだ。




　そして、それは彼女に悲ひ劇げきをもたらした。

　もっとも、フェルメートの悪あく意いに気付いていれば気付いていたで、彼に恋をしていた彼女にとっては悲ひ劇げきである事に違いはないのだが。




「……？」

　頭上から音が聞こえ、複数の男達の足音と話し声が聞こえてくる。

　どうやら、地ち下か一階部分に誰だれかが降りてきたようだ。

　ニキは念のためにいくつかの明かりを消し、部屋を暗くした上で階かい上じようの声に耳を澄すます。




「本当に、ここに入ってったのか？」




　その声を聞いて、ニキは心しん臓ぞうが止まりそうになった。

　ドスのきいたその声は、彼女が５年前によく聞いていた声──

　彼女の『自じ称しよう:育ての親』である、禿はげ頭あたまの大おお男おとこの声だ。

　クスリの工こう房ぼう船せんを燃やした時に、椅い子すで思い切り殴なぐり飛ばしたきり、顔を合わせる事はなかった。領りよう主しゆに捕とらえられていたと聞いていたが、いつの間に牢ろう獄ごくから出て来ていたのだろう。

「ああ、確かにこの廃はい屋おくに逃げ込むのを見た。情報通どおりだったぜ」

「まさか本当に、こんな場所に『仮か面めん職しよく人にん』のアジトがあるとはな」

「とっつかまえれば、ドルメンテルから賞金が貰もらえるかもな」

　彼らの声には、全て聞き覚えがあった。

　クスリの工房で自分達をこき使っていた、『元もと雇やとい主ぬし』の面めん々めんだ。

　──どうして。

　──どうして、あいつらがここに!?

　心しん臓ぞうが鷲わし摑づかみにされたように悲鳴を上げる。

　忘れていた筈はずの過去が突然蘇よみがえり、ニキの心の中に無む数すうの悲鳴を搔かき鳴らした。

　そんな彼女を更さらに追い詰めるべく、階上の人間達は、何かを探すようにバタバタと物音を立て、『仮面職人』に関する会話を紡つむぎ続ける。

「しかし、本当にラッキーだったぜ。デタラメだと思ったが、見み張はってみるもんだな」

「アジトって事は、あいつらの資金源げんの『偽にせ金がね』もあるんじゃねえか」

「ああ……たんまりあるだろうよ。ついでに言うなら、偽金で稼かせいだ金で買った、本物の金きん塊かいもあるかもな」

「ややこしいなオイ。まあ、とりあえず探そうぜ」

「見た感じ、ガキっぽかったぜ。それか女だ」

「そうか、女だったら、ぶち殺す前にお楽しみができそうだなぁ」

　──一体、何が起こってる？

　──見張っていた？　ここを？

　──誰だれが、この場所の事を教えた？

　──ヒューイ？　それともエルマー？

　誰が。その疑問については、もう一人ひとり名前が思い浮かぶのだが──彼女の心はその答えに辿たどり着く事を拒否し、現状の打だ開かいに全ぜん神しん経けいを尖とがらせる。

　──何か……何か使える物は……。

　残る明かりは蠟ろう燭そく一本の為ため、殆ほとんど手探りで動く事になる。

　あの人数で探されては、地ち下か二階への隠かくし扉とびらなどすぐに見つかってしまう事だろう。

　──急がないと……。

　そんな彼女の目に飛び込んできたのは──偽にせ金がねの中に目立つように置かれた木箱と、その中に覗のぞいているいくつもの黒い球きゆう体たいだった。

　奇き妙みような事に──その黒い球体には時計が括くくり付けられており、時計の歯は車ぐるまから延びるシャフトが黒い球体の内部に入り込んでいる。

　それを見た瞬しゆん間かん、彼女は気付く。

　これは、工こう房ぼうの皆が噂うわさしていた、『時計仕じ掛かけの爆ばく弾だん』なのではないかと。

　今回の連続爆ばく破は事件の犯人が使っているという、特定の時間が来ると爆ばく発はつを起こすという爆弾なのではないだろうか？

　そして、彼女は気付く。

　黒い球体に付けられた時計が、どれも作動しているという事を。

　ニキは、自分の全身に冷ひや汗あせが噴ふき出すのを感じた。

　死に場所を探していた筈はずの少女が、眼がん前ぜんに現れた『死』の塊かたまりを認かく識にんし、全身の毛を逆さか立だてたのである。

　──爆発……する？　いつ？　あとどのぐらいで!?

　──やっぱり、ヒューイ君が事件の犯人なの？

　──どうして、このタイミングで？　なんでここを爆破するの!?

　──誰が仕掛けたの？　誰があの男達にここの場所を？

　──誰が。誰が。誰が。誰が。誰が。

　──ヒューイ君？　エルマー？　それとも……フェルメート……？

　疑ぎ念ねんが浮かんでは消えていくが、どの答えも決め手がない。

　──エルマーがフェルメートにこの場所を教えた……。

　──エルマーが、フェルメートを殺そうとした？　なんで？

　──ううん。ありえない。エルマーはそんな事は絶対にしない。

　──フェルメートも、誰かに恨うらまれるような人じゃない。

　──じゃあ、誰が？　誰が？　誰が？　誰が？

　──違う、誰でもない！　疑うヒマがあったら……逃げる方法を考えないと……。

　このまま地下に留まれば、爆ばく弾だんで死ぬ。

　爆ばく発はつする前に上の階の連れん中ちゆうが乗り込んできても死ぬ。

　逃げようと地ち下か一階に上がっても、連中に捕まって死ぬ。

　冷静に考えれば考える程ほど、自分の『死』を強く意識してしまうニキ。

　可能性があるとすれば、爆弾が爆発する前に、隠かくし扉とびらを見つけられない男達が諦あきらめて去るという可能性。そして、ニキ一人で上の階にいる男達を突とつ破ぱして逃げ延びるという可能性だ。

　だが、そんな結けつ末まつが夢ゆめ物語だという事は、ニキ自身も気付いていた。

　絶ぜつ望ぼうという単たん語ごが、彼女の心を黒く、黒く、ただ黒く塗りつぶす。

　──ああ、そうか。

　そして、気付く。

　──ここなんだ。

　自分は、『それ』を探していた筈はずだった。

　だが、結局『それ』は、探すものではなく、向こうから現れるものなのだと。

　──ここが……私の死に場所なんだ。




　そう思った瞬しゆん間かん──

　ニキは、自分の中から焦あせりや恐きよう怖ふが消え去っている事に気が付いた。

　彼女はゆっくりと『時計仕じ掛かけの爆弾』が入った木箱を持ち上げ、地下一階へと続く階段の上にそっと置いた。上で隠し扉を探している者達が、地下への道を発見すると同時に見つけるであろう位置に。

　それで脅おどそうと思ったり、少しでも自分から爆弾を遠ざけようと思ったわけではない。

　単に──どうせ吹き飛ぶなら、あのゲスな連中も確実に吹き飛ばしたかった。それだけの理由だった。

　──『あんな連中はどうでもいい』。そう思ってた筈なんだけどな。

　──やっぱり私、ずっと、あいつらの事を恨うらんでたのかな。

　──それとも、単に……道みち連づれが欲しいだけなのかな。

　自分は何という小さな人間なのだろうと思いながら、ニキは静かに歩を進める。

　地下二階部ぶ分ぶんの、袋ふくろ小こう路じとなっている通路の奥。

　部屋を造ろうとして断だん念ねんしたのか、無む造ぞう作さに掘り進められた暗い暗い通路の奥に座り込み、彼女は静かに目を瞑つむり、蠟ろう燭そくの光の届かない暗くら闇やみの中で考えた。




　果たして、自分は変われたのだろうか？

　自分は、強くなれたのだろうか？

　私は、正しい死に場所を見つけられたのだろうか？




　暗い暗い通路の奥。

　行き止まりとなった場所で、自分に迫る無む数すうの殺さつ意いを感じ取りとりながら──

　死が迫りつつある少女は、小さく自じ問もん自じ答とうする。

　疑問に、答えは出ない。

　それでも彼女は、満足だった。

　自分がどんな存在だろうと、もはやどうでも良いと。

　──ここが、私の死に場所だ。

　──だけど、最後に……フェルメートの為ために生きれたよね。

　──その結果がこれなら、きっと、ここは私が選んだ死に場所って事なんだろう。

　彼女はただ、自分が誰だれかと『繫つながり』を持つ事ができた事が、何よりも嬉うれしかった。

　──もう、いいや。

　──この場所を教えたのが、誰でもいい。爆ばく弾だんを仕掛けたのが、誰でもいい。

　──フェルメートでも、エルマーでも、ヒューイでも。

　──三人が実は私の事を凄すごく恨うらんでいたとしても、いいや。

　──なんでだろう。どんどん、死ぬのが怖こわく無くなっていく。




　そして、彼女は思う。

　──モニカも……。

　──あの子も、ヒューイとの繫がりを感じていたのかな。

　友人であり、恩おん人じんでもある少女の死に様ざまは、エルマーから聞かされていた。

　──だから、笑いながら死ぬ事ができたのかな。




　──私は、今、笑いながら死ねるのかな。




　少女は今、仮か面めんを被かぶっていた。

　結局、大した生き方ができなかった自分だったが、例え一いつ時ときでも『仮面職しよく人にん』になれた事を誇りに思っていたからだ。

　確実に迫り来る死を前に、彼女はせめて、自分の誇れる姿すがたで死のうと考えた。

『仮面職人』こそが自分の死に場所なのだと。

　そう考え、彼女は気付く。

　──ああ、なんだ。

　──やっぱり、最初のままだ。

　『仮面職人』の一人として、仮面職人に殺される予定だった、６年前の自分を思い出し──ニキは、逆に穏おだやかな気持ちになっていた。

　暗い場所で感じる死への圧あつ迫ぱく感かんが、彼女に過去を思い出させたのかもしれない。

　──そっか。

　──昔に戻ったから、怖こわくないんだ。

　──一人に戻ったから……。あの頃と同じになったんだ。

　６年前の自分も、こうして常に『死』を受け入れ続けてきたのだ。

　──あーあ。私、なんにも変わってなかったんだ。

　──やっぱり私じゃ、モニカみたいにはなれなかったよ。

　──私は、モニカみたいに、笑えないよ。

　──仮か面めんがあって良かった。

　──本当に良かった。

　ニキは、穏やかな心を僅わずかに震わせ──仮面を強く強く押さえ付け、思う。




　──泣いてる顔で死んでるのなんて、誰だれにも見られたく無いから。




　──笑いたいのに。

　──死に場所を見つけたんだから、笑って死にたいのに。

　──ごめんね、エルマー。

　そこまで考えて、彼女は、ハっと気付く。

　──エルマーの事より、フェルメートの事を考えないといけないのに。

　──フェルメートに、謝らないといけないのに。

　──馬ば鹿かだな、私。

　──こんなだから……私は……。私……。




　やがて、隠かくし扉とびらが開く音が地下に響ひびく。

　続いて、男達たちの怒ど声せい。

　カチリ、という音。




　そして──
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アドウェナ・アウィス号




「もうそろそろ、爆ばく発はつしてる頃かな？」

「……ああ、そうだな」

　懐かい中ちゆう時計を見ながら呟つぶやいたエルマーの問いに、ヒューイが淡たん々たんと答える。

「でも、なんだか勿もつ体たいないねえ。あのアジト、結けつ構こう価か値ちがあるものも残ってたのに」

「いいさ。あの街の『仮か面めん職しよく人にん』の痕こん跡せきは、全て消す事にしたんだ」

「だからって、爆ばく破はしなくても」

「綺き麗れいさっぱり無くなった方がいいのさ。第一……『ニキが街に戻った時に、うっかりあの場所に戻って【仮面職人だ】って疑われると困る』。そう言ったのはエルマーだろう？」

「まあ、それもそうだけどさ」

　そんな会話を続けるエルマーとヒューイ。

　彼らの声はお互いにしか届かず、他に聞く者はいない。




　だが、そんな彼らを遠とお目めに見て、会話の内容をほぼ正確に推すい測そくする者がいた。

　ラブロ・フェルメート・ヴィラレスク。

　彼は、エルマーがシルヴィを連れてメイエル家けにやって来たときから、奇き妙みような苛いら立だちを感じていた。なんとなく、というレベルだが、このエルマー・Ｃ・アルバトロスという男に、妙みような危き機き感かんを覚えていたのだ。

　思えば、彼が側そばにいた事で、一年前のヒューイの行動が推測と異なる結果となった。

　最さい大だい限げんの警けい戒かいを覚えたフェルメートは、彼の事を探る内に──彼が、ある廃はい屋おくに入るのを見かける事になる。

　それを追った結果、フェルメートは、階下にある『アジト』で紡つむがれている会話を耳にし──船で街を去る日に、そのアジトを爆破するという話を耳にしたのだ。

　そこにニキを誘い込むなど、彼にとっては簡単な事だった。

　同じように、街の人間達にアジトを見張らせ、彼女の逃げ道を塞ふさぐ事も。




　──ああ。ニキ、ニキ。

　少女の名前を心の中で連れん呼こしながら、フェルメートは静かに笑う。

　──君は、本当に素晴らしかった。

　ニキが自分に好こう意いを抱いていると気付いた時、フェルメートは純じゆん粋すいに嬉うれしく感じた。

　彼女は見た目も可か愛わいかったし、気立ても良い。

　恋人にするならばこれほどの少女はそうそういないだろう。

　実際、フェルメートも、ニキの事を好きになっていた。

　長い絶ぜつ望ぼうを潜くぐり抜けて、生きる希望を見いだした少女。

　なんと感動的なのだろう。

　フェルメートは、彼女を心から愛する事に決めた。

　彼女の全てが見たいと思った。

　恋に頰ほおを染そめる瞬しゆん間かんから、絶ぜつ望ぼうに変わる瞬間まで、その全てを。

　──ああ、君は今、どうしているだろう。

　──爆ばく死ししたかい？　それとも、男おとこ達たちに殺されたかい？　運うん良よく生き延びる事ができて、私に強い憎にくしみを抱いているのかもしれないね。

　──それとも、エルマーかヒューイに逆さか恨うらみをしているのかな？

　──生きているのか、死んでいるのか、ここからじゃそれすらも解わからない。

　彼は、頭の中で何十、何百通りもの『ニキの末まつ路ろ』を思い浮かべる。

　奇き跡せきが連続して起こり、領りよう主しゆの妻として幸せに暮らす未来から、爆ばく発はつで死にきれず、少しずつ体を蛆うじ虫むしに食われて死ぬ瞬間まで、繰り返し、繰り返し妄もう想そうし続けた。

　可能性は無限にある。

　フェルメートは興こう奮ふんする自分の心を鎮しずめながら、ゆっくりと考える。

　この旅の果てにある、『不ふ老ろう不ふ死し』に生まれ変わった後の事を。

　──ああ。私だけが不老不死になっては意味がない。

　──大事な者も、一いつ緒しよに永えい遠えんにならなければ。

　──そうすれば……何度も壊こわして、何度も愛めでる事ができるのだから。




　未来の可能性は無む限げんだ。

　広こう大だいな未来地ち図ずを頭の中に思い描きながら、フェルメートは静かに笑う。

　何物にも染まらぬ、純じゆん白ぱくとも言える笑顔を浮かべながら、彼は一人、海の先を眺ながめ続けた。




　この船の行く先に、無限の希望がある事を祈りながら。




　そして、船は西へと向かう。

　不老不死の酒を得る為ため、一人の悪あく魔まを呼び出すべく。




　アドウェナ・アウィス号は、ゆっくりと波を搔かき分ける。

　数百年にわたって繰り広げられる、壮そう大だいな馬ば鹿か騒さわぎの始まりの場所へと。

　悪魔よりも邪じや悪あくな男を乗せているとも知らぬまま。







[image: エピローグ　笑おうよ]






















数ヶ月後ご　アメリカ東ひがし海岸　某ぼう所しよ




　かくして、船の上で悪あく魔まは呼び出され──

　直後に起こった悲ひ劇げきは、マイザーやシルヴィを中心として、多くの疵きず痕あとを残す結果となった。




　だが、嘆なげこうと喚わめこうと船は進み、彼らはやがて、アメリカ大陸の東海岸に辿たどり着く。

　自分達の持つ知識の種たねを植え付け、新たなる知ち恵えを得る為ために。

　しかし、歓よろこびの声は上がらない。

　この地に辿り着くまでに、何人もの同どう志しを失う結果となったからだ。

　疑ぎ心しん暗あん鬼きになった錬れん金きん術じゆつ師しも多く──生き残ったうちの半分ほどは、自分の行き先は疎おろか、別れの言葉すら告げずにマイザー達の前から姿すがたを消した。




　そんな彼らの様よう子すを、心しん中ちゆうで笑いながら眺ながめていたフェルメートだったが──

　ふと、思う。

　──そういえば、ヒューイもエルマーもまだ知らないんだったな。

　──自分達の爆ばく弾だんで、ニキが爆ばく死しした可能性が高いという事を。

　自分の口から言わなければ、彼らには永えい遠えんに解わからない事かもしれない。

　だからこそ、フェルメートはそれを伝える事にした。

　──ニキを殺した人間達たちがその罪を知らないままだなんて、彼女が可哀相かわいそうだ。

　──是ぜ非ひとも、二人に伝えてあげなければ。

　自分のことは完全に棚にあげて、フェルメートは動き出す。

　『二人がどんな顔をするのか見たい』

　他に目的も裏うらもなく、本当に、ただそれだけの理由で。
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港　桟さん橋ばし




　アン女じよ王おう戦争も集しゆう結けつに向かいつつあった、植しよく民みん地ちとしての顔を持つ北ほく米べい東ひがし海岸。

　そんな戦争の影えい響きようを殆ほとんど受けていないような、小さな港町。

　アドウェナ・アウィス号が突然やってきた時はちょっとした騒さわぎになったものの、単に新型の船が珍めずらしかっただけらしく、数日も立たないうちに、アドウェナ・アウィス号は地元の人間達にとって単なる風景の一部と化していた。

　そんな船が見える位置で──二人の男が、木製の桟さん橋ばしに腰こし掛かけ、釣つり糸を垂らしている。

　ヒューイ・ラフォレットと、エルマー・Ｃ・アルバトロスだ。

　殆ほとんどの錬れん金きん術じゆつ師し達が船を去った今、この場に残り続けている者は少ない。

　多くの者は、船の上で『共とも食ぐい』を開始したセラード・クェーツが海から現れるのではないかと怯おびえて内地へと向かい、マイザーは逆に、セラードを待ち受けるかのように毎まい日にち海を眺ながめている。

　だが、ヒューイとエルマーは、そんな事情とは無む関係とでも言わんばかりに、何なに食くわぬ顔で新しい土地になじもうとしていた。




　そんな彼らの後ろに、音もなく立つ男が一人。

「釣れますか？」

　釣り人に対しては定てい番ばんの言葉を投げかける男──フェルメートは、相手の答えを待たずにゆっくりとしゃがみ込んだ。

「全然だよ。もっとこう、ワニとか釣つれるかと思ったんだけどね」

「チェスワフと別べつ行動とは珍めずらしいですね」

　素すっ頓とん狂きような答えを返すエルマーと、質問に質問で答えるヒューイ。

　フェルメートは軽く笑った後、ヒューイの問いに対して口を開いた。

「今日きようは、ベグと遊んでいますよ」

　──さて、どうやって伝えるかな。

　世せ間けん話ばなしにまじり、いかにして『あの日、ニキが仮か面めん職しよく人にんのアジトにいた』という事を伝えるか思し案あんするフェルメート。

　すぐに考えが纏まとまり、その流れに持ち込む為ために最初の話題を口にしようとするのだが──

　それよりも一いつ瞬しゆん早く、ヒューイが言葉を切り出した。

「また、悪わる巧だくみですか？　フェルメート」

「……なんです、突然」

　ハハ、と愛想あいそ笑わらいを浮かべるフェルメートに、ヒューイは淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。




「今度は、ニキを殺したんですか？　モニカを殺した時と同じように」




「……笑えない冗じよう談だんですよ、ヒューイさん。モニカ？　どなたですか、それは？」

　尚なおも表情を崩くずさずにいたフェルメートだったが──

「ああ、作り笑いになったね」

　爽さわやかな笑顔で紡つむがれたエルマーの言葉に、彼は表情を消し、暫しばし黙だまり込んだ。

　僅わずかな沈ちん黙もく。

　フェルメートは値ね踏ぶみするようにヒューイとエルマーの背を見つめ──先せん刻こくまでとは全く違う雰ふん囲い気きの笑いをこぼす。

「ハハッ」

　フェルメートの口から、笑いが漏もれる。

「ハハッ……アハハハハハハハハ！　アッハハハハハハハハハ！」

　笑いが、溢あふれ出す。

「ウフフフハハハハハハハハヒヒヒヒヒヒヒヒヒャハハハハハハハハハハハハ！」

　腹を抱え、狂ったように笑い、嗤わらい、破わ顔らった後──

　唐とう突とつにその笑い声を止め、ネットリとした微ほほ笑えみを口くち元もとに貼はり付け、呟つぶやいた。

「参まいったな」

　口く調ちようも変化させ、ヒューイに問う。

「いつから、気付いてた？」

「何も気付いていなかったとしても……一年もあれば、何かを調べるには充分ですよ」

「なるほど！　流石さすがは君だ。あっという間にルクレツィアに取り入っただけのことはある！」

「ああ、そうそう。『久しぶり』という挨あい拶さつがまだでしたね。フェルメートさん」

　ヒューイはいつも通りの薄い笑えみを浮かべたまま、ゆっくりと振り返る。

「すっかり忘れていましたよ。あの魔ま女じよ狩がりの集団に付いて歩いている、私と同じぐらいの子供がいたという事を」

　魔女狩りの集団。

　それは、ヒューイの母親の命を奪うばった、忌いむべき集団の筈はずなのだが、ヒューイの薄い笑顔に、やはり変化は見られない。

「これは驚いた。そこまで僕の過去を調べたのは、君が初めてだよ、ヒューイ」

　一いち人にん称しようすら変わったフェルメートに、ヒューイは表情を変えずに続ける。

「それで、どうする？　僕の正しよう体たいをマイザー達にも教えるかい？　それとも、この場でモニカの敵かたき討うちでもしようっていうのかな？　僕はどちらでも構わないよ？　ああ、ただ、チェスやベグに教えるのは無しにして貰もらおうかな。この程てい度どの事でチェスに嫌きらわれるなんて耐えられないから、思わずチェスを食べてしまうかもしれない」

　右手をぷらぷらと揺らしながら、挑ちよう発はつ的てきな言葉を放ち続けるフェルメート。

　エルマーは、そんな彼とヒューイを笑顔で見つめ、あっけらかんとした調ちよう子しで呟つぶやいた。




「じゃあ、とりあえず、仲直りしたら？　二人とも」




　その言葉を聞いて──初めて、フェルメートが顔面から表情を消した。

「……は？　何を言っているんだい、君は？」

「だからさ、フェルメートはモニモニを殺しちゃったんでしょ？　そのことをごめんなさいってちゃんと謝って、その後はまあ、一いつ緒しよに釣つりでもしようよ。ここ、昨日きのうは大おお物ものが釣れたんだ」

　まるで、釣りが主しゆ題だいであるかのように語りだすエルマーの顔を見る。

　皮ひ肉にくやイヤミには見えない。

　どうやら彼は、心の底から、噓うそ偽いつわりなく今の言葉を口にしたようだ。

　ゾワリ、と、フェルメートの背せ筋すじに、今まで感じた事のないような寒さむ気けが走り抜ける。

　そして、その寒気はそのまま苛いら立だちに変わり、冷たい声こわ色いろでエルマーに対して言い放った。

「少なくとも、君とは仲良くできそうにないな。エルマー・Ｃ・アルバトロス」

「そうかな？　フェルメートもドルメンテルさんの密みつ偵ていだったんでしょ？　密偵同どう士し、仲良くしようよ」

「御ご免めんだね。僕の恋人だったニキを殺した君と仲良くなんてできるわけないだろう？」

　いけしゃあしゃあと言い放つフェルメートに、エルマーは驚いた声をあげる。

「えッ？　俺おれがニキを？　どういう事？」

　フェルメートはそこで再び表情を取り戻し、ニヤリと嗤わらいながら口を開く。

　エルマーという偽ぎ善ぜん者しやに、自分という存在を思い知らせる為ために。

　自分がニキに対してどのような仕打ちをしたのか、そして、ニキをどのような結けつ末まつに追い込んだのかまで、まるで英えい雄ゆう譚たんを語るかのような勢いで、饒じよう舌ぜつに、そして生き生きとした調ちよう子しで語り尽くす。

　──あれ？

　──なんで僕は、こんなにムキになってるんだ？

　喋しやべっている間も、そんな疑問が湧わき上がり続けたが──それでも、溢あふれ出る言葉の波は止まらない。

　人生の中で、初めて『寒さむ気け』を感じさせる男と出会った。

　背中に滲にじむ冷たい汗を振り払うには、このエルマー・Ｃ・アルバトロスの感情を、自分の手で支配しなければならない。そんな強きよう迫はく観かん念ねんに近い感情すら生まれていたのである。




「……今ごろ、ニキは廃はい屋おくのガレキの下で腐くさってるか、それとも『仮か面めん職しよく人にん』の一人して、街の連れん中ちゆうにリンチされて肉にく塊かいになっているかのどちらかだろうね。僕を最後まで信じたか、あるいは裏うら切ぎりに気付いて僕を憎にくみながら死んだか……。君かヒューイを恨うらみながら死んだって可能性もあるよ？」

　実に数十分かけて、フェルメートは自分とニキの関係について洗いざらい吐き出した。

　そして、エルマーの反応を待つ。怒り狂って自分に摑つかみかかるか、それとも、自分が証しよう拠こ隠いん滅めつしようなどと言いだしたせいでニキが死んだと悲しむか。どちらでも良かった。ただ、自分の行動によって、目の前の男の感情のベクトルを変化させる事ができるか否か。それが、今のフェルメートにとって何より重要な事だったのである。

　だが──

「そっか……ニキ、死んじゃったかもしれないんだ。笑って死ねたならいいけど……」

　エルマーは、一いつ瞬しゆんだけ悲しげに顔を伏せた後、

「まあ、それはそれとしてさ。ヒューイと仲直りしなよ。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。チェス君達たちには黙だまっておいてあげるからさ！　だから、もっと笑おうよ！　フェルメートのさっきの馬ば鹿か笑わらい、凄すごい素直な笑いって感じで、俺おれ、大好きだよ！」

　と、まるで、僅わずか数秒でニキの事を忘れたとでも言いたげな、心の底からの爽さわやかな笑顔を浮かべるではないか。

　ギチ、と、フェルメートは、自分の背せ骨ぼねが軋きしむ音を感じ取った。

「なんだ……なんなんだ、君は？」

　一歩下がりながら、フェルメートは確かく信しんする。

　今までの人生では、出会う事はなかった。

　これからの人生でも、皆かい無むの存在だと思っていた。

　しかし、今、全身に浮き上がるトリハダが告げている。

　このエルマーという男は、自分にとって、不俱戴天の敵であると。

　いや、寧むしろ『天てん敵てき』とすら呼べる存在かもしれない。

　──噓うそだ。

　──噓だ、噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ。

　自分に、そんなものが存在する筈はずがない。

　目の前の存在を認めたくないのか、激しく首を振るフェルメート。

　彼は手を震わせながら右手を伸ばし、その手の平でエルマーの頭を摑つかみこんだ。

　──どうだ。

　──怯おびえろ。

　こんな行動は、全く自分らしくない。

　そう思ってはいるものの、フェルメートは自分を制せい御ぎよする事ができなかった。

　この男は、ここで消さねばならない。

　そんな確かく信しんすら抱いていた。

　しかし、右手を頭に乗せた瞬しゆん間かん、脳のう裏りに浮かぶのは『食いたい』という衝しよう動どうではなく──

　圧あつ倒とう的てき、拒きよ絶ぜつ。

　──こいつを……食う？

　──こいつの知識が、経験が、個性が……俺おれの中に、混ざりこむだと……？

　──冗じよう談だんじゃない。

　──冗談じゃない！

　フェルメートは顔面を蒼そう白はくにして、勢い良くエルマーの頭から右手を引き剝はがした。

　そして、幽ゆう霊れいか何かを見るような表情でエルマーから離れ──

「……君は、存在するだけで世界を蝕むしばむ害がい悪あくだ」

　と、完全に自分を棚たなに上げた発言をした後、舌した打うちをしながら後ずさりし、半分よろめくような形でその場を立ち去り──




　その日の内にチェスとベグを連れ、マイザーに別れを告げる事すらなく、逃げるように街を立ち去ってしまった。
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　数時間かん後ごに街から姿すがたを消すとはつゆ知らず、エルマーは不ふ思し議ぎそうな顔をして、ふらつきながら立ち去るフェルメートの背を見送った。

「どうしたんだろうフェルメート？　今ごろ船ふな酔よいが出て来たのかな？」

「お前は、本当に馬ば鹿かだな。だが、尊そん敬けいに値する」

「そうかな？　なんだか照れるね」

　へへ、と自分の頭をさするエルマーに、ヒューイは真剣な顔で呟つぶやいた。

「正直、奴やつがニキにした事を聞いていた時、怒りを覚えかけた。そうした感情は完全に捨てたと思っていたんだが、難しいものだな」

「でも、ニキ、生きてるかもしれないからさ、俺おれ、機会を見てロットヴァレンティーノに戻ってみるよ」

「そういう所も、お前らしいな」

　生と死を淡たん泊ぱくに語るエルマーの言葉を聞き、ヒューイは安あん堵どしたように目を閉じる。

「……出しゆつ港こうの何日か前、再会した時に頼んだ事、覚えてるか？」

「ああ、覚えてるよ。ええと、アドウェナ・アウィス号に一いつ緒しよに乗れっていうのと……」

「もう一つの方を、改めて頼みたい」

　釣つり糸を垂らし、目め線せんは水面に向けたまま──ヒューイは、静かに言葉を紡つむぎ出した。

「俺は、変わり続けるだろう。モニカとの約束を果たす為ために、あらゆる手段を試すだろう。だけど……もしも、モニカとまた会えた時に、俺の方が完全に別べつ人じんになってしまっていたら……モニカを好きだった頃の俺が、一ひと欠片かけらもなくなってしまっていたら意味がないんだ」

「モニカは、あんまり気にしないと思うけどね」

　茶ちや化かしているわけではなく、真ま面じ目めな答えとして呟つぶやくエルマー。

　ヒューイはそれに頷うなずくも、続けて小さく首を振った。

「モニカが良くても、俺が嫌いやなんだ。だから、これは、俺の個人的な我わが儘ままだ」

　そして、改めてエルマーに顔を向け、友人としての願いを告げる。

「だから、俺がどれだけ変わってしまっても……エルマー、お前は変わらないでくれ。残ざん酷こくで、途と方ほうも無い願いをしているというのは解わかっているが……お前が変わらないでくれていたら、俺は、お前の存在を頼りに、モニカと愛し合っていた頃の俺に帰れるかもしれない」

　対するエルマーの答えは、単純だった。

「一年前の約束、ちゃんと護まもれよ」

「ああ」

「モニカとまた会えたら……モニカと二人で、俺に最高の笑顔を見せに来てくれよ」

　それを聞いて、ヒューイが苦く笑しようする。

「条件が厳きびしくなってるぞ」

「そのぐらい、いいだろ？　70年ぐらいの人生が永遠になっちゃったんだからね。永遠に変わらないようにするのって、きっと凄すごく大変だろうし」

「お前なら、できるさ」

　ヒューイの微ほほ笑えみを見て、エルマーは満足そうに頷うなずいた。




　その後、暫しばらく黙だまったまま釣つりを続けた二人だが──ヒューイがおもむろに立ち上がり、エルマーに淡たん々たんと告げる。

「じゃあ、俺おれはそろそろ行くよ」

「そっか、またな」

　対するエルマーも、あっさりとそれに言葉を返した。

　別れの挨あい拶さつ。

　お互いの目的地ちも知らず、次に会えるのは、何ヶ月後か、何年後か、何十年後ごか──セラードのような輩やからがいる事を考えると、一生会あえないかもしれない。

　それでも、二人の別れの挨拶はそれで充分だった。

　エルマーが湿しめっぽい別れを苦にが手てとするのはヒューイも知っていたし、何より、ヒューイ自身も、いずれまた会えると信じていたからだ。

　永えい遠えんの中では、１日も１００年も変わらない。

　ヒューイは唯ゆい一いつの親友である青年に軽く手を振り、背を向けた。




　そのまま、ヒューイ・ラフォレットは歩き出す。

　己おのれの目的を見み据すえ、背後にいるエルマーや、過去という場所に存在するモニカとの間に、確かな繫つながりを感じ取りながら。




　ヒューイ・ラフォレットの長い長い旅は、今まさに、この瞬しゆん間かんから始まろうとしていた。

　遠い未来に、繫がった糸を再びたぐり寄せられると信じて。

　彼は、確かにその一歩を踏み出したのだ。
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エピローグ（裏）　素そ封ほう家かの艶えん笑しよう







２００３年　アメリカ東ひがし海岸某ぼう所しよ　海かい洋よう歴史博はく物ぶつ館かん




　１７１１年に起こった、ドルメンテル家けと『仮か面めん職しよく人にん』の騒そう乱らんについて話し終えた館かん長ちよう。

　彼は真剣な表情で、改めてジャンピエール・アッカルドの子し孫そんである青年に向き直った。

「我々が貴方あなたに話を伺うかがおうと思ったのは……単に、報告書しよにジャンピエールさんの名前があったからではありません」

「と、言うと……？」

「ジャンピエール・アッカルドは、この時、ある事情から街を離れていたそうです。にも関わらず、彼は１７１１年のロットヴァレンティーノの騒そう乱らんを戯ぎ曲きよくにしています」

「……ああ」

　予想はしていた事だが、青年は自分の先せん祖ぞの図ずう々ずうしさに、改めて辟へき易えきした。

「彼は一体、どのような情報網もうを持っていたのでしょう？　資料によると、ドルメンテルの密みつ偵てい数人とも関わりを持っていたようですし……。何か、心当たりはございませんか」

「ただ一つ言えるのは……自分の祖そ先せんを悪く言いたくはありませんが、ジャンピエール・アッカルドは、人間としては相当なゲス野……」

　ゲス野や郎ろう、とハッキリと言いかけた所で、応おう接せつ室しつの扉とびらが開かれる。

「館かん長ちよう」

「なんだ!?　接せつ客きやく中ちゆうだぞ！」

　突然飛とび込んできた受付係かかり員いんに眉まゆを顰しかめる館長だが──その係員が次に吐き出した言葉を聞いて、眉どころか顔面全すべてを顰める結果となった。

「ＦＢＩが……アドウェナ・アウィス号の資料の提供を求めると……」





⇔






「アドウェナ・アウィス号に残されていた文ぶん献けん資料、無ぶ事じ、回かい収しゆうしました」

　眼鏡めがねをかけたブロンドの女性捜そう査さ官かん──ジェシカ・サリバンは、ボックスに入れられた資料を後部座ざ席せきに積み込んだ後、運転席せきに座り直す。

　すると、助手席せきにいた眼鏡めがねの男が、椅い子すにふんぞり返りながら声をあげた。

「あー、御ご苦く労ろう御苦労。なんか変わった事はあったか？」

「ええ、ロットヴァレンティーノゆかりの人物を館長が接客中でした」

「なんだと？」

　身を乗り出す助手席の男に、ジェシカは氷でできたコンピューターという印いん象しようの表情で淡たん々たんと報告する。

「ジャンピエール・アッカルドの子し孫そんだそうです」

「ジャンピエール……おーおーおー、あの詩し人じんな！　結局、俺おれあの詩人と会えてねえんだよな。くそ、絶対なんか知ってたと思うんだがな」

「名前と連れん絡らく先さきは入にゆう手しゆしておきました、気になる事があれば、連絡を取りますが」

「……どうやって、通りすがりの奴やつから名前と連絡先を聞き出した？　今は関係ねえのに強ごう引いんに聞き出したら問題になんだぞおい」

　昔は問題無なかったとでもいうような表現で心配する上じよう司しに、ジェシカはやはり氷を思わせる微ほほ笑えみを浮かべ、答えた。

「色いろ仕じ掛かけをしました」

「あっさり言うなよ、お前……そういう事をよお……」

　顔を引きつらせながら言う上司は、溜ため息いきを吐きながら愚ぐ痴ちを吐く。

「ったく、お前の爺じいさんはそりゃまともな奴だったのに、どうして孫まご娘むすめはこんなんなんだか……。まあいい、他に変わった事は？」

「変わった事……。一つだけ、確かく認にんしておきたい事があります」

「なんだ？」

　真剣な表情の部ぶ下かに、上じよう司しも真剣な顔をして向き直った。

　ジェシカは真剣な表情のまま、眼鏡めがねをクイ、と直して問う。

「今後、副ふく部長に提出する報告書しよは『よう、元気か。俺おれからの手紙が無くて寂さびしかったんじゃねえか？』という書き出しで宜よろしいでしょうか」

　それを聞いて、上司──ヴィクター・タルボットは、一いつ瞬しゆん呆ほうけた後、顔を真まっ赤かにして叫ぶ。

「てッ……てめぇええ！　見やがったなぁあ！　糞くそッ！　そもそもどうして、海上要よう塞さいに置いてきた俺の報告書の写しがあの船にあったってんだよ！」

「エルマーという乗員の船室から見つかったそうです」

「あの笑顔中ちゆう毒どく野や郎ろう！　勝かつ手てに持ち込んでやがったなあああ！」

　怒りにワナワナと震えるヴィクターに、ジェシカが言った。

「御お言葉ながら、気を遣つかって荷物を船に運んで下さったのでは」

「俺に渡し忘れてちゃ意味ねえだろうがぁッ！　ああああ、忘れろ！　命令だ！　いいな！」

「ルクレツィア様というのは、私よりも魅み力りよく的てきな女性なのでしょうか」

「ああ、てめえよりも１００倍ぐらい可か愛わいげのある女だったよ！」
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「何を騒さわいでるんだ？　あの車……」

　館かん長ちようとは改めて話をする約束をした青年は、怒ど鳴なり声の聞こえる車を見ながら呟つぶやいた。

　──運転席せきに乗ってるの、さっきのＦＢＩの人だよな？

　そんな事を考えながら歩いていると、前方にいた女性にぶつかってしまった。

「……」

　バランスを崩くずして、よろめく女性。

「あッ、すいません！」

　思わず手を伸ばし、相手が転ばぬようにその手を摑つかむ。

　すると、青年は気付いた。

　二は十た歳ち前後と思おぼしきその女性の右手が、厚い包ほう帯たいに覆おおわれていたという事に。

　よく見ると、腕だけではなく、顔の半分に包帯を巻いている。

「……」

　遠くを見るような目で、パクパクと口を開く女性を見て、青年はどう反応すればよいのか迷ったが──

「あらあら、ごめんなさいねぇ、この子、事故にあったショックでいつもぼんやりしてて……」

　少し離れた所にいた別の女性が、こちらに近づいて来て謝しや罪ざいした。

「あ、いえ、お気になさらずに」

　──こりゃまた、お姉ねえさんの方も凄すごい格かつ好こうだなあ。

　博はく物ぶつ館かんという厳おごそかな場所の空気とは異なり、胸むな元もとや足を大だい胆たんに見せる服を纏まとった女性。妙みように艶なまめかしい声と綺き麗れいな顔にドギマギしつつ、青年は逆に謝るような形でそそくさとその場を立ち去った。




　そんな青年の背を見送った後、派は手でな女は、未いまだに怒ど鳴なり声が聞こえ続けるＦＢＩの車に目を向けた。

「全く、こんなに近くにいるのに気付かないなんて、相変わらず鈍いわよねぇ。ヴィクターちゃんったら」

「……」

「ま、３００年近くも経たってれば、こっちの顔も忘れちゃってるかもね」

『博はく物ぶつ館かんに、不ふ死し者しやについての資料がある』

　そんな内容の情報を匿とく名めいでＦＢＩに流した女性は、現げん場ばに現れた人物を見てクスクスと嗤わらい──横にいる包ほう帯たい娘むすめに語りかけた。

「エルマーくんやフェルメートは、貴女あなたのこと、ちゃんと覚えてるかしらね？」

「……！　……！」

　まともな言葉を発してはいなかったが──

　半はん身しんを包帯にくるまれた娘は、二つの名を聞いて、嬉うれしそうに笑う。

　ただ、彼女がどちらの名前に反応を示したのかは、派は手でな格かつ好こうの女──ルクレツィア・デ・ドルメンテルにも判はん断だんする事はできなかった。




　二人の名前を聞き、彼女の記憶に蘇よみがえるのは、一つの音から始まる光景。

　１７１１年。地下室で追い詰められた彼女が耳にした『カチリ』という音。

　それは、爆ばく弾だんのスイッチが入る音ではなかった。

　音と共に通路の奥にあった隠かくし扉とびらが開かれ、その奥から眼鏡めがねをかけたスタイルの良い女性が現れたのである。

　彼女に連れられて隠し扉の奥に入った瞬しゆん間かん、爆弾が作さ動どうした。

　そして、熱と、息苦しさと、痛みを経た後の──闇やみ。

　客きやつ観かん的てきに見て『死にかけた瞬間』を思い出し、心を壊こわされた彼女は笑う。

　記き憶おくの中で死に続けている彼女は、自分が死ぬ瞬間だからこそ笑おうとしていたのだ。

　その笑顔が誰だれの為ためなのかは──今の彼女にも解わからない。




　『不ふ死しの酒を手に入れる事』。

　それが、ルクレツィアが子こ飼がいの錬れん金きん術じゆつ師し達たちに出した指し令れいだった。

　セラードは無む視しを決め込み、ヴィクターからは不死の酒の代わりに『よくも騙だましやがったな、心配かけやがって、ヒイヒイ言わせてやるから覚えてろ』という手紙が来た。フェルメートからは数年後にサンプルが届いたが、その時は既にルクレツィアは不死となった後だった。

　ヒューイとエルマー。彼らは示し合わせたかのように、同じ方法で不死の酒を彼女の元に届けたのである。

　自分達で解かい析せつして造つくったわけではない。

　彼らは、酒を飲む瞬しゆん間かん、自分は半分だけ飲んで、もう半分を予あらかじめ用意していた別の容よう器きに移して保ほ存ぞん。それをそのままルクレツィアに送るという手を使ったのである。

　ほんの一ひと口くちでも効果があると知った彼女は、ヒューイから受け取った分を自分で吞み、エルマーの分は別の人間達たちに吞ませたのだ。




　その結果である女を傍かたわらに抱きしめながら──ルクレツィアは、この世の全てと愛あい欲よくの契ちぎりを交わすような目で呟つぶやいた。

「フェルメートちゃんも色々と動いてるみたいだし、いよいよ面白くなってきたみたいねぇ」

　ねっとりとした声を吐き出し、彼女は包ほう帯たい娘の手を引き、歩き出す。

　やがて来るであろう不死者しや絡みの騒そう動どうを、絶対的な傍ぼう観かん者しやとして見み届とどける為ために。




「ヴィクターちゃんも頑がん張ばってねぇ？　良くできたら褒ほめてあげるわぁ」

　強ごう欲よくな女は、クスクスと嗤わらいながらＦＢＩの車の横を通り過ぎるが──

　結局、部ぶ下かをどやし続けるヴィクターは愛する女性に最後まで気付く事ができぬまま、知らず知らずのうちに馬ば鹿か騒さわぎへと巻き込まれようとしていた。

　それこそが、彼に与えられた運命だとでも言うように。





バッカーノ！　２００３に続く
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成なり田た良りょう悟ご

数年前、『５６５６！』の著者近影に載せた子ヤモリがいつの間にか大人になって子供を生んでいました。曇りガラスの向こうで蛾を取る様を眺めているとペットを飼ってる気分で心が和み、今なら履歴書の趣味欄に『ヤモリ鑑賞』が書けるぞと喜ぶ三十路序盤作家。
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で様々なキャラデザをこなす実力派。
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